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第１章　調査の趣旨
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１．建設業を取り巻く現状 

 国勢調査によれば、我が国は平成 22 年（2010 年）の 1 億 2,806 万人をピークに人口

減少が始まり、しかも極めて速いスピードで高齢化も進みつつある。 
これを人口構造面からみれば、我が国はそれ以前の 1990 年代から、「若者の比率が低

く、高齢者の比率が非常に高い人口構造の状態」となって経済成長率の低下や社会保障

など財政支出の増大が問題となる「人口オーナス期」に突入している。さらに今後、2030
年までにおいて、貴重な労働力である生産年齢人口は毎年１%近く減少していくと見込

まれている。 
このような中、平成 30 年（2018 年）に成立した「働き方改革関連法」が平成 31 年

（2019 年）4 月から施行された。「働き方改革関連法」とは、労働基準法、労働安全衛

生法、労働時間等の設定の改善に関する特別措置法、じん肺法、雇用対策法、労働契約

法、短時間労働者の雇用管理の改善等に関する法律、労働者派遣事業の適正な運営の確

保及び派遣労働者の保護等に関する法律の８本の労働法が一括して改正されたもので、

長時間労働の是正と多様で柔軟な働き方の実現を柱としたものである。 
長時間労働の是正に関する施策としては、①時間外労働の上限規制の導入、②一定日

数の年次有給休暇の確実な取得、③労働時間の状況の把握の実効性確保、が掲げられて

いる。 
この「働き方改革関連法」では、建設事業に関しても、平成 31 年（2019 年）4 月の

施行から５年間という一定の猶予期間を置いたうえで、罰則付き時間外労働の上限規制

の一般則を適用することとされており、建設業界において早急に取り組むべき課題とな

っている。 
 

２．国土交通省の取り組み 

２－１．認識と取り組み方針 

このような状況を踏まえ、国土交通省は平成 28 年（2016 年）を「生産性革命元年」

と位置づけ、「i-Construction」の推進をはじめとして、総力を挙げて生産性の向上に

向け取り組んでいる。 
  平成 28 年（2016 年）4 月の国土交通省「i-Construction 委員会」の報告書によれ

ば、 
 

〇高齢化等により多数の技術者・技能者が離職する 10 年後には、現在と同水準の

生産性では建設現場は成り立たない。 
〇したがって、いま生産性を向上させなければ、建設現場を維持し社会的使命を果

たしていくことが困難な状況になると考えられる。しかしながら、見方を変えれ

ば、この人手不足はイノベーションのチャンスである。 
  〇一方、12 年連続で減り続けてきた公共事業予算が平成 27 年度（2015 年度）は２

年連続で横ばいとなり、このような建設投資、公共事業予算の状況のなか、建設

企業の業績も上向き、安定的な経営環境が実現し始めている。 

  〇建設企業の業績が回復し、安定的な経営環境が確保されつつある中で、生産性の

向上に本格的に取り組むべき絶好の機会が到来したと言える。 

  〇まさに今こそ、「i-Construction」に取り組める絶好のチャンスである。 

 

との認識、取り組み方針が冒頭に記載されている。 

 また、我が国には労働環境の悪さである「きつい・汚い・危険」を意味する「３Ｋ」

2



という言葉があるが、建設業に入職する若者は、この「３Ｋ」のイメージが大きいこ

ともあって減少傾向になっている。 

 そこで平成 27 年（2015 年）に、国土交通大臣と日本経済団体連合会が、建設業の

担い手確保のために「給与が良い・休暇が取れる・希望が持てる」を意味する「新３

Ｋ」を提唱し、現在は国土交通省が主体となり、賃金水準の確保や、建設業界におけ

る安定的な仕事量の確保、週休２日制を取り入れた工事の推進など「新３Ｋ」の実現

に向けた取り組みを進めているところである。 

 

２－２．新・担い手三法 

 平成 26 年（2014 年）に、公共工事の品質確保の促進に関する法律（以下「品確法」

という。）と建設業法、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（以下「入

契法」という。）が一体として改正され、適正な利潤を確保できるよう予定価格を適正

に設定することや、ダンピング対策を徹底することなど、建設業の担い手の中長期的

な育成・確保のための基本理念や具体的措置が規定された。 
しかし、令和元年（2019 年）7 月の国土交通省土地・建設産業局（現 不動産・建

設経済局）建設業課資料「新・担い手三法について ～建設業法、入契法、品確法の一

体的改正について～」によれば、 
  〇建設技能労働者においては、60 歳以上の高齢者（82.8 万人、25.2％）は 10 年後

には大量離職が見込まれる。一方、それを補うべき若手入職者の数は不十分。 
〇給与は建設業全体で上昇傾向にあるが、生産労働者（技能者）については、製造

業と比べ低い水準。 
〇建設業生産労働者（技能者）の賃金は、45～49 歳でピークを迎える。体力のピー

クが賃金のピークとなっている側面があり、マネジメント力等が十分評価されて

いない。 
〇社会保険の加入は一定程度進んでいるが、下位の下請企業になるほど加入率は低

く、さらに踏み込んだ対策が必要。 
〇建設業は全産業平均と比較して年間 300 時間以上、長時間労働の状況。（建設業：

平成 30 年度（2018 年度）は 2,036 時間。前年比では 29 時間の減） 
〇他産業では当たり前となっている週休２日もとれていない。（技術者の４週８休は

１割以下） 
というのが、建設業の実態である。（図 1-1） 
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図 1-1 建設業を取り巻く現状と課題 

（出典）国土交通省「新・担い手三法について ～建設業法、入契法、品確法の一体的改正について～」 

 
なお、技術者・技能労働者の休日形態については、週休２日が確保できている割合

は元請技術者 24.6％、下請技術者 10.7％、技能労働者 11.6％と低い状態にある、と

する調査結果もある。（図 1-2） 

    
図 1-2 休日形態（実態と望ましい休日形態） 

（出典）国土交通省「発注者責任を果たすための今後の建設生産・管理システムのあり方に関する懇談会」 
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  このような実態を踏まえ、令和元年（2019 年）6 月に品確法と建設業法･入契法を

一体として改正した、新・担い手三法が公布された。（図 1-3） 

    
図 1-3 新・担い手三法について 

（出典）国土交通省「新・担い手三法について ～建設業法、入契法、品確法の一体的改正について～」 

 
その中で、働き方改革への対応、生産性向上への取り組みとして規定された内容はそ

れぞれ以下のとおりである。 
 
  ＜働き方改革への対応＞  
   〇公共工事等を実施する者の責務として、「適正な額の請負代金・工期での下請契

約の締結」。（品確法） 
   〇発注者の責務として、以下の３点。（品確法） 

・休日、準備期間、天候等を考慮した適正な工期の設定 
・公共工事の施工時期の平準化に向けた、債務負担行為・繰越明許費の活用に

よる翌年度にわたる工期設定、中長期的な発注見通しの作成・公表等 
・設計図書の変更に伴い工期が翌年度にわたる場合の繰越明許費の活用等 

   〇長時間労働の是正 （工期の適正化等）として、以下の２点。（建設業法･入契法）  
・中央建設業審議会が工期に関する基準を作成・勧告。また、著しく短い工期 

による請負契約の締結を禁止し、違反者には国土交通大臣等から勧告等を実

施。 
・公共工事の発注者に、必要な工期の確保と施工時期の平準化のための方策を

講ずることを努力義務化。 
〇現場の処遇改善として、以下の２点。（建設業法･入契法） 

・建設業許可の基準を見直し、社会保険への加入を要件化。 
・下請代金のうち、労務費相当分については現金払い。 
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  ＜生産性向上への取り組み＞ 
〇発注者・受注者の責務として、「情報通信技術の活用等を通じた生産性の向上」。

（品確法） 
〇限りある人材の有効活用と若者の入職促進のため、工事現場の技術者に関する

規制の合理化として、以下の２点。（建設業法･入契法） 
・元請企業の監理技術者に関し、これを補佐する制度を創設し、技士補がいる

場合は複数現場の兼任を容認。 
・下請企業の主任技術者に関し、一定未満の工事金額等の要件を満たす場合は

配置を不要化。 
〇建設工事の施工の効率化の促進のため、建設業者が工場製品等の資材の積極活

用を通じて生産性を向上できるよう「資材の欠陥に伴い施工不良が生じた場合、

建設業者等への指示に併せて、国土交通大臣等は、建設資材製造業者に対して

改善勧告・命令できる仕組みを構築」（建設業法･入契法） 
 
３．調査の趣旨 

 このように、建設業界では「働き方改革」、「生産性革命」、「i-Construction」の推進、

「新・担い手三法」への対応、「新３Ｋ」実現への取り組み等が喫緊の課題とされており、

その推進が国土交通省を中心として進められている。 
そのなかで、全国展開する総合建設会社がこれらの改革を着実に進めている一方、地

域社会を支える地方の建設会社や技術者においては、安定的な経営環境が確保されつつ

あるのか、生産性の向上に本格的に取り組むべき絶好の時期として捉えているのかなど

も含め、このような改革へ向けて多くの課題を抱えていると思われる。 
例えば、ICT 活用工事を例にとると、令和元年（2019 年）7 月の国土交通省「ICT 導

入協議会」（第 9 回）の資料「ICT 施工の普及拡大に向けた取組」によれば、 
 
○平成 30 年度（2018 年度）は、直轄工事における ICT 活用工事の公告件数 1,948 件

のうち約６割の 1,105 件で実施。 
○都道府県・政令市における ICT 土工の公告件数が 2,428 件、実施件数は 523 件に大

幅に増加。 
とされている一方、 
 
 〇一律に ICT を導入するのみではなく、効果的な部分に適切に活用できるようにして

ほしい。 
との意見も記載されており、働き方改革、生産性向上という本来の目的に即した実施よ

りも、実施件数の増加、該当する入札公告件数の増加に目を奪われている懸念が見受け

られた。 

（※ 当調査研究実施期間中の令和 2 年（2020 年）8 月に開催された国土交通省「ICT
導入協議会」（第 11 回）の資料「ICT 施工の普及拡大に向けた取組」によれば、 

  ○令和元年度（2019 年度）は、直轄工事における ICT 活用工事の公告件数 2,710    

件のうち約８割の 2,132 件で実施。 
○都道府県・政令市における ICT 土工の公告件数が 3,970 件、実施件数は 1,136 件

に大幅に増加。 
とされている一方、 

〇ICT 施工の普及拡大に対しては、費用面への不安、役員・職員の理解度不足等が
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課題。 
との認識が記載されている。） 

 
そこで一般財団法人建設業技術者センターは、働き方改革、生産性向上に関する内容

を中心として、地方の建設会社と技術者の現状について取材を通して調査することによ

り、全国展開する総合建設会社との乖離、地方企業ならではの課題について把握し、地

方の建設業の現場で起きている実態に加えて、それらの課題への対応策の方向性につい

てまとめることを目的とした調査研究「地域社会を支える建設業および建設技術者の現

状と課題」を実施することとした。（委託先：一般財団法人建設経済研究所） 
調査研究は令和元年度（2019 年度）、２年度（2020 年度）の２か年で実施することと

し、調査初年度は２県で取材を実施して、その結果を「中間とりまとめ」として整理し、

調査最終年度は４県で取材を行い、２年間の調査結果全体を「報告書」として取りまと

めることとした。それらはいずれも一般財団法人建設業技術者センターのホームページ

（https://www.cezaidan.or.jp/）に掲載する。 
具体的な調査としては、まず、基礎資料として、労働人口、入職者数、離職者数等の

建設動向、下請取引実態、外国人労働者雇用状況、新技術（ICT）活用状況、賃金、就

業時間、女性技術者数の動向、建設業界における取り組み、労働生産性について、既存

資料を基に調査し、基礎調査資料として取りまとめた。 
次に、各県建設業協会の会員企業に勤務される若手経営者、監理技術者、若手技術者

及び女性技術者を対象に取材を行った。 
取材内容は、建設業の魅力、週休２日制・長時間労働、適正な工期、施工時期の平準

化、「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進、女性技術者の活躍、監理技術者の専

任義務の緩和や主任技術者の配置義務の合理化、雪国としての現状と課題等であり、取

材を通じて得られた意見は取材項目毎にとりまとめた。 
（※「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進の一環として、BIM/CIM の活用についても取

材をしている。国土交通省は、建築分野の BIM 、土木分野 の CIM といった従来の概念を

改め、国際標準化等の動向に呼応し、地形や構造物等 の３次元化全体を BIM/CIM として名

称を整理しているが、本報告書では、BIM/CIM との表記に加え、便宜上、建築に関すること

は BIM、土木に関することは CIM と表記した。） 

 なお、報告書は、第２章に「調査結果の概要」を記載し、調査結果を大まかに把握で

きるようにした。次に第３章で基礎調査資料及び取材項目に関する参考資料（両資料と

も取材時に配布）を掲載し、第４章で各県における取材結果の詳細を記載した。第４章

は地方の建設会社と技術者の生の声を記載しているので、ぜひご一読いただきたい。そ

して本編の最後に第５章として、本調査目的である、課題への対応策の方向性について

整理した。 

 また本編の後に参考資料として、各県建設業協会から頂いた貴重な資料を掲載した。 

 最後に、ご多忙中のところ本取材に快くご協力いただいた、新潟県、大分県、栃木県、

高知県、静岡県、宮城県の各建設業協会の皆様、若手経営者、監理技術者、若手技術者

及び女性技術者の皆様に、心よりの御礼を記させていただく。 
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（参照資料） 

 〇「i-Construction ～建設現場の生産性革命～」 

平成 28 年 4 月 国土交通省「i-Construction 委員会」 

     https://www.mlit.go.jp/common/001127288.pdf 
 
 〇「ICT 施工の普及拡大に向けた取組」 

令和 2 年 8 月 国土交通省「ICT 導入協議会」（第 11 回）資料―１ 

     https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/content/001359377.pdf 
 

〇「新・担い手三法について ～建設業法、入契法、品確法の一体的改正について～」 
   令和２年９月 国土交通省 不動産・建設経済局 建設業課 
     https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001367723.pdf 

※HP 上の資料は最新版に更新されたものである。 
 

〇国土交通省「週休２日の確保に向けたアンケートの実施結果」 
   平成 28 年 12 月 国土交通省「発注者責任を果たすための今後の建設生産・管理

システムのあり方に関する懇談会」  
平成 28 年度懇談会（第２回）資料３「建設現場の休日拡大に向けて」より   

http://www.nilim.go.jp/lab/peg/siryou/20161219_hatyuusyakon/281219_si
ryou3.pdf 
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第２章　調査結果の概要
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１．取材先の選定 

 取材は、経営者の立場、工事施工の技術上の管理を行う立場、建設業に従事して数年

の若手技術者及び女性技術者のそれぞれの立場において、建設業界の喫緊の課題とされ

る「働き方改革」、「生産性革命」、「i-Construction」の推進、「新・担い手三法」への対

応、「新３Ｋ」実現への取り組み等について、どのように実態を捉え、今後に向けてどの

ように考えているかを中心に聴取した。 
具体の取材対象者は、若手経営者、監理技術者、若手技術者及び女性技術者の３グル

ープとも、３～５人とし、対象とする道府県の建設業協会からの推薦によった。 

取材対象県については、調査初年度の令和元年度（2019 年度）に２県（新潟県、大分

県）、調査最終年度の令和２年度（2020 年度）に４県（栃木県、高知県、静岡県、宮城

県）を選定した。 

取材対象県の選定については、調査結果に偏りが生じないよう、以下の方針により行

った。調査初年度の２県は、東京都を除く 46 道府県の中で、公共工事額の公共・民間

工事合計額に対する比率が全道府県の概ね中位にあり、かつ公共・民間工事合計額が中

位よりも少し高い順位となる道府県と、少し低い順位となる道府県を選定することとし

た。さらに、そのうち１道府県は、除雪業務が行われる豪雪地帯から選定することとし

た。 

この方針の下、平成 30 年度（2018 年度）における都道府県別の民間・公共工事額（表

2-1）をもとに、新潟県（合計額：16 位、公共比率：18 位、豪雪地帯）、大分県（合計

額：35 位、公共比率：24 位）において取材を行った。 

 調査最終年度の４県については、初年度に引き続いて公共工事額の公共・民間工事合

計額に対する比率をもとに選定することとし、全道府県の下位となる道府県と、上位と

なる道府県としてそれぞれ栃木県（公共比率：41 位）、高知県（公共比率：1 位）の２

県において取材を行った。 

これにより、調査初年度と併せて、公共工事額の公共・民間工事合計額に対する比率

が上位１県、中位２県、下位１県の取材を行ったが、週休２日制の実施などに関する取

材結果は概ね同じような実態であることが把握できた。このため残る２県については、

ICT 活用にウエイトをおいた取材を行うこととし、令和２年（2020 年）8 月に開催され

た国土交通省「ICT 導入協議会（第 11 回）」において示された（表 2-2）、令和元年度（2019
年度）における ICT 活用工事の実施件数が上位である静岡県（１位）、宮城県（３位）

を選定した。 

 

２．取材の実施方法 

取材は、各県の建設業協会の協力のもと、建設業協会の方から１時間程度、県内の状

況や協会としての取り組みを説明していただき、さらに、若手経営者、監理技術者、若

手技術者及び女性技術者のグループごとに概ね１時間~１時間 30 分実施した。 

なお取材時間の最後に 10 分程度ではあるが、地域の実情を自由に発言いただける時

間を設けた。 

 

（参考） 

 〇「育児・介護のための両立支援ハンドブック」（人事院） 

   https://www.jinji.go.jp/ikuzi/handbook.pdf 
 〇「女性活躍推進に関わる日建連会員会社の制度関係の事例（日建連）」 

https://www.nikkenren.com/komachi/pdf/case/jirei_2017_10.pdf          
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表 2-1 平成 30 年度（2018 年度）都道府県別 民間・公共工事額（着工ベース） 
（出典）国土交通省「建設総合統計」を基に作成 

【平成 30 年度（2018）】 着工ベース 
  (単位：百万円) 

都道府県 
民間計 

（A） 

公共計 

（B） 

合計 

（C=A+B） 

左記 

順位 

公共 

比率 

（B/C） 

左記 

順位 

14 神奈川県 2,515,347 810,372 3,325,719 1 24.37% 44 

23 愛知県 2,297,014 797,238 3,094,252 2 25.77% 43 

27 大阪府 2,024,378 797,288 2,821,666 3 28.26% 42 

01 北海道 1,178,597 1,440,395 2,618,992 4 55.00% 9 

12 千葉県 1,765,678 547,115 2,312,793 5 23.66% 45 

11 埼玉県 1,634,212 485,377 2,119,589 6 22.90% 46 

40 福岡県 1,206,308 581,895 1,788,203 7 32.54% 38 

28 兵庫県 1,118,903 647,364 1,766,267 8 36.65% 34 

07 福島県 577,613 921,609 1,499,222 9 61.47% 3 

22 静岡県 977,992 505,466 1,483,458 10 34.07% 37 

04 宮城県 677,678 777,780 1,455,458 11 53.44% 10 

03 岩手県 494,237 631,539 1,125,776 12 56.10% 7 

08 茨城県 758,536 326,798 1,085,334 13 30.11% 40 

34 広島県 625,954 459,363 1,085,317 14 42.33% 26 

47 沖縄県 507,638 529,121 1,036,759 15 51.04% 15 

15 新潟県 519,938 506,064 1,026,002 16 49.32% 18 

26 京都府 645,145 342,661 987,806 17 34.69% 36 

21 岐阜県 523,444 395,494 918,938 18 43.04% 25 

43 熊本県 481,543 413,800 895,343 19 46.22% 21 

20 長野県 537,452 349,219 886,671 20 39.39% 30 

24 三重県 515,121 318,880 834,001 21 38.23% 31 

33 岡山県 529,911 248,276 778,187 22 31.90% 39 

10 群馬県 482,112 278,097 760,209 23 36.58% 35 

09 栃木県 538,552 213,520 752,072 24 28.39% 41 

35 山口県 369,450 310,203 679,653 25 45.64% 23 

46 鹿児島県 337,831 319,116 656,947 26 48.58% 19 

05 秋田県 217,554 397,480 615,034 27 64.63% 2 

02 青森県 266,829 343,829 610,658 28 56.30% 6 

18 福井県 290,928 312,402 603,330 29 51.78% 13 

25 滋賀県 377,342 220,514 597,856 30 36.88% 33 

42 長崎県 250,873 316,469 567,342 31 55.78% 8 

17 石川県 294,388 247,179 541,567 32 45.64% 22 

06 山形県 246,167 281,385 527,552 33 53.34% 11 

19 山梨県 236,353 253,251 489,604 34 51.73% 14 

44 大分県 268,154 219,737 487,891 35 45.04% 24 

38 愛媛県 246,663 240,519 487,182 36 49.37% 17 

30 和歌山県 195,124 273,478 468,602 37 58.36% 4 

16 富山県 280,152 182,083 462,235 38 39.39% 29 

45 宮崎県 233,500 166,987 400,487 39 41.70% 27 

37 香川県 209,716 146,397 356,113 40 41.11% 28 

32 島根県 169,153 183,347 352,500 41 52.01% 12 

39 高知県 99,197 241,341 340,538 42 70.87% 1 

29 奈良県 214,015 126,288 340,303 43 37.11% 32 

36 徳島県 155,794 156,738 312,532 44 50.15% 16 

41 佐賀県 164,368 142,387 306,755 45 46.42% 20 

31 鳥取県 108,068 142,089 250,157 46 56.80% 5 
        

13 東京都 5,108,949 2,202,015 7,310,964   30.12%  
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表 2-2 令和元年度（2019 年度） ICT 活用工事の実施件数 上位 10 都道府県 

（出典）国土交通省「ICT 施工の普及拡大に向けた取組」 
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３．調査結果の概要 

 調査結果の概要は以下の通りである。 

 なお、本章で記載する全体的な概要の基となる各県建設業協会を通した取材の結果に

ついては、「第４章 各県建設業協会 会員企業社員への取材」で詳しく記載している。 

 

【全体的な概要】 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

〇週休２日制への取り組みは進んでいるものの、建設業全体に広がっているとはと

ても言えない状況である。（図 2-1）（全ての県） 

〇日給制の技能労働者は、生活のために、土曜日も働きたいという意欲が強い。こ

のため、元請企業が週休２日制を実施したいと考えても、下請企業との関係から

実施できない場合が多い。下請企業が土曜日も現場に出るために、元請企業も休

めないという実態もある。また、週休２日制工事を実施した場合でも、日給制の

技能労働者は休工日には別の現場で働いている。こうした状況を改善するには、

労務単価を上げ、日給制の技能労働者が週休２日制でも現状の給与を確保できる

ようにする必要がある。（全ての県） 

〇あわせて建機や仮設などのランニングコストの増加に対応した積算の実施も週休

２日制の推進には必要である。（大分県） 

〇特に民間建築工事は、発注者が早期竣工・開業を望むことから、工期の短い工事

が多く、週休２日制の実施は困難である。（新潟県、大分県、静岡県、宮城県） 

〇民間建築工事以外でも、現場条件や工種によって週休２日制の実施が難しい工事

もある。例えば、豪雪地帯の工事（新潟県）、出水期に施工ができない工事（高知

県）、山間部や急斜面など進捗の見通しが立てづらい工事（静岡県）は、工期に間

に合わなくなるリスクを回避すべく、施工できるときにできるだけ現場を進捗さ

せておきたい意思が強く働くため、週休２日制の実施が難しい。また、施工日が

土日に指定されることの多い舗装工事も、週休２日制の実施が難しい（宮城県）。 

〇週休２日制を完全に普及させるためには、発注者指定型による強制的な週休２日

制の実施や、国から地方公共団体等へのより強い指導が必要ではないか。（新潟県、

高知県、静岡県） 

〇週休２日制が定着するためには、適正な工期の確保が必要であることが示されて

いる。（図 2-2）具体的には、協議・調整が未了のまま発注しないこと、あらかじ

め工期に余裕を設けて発注すること、施工できない時期を加味して工期を設定す

ること、工期を適正に延長すること、特に概算発注工事において詳細設計の引き

渡し時期に遅れを生じさせないこと等が、発注者に求められる。（新潟県、大分県、

栃木県、高知県、宮城県） 
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図 2-1 土日現場閉所（月２回以上）の工事着手時取り組み目標 アンケート結果 

（出典）新潟県建設業協会 令和 2 年 1 月記者発表資料 

 
図 2-2 週休２日制の定着条件として重要と思われる項目 アンケート結果 

（出典）静岡県建設業協会「建設業若年労働者等人材確保アンケート調査結果」 
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 （１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

〇書類作成が長時間労働の原因となっている。提出書類は減っても、提示書類や協

議関係書類等が多く、結果的に受注者が作成しなければならない書類は減ってい

ない。（全ての県） 

〇受注者が作成している書類でも発注者が行うべきものもある。成績評定をよくす

るために受注者が書類を作り込むこともある。（高知県） 

〇行政として、受注者の業務量を減らすように、より強く方向性を示してほしい。

民間工事に比べて公共工事で作成する書類は多く、大変である。労働基準監督署

向けの書類もものすごく手間と時間を使っている。（新潟県、大分県、栃木県、静

岡県） 
〇特に民間工事・建築工事において時間外労働が長時間にわたっており、令和６年

度（2024 年度）からの時間外労働上限規制の適用に向けて苦慮している。（新潟

県、大分県） 

〇ASP の活用は、書類提出のために役所を訪問する手間が省け、有効である。（大

分県、静岡県、宮城県） 
〇国が発注工事ごとに契約後に行う工事監理連絡会の開催は効果があり、こういう

取り組みを県などへ拡大してほしい。（大分県） 
〇除雪業務は災害対応であり、長時間労働になるのは如何ともしがたく、「罰則付き

の時間外労働上限規制」における除雪業務の取扱いには注視している。（新潟県） 
 
 （１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

〇担い手確保のためには、休暇及び給与の待遇を改善することが最も重要である。

休暇については週休２日制の定着、給与については猛暑や寒風の下で行う仕事に

見合った高い給与が求められる。（新潟県、大分県、栃木県、高知県、宮城県） 

〇建設業の魅力は「ものづくり」である。工事が完成したときに地域の方からお礼

の言葉をいただけること、自分が建設に携わったものが人に使われ将来にわたっ

て残り続けることなどに、建設業で働く魅力ややりがいを感じる。（栃木県、高知

県、宮城県） 

〇学生に建設業の魅力を感じてもらうためには、建設現場で何をしているのかをわ

かりやすく見せることが必要である。「社内の雰囲気はよい」と実感し、仕事に達

成感、やりがいを感じている若手技術者も多い。（新潟県、大分県、静岡県、宮城

県） 

〇ICT の活用が若手技術者の入職に結びつかないこともある（新潟県、大分県）が、

見学会やインターンシップで学生に ICT を体験してもらうことで、建設業のイメ

ージアップや入職に結びつくこともある。（宮城県） 

〇実際に働く技術者が必ずしも３Ｋであると感じているわけではないが、建設業に

対する社会のイメージは未だに３Ｋのままで、学生にもそのイメージが根強く残

っている。例えば、現場で働くことが心地よいと感じる工夫が行われていること

を見学等に来た人に感じてもらえれば、建設業のイメージも変わるのではないか。

（大分県、静岡県） 

〇若手技術者に重要な戦力であると早く認識させることや、若手技術者の交流の場

を設け、絆を深めることに取り組むことも離職を防ぐ効果がある。（静岡県） 
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（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

〇ICT の活用は、実施している少数の企業と未実施の大多数の企業に分かれる。（全

ての県） 

〇例えば丁張りを省略できるなど、ICT には多くの便利な点があり、生産性の向上

に役立っている。ただし、山間部の現場や特定の時間帯で GPS が不調になりや

すいなどの技術的な課題もある。（栃木県、高知県、静岡県、宮城県） 
〇ICT 活用に適する工事と適さない工事があり、例えば小規模工事では特に利益の

確保が難しい。（全ての県）複雑な工事や建築工事、現場が点在的な工事なども、

ICT 活用に適さない。（大分県、宮城県）ICT の活用を目的化せずに、手段とし

て、得意な箇所、利益が出せる現場に使っていくべきである。（全ての県） 

〇ICT に適する工事が多く発注され、ICT 活用の将来が見込めるようにならなけれ

ば、企業側は ICT に投資しない。また、ICT を活用した場合の加点の増加やその

明確化、発注者の ICT 活用に関する理解や熱意も、とても重要である。現状では

ICT 活用の取り組みが広がっていくとは感じない。（大分県、高知県、静岡県、

宮城県） 
〇国土交通省における簡易型 ICT 活用工事は、一部の段階で ICT 活用の有無を選

択できるので、ICT を導入しやすくなる良い試みだと思う。（栃木県、高知県、

宮城県） 

〇国土交通省の工事を受注している企業は、積極的に ICT 活用に取り組んでいる。

全般的に、県や市町村では ICT 活用に適した工事が少なく、こうした発注者の工

事のみを受注している企業は ICT 活用にあまり取り組めていないが、発注者が熱

心に普及に取り組むことにより ICT 活用が進んでいる県もある。（新潟県、栃木

県、静岡県、宮城県） 

〇企業が ICT 活用に取り組むときは、最初は赤字のリスクを抑えるために小規模な

工事で実施し、外注した結果と自社で実施した結果を比較分析して、ノウハウを

蓄積していくことが必要である。最初は、たとえ赤字になったとしても投資と考

えて取り組むべきである。（高知県） 

〇ICT 建機・機器のコストが下がってくれば、ICT 活用に取り組む企業が増えるの

ではないか。（栃木県、高知県） 

〇受注者が３次元設計データを作成することが、ICT 活用に取り組みにくい一つの

大きな要因となっている。発注者が 3 次元データを作成し、受注者に渡すことが

必要である。（大分県、栃木県、高知県、静岡県、宮城県） 
〇使用するソフトが統一されることも、ICT が広く活用されていくためには必要で

ある。（栃木県） 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

〇BIM/CIM はあまり普及しておらず、特に民間工事が多い建築現場では、BIM に

関する費用が契約額に含まれないこと、BIM を使用してメリットがあるのは特殊

な建物に限られること、等から活用は限定的である。（全ての県） 
〇BIM 活用は官庁関係が先に進んでいくと、民間にも普及していくと思う。（静岡

県） 

〇令和５年度（2023 年度）から BIM/CIM を原則適用するという国土交通省の目標

は、ハードルが高く時期尚早な印象がある（栃木県、高知県）ほか、スケジュー
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ル自体がほとんど理解されていないところもある。（宮城県） 

〇発注者から提供してもらうデータが２次元である場合や、データの容量が大きく

自社のパソコンで操作するのが難しい場合、受注者側で BIM/CIM を活用しづら

い。計画段階、設計段階から BIM/CIM を取り入れ、受発注者間で共通のソフト

を持てるようにすべきである。（高知県、静岡県） 

  〇企業が BIM/CIM に最初に取り組むときは小規模なものから始めたほうがよい。

いきなり大規模なものから始めると、外注で対応せざるを得なくなって、受注者

にノウハウが積みあがらず、進まなくなる。（高知県） 

 

（２）－③ 施工時期の平準化（宮城県は取材していない） 

〇発注時期を工夫する取り組みは行われており、平準化が実感できている（栃木県、

高知県）ところもあるが、依然として９月発注の工事や受注後すぐに着工できな

い工事が多いことにより、施工時期の平準化には結びついていないところもある。

（新潟県、大分県、静岡県） 

〇県や市町村において、平準化率を達成することが目的となっているところも見ら

れる。（栃木県）、 

〇舗装工事のように、年度末に集中する状況が変わっていない場合もあり、工種単

位でも平準化を進めるべきである。（新潟県） 

〇平準化の数値は、災害復旧工事が多数ある場合にはその影響を大きく受ける特徴

がある。宮城県がトップレベルの数値になっているが、復興事業がずっと続いて

いるからではないかと思う。（高知県、宮城県） 

 

（３）女性技術者の活躍 

〇現場は長時間労働であることが多いため、女性が監理技術者や現場代理人として

働いたり、育休を取るのは難しい。女性技術者活躍のためには、時短勤務でも現

場で働けるような監理技術者制度等の制度改革や、会社からの手厚いサポートな

どが必要である。（新潟県、高知県、静岡県）また、書類の作成・整理や、現場の

写真撮影などを女性活躍の道として考えている会社もある（栃木県）。 

〇民間企業と公務員の間には女性技術者の働き方に相当の差があり、女性は公務員

を志望する人が多く、建設企業では女性技術者の入社を希望していても応募がほ

とんどなく、女性技術者は少ない。（新潟県、大分県、宮城県） 

〇女性技術者にとって、トイレと更衣室の環境づくりは大事である。例えば、女性

用トイレを男性用トイレから離れた場所に設置したり、男性用トイレと女性用ト

イレの間に仕切りを設けて目線や動線を分けるなどの配慮が大切である。（新潟県、

大分県、高知県、静岡県、宮城県） 

〇女性技術者には、職場の男性的な雰囲気や女性に対する理解不足等が認識されて

いる。女性が入職しやすくなるような建設業のイメージアップを行うこと、女性

技術者を「女性だから」と特別扱いせずに男性・女性関係なく同等に評価するこ

と、女性技術者が本当に何を望んでいるかをよく聞いて取り組むこと（図 2-3）、

等が大事である。（大分県、高知県、静岡県） 
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女性が担当できる仕事が限られている

女性技術者間の交流の場がない

託児所等、子供を預けられるところがない

コミュニケーションがとりづらい

休暇が取りにくい雰囲気がある

セクハラがある

職場が女性に慣れていない（特別視される、気遣いが過剰）

相談しにくい・できないことがある

男性社員/管理職/経営者の理解が不足している

残業ができない・休暇が多いため迷惑をかけているという意識

困っていることはない

その他

29歳以下女性技術職員が現在困っている事（職場環境面）

（単位：社）
※複数選択可

４．女性技術者の声

意識の問題（雰囲気、特別扱い、理解不足）が大きい
 

図 2-3「女性の活躍に向けて 女性技術者の声」 

（出典）おおいた建設人材共育ネットワーク「平成 30 年度 建設産業の実態把握アンケート 概要版」 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等（新潟県では取

材していない） 

〇監理技術者の専任義務の緩和は、経営者にとっては工事を受注するのに有利に働

くが、監理技術者にとっては安全面を始め、負担が増えるおそれが大きい。（大分

県、栃木県、高知県、静岡県、宮城県）若手技術者に、監理技術者にはなりたく

ない、と思わせるリスクもある。（大分県） 

〇制度の内容が、監理技術者にあまり知られておらず、周知が必要である。（大分県、

栃木県、高知県、静岡県、宮城県） 

〇監理技術者補佐として若手に早くから現場を任せられるので、若手の育成につな

がる良い面はある。制度がうまく活用されるかどうかは、どのような現場を兼任

させるか、適切な人材の若手技術者を配置できるか等、企業のサポートにかかっ

ている。（栃木県、高知県、宮城県） 

 

（５）雪国としての現状と課題（新潟県） 

〇除雪業務については、降雪量の多い地域と少ない地域で状況に相当の差があり、

降雪量の少ない地域、とりわけ都市部の企業は負担を感じている。 

〇降雪が数日続くだけでも技能労働者の確保ができなくなるという実態や、冬期の

具体的な施工方法・養生費等の実態等を反映したきめ細かい工期の設定、積算を

実施していただくとありがたい。 

 

（６）その他 

〇地方と首都圏との乖離が近年大変大きいと感じている。地域における建設業の実

態に関して、「地域の声を拾っていただく機会」は本当にありがたい。（新潟県） 

〇総合評価方式による入札での個人の工事成績や施工実績の評価は、建設技術者の

活動を狭めたり、広域異動に繋がったりすることから、改善できないか。（新潟県） 

〇工事の実施にあたり、効率化・合理化できるところは速やかに対応してほしい。

（大分県） 

〇若手技術者には、良い上司の下でのＯＪＴや社内研修が重要。資格取得はスキル
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アップの手段として重要であり、企業のバックアップも重要。（大分県） 

〇インフラ整備や災害対応という建設業の重要性が認識され、たとえコロナ禍の経

済下でも地域の建設業にお金が確実に下りてくることが重要である。それが広く

企業に認識されないと、職員の待遇の改善は進まない。（高知県、宮城県） 

〇地域の建設業は、公共事業費を通じて税収を地域に再配分するという役割があり、

コロナ禍によるこういう状況のときこそ、お金を使って地域経済を支える必要が

ある。（高知県） 

〇東日本大震災の復興工事が終わると、次にどのような工事があるのか不安を感じ

ている。おそらく維持工事が主体となって実施されていくのではないかと思うが、

それだけで地域が活性化するとは考えられない。（宮城県） 
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※ p53～p65の資料は2020年度の取材時のみ配布。

第３章　基礎調査資料ほか
　　　　　（取材時配布資料）
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和歌山

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

三重

愛知

静岡

岐阜

長野

山梨

福井

石川

富山

新潟

神奈川

東京
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岩手

青森

北海道

図表3-1-1 建設会社所在地 地域別受注高

公共機関 民間等 下請受注高

（出典） H30年度 国土交通省 建設工事受注動態統計調査（年度計）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：百万円）

東京 ： （公共機関） 4,832,174 （民間等） 21,756,380 （下請受注高） 7,479,779
大阪 ： （公共機関）1,010,390 （民間等） 5,482,337 （下請受注高） 2,980,983 （単位：百万円）

３－１．都道府県別の建設動向

受注高、建設技術者数ともに、三大都市圏、政令都市を持つ県が多い。
全国では、2011年東日本大震災以降入職者数が離職者数を超過する傾向にある。
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業者所在地域別・業種別受注高 公共機関 民間等 合計 公共比率（％）

1 北海道 782,466 1,012,861 1,795,326 43.6 

2 青森 149,397 144,316 293,712 50.9 

3 岩手 226,617 227,417 454,035 49.9 

4 宮城 355,779 434,065 789,844 45.0 

5 秋田 177,867 126,466 304,333 58.4 

6 山形 144,345 135,854 280,199 51.5 

7 福島 263,751 208,076 471,827 55.9 

8 茨城 213,980 276,454 490,434 43.6 

9 栃木 150,531 320,149 470,680 32.0 

10 群馬 255,691 419,807 675,499 37.9 

11 埼玉 314,231 880,433 1,194,663 26.3 

12 千葉 264,908 436,567 701,474 37.8 

13 東京 4,832,174 21,756,380 26,588,554 18.2 

14 神奈川 376,718 1,961,813 2,338,530 16.1 

15 新潟 388,687 666,226 1,054,914 36.8 

16 富山 149,991 298,984 448,975 33.4 

17 石川 154,724 293,852 448,577 34.5 

18 福井 129,723 204,008 333,731 38.9 

19 山梨 91,834 76,524 168,358 54.5 

20 長野 245,140 453,374 698,514 35.1 

21 岐阜 317,750 398,125 715,875 44.4 

22 静岡 206,103 703,868 909,971 22.6 

23 愛知 497,684 1,884,726 2,382,410 20.9 

24 三重 137,170 238,747 375,917 36.5 

25 滋賀 82,622 210,322 292,943 28.2 

26 京都 163,592 350,254 513,846 31.8 

27 大阪 1,010,390 5,482,337 6,492,727 15.6 

28 兵庫 408,591 729,354 1,137,945 35.9 

29 奈良 101,198 100,476 201,674 50.2 

30 和歌山 143,778 131,811 275,590 52.2 

31 鳥取 94,264 58,628 152,893 61.7 

32 島根 103,632 99,279 202,911 51.1 

33 岡山 188,299 375,905 564,204 33.4 

34 広島 383,540 590,663 974,203 39.4 

35 山口 144,679 252,726 397,405 36.4 

36 徳島 77,973 74,911 152,883 51.0 

37 香川 101,601 271,807 373,408 27.2 

38 愛媛 149,492 247,153 396,645 37.7 

39 高知 123,476 53,903 177,378 69.6 

40 福岡 374,685 875,172 1,249,857 30.0 

41 佐賀 98,381 166,747 265,128 37.1 

42 長崎 161,337 143,576 304,913 52.9 

43 熊本 211,210 198,784 409,994 51.5 

44 大分 127,916 96,804 224,720 56.9 

45 宮崎 99,675 157,550 257,225 38.8 

46 鹿児島 215,445 189,033 404,478 53.3 

47 沖縄 201,120 221,835 422,955 47.6 

図表3-1-2 建設会社所在地 地域別受注高公共比率

（単位：百万円）

（出典） H30年度 国土交通省 建設工事受注動態統計調査（年度計）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（注）比率の算出にあたって、下請け受注高を除いている。

22



（出典） H27年度国勢調査を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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図表3-1-4 建設業の入職者・離職者（一般労働者）の推移

入職者 離職者 （入職者-離職者）
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図表3-1-5 建設業の入職者・離職者

（パートタイム労働者）の推移

入職者 離職者 （入職者-離職者）

（出典）厚生労働省「雇用動向調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（出典）厚生労働省「雇用動向調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：千人）

（単位：千人）
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（単位：千人）
入職・建設業 北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州

2007 29.5 38.1 68.8 15.0 65.3 26.7 42.6 10.7 52.1

2008 20.6 29.8 51.6 21.1 37.1 27.9 20.1 17.1 53.8

2009 48.9 19.1 57.7 36.8 42.6 22.9 13.3 12.5 67.5

2010 33.7 39.6 55.8 9.2 21.0 36.6 23.3 4.2 22.4

2011 23.4 37.0 55.4 17.6 54.2 32.4 13.6 7.1 36.4

2012 27.5 17.6 81.1 10.2 34.7 36.4 18.8 14.6 23.3

2013 34.3 37.6 99.1 8.7 38.5 25.9 26.8 8.6 30.3

2014 33.8 28.7 112.7 15.1 23.4 27.0 13.4 4.7 46.7

2015 16.2 27.9 102.6 6.6 27.5 28.6 16.1 12.1 36.0

2016 25.0 26.8 81.9 7.0 23.0 25.7 12.9 9.7 14.0

計 292.9 302.2 766.7 147.3 367.3 290.1 200.9 101.3 382.5

（単位：千人）
離職・建設業 北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州

2007 38.9 42.0 79.2 16.8 36.9 27.6 52.2 18.3 60.6

2008 24.7 24.4 74.9 56.0 51.9 24.7 37.2 30.1 68.4

2009 45.5 23.8 86.4 11.6 45.1 22.2 35.3 12.7 44.6

2010 45.9 47.6 70.1 9.6 28.0 32.8 29.9 7.4 20.6

2011 29.9 27.5 61.6 17.3 52.3 30.6 21.6 7.0 43.9

2012 8.7 26.3 86.2 11.0 34.5 21.8 23.9 21.7 26.2

2013 38.8 36.9 94.5 13.2 35.2 33.6 27.2 6.5 21.0

2014 37.6 27.3 108.8 24.0 23.4 18.4 7.3 5.5 23.6

2015 14.2 33.0 86.0 14.5 26.4 30.6 22.0 6.8 31.3

2016 17.2 22.3 77.2 6.2 22.8 21.9 19.1 10.3 21.6

計 301.4 311.1 824.9 180.2 356.5 264.2 275.7 126.3 361.8

（単位：千人）
入職-離職・建設業 北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州

2007 -9.4 -3.9 -10.4 -1.8 28.4 -0.9 -9.6 -7.6 -8.5

2008 -4.1 5.4 -23.3 -34.9 -14.8 3.2 -17.1 -13.0 -14.6

2009 3.4 -4.7 -28.7 25.2 -2.5 0.7 -22.0 -0.2 22.9

2010 -12.2 -8.0 -14.3 -0.4 -7.0 3.8 -6.6 -3.2 1.8

2011 -6.5 9.5 -6.2 0.3 1.9 1.8 -8.0 0.1 -7.5

2012 18.8 -8.7 -5.1 -0.8 0.2 14.6 -5.1 -7.1 -2.9

2013 -4.5 0.7 4.6 -4.5 3.3 -7.7 -0.4 2.1 9.3

2014 -3.8 1.4 3.9 -8.9 0.0 8.6 6.1 -0.8 23.1

2015 2.0 -5.1 16.6 -7.9 1.1 -2.0 -5.9 5.3 4.7

2016 7.8 4.5 4.7 0.8 0.2 3.8 -6.2 -0.6 -7.6

計 -8.5 -8.9 -58.2 -32.9 10.8 25.9 -74.8 -25.0 20.7

（出典）厚生労働省「雇用動向調査」

図表3-1-6 地方別入職者数

（出典）厚生労働省「雇用動向調査」

図表3-1-7 地方別離職者数

（出典）厚生労働省「雇用動向調査」

図表3-1-8 地方別 入職者及び離職者の差
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図表3-2-1 建設業法の遵守状況 適正回答業者の割合

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.3

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.3

３－２．下請取引実態

国土交通省の調査結果によれば、建設業法の遵守状況は、資本金100億円以上の企業では、
50%程度と高いものの、資本金が少ない企業ほどその数値は低減し、3,000万円未満の企業では、
わずか2%程度。労働災害防止対策経費、変更契約、赤伝処理で不適切な状況も存在。
賃金も下請企業ほど引き上げていない企業の比率が大きい。
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図表3-2-2 労働災害防止対策に要する経費を含めない契約の有無
（適正な方法で契約をしている建設業者が集計対象）

図表3-2-3 追加・変更契約時の契約締結の有無

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.10

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.11

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.11

図表3-2-4 赤伝処理
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図表3-2-5 元請負人による下請負人へのしわ寄せの状況 資本金階層別

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.3

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.22（図-25）

図表3-2-6 賃金水準の引き上げ状況（立場別）

（出典）国土交通省『平成30年度下請取引等実態調査の結果について』 P.37
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（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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図表3-3-1 都道府県別 全産業外国人労働者数 （単位：人）

３－３．外国人労働者雇用状況

建設業に携わる外国人労働者数は、三大都市圏、政令都市を持つ県が多い。
技能実習、身分に基づく在留が多く、国籍別ではベトナム、中国、フィリピンが多い。
外国人を雇用する事業所数は、近年4年間で約2.9倍に増加。
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図表3-3-2 都道府県別 建設業外国人労働者数

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：人）
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図表3-3-3 在留資格別 全産業外国人労働者数
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図表3-3-4 在留資格別 建設業外国人労働者数

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：人）

（単位：人）
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図表3-3-5 国籍別 全産業外国人労働者数
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図表3-3-6 国籍別 建設業外国人労働者数

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：人）

（単位：人）
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図表3-3-7 外国人雇用事業所数

事業所総数 建設業

（出典）厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（平成30年10月末現在）を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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（件） 図表3-4-1 平成29年度 ICT土工対象工事

ICT実施工事件数 実施率（%）
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図表3-4-2 平成29年度 ICT舗装工対象工事

ICT実施工事件数 実施率（%）

（出典）国土交通省「H２９年度ICT土工の公告・契約済み工事における契約方式別のICT実施率」
を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（出典）国土交通省「H２９年度ICT舗装工の公告・契約済み工事における契約方式別の実施率」
を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（左軸） （右軸）

（左軸） （右軸）

３－４．新技術（ICT）活用工事実績

土工、舗装工、浚渫工ともに、大規模工事で大手ゼネコンの受注が多い「発注者指定型」では、
ICTが実施されているものの、中小規模工事の「施工者希望型」では、実施率は低い（特にⅡ型）。
ICTの採算が合わないことが原因と思われる。
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（件） 図表3-4-3 平成29年度 ICT浚渫工対象工事

ICT実施工事件数 実施率（%）

（出典）国土交通省「H２９年度ICT浚渫工の公告・契約済み工事における契約方式別の実施率」
を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（左軸） （右軸）
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（出典）厚生労働省 「平成30年賃金構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成
※年間給与には残業代含む。 ※山梨県・宮崎県は従業員1000人以上規模のデータなし。
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図表3-5-1 建設業年間賃金（企業規模・都道府県別）

企業規模10-99人

企業規模100-999人

企業規模1000人以上

（単位：千円）

３－５．建設業従業者の賃金

企業規模999人以下の企業では、東北、北陸、九州などの地域で低い水準の県が見られる。
企業規模、男女、学歴による賃金の格差が存在。年代別賃金では、60歳以上でも比較的高水準。
建設業男性全労働者賃金は、全産業を追い越した。
建設業男性生産労働者賃金は、製造業よりもわずかに低いが、いずれも近年上昇している。
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392.4
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男 女 男女計

（単位：万円）

図表3-5-2 建設業 管理者・事務員・技術者の年収
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1000人以上100～999人10～99人5～9人

図表3-5-3 建設業 企業規模別賃金

所定内給与額(年） 年間賞与その他特別給与額

（出典）アーキブック「管理者・事務員・技術者の年収（男性編）」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（出典）厚生労働省 「平成30年賃金構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：千円）

37



5,311.3

3,705.2

5,087.0

0.0

1000.0

2000.0

3000.0

4000.0

5000.0

6000.0

7000.0

男性 女性 男女計

図表3-5-4 建設業 男女別賃金

所定内給与額(年） 年間賞与その他特別給与額

（出典）厚生労働省 「平成30年賃金構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

3,821.7

4,405.8

4,899.5

6,349.0

0.0

1000.0

2000.0

3000.0

4000.0

5000.0

6000.0

7000.0

8000.0

中学卒 高校卒 高専・

短大卒

大学・

大学院卒

図表3-5-5 建設業 学歴別賃金

所定内給与額(年） 年間賞与その他特別給与額

（出典）厚生労働省 「平成30年賃金構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：千円）

（単位：千円）
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図表3-5-6 建設業 年代別賃金

所定内給与額(年） 年間賞与その他特別給与額

（出典）厚生労働省 「平成30年賃金構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：千円）

39



（出典）国土交通省「建設業男性全労働者等の年間賃金総支給額の推移」

図表3-5-7 建設業男性全労働者等の年間賃金総支給額の推移
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図表3-6-1 土木・建築学科入学者数の推移

工学系学科入学者数（女） 土木建築工学学科入学者数（女）

大学入学者数（女）

（工学系・土木建築学科入学者数） （大学入学者数）

（出典）文部科学省「学校基本調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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図表3-6-2 建設技術者として就職する人数の推移（1980年～2017年）

大学卒業（女性） 大学院卒業（女性） 大学卒業（男性） 大学院卒業（男性）

（出典）文部科学省「学校基本調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：人）

（単位：人）

３－６．女性技術者数の動向、建設業界における取組

土木・建築学科入学者数、建設技術者としての大卒就職者数ともに、
1998年頃をピークに減少したが、近年増加に転じている。建築技術者が約7割と多い。
今後、女性建設技術者数は、増加するものと予測され、高齢化も比較的緩やか。
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図表3-6-3 建設業及び土木建築サービス業に従事する

女性技術者の推移（職業小分類別）（1990年～2015年）

建築技術者 土木測量技術者 電気・電子・電気通信技術者 その他の技術者

（出典）総務省「国勢調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

（単位：人）
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2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年
15～19歳 0 0 0 0 0 0 
20～24歳 910 550 1,120 1,134 1,059 1,006 
25～29歳 2080 1,660 1,740 3,543 3,587 3,351 
30～34歳 1760 1,290 1,920 2,013 4,098 4,149 
35～39歳 1390 1,270 1,790 2,664 2,793 5,687 
40～44歳 980 810 2,000 2,819 4,196 4,398 
45～49歳 640 830 1,460 3,605 5,081 7,562 
50～54歳 510 430 910 1,601 3,952 5,571 
55～59歳 350 300 610 1,291 2,271 5,607 
60～64歳 90 340 310 630 1,334 2,346 
65～69歳 30 40 220 201 408 863 
70～74歳 30 0 0 0 0 0 
75～79歳 0 0 0 0 0 0 
80～84歳 0 0 0 0 0 0 
85歳以上 0 0 0 0 0 0 
合計 8,770 7,520 12,080 19,500 28,779 40,540 
増減数 - ▲ 1,250 4,560 7,420 9,278 11,761
増減率 - ▲ 14.3 60.6 61.4 47.6 40.9
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25～54歳

15～24歳

図表3-6-4 女性の建設技術者数<建設業>の推移

a.ケース１（2010年～2015年のコーホート変化率）

（出典） （一財）建設経済研究所「建設経済レポートNo.71」

43



7.3 9.3 7.8 6.3 5.5 

83.6 
81.3 84.3 83.6 80.5 

9.0 9.4 7.9 10.1 14.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

（％）

55歳以上

25～54歳

15～24歳

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（人）

2005年

2010年

2015年

2020年

2025年

2030年

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年
15～19歳 0 0 0 0 0 0 
20～24歳 910 550 1,120 1,134 1,059 1,006 
25～29歳 2080 1,660 1,740 2,793 2,828 2,642 
30～34歳 1760 1,290 1,920 1,546 2,481 2,512 
35～39歳 1390 1,270 1,790 2,025 1,630 2,617 
40～44歳 980 810 2,000 1,931 2,184 1,759 
45～49歳 640 830 1,460 2,649 2,558 2,894 
50～54歳 510 430 910 1,291 2,342 2,262 
55～59歳 350 300 610 913 1,295 2,350 
60～64歳 90 340 310 611 915 1,298 
65～69歳 30 40 220 169 334 500 
70～74歳 30 0 0 0 0 0 
75～79歳 0 0 0 0 0 0 
80～84歳 0 0 0 0 0 0 
85歳以上 0 0 0 0 0 0 
合計 8,770 7,520 12,080 15,063 17,628 19,839 
増減数 - ▲ 1,250 4,560 2,983 2,565 2,211
増減率 - ▲ 14.3 60.6 24.7 17.0 12.5

b.ケース2（2005年～2010年及び2010年～2015年のコーホート変化率の平均）

（出典） （一財）建設経済研究所「建設経済レポートNo.71」
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50～54歳 1250 1,200 1,700 2,780 4,861 3,979 
55～59歳 710 850 1,230 1,743 2,849 4,983 
60～64歳 190 610 990 1,433 2,030 3,319 
65～69歳 80 190 500 811 1,174 1,664 
70～74歳 0 20 40 105 171 247 
75～79歳 0 0 0 0 0 0 
80～84歳 0 0 0 0 0 0 
85歳以上 0 0 0 0 0 0 
合計 14,550 13,550 17,530 22,208 26,910 31,356 
増減数 - ▲ 1,000 3,980 4,678 4,703 4,445
増減率 - ▲ 6.9 29.4 26.7 21.2 16.5
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図表3-6-5 女性の建設技術者数<土木建築サービス業>の推移

a.ケース１（2010年～2015年のコーホート変化率）

（出典） （一財）建設経済研究所「建設経済レポートNo.71」
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35～39歳 2430 2,920 2,390 2,146 1,879 2,136 
40～44歳 1800 2,030 3,550 2,451 2,201 1,927 
45～49歳 1350 1,590 2,600 3,841 2,652 2,381 
50～54歳 1250 1,200 1,700 2,545 3,761 2,597 
55～59歳 710 850 1,230 1,449 2,170 3,206 
60～64歳 190 610 990 1,245 1,467 2,196 
65～69歳 80 190 500 901 1,132 1,334 
70～74歳 0 20 40 115 207 261 
75～79歳 0 0 0 0 0 0 
80～84歳 0 0 0 0 0 0 
85歳以上 0 0 0 0 0 0 
合計 14,550 13,550 17,530 19,186 20,190 20,626 
増減数 - ▲ 1,000 3,980 1,656 1,004 437
増減率 - ▲ 6.9 29.4 9.4 5.2 2.2
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b.ケース2（2005年～2010年及び2010年～2015年のコーホート変化率の平均）

（出典） （一財）建設経済研究所「建設経済レポートNo.71」
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（出典）総務省「平成29年 就業構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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91,700 

（単位：人）

図表3-7-1 建設業の週間就業時間の分布
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50日未満 50～99日 100～149日 150～199日 200～249日 250～299日 300日以上

（単位：人）

図表3-7-2 建設業の年間就業日数の分布

３－７．休日、就業時間

概ね週休２日となる週間就業時間42時間未満は約34%、
年間就業日数250日未満は約45%と未だ十分には浸透していない。

（出典）総務省「平成29年 就業構造基本統計調査」を基に（一財）建設経済研究所にて作成
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（出典）内閣府「国民経済試算」を基に（一財）建設経済研究所にて作成

＜労働生産性試算の方法＞
○付加価値労働生産性＝実質GDP÷（就業者数×労働時間数） と定義した上で、
国民経済計算をもとに試算。
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図表3-8-1 全国就業1時間あたりの付加価値労働生産性の推移（実質）

３－８．労働生産性

建設業の労働生産性は製造業等と比べて低く、i-Constructionの導入などによる向上が望まれる。
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（出典）国土交通省「新・担い手３法について」

（参考）建設業を取り巻く現状と課題

※以降の資料は、「（参考）新・担い手３法について」を除き、調査最終年度の取材（栃木県、高知県、
静岡県、宮城県）でのみ配布した追加資料である。
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（出典）国土交通省「新・担い手３法について」

（参考）新・担い手３法について
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（出典）国土交通省「新・担い手３法について」
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（出典）国土交通省「新・担い手３法について」
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（出典）国土交通省「新３Ｋを実現するための直轄工事における取組」

（参考）週休２日工事（国直轄工事の方針）
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（出典）全国建設業協会「中央建設業審議会 第2回工期に関する基準の作成に関するワーキング
グループ資料 『工期設定にかかる現状と課題について』」

（参考）週休２日工事（工期）
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（出典）全国建設業協会「中央建設業審議会 第2回工期に関する基準の作成に関するワーキング
グループ資料 『工期設定にかかる現状と課題について』」

55



（出典）国土交通省ウェブサイト

（参考）工期に関する基準（中央建設業審議会 実施勧告）
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（出典）国土交通省「工期に関する基準（概要）」
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（出典）国土交通省「 i-Construction ～建設現場の生産性革命～ 」

（参考）i-Constructionの推進
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（出典）国土交通省「ICT施工の普及拡大に向けた取組」

（参考）i-Constructionの推進（ICT関係）
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（出典）国土交通省「ICT施工の普及拡大に向けた取組」

（参考）i-Constructionの推進（BIM/CIM）

60



（出典）国土交通省「品確法の改正を踏まえた公共工事の発注関係事務に関する『新・全国統一指標』の決定」

（参考）施工時期の平準化
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（出典）国土交通省「品確法の改正を踏まえた公共工事の発注関係事務に関する『新・全国統一指標』の決定」
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（出典）国土交通省「女性の定着促進に向けた建設産業行動計画～働きつづけられる建設産業を目指して～」

（参考）女性の定着促進に向けた建設産業行動計画

63



（
回
答
企
業
の
構
成

)

女
性
活
躍
を
支
援
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
と
思
う
取
り
組
み

女
性
就
業
者
を
増
や
す
た
め
に
効
果
的
だ
と
思
う
取
り
組
み

（出典）国土交通省「建設業における女性の活躍推進に関する取組実態調査」

（参考）建設業における女性の活躍推進に関する取組実態調査
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（参考）監理技術者の専任義務の緩和
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第４章　各県建設業協会 会員企業社員への取材
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１．新潟県建設業協会 

 

１－１．取材実施概要 

 新潟県建設業協会の会員企業 413 社（2018 年８月現在）の中から、若手経営者グル

ープ（５名）、監理技術者グループ（４名）、若手技術者グループ（５名。うち女性２名）

に対し、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは新潟県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が新

潟県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

 取材日時：令和元年(2019 年)12 月 13 日（金） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・雪国としての現状と課題 

・女性技術者の活躍 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・適正な工期、施工時期の平準化 

・雪国としての現状と課題 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力など 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

 

１－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見とその主な内容を「１－４．取材時の意見一覧」に一覧表と

して整理したので、参照願いたい。 

 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）―① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

 まずは４週６休を必ず達成するのが県建設業協会全体の目標という状況。日給制

などの賃金の問題や、契約してもすぐに現場に入れない工事、適正な工期が設定さ

れていない工事があるほか、降雪時期までに現場をできるだけ進捗させておきたい

という考え等があり、週休２日制の達成はなかなか難しい状況。ICT 活用との関連

はそれほどなく、発注者との関係や工事の内容が影響する。特に民間建築は施主か

ら「早く竣工してほしい」との要望があり、達成は極めて困難。    

完全に達成するには、全て発注者指定型で行うことも必要。 

地方公共団体の発注工事は適正な工期設定という着眼点が感じられない。適正な

工期を設定するために綿密な照査を行うよりも、工程及び工期を単価合意と同様に

設定するほうが合理的ではないか。 

 

67



＜代表的な意見＞ 

  〇４週８休の就業規則を導入しても、実態は土曜日に勤務していることが多い状況。 

   （若手経営者、監理技術者） 

  〇要因は、工事実施が天候に左右されること、施工時期・時間に制限がかかる工事

があること、設計が煮詰まっていない等で現場にすぐに入れない工事があること

などである。（若手経営者、監理技術者、若手技術者） 

〇特に民間の建築工事は、土曜日施工の前提で発注されることが多くて実施できな

い。（若手経営者、若手技術者） 

〇現場代理人も土曜日に稼働している現場では休めないが、監理技術者補佐がいれ

ば休んでよいという制度になればよい。ただし、監理技術者補佐制度は余計な負

担を監理技術者にかける可能性もある。（監理技術者） 

〇完全週休２日制は、「賃金、会社経営面からも難しい一面はある」（若手経営者）、

「暦通りに休みたいと思っているものの現場としては難しい」（監理技術者）、「土

曜日を休む分だけ給与が下がる」（若手技術者）という状況で難しく、４週６休を

全体の達成目標としている状況。「土日」が休みではなく、閉所率で週休２日であ

れば、かなり実施しやすくなる。 

〇週休２日制を達成させるためには、全て発注者指定型で強制的に休みにすること

を考えるべきではないか。（若手経営者、若手技術者） 

〇地方公共団体の発注工事は適正な工期設定という着眼点が感じられない。国土交

通省発注工事でも積算が現場とあっていないケースがあり、現場に乗り込んで実

際に実施する人にしかできない適正な工期の設定は無理があるのではないか。（監

理技術者） 

〇適正な工期を設定するために綿密な照査を行うよりも、工程及び工期を単価合意

と同様に設定するほうが合理的ではないか。そのほうが、問題点があらかじめ洗

い出され土日祝日が休みやすくなるのではないか。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇2016 年 8 月に、「土日の完全閉所を最終目標とするものの、当面は第２,４土曜日を休むとと

もに日曜日の連続閉所を目指す」とする県建設業協会の方針を出した。 

  ・小規模な会社でも、就業規則上第２,４土曜日が休みとして実際に実施できている会社もあ

る一方、大規模な会社でも、完全週休２日の就業規則にも関わらず、現実には現場で土曜

日も働いている会社も存在する。 

・週休２日制の実施は発注者の関係や工事の内容による。ICT 施工の実施とはあまり関係し

ていない。 

・週休２日モデル工事は、国が先行し、県においてもようやく増えてきたが、市町村ではほ

とんど導入されていない。 

・民間建築現場にあっては施主の「早く竣工してほしい」との要望から、土日も休めないの

が実情。学校関係は、夏休み期間中に施工を求めるケースもあり、同様の状況。 

・同じ会社の中でも休める部署（公共土木）と休めない部署（民間建築）に分かれ、経営者

としても困っているとの意見を聞く。 

〇現場閉所に影響する最大の要因は工期で、適正な工期設定がなにより重要。 

・工期が適正に設定されていないと土日も施工せざるを得ない。 

・発注者は適正な工期設定の責務を有すると品確法に定められたが、契約しても工事に着手

できない現場があるなど実態はまだまだである。 

・結局工期延期が必要になるが、早期の契約変更が行われないと心配なので土日も現場を進
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めて出来高を稼ぐということになってしまう。特に、繰越手続きの関係から、３月末以降

の時期への工期延長が早期に認められないことが多い。 

  

（１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

土木の現場では、昔に比べれば長時間労働は減っているが、完成検査や協議関係等

の書類作成が技術者の負担となっている面がある。建築は長時間労働が続いている。

除雪業務は災害対応であり、長時間労働になるのは如何ともしがたい。労働基準監督

署向けの書類はもう少し簡素化できないか。 

 

＜代表的な意見＞ 

  〇土木の現場では、ICT の活用等で昔に比べると長時間労働は劇的に減っているが、

建築の現場では旧態依然たる長時間労働が続いている。（監理技術者） 

〇工事検査書類限定型モデル工事は書類の簡素化に寄与しているが、全般的には完

成検査に向けての書類づくりは負担となっている。（監理技術者） 

〇労働基準監督署向けの書類は年々書類が増えていくばかりで、電子化も進まず、

ものすごく手間と時間を使っている現状がある。労働基準監督署にそういう話を

する機会もない。（監理技術者） 

〇「罰則付きの時間外労働上限規制」については、除雪業務が災害扱いになるとい

うことで、今後を注視している。（若手経営者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇協議書類関係で建設技術者の負担が重く、特に国の工事においては、県の工事並みに提出書

類を減らしていただきたい。 

〇協議においても、県は速やかに結論が出て現場は進むが、国はワンデーレスポンスを推進し

ていた頃に比べると低調で、なかなか結論が出ない。 

〇新潟特有の問題として除雪業務がある。除雪業務については、令和元年（2019）年６月に厚

生労働省が通達を発出し、「災害」扱いとなったため、時間外労働上限規制の問題は一歩前進

できたと思っている。次の課題は、災害対応としての届出書類等の手続きを簡素化してもら

うことである。 

  

（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

  担い手確保のためには、週休２日制のほうが圧倒的に有利だが、４週６休でも入職

する若手はいる。４週８休の勤務形態としながら実際は土曜日勤務が常態化するよ

り、休暇を取りたいときに取れることが優先される場合もある。積算上の労務単価は

上がっているが、実際に支払われる賃金は上がっていない、との声も聞く。給与、休

日は重要であるが、学生に建設業の魅力を感じてもらうためには、建設現場では何を

しているか、わかりやすく見せることも必要。なお、ICT の活用で、若手技術者が建

設業に入りやすくなるという状況にはまだない。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇社員の新規採用にあたっては、４週８休の方が圧倒的に有利ということはよくわ

かるが、４週６休でも入職する若手はいる。新規採用のためだけに４週８休にす

ることではなく、マッチングの部分が大きい。（若手経営者） 

 〇必ずしも３Ｋ（きつい・汚い・危険）を知っていて就職する技術者だけではない

69



し、建設業に従事している技術者でも、３Ｋと感じている技術者もいれば、感じ

ていない技術者もいる。（若手技術者） 

〇学生に建設現場では何をしているか、わかりやすく見せることができたら、魅力

を感じてもらえるのではないか。（若手技術者） 

〇積算基準における労務単価は近年相当上昇しているが、実際に技能労働者に支払

われる賃金は全然上がっていないとの声を聞く。下請企業の経営者に聞くと、「先

行きのことを考えるとなかなか賃金を上げられない。」とのこと。（監理技術者） 

〇ICT の活用で、若手技術者が建設業に入りやすくなるという感覚はまだない。建

設業にはものづくりをしたい人が入るのであり、ICT を担当したい人はそれらを

専門とする会社に入社するのではないか。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇小学生、中学生、建設系の高校生への建設業の魅力の発信に力を入れている。 

・現場見学会やインターンシップ、出前講座、広報を実施。 

・新規採用職員の充足率は 42%と近年下がってきているが、少子化もあり、やむを得ない面

はある。 

・少子化に対応するには、地域毎にコアとなる学校やコースを作って進めるしかないだろう。

教育委員会にアピールして、元々は機械科のみであった工業高校に土木のコースを設立し

た例もある。 

・若者は土日が休みでないといけない。就業規則上、土日が休みであっても、実態の現場で

そうではないことが分かって辞めた、という例を聞いている。 

・高齢の方が頑張っておられるのでまだ何とかなっているが、高齢の方が辞め始めると大変

なことになってくると思う。 

〇ICT 施工に取り組んでいる会社に若い人の入職が多くなったという関連性は今のところみら

れない。 

〇協会傘下の企業において、離職者も多いが、中途採用者も多い。建設業界の中で離職、再就

職を行っていると考えられる。ただし、実態はつかめていない。 

 

（２）i-Construction の推進 

 （２）―① ICT の活用 

  ICT の活用は実施している会社と未実施の会社に分かれる。総合評価での加点等

により義務感で実施している会社もある。試行したが「儲からない」ということで

取り組まない会社もあるが、外注せず自社で実施すれば利益が出せるし、生産性の

向上にもつながるという意見もある。何でも ICT 施工とはせず、ICT が得意とする

箇所、利益が出せる現場に活用していくべきではないか。「儲かる」という話が広が

れば、絶対、皆が取り組むと思う。現場サイドでは、経験がなくても施工できるこ

と、労働時間が短縮されることから歓迎する声が大きい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇ICT 施工については国土交通省工事を受注している企業は取り組んでいるが、市

町村工事しか受注していない企業は、ICT 活用工事の発注が少ないため、ほとん

ど実施していない。（若手経営者） 

〇現実的には、総合評価での加点等により「やらなきゃいけない」という義務感で

取り組んでいる会社もある。（若手経営者） 

〇ICT 施工は、儲からないと思って取り組まない会社も多いが、外注せずに自社で
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実施すれば、利益が出せ、実際に作業も早くなり、真の生産性向上につながる。

（若手経営者） 

〇自社での実施は本気で取り組めばおそらく誰もができることではあるが、初期投

資が重く大変であり、それだけの環境にならないところが多い。（若手経営者） 

〇ICT が有利な工事とそうではない工事とに分かれるのではないか。数千万円以下

の小規模な工事のように土工が少ない工事には、ICT 土工を導入してもメリット

は乏しい一方、水中掘削や見えない箇所の施工、法面整形など ICT が得意とする

部分もある。（若手経営者、若手技術者） 

  〇ICT の活用を目的化せずに、手段として、得意な箇所、利益が出せる現場に使っ

ていくべき。（若手経営者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇実施している会社と未実施の会社に分かれる。 

〇実施件数は増えてはいるが、取り組んでいる会社はあまり増えてはいない。先行実施した会

社に「儲からない」という意見があったことも影響している。ICT を自社で行えば利益が出

るが、外注すると儲からないことが多いようだ。 

〇ICT 施工に取り組んでいる会社では、起工測量や３次元データの作成を自社で実施したり、

ICT 施工に適した工事、適さない工事の判断も行っていると聞く。 

〇協会としては、ドローンの講習会や積算基準等の説明会を開催し、未実施の会社に取り組ん

でいただけるような機会を設けている。講習内容の要望は、３次元データ作成などのソフト

関係もあるが、費用面と、すでに実施している会社向けになることから実施は難しい。 

〇推進のために改善してほしい点は以下の通り 

・経営者クラスに「将来的に儲かるようになる」ということがもっと見えるようにしてほし

い。成功したところから「儲かる」という話が広がれば、絶対、皆が取り組むと思う。 

・ICT 活用工事は、起工測量、３次元データ作成、ICT 建機による施工、出来形測量、納品

の５点のどれかを行えば認めてもらえるようにできないか。今は５点全てを行わないと認

めてもらえないため、最初は外注せざるを得ず、結局、割高となって取り組みが進まない。 

・ICT 活用工事について認めてもらう申請書類も「ひな形」を作成してチェックを入れるだ

けにするなど、簡素化されるとありがたい。 

  

（２）―② BIM/CIM の活用 

  BIM/CIM に取り組んでいるところは少ない。価格が高いことや、機能を十分使い

きれない環境を改善することが必要。なお、建築の BIM の活用は行われておらず、

10～20 年先になるのではないか。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇BIM/CIM に取り組んでいるところは、ICT 活用よりさらに少ない。BIM/CIM は

事前調整に長けているが、３次元図面作成までに時間を要すること、価格が高い

こと、重機や他の資機材、製品のパーツの３次元データが少なく、BIM/CIM の

活用を十分にできないこと等が、取り組みが少ない要因である。（若手経営者） 

〇建築では、ドローンの活用程度で、BIM の活用は行われていない。BIM が実際

に現場に適用されるのは、10～20 年先ではないか。（若手技術者） 

 

（２）―③ 施工時期の平準化 

  平準化のために発注時期に工夫はみられているが、発注されても中止期間が設定
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され、平準化されていない場合があるほか、工事単位ではなく、工種によっては年

度末に集中する状況が変わっていない場合もある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇平準化のために発注時期に工夫がみられているが、発注されても中止期間が設定

され、実質的に平準化されていない場合がある。（監理技術者） 

〇舗装工事のような最終段階の工事は年度末に集中する傾向があり、平準化を進め

るのであれば工種単位でもチェックすべき。（監理技術者） 

 

（３）女性技術者の活躍 

時短勤務の女性技術者でも現場代理人となれるようにする等、時代に即した改革が

必要。また、民間企業と公務員の間、内勤と現場との間では、女性技術者の働き方に

相当の差がある。女性の育児への理解も高いとは言えない。 

女性技術者にとって、トイレと更衣室の問題は大きい。トイレは水洗で、かつ他の

場所から隔離してあれば、平均点は取れるとは思う。 

 

＜代表的な意見＞ 

  〇女性技術者が活躍する上では、現場代理人制度や監理技術者制度等、現行制度に

は課題がある。時短勤務の技術者でも現場代理人となれるようにする等、時代に

即した改革が必要ではないか。（若手経営者） 

〇民間企業と公務員の間では、女性技術者の働き方に相当の差があるのが実態。公

務員は長期間の育休から復帰はしやすいと思うが、民間は技術の進歩や体力的な

問題からなかなか難しい。内勤の技術者でもそういう声は多い。（若手経営者、若

手技術者） 

〇女性の育児への理解は高いとは言えないし、内勤の方に比べて現場の女性技術者

への対応は不足している。（若手技術者） 

〇社内制度は整備され、女性技術者を受け入れる土壌はあるが、なかなか入社して

くれない。女性には、建設業界は男社会というイメージが、どうしてもついて回

っている。（若手経営者） 

 〇女性活躍の制度は会社でも整備されてきているが、活用する女性職員自体が少な

く改善が進まない。（若手技術者） 

  〇女性技術者にとって、トイレと更衣室の問題は大きい。トイレは水洗で、かつ他

の場所から隔離してあれば、平均点は取れるとは思う。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇女性の活躍については、建設業に従事する、事務職も含めた女性職員で構成する女性部会が

ある。設置後約 20 年経過し、会員数も 570 人程度。 

・現場見学会や出前講座の講師を担当。 

・女性部会がレンタル会社と共同でトイレを開発し、NETIS に登録された。 

・これからのことを考えると現場に良いトイレを入れないといけない。現場見学会などで古

いトイレだと男女を問わず「行きたくない」と言われる。 

〇国土交通省発注の工事において、監理技術者要件として女性技術者であることを付したモデ

ル工事があったが、ほとんど競争にならなかったので、見直された。女性技術者を育成した

いということはわかるが、通常 10～20 社が参加する一般土木工事で、１～２社しか応札しな

いことは競争性の確保の観点から問題ではないかと思う。 
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（４）雪国としての現状と課題 

除雪業務については、降雪量の多い地域と少ない地域で状況に相当の差があり、一

概に「こうだ」といえるものではない。過疎化が進行する地域では、オペレーターな

どの担い手を確保すること、自社で除雪機械を保有し続けることが負担となってい

る。また、夜間長時間の作業が必要になるなど、働き方改革を行うことは難しい。 

降雪の工事への影響については、最近は一部工事において、２ヶ年国債やゼロ国債

工事により、３月末や４月など、施工条件の良い時期から工事着手できており、働き

方改革や生産性向上にかなり寄与している。ただ、降雪が数日続くだけでも作業員の

確保ができなくなるので、それを反映した工期の設定がありがたく、また積算も冬期

補正率ではなく、具体的な施工方法に対しての積算や、養生費の積算項目立てなど、

実態を踏まえたきめの細かい積算がありがたい。 

 

＜代表的な意見＞ 

  〇除雪業務については、降雪量の多い地域と少ない地域で状況に相当の差がある。

降雪量の少ない地域、とりわけ都市部の企業は正直負担を感じている。（若手経

営者） 

  〇過疎化が進行する地域では、オペレーターなどの担い手を確保すること、自社で

除雪機械を保有し続けることも、年々負担となっている。（若手経営者） 

〇除雪機械を１人で運行できる体制にしないとその維持は難しい部分もあると感じ

ている。（若手経営者） 

  〇最近は一部工事において、２ヶ年国債やゼロ国債工事により、３月末や４月など、

施工条件の良い時期から工事着手できている事例もあり、働き方改革や生産性向

上には寄与している。（若手経営者） 

〇除雪業務においては、夜間長時間の作業が必要になるなど、働き方改革を行うこ

とは難しい。（監理技術者） 

〇降雪が数日続くだけでも作業員の確保ができなくなるので、それを反映した工期

の設定がありがたい。（監理技術者） 

〇積算も冬期補正率ではなく、具体的な施工方法に対しての積算や、養生費の積算

項目立てなど、実態を踏まえたきめの細かい積算がありがたい。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇少雪年で除雪出動が少ない年も除雪機械の減価償却費や人件費などをみていただきたい。 

・国は基本的に除雪機械を貸与するが、県は官民半々くらい、市町村にあってはほとんど会

社持ちである。会社持ちでは負担は大きい。 

・除雪で出動しなくても一定の補填を行う市町村もあるが、限られている。雪の降り方など

地域によって違いがあり、議論はいろいろある。 

 

（５）その他 

地方と首都圏との乖離が近年大変大きいと感じている。建設業ではいろいろな問題

があるので、地域の声を拾っていただけるのは本当にありがたい。 

総合評価方式による入札での個人の工事成績や施工実績の評価は、建設技術者の活

動を狭めたり、広域異動に繋がることもあることから、改善できないか。 

 

＜代表的な意見＞ 

  〇新潟で建設業を行っていると、首都圏との乖離というのが近年大変大きいと感じ
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ている。（若手経営者） 

  〇私たちは、本当に地域に生きる、地域に根差す建設業として「地域の安心、安全

を守る」という責務があると思っている。（若手経営者） 

  〇建設業には、請負などの問題や、規模感のようなもの、B/C の問題等いろいろな

問題があるので、地域の声を拾っていただけることは本当にありがたい。（若手経

営者） 

〇総合評価方式による入札について、個人の持つ工事成績や施工実績が評価される

ため、個人を特定の工種に縛りつけたり、完工後に人材が遊休化したりしている。

また、広範囲の異動にもつながっていることから、新卒採用にも影響がでている

ようだ。（監理技術者） 

〇個人の評価について、やめることができないまでも、例えば 20 年以上の経験年

数、などで評価するようなことが考えられないか。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇技術者制度の変更の中で、監理技術者兼務が令和２年度（2020 年度）から維持管理工事には

先行して認められるようであるが、維持管理工事は儲からないから応札が少ないのが実態。

土日の緊急的な対応もあるので、もっと利益が上がるようにしないと変わらない。 

○維持管理工事の複数年契約も試行的に実施しているが、やはり利益が上がらない工事で３年

契約しても、メリットはあまりない。 
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１－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用なども含む）の現状と課題について教えてください。 

・あわせて国から打ち出されている、BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題

などがあれば教えてください。 

〇雪国としての現状と課題 

・雪国としての課題（除雪業務や、舗装工事の実施時期制約など）が、「働き方改革」

や「生産性の向上」などに与える影響について教えてください。 

・除雪体制の維持確保に関する将来展望、今後の改善点などを教えてください。 

〇女性技術者の活躍 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休・

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について教えてください。   

 等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日制や長時間労働に関する現状と課題、

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聴きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇適正な工期、施工時期の平準化 

・週休２日制を行うために必要な工期は十分確保されていますか？また工事に着手す

るために必要な現場の制約に関する発注者の解消状況について教えてください。 

・施工時期の平準化を進める動きがありますが、平準化による影響や、平準化された

場合の課題について教えてください。 

〇雪国としての現状と課題 

・雪国としての課題（除雪業務や、舗装工事の実施時期制約など）が、「働き方改革」

や「生産性の向上」などに与える影響について教えてください。 

・雪国の特徴を踏まえ、発注者などに配慮、バックアップをしてほしいことなどがあ

れば教えてください。 

（時間があれば） 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等について 

・専任義務の緩和等が行われた場合の、メリット・デメリットとしてどのようなもの

があるか教えてください。    
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                      等 

＜若手・女性技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉はご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？ また「新３Ｋ」など、建

設業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます

か？ 

〇週休２日制、長時間労働 

・週休２日制や長時間労働に関する現状と課題、希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進について関心がありますか？関心があ

る場合、どのように取り組みたいとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

（時間があれば） 

〇現場の技術力について 

・現場の技術力の確保・向上のために取り組んでいることを教えてください。また、

何かバックアップしてほしいと思うことがあれば教えてください。 

                                    等 

※女性技術者には、「週休２日制、長時間労働」の代わりに以下の項目。 

〇女性活躍のための労働環境 

・現場の女性専用トイレ等、労働環境における現状と改善点について教えてください。 

・産休、育休などを女性技術者が十分取得できるための必要な取り組み、改善点など

を教えてください。 

 ・「女性の会」の活動など、女性ならではの取り組みとして発信したいことがあれば教

えてください。 
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

(１
)週
休
２
日
制
実
施
の
現
状
と
課
題

(１
)ー
①
週
休
２
日
制
（
適
正
な
工
期
関
係
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
ま
ず
は
４
週
６
休
を
必
ず
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
。
建
設
業
協

会
の
主
要
企
業
で
も
、
年
間
通
し
て
４
週
８
休
を
導
入
す
る
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
４
週
６
休
か
ら
少
し
ず
つ
進
め
て
い
る
。

〇
技
術
者
・
技
能
労
働
者
と
も
暦
通
り
に
休
み
た
い
と
は
思
っ
て
い
る

が
、
繁
忙
期
が
あ
る
こ
と
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
、
施
工
時
期
・
時

間
に
制
限
が
か
か
る
工
事
が
あ
る
こ
と
、
年
配
の
技
能
労
働
者
は
「
働

け
る
う
ち
に
稼
い
で
お
き
た
い
」
と
い
う
意
識
が
強
い
こ
と
等
か
ら
、

週
休
２
日
制
の
達
成
は
現
場
と
し
て
は
難
し
い
。

〇
発
注
者
指
定
型
で
半
ば
強
制
的
に
休
ま
せ
る
の
は
よ
い
考
え
方
だ
と
思

う
。

〇
４
週
８
休
の
就
業
規
則
を
導
入
し
て
も
、
実
態
は
土
曜
日
に
勤
務
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

〇
暇
な
月
も
あ
る
た
め
、
閉
所
率
で
調
整
で
き
る
と
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

〇
発
注
者
に
は
詳
細
設
計
を
き
ち
ん
と
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
週
休
２
日

制
も
含
め
て
本
当
に
余
裕
を
持
っ
た
工
期
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。
設

計
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
ま
ま
概
算
で
発
注
し
て
い
る
の
が
工
期
が
伸

び
る
原
因
だ
と
思
う
。

〇
週
休
２
日
制
が
実
施
で
き
な
い
原
因
は
、
工
事
実
施
が
天
候
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
（
降
雪
時
期
前
に
進
め
て
お
き
た
い
）
、
冬
季
は
土
日
も
休

め
な
い
除
雪
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
、
諸
般
の
事
情
で
工
事
に
遅
れ
が

発
生
し
た
こ
と
等
が
あ
る
。

〇
現
場
代
理
人
は
現
場
に
常
駐
す
る
義
務
が
あ
る
た
め
、
土
曜
日
に
稼
働

し
て
い
る
現
場
で
は
休
め
な
い
。
監
理
技
術
者
補
佐
が
い
れ
ば
休
ん
で

も
よ
い
と
い
う
制
度
に
な
れ
ば
よ
い
。
一
方
、
監
理
技
術
者
補
佐
制
度

が
で
き
る
と
、
監
理
技
術
者
に
余
計
に
負
担
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

〇
工
期
全
体
で
週
休
２
日
制
を
達
成
す
る
の
か
、
月
で
４
週
８
休
を
達
成

す
る
の
か
、
解
釈
に
違
い
が
あ
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
べ
き
。

〇
特
に
民
間
の
建
築
工
事
は
、
土
曜
日
施
工
の
前
提
で
発
注
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
て
４
週
８
休
は
実
施
で
き
な
い
。

〇
地
方
公
共
団
体
の
発
注
工
事
は
適
正
な
工
期
設
定
と
い
う
着
眼
点
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
国
土
交
通
省
発
注
工
事
で
も
積
算
が
現
場
と
あ
っ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
現
場
に
乗
り
込
ん
で
実
際
に
実
施
す
る
人
に
し

か
で
き
な
い
適
正
な
工
期
設
定
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
民
間
工
事
は
な
か
な
か
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

〇
完
全
週
休
２
日
制
は
、
賃
金
、
会
社
経
営
面
か
ら
も
難
し
い
一
面
は
あ

る
。
建
設
業
界
と
し
て
対
外
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
も
重
視
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
特
別
な
事
情
（
災
害
や
緊
急
性
の
高
い
も
の
）
を
除
き
、
公

共
工
事
に
お
い
て
は
完
全
週
休
２
日
制
を
発
注
者
指
定
型
で
条
件
と
す

る
な
ど
、
業
界
全
体
で
取
り
決
め
て
そ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仕
組
み
も
、
今
後
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〇
適
正
な
工
期
を
設
定
す
る
た
め
に
綿
密
な
照
査
を
行
う
よ
り
も
、
工
程

及
び
工
期
を
単
価
合
意
と
同
様
に
設
定
す
る
ほ
う
が
合
理
的
で
は
な
い

か
。
そ
の
ほ
う
が
、
問
題
点
が
あ
ら
か
じ
め
洗
い
出
さ
れ
土
日
祝
日
が

休
み
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
県
発
注
の
建
築
工
事
で
も
「
土
曜
日
の
施
工
は
当
た
り
前
」
と
い
う
場

合
も
あ
り
、
「
変
わ
ら
な
い
な
」
と
思
う
。

〇
週
休
２
日
制
で
は
土
曜
日
を
休
む
分
だ
け
給
与
が
下
が
る
。
積
算
上
の

労
務
単
価
の
ア
ッ
プ
は
そ
の
分
を
補
い
き
れ
て
い
な
い
。

〇
週
休
２
日
制
で
な
く
て
も
賃
金
が
高
い
方
を
希
望
す
る
、
と
い
う
意
見

は
あ
る
。

〇
下
請
企
業
で
、
技
能
労
働
者
の
日
給
制
を
月
給
制
に
移
行
し
よ
う
と
い

う
会
社
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
日
給
制
に
戻
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
る
。

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
４
週
８
休
を
導
入
す
る
に
は
ま
だ
壁
が
あ
り
、
ま
ず
、
必
ず
４
週
６
休

は
達
成
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
新
潟
県
建
設
業
協
会
の

立
ち
位
置
で
も
あ
る
。

・
昨
年
私
の
現
場
で
は
、
週
休
２
日
制
を
適
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
土

曜
日
に
な
る
と
、
閉
所
し
た
現
場
か
ら
多
く
の
職
人
が
私
の
現
場
に
来

ら
れ
た
。
公
共
工
事
だ
け
も
し
仮
に
週
休
２
日
制
に
し
て
も
、
民
間
工

事
に
職
人
さ
ん
た
ち
は
流
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

・
民
間
工
事
は
な
か
な
か
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
新
潟
県
内
は
特
有
の
問
題
と
し
て
降
雪
の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
工

期
を
遵
守
す
る
た
め
、
春
先
や
秋
の
時
期
の
良
い
と
き
に
は
出
来
高
を

上
げ
た
く
、
休
日
も
頑
張
っ
て
働
く
傾
向
が
あ
る
。

・
彼
ら
は
日
給
制
で
あ
り
、
土
曜
日
は
割
り
増
し
賃
金
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
収
入
増
を
望
ん
で
の
行
動
と
思
わ
れ
る
。

・
何
年
も
前
に
受
注
し
た
顧
客
か
ら
同
様
の
建
築
工
事
を
発
注
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
顧
客
は
前
回
と
同
様
の
工
期
、
価
格
を
施
工

者
に
求
め
て
く
る
。

・
除
雪
業
務
は
、
曜
日
に
関
係
な
く
天
候
に
よ
っ
て
出
動
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
仮
に
完
全
週
休
２
日
制
を
導
入
す
る
と
、
土
日
の
出
勤
は
全

て
時
間
外
労
働
の
カ
ウ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
時
間
外
労
働
手
当

の
支
払
い
も
生
じ
る
。

・
現
場
代
理
人
は
、
現
場
に
常
駐
す
る
義
務
が
あ
る
た
め
、
土
曜
日
に
施

工
し
て
い
る
現
場
の
場
合
、
監
理
技
術
者
も
出
勤
せ
ざ
る
を
得
ず
、
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
監
理
技
術
者
補
佐
が
い
れ
ば
、
休
ん
で
も
良
い
と

い
う
制
度
を
作
れ
ば
良
い
と
思
う
。

・
以
前
と
は
物
価
の
変
動
な
ど
が
あ
り
、
前
回
と
同
様
の
工
期
・
価
格
で

は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
示
し
て
も
顧
客
は
理
解
し
て
く
れ
ず
、
当
社

が
退
化
し
た
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

・
協
力
会
社
の
方
か
ら
「
工
期
が
逼
迫
し
て
い
る
」
「
遠
方
か
ら
来
て
お

り
宿
泊
費
も
か
さ
む
こ
と
か
ら
一
日
も
早
く
自
宅
に
帰
り
た
い
」
「
重

機
の
リ
ー
ス
料
も
負
担
で
あ
り
早
期
に
完
工
さ
せ
た
い
」
な
ど
の
要
望

が
出
た
場
合
、
休
日
に
出
勤
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

・
結
局
、
前
回
と
同
じ
よ
う
に
す
る
た
め
、
週
休
２
日
制
だ
と
全
然
間
に

合
わ
な
く
、
時
間
外
労
働
も
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

・
会
社
経
営
面
か
ら
は
、
現
状
、
４
週
６
休
で
の
勤
務
日
数
を
元
に
給
与

を
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
週
８
休
を
導
入
し
た
際
は
、
原
則
で

い
え
ば
給
与
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
簡
単
に
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
。
経
費
の
問
題
は
大
き
く
、
１
回
踏
み
出
す
と
そ
ん
な

簡
単
に
は
戻
せ
な
い
の
で
、
４
週
８
休
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

・
県
の
建
築
工
事
で
す
ら
、
発
注
者
は
「
土
曜
日
は
施
工
す
る
も
の
だ
。

そ
れ
が
当
た
り
前
。
」
と
い
う
感
覚
も
あ
る
の
で
、
土
曜
日
に
施
工
す

る
し
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
「
変
わ
ら
な
い
な
」
と
思
う
。

・
日
給
制
で
働
く
技
能
労
働
者
の
労
務
単
価
の
問
題
も
あ
り
、
４
週
８
休

に
す
る
た
め
に
は
彼
ら
の
収
入
確
保
も
含
め
て
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
。

・
北
陸
地
方
整
備
局
は
、
閉
所
率
で
週
休
２
日
制
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

・
本
当
に
建
設
業
界
で
週
休
２
日
制
を
達
成
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
IC
Tと

同
様
に
発
注
者
指
定
型
工
事
も
、
今
後
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

・
繁
忙
期
が
あ
る
こ
と
や
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、
９
月
～
12
月
の
天
気

の
良
い
日
は
、
土
曜
日
に
も
現
場
に
出
て
い
る
が
、
私
も
技
能
労
働
者

も
暦
通
り
に
休
み
た
い
の
が
本
音
で
あ
る
。

・
建
設
業
界
と
し
て
対
外
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
「
災
害
や
除
雪
業
務
、
緊
急
性
の
高
い
工
事
な
ど
特
別
な
事
情
が

な
い
限
り
、
普
通
の
土
日
祝
日
は
休
む
」
と
建
設
業
界
と
し
て
取
り
決

め
て
い
く
こ
と
も
、
今
後
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
天
気
の
悪
い
日
に
閉
所
し
て
休
日
を
稼
い
で
い
る
た
め
、
週
休
２
日
制

の
達
成
は
、
現
場
と
し
て
は
難
し
い
。

・
私
の
現
場
は
、
発
注
者
指
定
方
式
に
よ
る
週
休
２
日
制
を
行
っ
て
い

る
。
他
の
業
種
と
比
べ
て
見
て
も
建
設
業
界
は
休
み
が
取
り
に
く
い
た

め
、
半
ば
強
制
的
に
休
ま
せ
る
の
は
良
い
考
え
方
と
思
う
。

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
B＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
日
給
制
の
技
能
労
働
者
の
方
々
も
土
日
は
休
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

昨
今
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
、
正
月
に
は
10
日
程
度
の
休
暇

を
取
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
月
の
給
料
が
半
分
に
な
る
た
め
、
仕
方

な
く
土
曜
日
に
働
い
て
い
る
。

・
現
場
の
工
種
、
工
期
に
よ
っ
て
は
、
現
場
は
土
曜
日
に
止
ま
っ
て
い
る

が
、
職
員
は
仕
事
を
し
て
い
る
、
又
は
持
ち
帰
っ
て
い
る
状
況
も
見
ら

れ
る
。

・
20
代
か
ら
30
代
前
半
の
若
い
技
能
労
働
者
は
、
給
与
よ
り
も
休
暇
の
充

実
を
好
む
一
方
で
、
50
代
、
60
代
の
方
に
つ
い
て
は
、
働
け
る
う
ち
に

稼
い
で
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
に
来
て
お
ら
れ
る

人
達
は
、
越
冬
に
備
え
て
夏
場
に
稼
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
暦
通
り

に
休
ん
で
い
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

・
国
の
予
算
は
年
度
主
義
で
も
あ
り
、
現
場
の
自
然
的
条
件
や
社
会
的
条

件
に
よ
る
制
限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
期
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
は

厳
し
い
と
は
思
う
が
、
工
期
が
長
け
れ
ば
週
休
２
日
制
は
守
れ
る
と
思

う
。

・
こ
こ
10
年
来
、
４
週
６
休
で
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。
週
休
２
日
制
は
試

行
錯
誤
し
て
い
る
が
、
技
術
者
の
休
み
を
確
保
す
る
の
が
な
か
な
か
難

し
い
状
況
。

・
川
の
工
事
や
夜
間
制
限
を
受
け
る
道
路
工
事
に
お
い
て
は
、
月
単
位
で

の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
の
遵
守
が
難
し
い
。
技
能
労
働
者
を
含
め
て

代
休
を
取
る
ほ
ど
代
わ
り
の
人
も
い
な
い
た
め
、
そ
の
適
正
な
対
応
に

つ
い
て
、
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
。

・
国
土
交
通
省
発
注
の
工
事
や
県
発
注
工
事
で
週
休
２
日
制
対
応
の
工
事

を
受
注
し
た
際
に
は
、
週
休
２
日
制
を
積
極
的
に
申
請
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
現
実
に
実
行
で
き
た
か
否
か
は
半
々
く
ら
い
。

・
こ
れ
ま
で
１
期
で
実
施
し
て
い
た
工
事
を
２
期
で
施
工
す
る
こ
と
も
コ

ス
ト
増
と
な
る
こ
と
か
ら
無
理
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
暇
な
月
も
あ
る
た

め
、
閉
所
率
で
調
整
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

・
達
成
で
き
な
い
原
因
の
一
つ
と
し
て
天
候
の
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に

は
、
工
事
が
工
程
ど
お
り
順
調
に
進
ま
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

・
県
工
事
や
市
町
村
工
事
の
工
期
は
、
予
算
消
化
が
こ
の
時
期
ま
で
と
い

う
こ
と
で
決
ま
っ
て
い
て
、
適
正
な
工
期
設
定
と
い
う
着
眼
点
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
結
局
、
工
期
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
土
曜
日
に
出
勤
す

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

・
週
休
２
日
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
土
曜
日
に
働
い
て
い
た
分
だ
け
給
与

が
下
が
る
の
が
実
情
。

・
国
土
交
通
省
工
事
に
お
い
て
は
、
閉
所
率
、
準
備
工
に
要
す
る
日
数
な

ど
も
織
り
込
ま
れ
て
工
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
場
に
乗
り
込
め

ば
、
設
計
照
査
を
行
っ
た
結
果
、
積
算
が
現
場
の
実
態
と
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。

・
４
週
８
休
の
国
土
交
通
省
発
注
の
工
事
で
は
、
積
算
上
の
労
務
単
価
は

上
が
っ
て
い
る
が
、
会
社
の
支
給
す
る
賃
金
は
、
そ
れ
に
追
い
つ
い
て

は
い
な
い
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
C＞

・
品
確
法
に
お
い
て
、
発
注
者
の
責
務
と
し
て
適
正
な
工
期
の
設
定
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
場
に
乗
り
込
ん
で
実
際
に
実
施
す
る
人
し
か
適

正
な
工
期
を
設
定
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
法
律
に
は
少
し
無
理
が
あ
る

と
思
う
。

・
個
人
的
に
は
、
週
休
２
日
制
で
な
く
て
も
賃
金
が
高
い
方
を
選
ぶ
。

・
土
日
祝
日
は
全
部
休
み
の
４
週
８
休
以
上
の
勤
務
形
態
と
し
て
い
る

が
、
土
木
、
建
築
と
も
に
土
曜
日
な
ど
の
休
み
の
日
に
出
勤
し
て
お

り
、
休
日
出
勤
と
し
て
経
費
を
み
て
い
る
の
が
現
状
。
働
き
方
改
革
と

い
っ
て
も
、
土
曜
日
は
実
現
で
き
て
い
な
い
。

・
適
正
な
工
期
の
設
定
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
適
正
な
工
期
の
合
意
が

必
要
で
あ
る
。

・
下
請
企
業
の
技
能
労
働
者
も
、
元
請
企
業
が
週
休
２
日
制
に
な
る
と
日

給
制
か
ら
月
給
制
に
移
行
し
よ
う
と
い
う
会
社
も
あ
っ
た
が
、
日
給
制

の
方
が
給
料
が
高
い
の
で
、
結
局
日
給
制
に
戻
っ
て
し
ま
う
結
果
も
ち

ら
ほ
ら
と
あ
る
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
D
＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
B＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
土
木
の
現
場
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
平
日
に
雨
天
の
た
め
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
打
て
な
か
っ
た
場
合
、
週
末
に
晴
れ
て
い
れ
ば
、
出
勤
す
る

こ
と
と
な
る
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
工
程
表
を
作
成
す
れ

ば
、
土
曜
日
に
施
工
す
る
必
要
が
あ
る
工
期
と
な
っ
て
い
る
工
事
も
見

ら
れ
る
。
さ
ら
に
高
齢
の
技
術
者
に
あ
っ
て
は
、
未
だ
「
土
曜
日
は
働

い
て
当
た
り
前
」
と
い
う
意
識
も
強
い
。

・
土
木
工
事
の
場
合
、
仮
設
が
現
場
と
合
わ
な
い
、
仮
設
の
変
更
が
多

い
、
矢
板
が
打
ち
込
め
な
い
な
ど
工
期
に
影
響
す
る
様
々
な
要
因
が
発

生
す
る
。
設
計
照
査
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
工
程
調
整
部
会
な
ど
を
開

催
し
て
、
工
程
及
び
工
期
を
単
価
合
意
と
同
様
に
設
定
す
る
こ
と
が
合

理
的
で
は
な
い
か
。

・
月
給
制
だ
と
「
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
食
っ
て
い
け
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
。

・
民
間
の
建
築
工
事
に
あ
っ
て
は
、
早
期
供
用
の
観
点
か
ら
短
い
工
期
を

施
主
か
ら
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
土
曜
日
に
普
通
に
施
工
す
る
こ

と
を
前
提
に
工
程
表
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
働
き
方
改
革
と

言
っ
て
も
、
土
曜
日
に
休
む
と
こ
ろ
ま
で
実
現
は
し
て
い
な
い
。

・
こ
う
し
て
適
正
な
工
期
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
土
日
祝
日
が
休
み
や
す
く

な
る
と
思
う
。
適
正
に
工
期
を
発
注
す
る
た
め
に
綿
密
な
照
査
を
し

て
、
発
注
が
遅
れ
る
よ
り
も
、
概
算
発
注
で
も
良
い
か
ら
早
期
に
発
注

し
て
い
た
だ
き
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
工
期
を
合
意
す
る
方
が
好
ま

し
い
。

・
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
国
土
交
通
省
の
労
務
単
価
で
は
土
曜
日
休
み
に

な
る
分
を
補
い
き
れ
て
い
な
い
。
新
３
K
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
労
務

単
価
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

・
私
の
現
場
は
、
施
工
者
希
望
型
に
よ
る
週
休
２
日
制
を
実
施
し
て
い
る

が
、
工
期
延
長
を
す
る
と
、
「
週
休
２
日
制
に
し
た
か
ら
工
期
が
伸
び

た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
の
批
判
も
聞
か
れ
る
。

・
施
工
者
か
ら
は
言
い
づ
ら
い
こ
と
だ
が
、
発
注
者
に
は
詳
細
設
計
を
き

ち
ん
と
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
週
休
２
日
制
も
含
め
て
本
当
に
余
裕
を

持
っ
た
工
期
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。
設
計
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
ま

ま
概
算
で
発
注
し
て
い
る
の
が
工
期
が
伸
び
る
原
因
だ
と
思
う
。

・
降
雪
量
が
非
常
に
多
く
、
か
つ
長
期
間
降
る
地
域
な
の
で
、
勤
務
は
基

本
的
に
４
週
６
休
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
は
４

週
８
休
を
採
用
し
て
い
る
。

・
建
設
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
監
理
技
術
者
補
佐
が
出
来
て
、
監
理
技
術

者
は
二
つ
の
現
場
を
兼
任
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
社
は
少
数
精

鋭
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
監
理
技
術
者
が
休
む
こ
と
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
余
計
に
負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
高
い
。

・
11
月
に
は
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
終
わ

り
ま
で
手
が
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
現
場
に
お
い
て
は
、
４
週

６
休
を
採
用
し
て
い
る
期
間
で
あ
る
が
、
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
E＞

・
冬
の
間
は
除
雪
業
務
が
メ
イ
ン
と
な
る
た
め
、
基
本
的
に
４
週
６
休
で

あ
る
。
週
休
２
日
制
に
つ
い
て
は
、
年
間
ト
ー
タ
ル
の
休
日
数
で
考
え

れ
ば
十
分
達
成
し
て
い
る
。

・
週
休
２
日
制
に
関
し
て
は
、
工
期
全
体
で
週
休
２
日
制
を
達
成
す
る
の

か
、
月
で
４
週
８
休
と
し
て
達
成
す
る
の
か
、
の
解
釈
の
差
が
あ
る
。

こ
の
点
を
明
確
に
し
て
現
場
に
適
用
で
き
た
ら
と
考
え
る
。

・
週
休
２
日
制
の
工
事
が
公
告
さ
れ
た
場
合
は
申
請
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
そ
れ
は
大
体
の
現
場
で
何
と
か
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
状
況
。

・
舗
装
工
事
は
天
候
に
施
工
が
大
幅
に
左
右
さ
れ
る
。
降
雨
日
に
は
施
工

で
き
な
い
た
め
に
休
み
を
取
り
、
土
曜
日
が
天
候
に
恵
ま
れ
た
場
合
は

出
勤
し
て
施
工
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
閉
所
率
で
は
、
４
週
８
休
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
。

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
D
＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
職
員
と
し
て
は
、
暦
通
り
に
休
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
完
成

検
査
に
向
け
て
の
書
類
づ
く
り
も
負
担
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
土
日

も
出
勤
し
て
い
る
。

・
１
月
か
ら
８
月
ま
で
は
、
土
日
祝
日
が
休
み
と
い
う
勤
務
形
態
。

・
実
際
に
、
技
術
者
、
職
員
が
休
め
て
い
る
か
は
、
土
木
と
建
築
で
若
干

違
い
が
あ
る
。
土
木
の
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
春
４
，
５
，
６
月
か
ら

現
場
の
状
況
に
よ
っ
て
は
休
め
な
い
が
、
逆
に
冬
期
間
に
お
い
て
は
、

あ
る
程
度
休
み
は
取
れ
て
い
る
。
建
築
に
関
し
て
は
、
除
雪
経
費
を
施

主
が
見
て
く
れ
な
く
、
会
社
持
ち
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
ぼ
10
0％
で
あ
る

た
め
、
12
月
の
雪
が
降
る
ま
で
に
現
場
を
完
工
さ
せ
、
引
き
渡
し
を
完

了
さ
せ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
建
築
技
術
者
は
、
９
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
土
曜
日
は
ほ
ぼ
休
め
な
い
。

(１
)ー
②
長
時
間
労
働
（
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
へ
の
準
備
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
「
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
」
に
つ
い
て
は
、
除
雪
業
務
に

関
し
て
は
災
害
扱
い
に
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
を
注
視
し
て
い
く

状
況
。

〇
昔
に
比
べ
る
と
長
時
間
労
働
は
劇
的
に
減
っ
て
い
る
と
思
う
。
た
と
え

ば
河
道
掘
削
は
IC
T土
工
の
導
入
に
よ
り
、
丁
張
り
が
不
要
、
電
子
納
品

も
可
能
な
こ
と
か
ら
省
力
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

〇
建
築
の
現
場
は
BI
M
が
あ
ま
り
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
旧
態
依
然
た
る
長

時
間
労
働
が
続
い
て
い
る
。

〇
工
事
検
査
書
類
限
定
型
モ
デ
ル
工
事
は
書
類
の
簡
素
化
に
寄
与
し
て
い

る
が
、
全
般
的
に
は
完
成
検
査
に
向
け
て
の
書
類
づ
く
り
は
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

〇
労
働
基
準
監
督
署
向
け
の
書
類
は
年
々
書
類
が
増
え
て
い
く
ば
か
り

で
、
電
子
化
も
進
ま
ず
、
も
の
す
ご
く
手
間
と
時
間
を
使
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
労
働
基
準
監
督
署
に
そ
う
い
う
話
を
す
る
機
会
も
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
は
、
検
査
前
や
除
雪
時
期
を
除
い
て

そ
う
発
生
し
て
い
な
い
。
降
雪
量
の
多
い
地
域
な
の
で
、
除
雪
の
時
期

に
は
、
月
当
た
り
、
多
い
と
き
は
80
～
10
0時
間
の
時
間
外
労
働
と
な
る

場
合
も
あ
る
が
、
年
間
36
0時
間
は
超
え
て
い
な
い
の
が
現
状
。

・
昨
今
、
パ
ソ
コ
ン
で
出
退
勤
を
管
理
す
る
な
ど
、
会
社
の
管
理
が
相
当

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
我
が
社
で
は
、
月
45
時
間
以
内
の
時
間
外

労
働
に
留
め
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
E＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
土
曜
日
に
出
勤
す
る
と
８
時
間
の
時
間
外
労
働
と
な
り
、
月
45
時
間
の

制
限
を
す
ぐ
に
超
過
し
て
し
ま
う
た
め
、
振
替
休
日
を
取
得
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
内
部
的
な
書
類
も
増
え
て
お
り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
は
困

難
で
あ
る
。

・
代
休
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
技
術
者
の
負
担
を
減
ら
せ
る
仕
組
み

を
検
討
す
る
な
ど
、
会
社
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
。

・
AS
Pの
導
入
に
よ
り
、
軽
微
な
打
合
せ
は
相
当
省
力
化
さ
れ
た
が
、
直

接
会
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
協
議
事
項
に
関
し
て
は
、
従
来

ど
お
り
の
手
法
に
よ
っ
て
お
り
、
時
間
短
縮
は
難
し
い
。
５
年
ぶ
り
に

国
土
交
通
省
の
工
事
を
担
当
し
て
い
る
が
、
従
前
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
書

類
が
少
な
く
な
っ
て
少
し
驚
い
て
は
い
る
が
、
劇
的
に
何
か
少
な
く

な
っ
た
、
と
い
う
感
じ
ま
で
は
な
い
。

・
大
規
模
店
舗
の
建
築
現
場
な
ど
で
は
、
１
日
に
20
0～
30
0人
が
働
い
て

お
り
、
安
全
対
策
の
た
め
に
専
属
の
人
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
通
常

の
現
場
で
も
１
日
の
う
ち
１
時
間
く
ら
い
は
、
安
全
対
策
に
従
事
し
て

お
り
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

・
月
45
時
間
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
ク
リ
ア
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

・
IC
T土
工
の
導
入
に
よ
り
河
道
掘
削
を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
場
で
日
中

丁
張
り
を
出
す
こ
と
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
書
類
が
作
成
で
き
る
。
電
子

納
品
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
省
力
化
に
繋
が
り
、
時
間
外
労
働
は
確
実

に
減
少
し
て
い
る
。

・
冬
期
の
前
な
ど
工
期
が
逼
迫
し
た
時
や
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
の
後
な

ど
、
現
場
代
理
人
な
ど
で
月
80
時
間
を
超
え
る
人
も
中
に
は
存
在
す

る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
外
労
働
が
原
則
２
箇
月
ま
で
し
か
で
き
な
い
と

な
る
と
、
少
し
厳
し
い
状
況
と
な
る
。
除
雪
業
務
も
相
当
の
時
間
外
労

働
を
伴
う
と
考
え
て
い
る
が
、
通
達
が
発
出
さ
れ
、
災
害
扱
い
と
な
る

た
め
、
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
。

・
建
築
の
現
場
は
BI
M
が
あ
ま
り
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
旧
態
依
然
た
る
長

時
間
労
働
が
続
い
て
お
り
、
辞
職
す
る
若
い
技
術
者
、
技
能
労
働
者
も

多
い
。

・
労
働
基
準
監
督
署
向
け
の
安
全
書
類
は
大
事
だ
が
、
年
々
書
類
が
増
え

て
い
く
ば
か
り
。
自
筆
の
サ
イ
ン
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
等
、
電
子
化
も
進

ま
ず
時
代
に
逆
行
し
て
、
も
の
す
ご
く
手
間
と
時
間
と
労
力
を
使
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
労
働
基
準
監
督
署
に
そ
う
い
う
話
を
す
る
機
会
も

な
い
。

・
月
45
時
間
を
超
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。

・
除
雪
業
務
に
つ
い
て
は
、
多
い
年
は
２
～
３
m
降
り
、
少
な
い
年
は

50
cm
も
あ
る
か
な
い
か
と
両
極
端
の
状
況
に
あ
る
が
、
自
社
で
の
み

行
っ
て
い
る
。
土
木
の
技
術
者
で
建
機
の
免
許
を
所
有
す
る
者
は
、
道

路
除
雪
に
当
た
っ
て
お
り
、
人
に
よ
っ
て
は
月
50
時
間
を
超
え
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

・
市
発
注
の
橋
梁
下
部
工
事
に
長
期
間
携
わ
っ
て
き
た
。
川
の
中
の
工
事

は
、
施
工
が
非
出
水
期
に
限
ら
れ
、
工
期
が
逼
迫
し
て
お
り
、
土
日
に

出
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
場
も
多
い
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
E＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
C＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
当
社
で
は
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
目
標
を
決
め
て
い
る
た
め
、
昔
に

比
べ
る
と
長
時
間
労
働
は
、
劇
的
に
減
っ
て
い
る
。

・
国
土
交
通
省
が
、
実
施
し
て
い
る
工
事
検
査
書
類
限
定
型
モ
デ
ル
工
事

は
、
書
類
の
簡
素
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
施
工
プ
ロ
セ
ス
な
ど
は
途
中

段
階
で
検
査
し
、
完
成
検
査
時
に
は
13
品
目
の
書
類
に
限
定
す
る
制
度

で
あ
る
。

・
安
全
関
係
の
書
類
は
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い
。
も
う
少
し
提
示
し
な
く

て
も
よ
い
書
類
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

<
意
見
の
概
要
＞

〇
職
員
の
新
規
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
４
週
８
休
の
方
が
圧
倒
的
に
有
利

と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
た
だ
、
新
規
採
用
の
た
め
に
４
週
８
休

に
し
て
も
実
態
が
土
曜
日
出
勤
あ
り
で
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
な
る
。
新
規

採
用
に
当
た
っ
て
は
、
休
み
た
い
と
き
に
休
め
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。

〇
日
給
制
の
弊
害
と
し
て
、
現
在
、
公
共
事
業
に
従
事
す
る
技
能
労
働
者

と
建
築
工
事
を
担
当
す
る
技
能
労
働
者
の
間
で
相
当
の
賃
金
格
差
が
生

じ
て
い
る
点
が
あ
り
、
社
内
で
も
歪
な
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
技
能
労

働
者
の
賃
金
は
月
給
制
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

〇
３
Ｋ
を
必
ず
し
も
知
っ
て
就
職
す
る
技
術
者
だ
け
で
は
な
い
し
、
現
在

建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
技
術
者
に
は
、
３
Ｋ
と
感
じ
て
い
る
技
術
者

も
い
れ
ば
、
感
じ
て
い
な
い
技
術
者
も
い
る
。

〇
積
算
基
準
に
お
け
る
労
務
単
価
は
近
年
相
当
上
昇
し
て
い
る
が
、
実
際

に
技
能
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
全
然
上
が
っ
て
い
な
い
と
の
声

を
聞
く
。
下
請
企
業
の
経
営
者
に
聞
く
と
、
「
先
行
き
の
こ
と
を
考
え

る
と
な
か
な
か
賃
金
を
上
げ
ら
れ
な
い
。
」
と
の
こ
と
。

〇
学
生
に
建
設
現
場
で
は
何
を
し
て
い
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
見
せ
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
直
営
部
隊
を
月
給
制
に
変
更
し
た
。
日
給
制
で
は
、
休
む
と
給
与
も
減

少
す
る
た
め
入
社
し
て
く
れ
る
若
手
が
い
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
現
代
の
若
者
は
、
時
間
外
労
働
ま
で
し
て
働
き
た
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
の
で
、
若
手
が
早
く
帰
れ
る
よ
う
管
理
職
が
適
切
な
マ
ネ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
時
間
外
労
働
縮
減
を
図
る
こ
と
が
大
切
。

・
技
能
労
働
者
の
賃
金
は
現
在
日
給
制
で
あ
る
が
、
月
給
制
に
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
新
潟
で
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
季
節
に
な
る
と
皆
自
宅

に
帰
っ
て
農
業
に
従
事
す
る
た
め
、
日
給
制
が
一
概
に
悪
い
と
は
言
え

な
い
の
だ
が
。
雇
う
側
と
し
て
は
、
月
給
制
の
方
が
担
い
手
を
確
保
し

や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

・
普
通
高
校
か
ら
建
設
系
の
短
大
に
進
学
し
、
２
年
間
学
ん
で
今
の
会
社

に
入
社
し
た
。
も
と
も
と
旅
行
が
好
き
で
、
旅
行
先
で
建
物
を
見
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
。
日
本
に
は
古
い
建
物
が
た
く
さ
ん
存
在
し
、
こ
れ

ら
の
建
築
物
は
、
い
か
に
し
て
建
設
さ
れ
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
く
な
り
、
建
設
系
の
仕
事
に
就
い
た
。

・
一
つ
の
現
場
を
１
人
で
担
当
す
る
の
み
で
は
な
く
、
例
と
し
て
、
二
つ

の
現
場
を
２
，
３
人
で
担
当
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
す

る
こ
と
に
よ
り
時
短
を
実
現
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
日
給
制
の
弊
害
と
し
て
、
現
在
、
公
共
事
業
に
従
事
す
る
技
能
労
働
者

と
建
築
工
事
を
担
当
す
る
技
能
労
働
者
の
間
で
相
当
の
賃
金
格
差
が
生

じ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
土
木
で
は
、
時
間
外
労
働
が
相
当
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
建
築
で
は
依
然
と
し
て
多
い
水
準
に
あ

り
、
こ
れ
が
、
賃
金
に
反
映
さ
れ
、
社
内
で
も
歪
な
関
係
と
な
っ
て
い

る
。

・
３
Ｋ
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
「
あ
わ
な
か
っ
た
ら
転
職

す
れ
ば
い
い
や
」
と
い
う
感
じ
で
就
職
し
た
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
D
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

(１
)ー
③
担
い
手
確
保
・
建
設
業
の
魅
力
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
４
週
６
休
を
求
人
の
段
階
か
ら
説
明
し
て
い
る
の
で
、
入
社
し
て
か
ら

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
。
但
し
、
休
み
に
き
ち
ん
と
休
む
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
通
り
に
休
む
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

・
国
土
交
通
省
の
積
算
基
準
に
お
け
る
労
務
単
価
は
近
年
相
当
上
昇
し
て

い
る
が
、
実
際
に
技
能
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
全
然
上
が
っ
て
い
な

い
と
の
声
を
聞
く
。

・
同
じ
よ
う
な
職
に
つ
い
て
い
る
女
性
の
友
人
は
何
人
か
い
る
が
、
み
ん

な
同
じ
業
界
の
中
で
転
職
し
て
い
る
。

・
社
員
の
新
規
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
４
週
８
休
の
方
が
圧
倒
的
に
有
利

で
あ
り
、
４
週
６
休
の
会
社
は
若
手
が
選
択
す
る
段
階
で
な
か
な
か
見

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
事
実
と
思
う
。
し
か
し
、
当

社
で
は
、
４
週
６
休
を
求
人
票
に
表
示
し
て
い
て
も
毎
年
２
，
３
人
ず

つ
採
用
で
き
て
い
る
。
当
社
の
よ
う
な
会
社
規
模
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
人
達
は
必
ず
い
る
し
、
そ
の
中
に
は
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
建
設
業
で
あ
っ
て
も
働
き
た
い
と
い
う
人
が
存
在
す
る
の
で
、
採

用
は
マ
ッ
チ
ン
グ
の
部
分
が
大
き
い
と
思
う
。

・
当
社
で
も
外
注
の
単
価
は
毎
年
上
げ
て
い
る
が
、
下
請
企
業
の
経
営
者

に
聞
く
と
、
「
先
行
き
の
こ
と
を
考
え
る
と
な
か
な
か
賃
金
を
上
げ
ら

れ
な
い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
学
校
に
い
る
と
き
は
現
場
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
あ
ま
り
分
か
ら
な
い

し
、
と
っ
つ
き
に
く
い
の
で
、
女
性
技
術
者
が
増
え
る
た
め
に
は
、
学

生
に
建
設
現
場
で
は
何
を
し
て
い
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
見
せ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
会
社
の
風
土
も
大
切
で
あ
る
。
田
舎
で
あ
る
た
め
、
社
員
の
中
に
は
兼

業
農
家
も
い
て
田
植
え
や
稲
刈
り
が
必
要
な
方
も
い
る
が
、
休
み
た
い

と
き
に
休
め
る
状
況
を
作
っ
て
い
る
。

・
「
新
規
採
用
の
た
め
」
だ
け
に
４
週
８
休
に
す
る
こ
と
は
意
味
が
違
う

と
考
え
る
。

・
当
社
で
は
、
直
営
に
よ
り
舗
装
を
し
て
い
る
の
で
、
月
給
制
に
変
更
し

た
。

・
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
大
学
時
代
に
会
社
訪
問
し
て
現

場
を
見
学
し
た
時
に
は
、
３
Ｋ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
イ
メ
ー
ジ
は
な

か
っ
た
。

・
日
給
制
で
あ
れ
ば
、
入
職
し
て
く
れ
る
若
手
は
い
な
い
上
、
休
む
と
給

与
も
減
少
す
る
。
日
給
制
は
、
社
内
的
に
は
良
い
制
度
と
思
う
が
、
実

際
に
は
担
い
手
は
十
分
に
は
確
保
で
き
て
い
な
い
。

・
工
業
系
の
学
校
を
出
た
わ
け
で
も
な
く
、
建
設
業
に
興
味
が
あ
っ
た
わ

け
で
も
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
働
き
た
い
と
思
い
、
地
元
に
近
い
当
社

に
就
職
し
た
。

・
若
手
社
員
に
お
い
て
も
、
休
日
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
満
足
す

る
人
も
い
れ
ば
、
休
み
の
方
が
良
く
、
就
職
し
て
も
３
年
以
内
に
辞
め

る
人
も
い
る
。

・
実
際
に
働
い
て
み
て
確
か
に
３
Ｋ
は
あ
る
と
思
う
。
高
所
作
業
や
重
機

近
く
で
の
作
業
が
あ
る
し
、
年
を
重
ね
る
毎
に
責
任
が
伴
っ
て
き
て
精

神
的
に
き
つ
さ
も
感
じ
る
。

・
小
さ
い
頃
か
ら
学
校
も
土
曜
日
が
休
み
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
然
の
よ
う

に
育
っ
て
き
た
世
代
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
急
に
土
曜
日
に
働
く
こ
と

に
つ
い
て
、
違
和
感
を
感
じ
る
人
も
多
い
。

・
年
間
ト
ー
タ
ル
の
休
日
数
で
考
え
れ
ば
週
休
２
日
制
の
休
日
数
は
十
分

達
成
で
き
て
は
い
る
が
、
土
曜
日
が
休
み
で
は
な
い
期
間
が
あ
る
の

で
、
担
い
手
の
確
保
の
た
め
の
求
職
対
策
と
し
て
、
週
休
２
日
制
を
実

施
し
て
い
る
と
は
ま
だ
言
え
な
い
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
E＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
C＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
当
社
の
周
り
で
も
４
週
８
休
の
会
社
が
何
社
も
あ
る
。

・
近
年
入
社
し
た
社
員
に
聞
く
と
、
会
社
で
定
め
た
土
日
の
休
日
は
、
実

際
に
本
当
に
休
め
な
い
と
意
味
が
な
い
と
言
う
。
さ
ら
に
自
分
が
休
み

た
い
時
に
有
給
休
暇
を
取
れ
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

(２
)「
i-C
on
st
ru
ct
io
n」
の
推
進

(２
)ー
①
IC
Tの
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
IC
T活
用
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
発
注
工
事
を
受
注
し
て
い
る
企
業
は

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
市
町
村
発
注
工
事
し
か
受
注
し
て
い
な
い
企
業

は
、
IC
T工
事
の
発
注
が
少
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
。

〇
土
木
で
は
道
路
工
事
や
河
川
の
浚
渫
、
築
堤
工
事
で
IC
T建
機
の
活
用
が

行
わ
れ
て
い
る
。

〇
現
実
的
に
は
、
総
合
評
価
で
の
加
点
等
に
よ
り
「
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
と
い
う
義
務
感
で
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
も
あ
る
。

〇
経
験
が
な
く
て
も
施
工
で
き
る
こ
と
や
、
丁
張
り
が
な
く
な
る
な
ど
間

違
い
な
く
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

〇
IC
Tの
活
用
は
、
儲
か
ら
な
い
と
思
っ
て
取
り
組
ま
な
い
企
業
も
多
い

が
、
外
注
せ
ず
に
自
社
で
実
施
す
れ
ば
、
利
益
が
出
せ
、
実
際
に
作
業

も
早
く
な
り
、
真
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
。

〇
労
働
時
間
の
短
縮
は
、
休
み
が
取
れ
て
よ
い
、
と
い
う
意
見
が
あ
る
一

方
、
時
間
外
労
働
手
当
が
つ
か
ず
給
料
が
減
っ
た
、
と
い
う
意
見
も
あ

る
。

〇
自
社
で
の
実
施
（
内
製
化
）
は
本
気
で
取
り
組
め
ば
た
ぶ
ん
誰
も
が
で

き
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
初
期
投
資
が
重
く
大
変
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

の
環
境
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
情
。

〇
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
衛
星
の
電
波
が
悪
い
と
き
に
施
工
が
で
き
な
い
点

や
、
今
後
、
積
算
上
の
施
工
単
価
が
下
が
り
、
建
機
の
リ
ー
ス
代
の
関

係
か
ら
利
益
が
出
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

〇
「
ト
ー
タ
ル
で
ど
の
程
度
省
力
化
で
き
る
の
か
」
「
ま
た
余
計
な
新
し

い
仕
事
を
増
や
す
の
か
」
と
い
う
現
場
の
意
見
に
よ
り
、
順
調
に
は
導

入
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

〇
IC
T土
工
が
有
利
な
工
事
と
そ
う
で
は
な
い
工
事
と
に
分
か
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
数
千
万
円
以
下
の
小
規
模
な
工
事
に
は
、
IC
T土
工
を
導
入
し

て
も
メ
リ
ッ
ト
は
乏
し
い
一
方
、
水
中
掘
削
や
見
え
な
い
箇
所
の
施

工
、
法
面
整
形
な
ど
IC
Tが
得
意
と
す
る
工
種
も
あ
る
。

〇
IC
T活
用
を
目
的
化
せ
ず
に
、
手
段
と
し
て
、
得
意
な
箇
所
、
利
益
が
出

せ
る
現
場
に
使
っ
て
い
く
べ
き
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
E＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
外
注
せ
ず
、
な
る
べ
く
自
社
施
工
で
実
施
し
て
い
る
。

・
道
路
工
事
や
河
川
の
浚
渫
、
築
堤
工
事
に
お
い
て
、
IC
Tを
活
用
し
て
い

る
が
、
丁
張
り
に
伴
う
細
か
な
作
業
が
な
く
な
り
、
間
違
い
な
く
労
働

時
間
は
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

・
経
験
か
ら
、
IC
Tに
取
り
組
む
前
に
必
要
と
な
る
調
整
が
膨
大
で
あ
る
た

め
、
IC
Tが
有
利
な
工
事
と
そ
う
で
は
な
い
工
事
と
に
分
か
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。

・
IC
Tの
活
用
は
、
休
み
が
取
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
よ
い
。

・
数
千
万
円
以
下
の
小
規
模
な
工
事
の
よ
う
に
土
工
が
少
な
い
工
事
に

は
、
IC
T土
工
を
導
入
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
乏
し
い
一
方
、
河
川
掘
削

（
と
り
わ
け
水
中
掘
削
や
見
え
な
い
箇
所
の
施
工
）
や
、
法
面
整
形
な

ど
IC
T土
工
が
得
意
と
す
る
部
分
も
あ
る
。

・
IC
T活
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
施
工
の
効
率
化
が
図
れ
て
土
工
事

の
施
工
単
価
が
下
が
っ
て
く
る
の
で
、
適
用
が
進
ん
で
そ
れ
が
積
算
に

反
映
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
IC
T建
機
の
リ
ー
ス
代
は
下
が
ら
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
リ
ー
ス
代
が
重
荷
と
な
っ
て
利
益
が
出
な
い
結
果
と
な
る
、
と

い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

・
IC
T建
機
だ
か
ら
こ
そ
、
免
許
取
り
立
て
の
現
場
経
験
の
な
い
女
性
の
技

能
労
働
者
も
即
座
に
使
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
IC
T活
用
は
十
分
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。

・
IC
T活
用
を
目
的
化
せ
ず
に
、
手
段
と
し
て
、
得
意
な
箇
所
、
利
益
が
出

せ
る
現
場
に
使
っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

・
河
道
掘
削
工
事
を
担
当
し
て
い
る
が
、
丁
張
り
な
ど
も
な
く
な
り
「
き

つ
い
」
は
相
当
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

・
IC
T活
用
に
よ
り
、
確
か
に
労
働
時
間
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
時
間

外
労
働
手
当
が
つ
か
な
い
た
め
、
給
料
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

・
北
陸
地
方
整
備
局
発
注
工
事
に
つ
い
て
、
IC
T施
工
を
求
め
ら
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
対
応
し
て
い
る
。

・
IC
T土
工
に
つ
い
て
は
、
全
工
程
内
製
化
だ
と
思
う
。

・
バ
イ
パ
ス
工
事
現
場
で
20
0m
く
ら
い
の
盛
土
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、

丁
張
り
が
必
要
な
く
な
る
こ
と
、
施
工
も
履
歴
が
つ
い
て
管
理
が
す
ご

く
楽
な
こ
と
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
サ
イ

ド
は
か
な
り
楽
と
な
っ
て
よ
い
。

・
地
元
周
辺
で
は
、
内
製
化
に
取
り
組
む
企
業
は
少
な
い
が
、
本
気
で
取

り
組
め
ば
た
ぶ
ん
誰
も
が
で
き
る
こ
と
と
は
思
っ
て
い
る
。

・
法
面
整
形
等
で
も
、
IC
T建
機
の
性
質
が
分
か
れ
ば
、
経
験
が
な
く
て
も

誰
で
も
運
転
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
い
と
思
う
。

・
試
行
的
な
実
施
で
外
注
し
た
場
合
に
は
儲
か
ら
な
い
の
で
、
IC
Tは
儲
か

ら
な
い
と
思
っ
て
取
り
組
ま
な
い
側
面
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
衛
星
に
よ
る
G
PS
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

衛
星
の
電
波
が
悪
い
と
き
（
11
時
や
14
時
頃
）
に
施
工
が
で
き
な
い
点

は
あ
る
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
工
事
を
受
注
し
て
い
る
企
業
は
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
市
町
村
工
事
し
か
受
注
し
て
い
な
い
企
業
は
、
IC
T

工
事
の
発
注
が
少
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
E＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
D
＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
C＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
理
想
論
と
し
て
、
生
産
性
向
上
や
若
手
に
建
設
業
の
魅
力
を
持
た
せ
る

意
義
は
わ
か
る
が
、
現
実
的
に
は
、
国
土
交
通
省
が
総
合
評
価
で
加
点

す
る
な
ど
i-
Co
nを
推
進
し
て
い
る
の
で
、
「
や
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
か

ら
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
実
情
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
、
外
注
し
て
い
る
た
め
コ
ス
ト
と
時
間
を
要
し
て
い

る
が
、
「
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
義
務
感
で
取
り
組
ん
で
い

る
面
は
大
き
い
。

・
施
工
者
希
望
Ⅱ
型
に
つ
い
て
、
受
注
し
た
工
事
全
て
で
IC
T活
用
を
提
案

し
て
い
る
。

・
自
社
で
IC
Tを
実
施
す
れ
ば
、
利
益
が
出
せ
、
実
際
に
作
業
も
早
く
な

り
、
真
の
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
。

・
初
期
投
資
が
重
く
大
変
で
は
あ
る
が
、
補
助
金
な
ど
の
制
度
を
使
っ
て

調
達
し
て
い
る
企
業
も
存
在
す
る
。

・
IC
T施
工
を
外
注
す
る
と
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
社
で
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
生
産
性
の
向
上
に
繋
が
ら
な
く
、
利
益
が
出
な
い
。

・
現
場
か
ら
の
IC
T導
入
へ
の
懐
疑
的
な
意
見
は
ど
こ
の
企
業
で
も
あ
る
と

思
う
。
当
社
で
も
も
っ
と
取
り
組
む
た
め
に
は
「
専
門
の
部
署
を
立
ち

上
げ
て
、
担
当
す
る
人
が
い
な
い
と
無
理
」
と
の
意
見
が
出
て
い
る
。

・
現
場
代
理
人
も
勉
強
す
れ
ば
対
応
可
能
で
あ
る
が
、
全
員
が
ゼ
ロ
か
ら

勉
強
し
、
各
現
場
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
定
し
て
導
入
す
る
こ
と
は
非
現
実

的
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
現
場
で
の
生
産
性
の
向
上
に
繋
が
っ
て

も
、
技
術
者
の
時
間
外
労
働
が
増
え
る
だ
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
部
分
的
に
電
子
黒
板
や
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
追
尾
の
測
量
器
械
を
導
入
し

て
い
る
。

・
IC
Tで
施
工
す
る
こ
と
は
、
未
だ
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
。

会
社
と
し
て
も
っ
と
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
が
、
現
場
か
ら
の
「
IC
T

施
工
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
ト
ー
タ
ル
で
ど
の
程
度
省
力
化
で
き
る

の
か
」
「
今
ま
で
に
な
い
作
業
が
新
た
に
発
生
す
る
か
ら
、
ま
た
余
計

な
新
し
い
仕
事
を
増
や
す
の
か
」
と
い
う
主
張
と
の
議
論
か
ら
始
ま

り
、
順
調
に
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
E＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
核
に
な
る
人
を
決
め
、
そ
の
人
の
主
導
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
。

(２
)ー
②
BI
M
/C
IM
の
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
BI
M
/C
IM
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
IC
Tを
活
用
し
て
い
る
企
業

よ
り
さ
ら
に
少
な
い
。
事
前
調
整
に
長
け
て
い
る
が
、
図
面
作
成
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
価
格
が
高
い
こ
と
、
重
機
や
製
品
の
パ
ー
ツ

の
３
次
元
デ
ー
タ
が
少
な
く
、
BI
M
/C
IM
の
活
用
を
十
分
に
で
き
な
い

こ
と
、
等
が
取
り
組
み
が
少
な
い
要
因
で
あ
る
。

〇
建
築
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
程
度
で
、
BI
M
の
活
用
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

〇
BI
M
が
実
際
に
現
場
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
10
～
20
年
先
で
は
な
い

か
。

〇
IC
Tや
BI
M
/C
IM
の
活
用
で
、
若
手
技
術
者
が
建
設
業
に
入
り
や
す
く

な
る
と
い
う
感
覚
は
な
い
。
建
設
業
に
は
モ
ノ
づ
く
り
を
し
た
い
人
が

入
る
の
で
あ
り
、
IC
Tや
BI
M
/C
IM
を
担
当
し
た
い
人
は
そ
れ
ら
を
専

門
と
す
る
会
社
に
入
社
す
る
の
で
は
な
い
か
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
CI
M
は
取
り
組
ん
で
お
り
、
詳
細
部
や
取
り
合
い
の
箇
所
で
図
面
が
現

場
と
合
わ
な
い
箇
所
を
発
見
で
き
る
な
ど
事
前
調
整
に
長
け
て
い
る
。

・
建
築
で
は
IC
T活
用
は
進
ん
で
い
な
い
。
建
築
で
BI
M
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
話
も
聞
か
な
い
。
使
っ
て
い
る
の
は
ド
ロ
ー
ン
く
ら
い
で
あ
る
。

・
課
題
は
、
３
次
元
図
面
を
作
成
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
専

用
の
CA
D
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
メ
ー
カ
ー
が
限
ら
れ
、
価
格
が
高
い
こ

と
で
あ
る
。

・
現
場
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
所
に
行
っ
て
図
面
を
広
げ
て
い

る
。

・
CI
M
の
活
用
と
し
て
、
例
え
ば
、
架
空
線
と
の
距
離
感
で
こ
の
建
機
を

い
れ
て
も
大
丈
夫
な
の
か
、
建
機
を
旋
回
さ
せ
て
も
大
丈
夫
な
の
か
、

な
ど
の
確
認
に
も
使
え
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
も
っ
と
で
き
る
よ
う

に
、
重
機
や
他
の
資
機
材
、
製
品
の
パ
ー
ツ
を
も
っ
と
３
次
元
デ
ー
タ

で
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
て
い
る
。
（
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
提

供
を
含
む
）

・
当
社
で
は
、
大
き
な
現
場
で
は
BI
M
を
少
し
だ
け
使
用
し
て
い
る
。

・
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
３
次
元
化
す
る
た
め
に

は
、
高
品
質
な
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
費
用
負
担

も
重
い
。

・
少
し
と
い
う
の
は
、
内
観
パ
ー
ス
に
お
い
て
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
で
中
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
し
て
の
利
用
程
度
。

・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
全
景
写
真
の
撮
影
は
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る
が
、

当
社
の
建
築
分
野
で
は
、
IC
T活
用
の
よ
う
に
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と

は
何
も
し
て
い
な
い
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
A＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
色
調
に
つ
い
て
も
、
施
主
さ
ん
に
紙
の
パ
ー
ス
を
見
せ
て
確
認
し
て
い

る
。

・
BI
M
は
新
潟
で
は
テ
レ
ビ
で
見
る
世
界
と
い
う
か
。
。
。
BI
M
を
導
入
し

よ
う
と
い
う
試
み
は
あ
る
が
、
BI
M
に
長
け
た
技
術
者
を
採
用
し
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
育
成
が
先
決
。

・
BI
M
が
実
際
に
現
場
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
10
～
20
年
先
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
う
。

・
建
設
会
社
に
入
社
す
る
の
は
モ
ノ
づ
く
り
を
や
り
た
い
人
で
あ
り
、
IC
T

や
BI
M
/C
IM
を
担
当
し
た
い
人
は
、
そ
れ
ら
を
専
門
と
す
る
会
社
に
入

社
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
に
行
く
と
い
う
状
況
で
あ

り
、
BI
M
/C
IM
や
IC
Tの
活
用
で
、
若
手
技
術
者
が
建
設
業
に
入
り
や

す
く
な
る
と
い
う
感
覚
は
な
い
。

(２
)ー
③
施
工
時
期
の
平
準
化

<
意
見
の
概
要
＞

〇
平
準
化
の
た
め
に
発
注
時
期
に
工
夫
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
発
注
さ
れ

て
も
中
止
期
間
が
設
定
さ
れ
、
実
質
的
に
平
準
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合

が
あ
る
。

〇
舗
装
工
事
の
よ
う
な
最
終
段
階
の
工
事
は
年
度
末
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
り
、
平
準
化
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
工
種
単
位
で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
べ

き
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
平
準
化
の
た
め
に
、
前
後
作
業
と
な
る
工
事
に
お
い
て
、
前
の
工
事
が

完
工
し
て
い
な
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
後
の
工
事
が
発
注
さ
れ
る
場
合
も

見
ら
れ
る
。
工
事
に
取
り
掛
か
れ
な
い
た
め
、
結
局
、
中
止
期
間
が
設

定
さ
れ
て
し
ま
う
。

・
工
事
単
位
で
見
る
と
平
準
化
は
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
の
中
の
工

種
単
位
で
見
る
と
、
舗
装
会
社
の
よ
う
に
３
月
な
ど
に
工
事
が
集
中
し

て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
改
良
工
事
に
あ
っ
て
は
舗

装
工
事
が
最
後
に
な
る
た
め
、
工
期
末
の
３
月
末
に
施
工
す
る
こ
と
も

あ
り
、
工
期
が
繰
り
越
し
で
き
な
い
現
場
で
あ
る
と
施
工
に
苦
労
す
る

こ
と
と
な
る
。

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
A＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
平
準
化
に
つ
い
て
は
、
我
が
社
と
し
て
は
、
年
間
平
均
し
て
工
事
が
発

注
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
は
な
く
、
工
事
発
注
が
集
中
す
る
時
期
も

存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
土
工
事
で
あ
れ
ば
、
３
月
ぐ
ら
い
に
発
注
し

て
季
節
の
良
い
時
期
に
施
工
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
、
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
は
な
い
。

・
最
近
４
，
５
月
に
施
工
可
能
と
な
る
よ
う
２
月
発
注
工
事
が
若
干
増
え

て
き
て
い
る
。

(３
)女
性
技
術
者
の
活
躍

<
意
見
の
概
要
＞

〇
女
性
技
術
者
が
活
躍
す
る
上
で
は
、
現
場
代
理
人
制
度
や
監
理
技
術
者

制
度
等
、
現
行
制
度
に
は
課
題
が
あ
る
。
時
短
勤
務
の
技
術
者
で
も
現

場
代
理
人
と
な
れ
る
よ
う
に
す
る
等
、
時
代
に
即
し
た
改
革
が
必
要
で

は
な
い
か
。

〇
女
性
の
育
児
へ
の
理
解
は
高
い
と
は
言
え
な
い
し
、
内
勤
の
方
に
比
べ

て
現
場
の
女
性
技
術
者
へ
の
対
応
は
不
足
し
て
い
る
。

〇
民
間
企
業
と
公
務
員
の
間
で
は
、
女
性
技
術
者
の
働
き
方
や
制
度
に
相

当
の
差
が
あ
る
の
が
実
態
。

〇
公
務
員
は
長
期
間
の
育
休
か
ら
復
帰
は
し
や
す
い
と
思
う
が
、
民
間
は

技
術
の
進
歩
や
体
力
的
な
問
題
か
ら
な
か
な
か
難
し
い
。
内
勤
の
技
術

者
に
も
そ
う
い
う
声
は
多
い
。

〇
社
内
制
度
は
整
備
さ
れ
、
女
性
技
術
者
を
受
け
入
れ
る
土
壌
は
あ
る

が
、
な
か
な
か
入
社
し
て
く
れ
な
い
。
女
性
に
は
、
建
設
業
界
は
男
社

会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
ど
う
し
て
も
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。

〇
女
性
活
躍
の
制
度
は
会
社
で
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
活
用
す
る

女
性
職
員
自
体
が
少
な
く
改
善
が
進
ま
な
い
。

〇
女
性
技
術
者
に
と
っ
て
、
ト
イ
レ
と
更
衣
室
の
問
題
は
大
き
い
。
ト
イ

レ
は
水
洗
で
、
か
つ
他
の
場
所
か
ら
隔
離
し
て
あ
れ
ば
、
平
均
点
は
取

れ
る
と
は
思
う
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
現
場
代
理
人
制
度
一
つ
見
て
も
、
女
性
技
術
者
が
活
躍
す
る
に
は
課
題

が
あ
る
と
感
じ
る
。

・
例
え
ば
、
子
供
を
保
育
園
に
送
る
た
め
に
毎
朝
の
朝
礼
に
出
ら
れ
な
い

女
性
の
技
能
労
働
者
に
対
し
て
「
何
故
朝
礼
に
出
ら
れ
な
い
の
か
。
」

と
思
う
人
も
い
て
、
育
児
に
関
す
る
理
解
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。

・
子
育
て
時
期
に
お
い
て
、
育
児
休
暇
や
短
時
間
労
働
を
希
望
す
る
際
に

は
、
例
え
ば
９
時
出
社
15
時
退
社
の
時
短
で
働
く
人
を
現
場
代
理
人
と

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
現
場
代
理
人
と
し
て
は
働
け
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
現
場
代
理
人
の
変
更
申

請
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
）

・
当
社
で
の
現
場
で
働
く
女
性
は
、
入
社
８
年
目
が
最
年
長
。
産
休
、
育

休
後
に
も
子
育
て
は
続
く
の
で
、
産
休
、
育
休
を
と
っ
て
復
帰
し
て

も
、
ま
た
産
休
、
育
休
を
取
る
時
点
で
退
職
す
る
人
が
多
い
。

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
A＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
D
＞

90



１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
監
理
技
術
者
の
取
り
扱
い
を
含
め
、
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
の
導
入
な
ど
建

設
業
界
の
働
き
方
全
体
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
現
状
で

は
、
女
性
の
活
躍
を
期
待
す
る
上
で
制
度
自
体
が
古
く
、
課
題
が
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
内
勤
の
方
に
比
べ
て
現
場
の
女
性
技
術
者
へ
の
対
応
は
不
足
し
て
い
る

と
感
じ
る
。

・
ト
イ
レ
を
は
じ
め
制
度
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
女
性
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
建
設
業
界
は
遅
れ
て
い

る
と
思
う
。

・
公
務
員
は
定
期
的
に
転
勤
が
あ
り
、
組
織
の
規
模
も
大
き
く
、
部
署
が

変
わ
る
た
め
、
例
え
ば
２
人
の
子
供
の
た
め
に
、
６
年
育
休
を
取
得
し

た
と
し
て
も
職
場
復
帰
し
や
す
い
と
思
う
。

・
民
間
企
業
と
公
務
員
の
間
で
は
、
女
性
技
術
者
の
働
き
方
や
制
度
に
相

当
の
差
が
あ
る
の
が
実
態
。
民
間
で
時
短
で
働
く
と
現
場
代
理
人
に
な

れ
な
い
等
の
状
況
に
あ
る
。

・
民
間
で
は
６
年
の
育
休
後
に
復
帰
す
る
と
「
浦
島
太
郎
」
状
態
と
な

り
、
体
力
的
な
問
題
も
あ
っ
て
、
と
て
も
戻
れ
な
い
と
感
じ
る
。

・
民
間
の
女
性
技
術
者
が
本
当
に
フ
ル
に
働
く
の
は
、
子
育
て
が
落
ち
着

い
て
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
で
退
職
す
る
人
も
い
る
。

・
会
社
で
は
、
女
性
活
躍
の
た
め
の
制
度
は
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

こ
れ
を
活
用
す
る
女
性
自
体
が
少
な
い
た
め
、
制
度
が
進
化
し
な
い
。

・
さ
ら
に
そ
の
後
あ
る
程
度
時
間
が
経
過
す
る
と
、
今
度
は
介
護
が
問
題

と
な
る
。
現
実
に
は
介
護
を
女
性
が
担
う
場
合
も
多
く
、
女
性
技
術
者

の
活
躍
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

・
女
性
が
就
労
し
て
い
く
上
で
、
一
番
大
き
な
問
題
点
は
ト
イ
レ
で
あ

る
。
水
洗
だ
と
泣
く
ほ
ど
う
れ
し
く
な
る
し
、
女
性
ト
イ
レ
と
い
う
こ

と
で
２
階
と
か
、
他
の
場
所
か
ら
隔
離
し
て
あ
る
と
さ
ら
に
よ
い
。

・
女
性
技
術
者
に
限
ら
ず
、
監
理
技
術
者
は
、
現
場
に
専
任
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
状
況
が
本
当
に
必
要
か
と
思
う
。

・
当
社
で
は
、
建
築
の
現
場
で
働
く
女
性
は
、
私
し
か
い
な
い
。
先
輩
の

女
性
は
皆
、
現
在
は
内
勤
の
設
計
担
当
と
な
っ
て
お
り
育
休
が
取
得
し

や
す
い
環
境
に
あ
る
。

・
設
計
担
当
で
も
、
育
休
を
何
年
か
と
る
と
復
帰
し
づ
ら
い
、
と
い
う
方

も
多
い
。

・
官
庁
発
注
工
事
を
受
注
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
に
配
慮
し
た
快
適

ト
イ
レ
な
ど
の
配
置
を
行
え
て
い
る
。

・
男
性
の
上
司
の
下
で
働
い
て
い
る
が
、
女
性
が
休
み
を
取
り
に
く
い
状

況
に
あ
る
。

・
我
が
社
の
女
性
技
術
者
は
結
婚
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
子
供

が
で
き
れ
ば
、
産
休
し
た
い
と
の
希
望
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
、
会
社

と
し
て
制
度
を
整
備
済
み
で
あ
る
。

・
体
調
が
悪
い
よ
う
な
時
で
も
現
場
に
出
な
け
れ
ば
仕
事
が
溜
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
、
そ
こ
は
増
員
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

・
環
境
と
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
は
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
男
社
会
と
い

う
の
が
、
ど
う
し
て
も
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。

・
派
遣
の
方
で
人
数
を
確
保
し
て
い
る
現
場
も
あ
る
が
、
職
員
と
は
仕
事

へ
の
意
識
が
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

・
学
生
に
も
ま
だ
３
K
の
イ
メ
ー
ジ
は
残
っ
て
い
る
し
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
根
付
い
て
い
る
の
で
、
男
社
会
な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
い
う
意
識
が

女
性
に
あ
る
と
思
う
。

・
女
性
技
術
者
に
と
っ
て
ト
イ
レ
と
更
衣
室
の
問
題
は
結
構
多
い
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
C＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
女
性
社
員
が
働
く
事
務
所
内
に
は
、
必
ず
洋
式
ト
イ
レ
を
つ
け
て
い
た

だ
く
と
、
何
も
困
ら
ず
に
働
け
る
と
思
う
。

・
我
が
社
の
女
性
技
術
者
は
、
育
休
や
産
休
を
活
用
し
て
休
み
を
取
っ
た

り
、
時
短
を
活
用
し
た
り
し
て
、
現
場
の
技
術
者
と
し
て
働
い
て
き

た
。

・
当
社
で
は
、
ほ
ぼ
全
現
場
で
水
洗
ト
イ
レ
と
し
て
仮
囲
い
も
行
い
、
男

性
も
女
性
も
使
い
や
す
く
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
を
挙
げ
て
綺
麗
に
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

・
社
内
制
度
は
整
備
さ
れ
、
女
性
技
術
者
を
受
け
入
れ
る
土
壌
は
あ
る

が
、
な
か
な
か
入
社
し
て
く
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

・
現
場
に
女
性
技
術
者
が
入
っ
て
き
て
く
れ
る
の
は
、
今
ま
で
の
男
同
士

と
比
べ
て
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
気
の
使
い
方
っ
て
い
う
の
は
あ
る
が
、
現

場
が
華
や
か
に
な
り
助
か
っ
て
お
り
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
け
ば
よ
い

と
思
う
。

(４
)雪
国
と
し
て
の
現
状
と
課
題

<
意
見
の
概
要
＞

〇
除
雪
業
務
に
つ
い
て
は
、
降
雪
量
の
多
い
地
域
と
少
な
い
地
域
で
状
況

に
相
当
の
差
が
あ
る
。
降
雪
量
の
少
な
い
地
域
、
と
り
わ
け
都
市
部
の

企
業
は
正
直
負
担
を
感
じ
て
い
る
。

〇
除
雪
業
務
に
お
い
て
は
、
夜
間
長
時
間
の
作
業
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

働
き
方
改
革
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

〇
過
疎
化
が
進
む
地
域
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
担
い
手
を
確
保
す

る
こ
と
、
自
社
で
除
雪
機
械
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
も
、
年
々
負
担
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

〇
舗
装
工
事
で
は
、
降
雪
が
始
ま
る
12
月
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
12
月
近
く
に
な
る
と
ダ
ン
プ
カ
ー
や
作
業
員
の
確
保
が
難
し
い
。

〇
除
雪
機
械
を
１
人
で
運
行
で
き
る
体
制
に
し
な
い
と
そ
の
維
持
は
難
し

い
と
感
じ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

〇
降
雪
が
数
日
続
く
だ
け
で
も
作
業
員
の
確
保
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、

そ
れ
を
反
映
し
た
工
期
の
設
定
が
あ
り
が
た
い
。

〇
降
雪
の
工
事
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
11
、
12
月
ま
で
の
施

工
に
制
限
さ
れ
る
た
め
、
雪
国
以
外
と
比
べ
て
実
質
的
な
工
期
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

〇
積
算
も
冬
期
補
正
率
で
は
な
く
、
具
体
的
な
施
工
方
法
に
対
し
て
の
積

算
や
、
養
生
費
の
積
算
項
目
立
て
な
ど
、
実
態
を
踏
ま
え
た
き
め
の
細

か
い
積
算
が
あ
り
が
た
い
。

〇
最
近
は
２
ヶ
年
国
債
や
ゼ
ロ
国
債
工
事
に
よ
り
、
３
月
末
や
４
月
な

ど
、
施
工
条
件
の
良
い
時
期
か
ら
工
事
着
手
で
き
て
い
る
事
例
も
あ

り
、
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
は
寄
与
し
て
い
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
平
準
化
の
観
点
か
ら
は
、
最
近
は
一
部
工
事
に
お
い
て
、
２
ヶ
年
国
債

や
ゼ
ロ
国
債
工
事
を
活
用
し
た
発
注
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、

３
月
末
や
４
月
な
ど
、
施
工
条
件
の
良
い
時
期
か
ら
工
事
着
手
で
き
る

も
の
も
あ
り
、
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
は
寄
与
し
て
い
る
と
感

じ
る
。

・
構
造
物
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
雪
の
中
で
の
養
生
が
必
要
で
あ
り
、

型
枠
を
組
む
途
中
に
毎
日
シ
ー
ト
を
掛
け
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

つ
前
に
雪
を
融
か
し
た
り
し
て
い
る
。

＜
新
潟
県
若
手
技
術
者
D
＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
Ａ
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
雪
国
の
課
題
は
冬
場
の
施
工
で
あ
り
、
現
場
除
雪
に
は
大
変
な
費
用
と

手
間
を
伴
う
た
め
生
産
性
が
上
が
ら
な
く
、
工
事
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
実
質
的
に
11
月
や
12
月
ま
で
の
施
工
に
制
限
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
。
そ
う
し
た
工
事
は
、
工
期
を
12
月
か
ら
３
月
に
延
長
し
た
と
こ
ろ

で
、
冬
場
の
現
場
施
工
は
難
し
い
た
め
、
実
態
は
変
わ
ら
な
い
。

・
積
算
上
、
冬
期
補
正
率
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
養
生
手
法
で

あ
る
単
管
パ
イ
プ
、
鉄
骨
、
雪
寒
仮
囲
い
な
ど
具
体
的
な
施
工
方
法
に

応
じ
て
積
算
し
て
い
た
だ
く
と
、
管
理
も
し
や
す
い
。

・
除
雪
業
務
は
降
雪
量
の
少
な
い
地
域
、
と
り
わ
け
都
市
部
は
難
し
く
、

企
業
も
負
担
を
感
じ
て
い
る
。

・
新
潟
に
お
い
て
は
養
生
の
囲
い
方
が
関
東
地
方
や
九
州
地
方
と
は
随
分

と
違
う
た
め
、
養
生
費
を
積
算
項
目
と
し
て
項
目
を
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
除
雪
に
お
い
て
は
、
住
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
詳

細
が
見
え
な
い
箇
所
の
除
雪
に
は
、
大
変
気
を
使
う
。

・
過
疎
化
が
進
む
中
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ

と
、
自
社
で
除
雪
機
械
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
も
、
年
々
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

・
除
雪
業
務
に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ

ろ
難
し
い
。

・
除
雪
機
械
を
１
人
体
制
で
運
行
で
き
る
体
制
に
し
な
い
と
そ
の
維
持
は

難
し
い
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
雪
が
降
れ
ば
、
舗
装
面
が
露
出
す
る
ま
で
除
雪
す
る
必
要
が
あ
り
、
作

業
員
は
交
代
で
出
動
す
る
が
、
極
論
す
れ
ば
１
週
間
出
ず
っ
ぱ
り
と
い

う
形
と
な
る
。

・
除
雪
機
械
は
、
通
常
時
に
保
有
し
て
お
く
ス
ペ
ー
ス
と
維
持
管
理
が
大

変
。

・
市
内
全
部
を
除
雪
す
る
た
め
に
は
、
作
業
員
が
夜
間
長
時
間
の
作
業
を

強
い
ら
れ
る
。
次
の
日
に
は
、
担
当
す
る
工
事
の
作
業
に
従
事
で
き
な

く
な
り
、
降
雪
が
続
け
ば
数
日
、
担
当
工
事
の
進
捗
は
遅
れ
る
。

・
必
要
な
除
雪
機
械
の
全
台
数
を
市
町
村
が
保
有
し
、
除
雪
業
務
の
受
注

者
に
貸
与
す
る
体
制
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
新
潟
市
の
中
心
部

な
ど
は
、
１
年
に
数
回
の
出
動
で
あ
り
、
市
が
減
価
償
却
費
全
額
を
負

担
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

・
こ
の
よ
う
な
場
合
に
除
雪
業
務
に
よ
る
工
事
の
停
滞
も
工
期
に
反
映
し

て
ほ
し
い
。
「
作
業
員
が
足
り
な
い
根
拠
を
出
せ
」
と
言
わ
れ
る
の
が

一
番
困
る
の
で
、
現
場
単
位
で
は
な
く
地
域
全
体
で
考
え
て
ほ
し
い
。

・
12
月
に
も
春
先
に
も
積
雪
が
あ
り
、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
に
融
雪
し
て
工
事
に
着
手
す
る
現
場
も
あ
る
。

・
新
潟
は
雪
国
の
た
め
、
舗
装
工
事
が
施
工
可
能
な
時
期
は
降
雪
が
始
ま

る
12
月
以
前
で
あ
り
、
工
期
は
ほ
ぼ
一
緒
で
あ
る
。
12
月
近
く
に
な
る

と
ダ
ン
プ
カ
ー
や
交
通
誘
導
員
が
逼
迫
し
、
手
配
が
難
し
く
な
る
。

・
除
雪
業
務
に
は
、
国
土
交
通
省
直
轄
区
間
で
１
日
70
人
、
N
EX
CO
で
そ

の
半
分
、
新
潟
県
管
理
区
間
で
20
数
人
の
体
制
を
組
む
必
要
が
あ
る
。

・
暖
冬
少
雪
に
な
っ
て
全
く
除
雪
出
動
が
無
い
場
合
な
ど
は
、
負
担
が
大

き
く
な
る
。

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
新
潟
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
新
潟
県
監
理
技
術
者
D
＞
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１
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C)

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
県
内
で
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
と
ほ
ぼ

毎
日
除
雪
が
必
要
と
な
る
地
域
で
は
、
相
当
の
差
が
あ
る
。

・
除
雪
機
械
を
市
町
村
で
保
有
す
る
こ
と
は
、
湯
沢
町
な
ど
の
降
雪
量
の

多
い
地
域
を
除
い
て
不
可
能
に
近
い
と
考
え
る
。

(５
)そ
の
他

<
意
見
の
概
要
＞

〇
新
潟
で
建
設
業
を
行
っ
て
い
る
と
、
首
都
圏
と
の
乖
離
と
い
う
の
が
近

年
大
変
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

〇
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
に
つ
い
て
、
個
人
の
持
つ
工
事
成
績
や
施

工
実
績
が
評
価
さ
れ
る
た
め
、
個
人
を
特
定
の
工
種
に
縛
り
つ
け
た

り
、
完
工
後
に
人
材
が
遊
休
化
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
範
囲
の

異
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
卒
採
用
に
も
影
響
が
で
て

い
る
よ
う
だ
。

〇
私
た
ち
は
、
本
当
に
地
域
に
生
き
る
、
地
域
に
根
差
す
建
設
業
と
し
て

「
地
域
の
安
心
、
安
全
を
守
る
」
と
い
う
責
務
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

〇
個
人
の
評
価
に
つ
い
て
、
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
で
も
、
例
え
ば

20
年
以
上
の
経
験
年
数
、
な
ど
で
評
価
す
る
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

な
い
か
。

〇
建
設
業
と
い
う
な
か
で
は
、
請
負
な
ど
の
問
題
や
、
規
模
感
の
よ
う
な

も
の
、
B/
Cの
問
題
等
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
の
で
、
地
域
の
声
を

拾
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

94



２．大分県建設業協会 

 

２－１．取材実施概要 

 大分県建設業協会の会員企業約 500 社(2018 年 3 月現在)の中から、若手経営者グル

ープ（３名）、監理技術者グループ（３名）、若手技術者グループ（３名。全て男性）に

対して、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは大分県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が大

分県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

 取材日時：令和２年（2020 年）1 月 24 日（金） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・女性技術者の活躍 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・適正な工期、施工時期の平準化 

・監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等について 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力など 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・現場の技術力について 

 

２－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと、代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見、その主な内容を「２－４.取材時の意見一覧」に一覧表とし

て整理したので、参照願いたい。なお、県建設業協会の取り組みについては、「（１）－

③ 担い手確保・建設業の魅力」に記載した「おおいた建設人材共育ネットワーク」に

よるアンケートの結果も含まれている。 

 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

   国土交通省による週休２日制の推進を踏まえ、企業によって差はあるものの、少

しずつ週休２日制や４週６休、７休を実施する方向にある。民間工事は施主の関係

で無理であるが、利益を上げているという面もある。  

日給制を含む賃金の問題や、建機や仮設などのランニングコストの増加もあり、

週休２日制に見合った積算も必要。 

 週休２日制は大賛成という声がある一方、人員が増員されないため、週休２日制

になると書類作成などの平日の時間外労働の増加に繋がっている、という声もある。 

 週休２日制実施のモチベーションがあがるように、実施した場合の工事成績評点

の加点が明確に分かるように示してほしい。 
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用地未買収や概算発注における詳細設計の遅延など、発注されても工事中止を余

儀なくされる案件が結構あるので、入札公告時には、協議・調整未了案件の実際の

状況を正確に記載してほしい。契約後、１か月後に順調に工事着手できれば、時間

外労働も含めていろいろと変わってくる。 

概算発注工事における詳細設計の引き渡し時期の遅れも留意が必要。特に材料の

発注が絡む工事の概算発注にはもっと留意が必要。 

 

＜代表的な意見＞ 

  〇国土交通省による週休２日制の推進を踏まえ、企業によって差はあるものの、週

休２日制や４週６休、７休を実施する方向にある。（若手経営者、監理技術者、若

手技術者） 

〇国土交通省、県発注の土木工事では、実際に土曜日も休めている。閉所率で達成

することも認められている。（若手経営者、監理技術者） 

〇建築工事の現場は、施主が早期竣工・開業を望むことから工期の短い工事が多く、

週休２日制の導入は困難である。この結果、社内の土木、建築間で就業日数に相

当の差が発生している。（若手経営者） 

〇民間工事については、その後の受注を考えると無理な工期であっても断れないの

で、施主が週休２日制を前提とした工期設定を行う仕組みが必要である。ただし、

会社としては早く終わった方が利益が出るという面もある。（若手経営者、監理技

術者） 

〇週休２日制の導入により、書類作成など平日における時間外労働時間が増加して、

会社経営上は負担となる場合がある。（若手経営者、監理技術者、若手技術者） 

〇賃金の他、建機や仮設などのランニングコストも含めて週休２日制の実施に見合

った積算とするようお願いしたい。（若手経営者） 

〇日給制の作業員は、収入を確保するため土曜日に休みたがらない。高齢の方が多

いため、週休２日制を実施する場合でも、通院しやすいよう平日を休みにする場

合もある。（監理技術者、若手技術者） 

〇週休２日制にしても、下請企業は土曜日に別の現場に行くこともある。本来はそ

こを指導すべきであろうが、そこまで口を出すのは難しい。（監理技術者） 

〇４週８休を実施するモチベーションがあがるように、４週８休の実施による加点

が工事成績に反映されていることがわかるようにしてほしい。（監理技術者） 

〇職員の新規採用にあたっては、就業規則において、週休２日制を明示することで

目に見えて応募が増える。（若手経営者） 

〇バイト、部活が盛んな工業高校出身者が多いせいか、若手技術者においては休暇

よりも働いて賃金をもらう方を選ぶ人が６割存在する一方、「暦通り休める方が良

い」との声もあり、人により意見は異なる。（若手経営者、若手技術者） 

〇週休２日制にして若い人が入ってくるという感覚はあまりない。若手技術者には

有給休暇をあまり取っていない者もいて、お金がなければ休みだけもらっても意

味がないという声もある。（監理技術者） 

〇用地未買収などの見切り発注工事が多く、工事中止を招いて工期ひっ迫に繋がっ

ている。入札公告時には、協議・調整未了案件の実際の状況を正確に記載してほ

しい。契約後、１か月後に順調に工事着手できれば、時間外労働時間も含めてい

ろいろと変わってくると考えられる。（若手経営者、監理技術者） 

〇概算発注工事において、詳細設計が円滑に進まないため、工事に着手できない現
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場が見られる。なかでも、材料の発注が絡む工事の概算発注にはもっと留意が必

要ではないか。（若手経営者、監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇国土交通省や県、大分市が週休２日制を特記に記載しているので、元請企業は取り組むが、

下請企業である専門工事業者がそれに倣うのは、日給制という問題もあって難しい。 

〇企業の規模等により週休２日制の導入状況は大きく異なる。４週６休未満である企業も 1/4
ほどあり、協会としては当面、一歩一歩進めていく状況。 

〇宮崎県では、建設業協会が、業界全体として毎月第２土曜日を年間通じて休みにすること

を発表した。九州各県では、どこかが行えばそれにならって順々に実施する流れがあるの

で、大分県も近々実施する方向になるのではないかと思っている。 

〇土木の日に絡めて全県一斉週休２日の日を実施しているが、週休２日制が完全に実現して

いないことの宣伝になってしまいかねないとの声もある。（昨年（2019 年）はラグビーＷ

杯時に一斉実施） 

〇民間工事の週休２日制は難しい。 

〇月平均休日数は９.５日と全産業に比べて少ない。若手技術者の６割が年間の有給休暇取得

が５日以下である。 

〇国土交通省などへの要望は、例年「施工時期の平準化と適正工期の確保」という形で行っ

ている。相当配慮はされてきているものの、工事着手がなかなかできない、工事できる状

況で発注してほしい、等いろいろな声がある。 

〇国土交通省が余裕工期の設定を始めたので、大分県も今後取り組み始めるだろうから、そ

こを期待したい。 

 

（１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

時間外労働上限規制については、現場の状況による面が大きい。かなり改善はさ

れているものの、まだ提出書類が多いことが長時間労働を招いている要因ではある

が、発注者側の対応や現場の体制、監理技術者の性格などにもよる。 

国土交通省の工事監理連絡会、ASP の活用は有効であり、このような取り組みを

県などへ広げたり、改善を進めてほしい。 

災害対応については、これまで局所的な災害が多く、県内全域の問題にはなって

いないが、人手不足について危機感はある。 

 

＜代表的な意見＞ 

 〇時間外労働上限規制を遵守することは、現状では難しい。少なくとも 40～50 時

間／月程度の残業を行っている。設計変更を行う場合が一番多くなり、その月は

上限を少し超える。（若手経営者、監理技術者） 

〇設計変更協議等については、昔と比べれば相当減ったものの、提出書類がまだま

だ多いという問題もある。（若手経営者） 

〇書類作成は、工事の内容や個人の性格によるところがあり、書類作成が長時間の

時間外労働につながるとは一概に言えない。（監理技術者） 

〇１人で担当している現場、複数の現場を担当する補修工事、即座の対応が必要な

道路維持工事などは、日中は書類作成の時間の確保が厳しく、長時間労働につな

がりやすい。（監理技術者） 

 〇長時間労働の是正には、書類の簡素化がポイントであり、国土交通省においても

近年進んできた。（若手技術者） 
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〇国が発注工事ごとに契約後に行う工事監理連絡会の開催は、工事の円滑な実施に

大きな効果があり、こういう取り組みは県などへ拡大してほしい。（若手経営者） 

〇ASP の活用は極めて有効である。完成検査は電子で行っても、検査官が「紙がい

い」と言い出すこともあるので、紙も用意することになり、書類の簡素化に繋が

っていない。（監理技術者） 

〇５年に一度程度発生する災害時にも極端に忙しくなるが、大分県の場合、局所的

な災害が多く、影響は地域の企業に限定されてきた。（若手経営者） 

〇「働き方改革関連法」の施行を踏まえ、請負者の時間外労働縮減、週休２日制が

達成できるよう、発注者も改革していただきたい。（若手経営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇建設業従事者の労働時間は他産業と比べて長い。若手技術者の４割が最大月 50 時間以上の時

間外労働を行い、そのうち４割は 100 時間以上である。 

〇災害時には発生地域の人手が不足し、県内の他の地域から人が入っている状況であり、人手

不足については危機感を持っている。除雪業務の実施は地域的に限られており、大きな影響

を及ぼすものではない。 

〇今年度（2019 年度）は、労働局と合同で長時間労働是正に向けた経営者への説明会を県内

14 箇所で実施し、経営者の意識を変えるところからスタートしている。どこまで減らせるか

という目標立てはしていない。 

 

（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

若手技術者が「社内の雰囲気はよい」と実感し、仕事に達成感、やりがいを感じ

ている一方、単身赴任や仕事内容のギャップ、給与や休暇、時間外労働の問題によ

り離職する人も存在する。離職者は入社後３年以内が多い。 

３Ｋについて、若手技術者には感じない人も一部には存在するが、学生にはその

イメージは根強く残っているのが実情である。大卒等の応募がなく、工業高校の生

徒を採用している。採用のためにはＨＰの充実が必要であり、県もＨＰ作成に補助

を行っているが、作成している建設会社は少ない。 

ICT 施工の取り組みと若手技術者の入社との関連はない。 

建設会社の柱として育ててきた技術者を、地方公共団体は中途採用で引き抜かな

いでほしい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇大卒、高専卒の学生の応募がなく、工業高校卒業の生徒を採用している。（若手経

営者） 

〇若手技術者の入社が少なく、離職者は入社後３年以内の人が多い。建設業とは違

う職種に転職している。（監理技術者） 

〇ICT 施工の取り組みが進んでいるからといって、建設業に入社する若手はいない。

（監理技術者） 

〇公務員の中途採用の対象年齢が引き上げられたため、育ててきた４０代の中堅技

術者が転職し、人材確保に支障が出ている。地方公共団体も、地域の建設業のた

めに、建設会社の柱として育ててきた技術者を引き抜かないでいただくとありが

たい。（若手経営者） 

〇工業高校土木科卒業の流れで建設会社に入社したが、仕事に達成感や、やりがい

を感じている。（若手技術者） 
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〇パソコンを操作するよりも体を動かすことが好きで、建設会社の技術者から技能

労働者に転職した者もいる。（若手技術者） 

〇建設業に３Ｋを感じていない技術者もいる（若手技術者）。 

〇単身赴任や想定していた仕事内容とのギャップにより退職する人もいるが、建設

業に転職する場合が多い。（若手技術者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

○大分県内には日本製鉄・キャノン、ダイハツなど大企業の工場が多く製造業が強いことも

あり、建設業の賃金水準が相対的に低い。 

〇大分県内では、県内に所在する建設業関連団体・人材育成支援団体ならびに建設系学科を

有する大学・高専・工業高校、国・地方公共団体で構成する「おおいた建設人材共育ネッ

トワーク」（愛称：BUILD OITA）を４年前に設立し、ホームページでその活動を公表してい

る。 

〇その活動の一環として、平成 30 年（2018 年）に大分県内の企業として、建設業協会、コ

ンサルタンツ協会及び地質調査業協会、さらに 29 歳以下の若手技術者、学生を対象に建

設産業の実態を把握するためのアンケート調査を実施した（建設業協会会員企業には配布

486 社、回収 289 社）。 

〇このアンケート結果は協会ＨＰに掲載したほか、上記ネットワークに所属する大学・高専・

工業高校の先生方には配布されているが、学生はほとんど見ていないと考えられ、入職へ

の影響は今のところ見られない。 

〇担い手確保・建設業の魅力に関するアンケートの主な結果は以下の通り。 

・学生は建設業に対して、やりがいがある、専門知識が活かせるなどのポジティブなイメ

ージがある一方で、体力がいる、危険が多い、休みが少ないなどのネガティブなイメー

ジもある。 

・若い人の間では、高い給与、週休２日制のどちらも望む人が多い。技能労働者の約 3 割、

技術者の約２割が採用３年以内で離職しているが、その理由は「給与が低い」、「休暇が

取れない」、「残業が多い」である。 

・若手技術者の現在の仕事への満足度について、満足、やや満足が 42%である一方、不

満を感じている者も 20%いる。３Ｋのイメージは残っている。 

・学生は就職先となる社内の雰囲気を心配しているが、就職した若手技術者の実感として

は「雰囲気は良い」との意見が多い。 

・就職希望に関して、高校生は県内の建設会社、高専生は県外のコンサルタント会社への

志向が強い。大学生も県外志向が強い。学生は学校からの情報が主で、ＨＰ、企業説明

会を活用するので、新規採用に向けては学校との連携強化、ＨＰの充実が重要である。

新規採用を行う場合にはＨＰ作成が不可欠であることを周知しており、県もＨＰを作成

した企業への補助も実施しているが、ＨＰを作成しているのは、会員企業 512 社のう

ち１割程度である。 

 

（２）「i-Construction」の推進 

（２）―① ICT の活用 

   ICT 施工が適する工事と適さない工事に分かれる。ICT 施工が適する大規模な工

事においては、現場の負担が軽減されるメリットがある一方、小規模工事や複雑な

工事、建築工事には向かない。また、３次元データ入力や通信途絶時の対応などの

煩わしい面も抱える。建機の熟練オペレーターも ICT 建機に慣れると腕が落ちると

いう問題もあるので、発注者側は ICT 施工に適する工事を整理し、通常の建機と ICT
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建機をバランスよく使用するようにすべきではないか。 

長期にわたって ICT施工に適する相当程度の工事発注が見込まれれば企業も ICT
への投資を行うだろうが、現状ではリースや外注を選ばざるを得ないので、今後 ICT
施工の取り組みが広がるとは思えない。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇大型土工や河道掘削、バイパス工事などにおいて、ICT 施工は現場の負担軽減に

なっており、メリットがある。（若手経営者、監理技術者、若手技術者） 

〇国は発注時にほぼ必ず ICT の活用を評価項目として付けているが、小規模な土木

工事や点在型の工事に ICT 施工を適用することは採算に合わないと考えられる。

また、構造物周辺のように複雑な工事に適用することも難しいと思われる。ICT
施工に適する工事を整理し、ICT 活用工事とすべきではないか。あわせて熟練工

の技術ももっと評価いただきたい。（若手経営者、監理技術者） 

〇ICT 建機は３次元データの入力が必須であり、その負担が大変である。また入力

データがないと施工が不可能であり、通信が遮断された場合にも稼働不可能とな

るデメリットがある。（監理技術者） 

〇建機の熟練オペレーターも ICT 建機に慣れると腕が落ち、データが入っていない

と建機をうまく動かせない傾向にある。災害対応などの緊急時のことも考えると、

通常の建機と ICT 建機をバランスよく使用していくことが必要ではないか。（監

理技術者） 

〇県内工事においては、ICT 施工の適用工事が近年減少してきており、適する工事

が少なくなってきている可能性がある。ICT 活用の機会に恵まれない技術者もい

る。（若手経営者、若手技術者） 

〇ICT 施工の実施企業は、工事を受注するための加点のためや、現状は採算が取れ

ないが将来の投資のためとしていることが多い。ICT 施工が広まれば下がってく

ると言われていたリース代も全く下がらない状況であり、今後取り組みが広がる

とは思えない。（若手経営者） 

〇長期にわたって ICT施工に適する相当程度の工事発注が見込まれれば企業も ICT
投資を行うだろうが、現状ではリースや外注を選ばざるを得ない。（若手経営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

   〇国土交通省・NEXCO においては、相当数の ICT 活用工事が発注されている。i-Con につい

ては、平成 25 年度（2013 年度）に始まり広がっていこうとした矢先に週休２日制などの

働き方改革が押し寄せてきて、以後そちらに重点が置かれてきたところだが、ようやく今年

度（2019 年度）から国の方も i-Con に力を入れ始めることができるようになった状況。 

〇港湾の浚渫で実施している企業はあるが、ICT 建機、システム等を直営で施工可能な企業

は数社程度である。外注により実施している企業は、採算はマイナスだが、総合評価方式

の加点や先行投資と考えて実施している企業が多い。 

〇大分県内では大型ダムや高速道路建設などの大規模事業が完了し、ICT を活用しにくい小

規模工事が多くなっている。 

〇県が主催する ICT 施工の現場見学会について、協会が近隣の技術者を紹介して、良いとこ

ろや、きついところなどの生の話を、他の会社の技術者、経営者さんに話していただいて、

広めている状況。また、北九州や熊本にあるコマツの「IoT センタ」にも技術者、経営者

を連れていってデモンストレーションの見学、ICT 建機の試乗などを行う取り組みも過去

に行っている。 
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（２）―② BIM/CIM の活用 

   BIM/CIM の活用は少ない。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇BIM については、建築工事は単価が安いため採算が取れなく、県内で実施する企

業は少ないと考えられる。（若手経営者） 

 

（２）―③ 施工時期の平準化 

平準化の取り組みは若干見受けられるものの、依然として９月発注工事が多い。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇平準化は若干見受けられるが、依然として９月発注工事が多い。４月から工事着

手できるような契約もあるが、ＧＷや梅雨があるので、結局エンジンがかかるの

は７月になるという実態がある。（監理技術者） 

 

（３）女性技術者の活躍 

女性の入社は期待されているが、女性は公務員などへの志望が多く、建設会社に 

就職しない。現状では女性技術者はほとんどいない。 

育児休暇など就業規則の制度整備を図るとともに、トイレなどの環境整備にも力

を入れているが、女性技術職員には職場の男性的な雰囲気や女性に対する理解不足

等が認識されている。 

国土交通省に、建設業をイメージアップし、女性が入職しやすくなるようなイメ

ージビデオの作成、配布など、積極的な広報を期待する。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇女性技術者はほとんどいないし、建設会社の女性技術者が増えているとは思えな

い。（監理技術者、若手技術者） 

〇女性の入社は良いことと認識しており、結婚後も継続して働いていただくため、

育児休暇やフレックスなど就業規則の制度整備を図るとともに、トイレや更衣室

などの環境整備にも力を入れているが、女性技術者の応募がない。（若手経営者） 

○新卒採用は工業高校からが中心となるが、工業高校の女子生徒は成績が良く、進

学や公務員志望が多いために応募が見込めない。普通高校卒や一般の大学卒を対

象に育成することを考えている。（若手経営者） 

〇国土交通省には、建設業をイメージアップし、女性が入職しやすくなるようなイ

メージビデオの作成、配布など、積極的な広報を期待する。（若手経営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇建設業就業者は、女性の比率が極端に低い（全体で 8%、技術職員では 4%）。 

〇大分県知事は、建設業に限らず全産業とも女性活躍に力を入れており、建設業界でもその

促進を図っている。 

〇女性用のトイレの整備が進む一方で、女性用の更衣室や休憩室、安全保護具の整備が遅れ

ており、その進捗が期待されている。 

〇育児休暇、介護休暇等の制度整備は進んできたが、管理職への登用等昇任の取り組みは遅

れており、これらへの不満が見られる。 

〇体力、勤務時間等女性特有の課題が企業側に認識される一方、女性技術職員には職場の男
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性的な雰囲気や女性に対する理解不足等が認識されている。 

〇女性増員のためには、女性の活躍のＰＲ、福利厚生の充実、長時間労働の是正等の対策が

必要である。女性の事務職員に、コスト管理等のＰＣ業務を中心とした現場参加をしても

らい、女性活躍と同時に、技術者の負担を減らす取り組みを行っているところもある。 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

監理技術者が２つの現場を兼任することについては、監理技術者には大変な負担

となる。そのような状況を若手技術者が見たら、監理技術者のなり手がなくなるこ

とにつながる恐れがある。 

監理技術者の専任義務の緩和の内容が監理技術者に理解されておらず、もっと周

知が必要である。 

 

＜代表的な意見＞ 

 〇監理技術者の専任義務の緩和について、その内容を知らなかった。（監理技術者） 

〇監理技術者の２つの現場の兼任は、監理技術者に大変な負担がかかり、難しいの

ではないか。（監理技術者） 

〇監理技術者の専任緩和に伴う大変な状況を若手技術者が見たら、監理技術者には

なりたくないという悪循環に陥るのではないか。（監理技術者） 

 

（５）現場の技術力について 

良い上司の下でのＯＪＴや社内研修が重要。資格取得はスキルアップの手段とし

て重要であり、資格取得への支援要望は強い。県も補助制度を今年度(2019 年度) 

創設した。 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

   〇若手技術者は自分で資格取得をすることをスキルアップの手段としてとらえて研修等に積

極的に参加している。資格取得への補助制度についての希望は多い。県は建設業協会に委託

し、建設業法で業務に必要と規定している資格を所属の職員が取得した場合に、受験手数料

等について建設企業に補助する制度を今年度(2019 年度)から創設した。建設企業が取得者

を支援したものに対する補助で、補助額の上限は５万円である。 

 

（６）その他 

工事の実施にあたり、効率化・合理化できるところは速やかに対応してほしい。 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇災害に強い県土づくり等のための継続的な公共事業予算の確保、担い手確保のための取り

組みの強化等を大分県知事等に要望している。 
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２－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用なども含む）の現状と課題について教えてください。 

・あわせて国から打ち出されている、BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題

などがあれば教えてください。 

〇女性技術者の活躍 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休・

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について教えてください。   

 等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日制や長時間労働に関する現状と課題、

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聴きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇適正な工期、施工時期の平準化 

・週休２日制を行うために必要な工期は十分確保されていますか？また工事に着手す

るために必要な現場の制約に関する発注者の解消状況について教えてください。 

・施工時期の平準化を進める動きがありますが、平準化による影響や、平準化された

場合の課題について教えてください。 

（時間があれば） 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等について 

・専任義務の緩和等が行われた場合の、メリット・デメリットとしてどのようなもの

があるか教えてください。    

                      等 

＜若手技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉はご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？また「新３Ｋ」など、建設

業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます

か？ 

〇週休２日制、長時間労働 
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・週休２日制や長時間労働に関する現状と課題、希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進について関心がありますか？関心があ

る場合、どのように取り組みたいとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

（時間があれば） 

〇現場の技術力について 

・現場の技術力の確保・向上のために取り組んでいることを教えてください。また、

何かバックアップしてほしいと思うことがあれば教えてください。 

                                    等 
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①
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め
て

い
る

。
月

に
１

日
く

ら
い

し
か

土
日

に
出

勤
し

て
い

な
い

。

・
国

の
港

湾
空

港
部

発
注

工
事

は
、

全
て

発
注

者
指

定
型

週
休

２
日

制
で

あ
り

、
そ

れ
が

ル
ー

ル
と

な
っ

て
工

期
も

十
分

確
保

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
た

め
、

土
日

祝
日

、
お

盆
、

年
末

年
始

の
休

み
の

週
休

２
日

制
を

実
施

で
き

て
い

る
。

天
候

不
良

で
休

ん
で

も
工

期
が

十
分

に
設

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
取

り
返

せ
る

。

・
現

状
で

は
、

４
週

６
休

を
採

用
し

て
い

る
。

２
人

体
制

で
行

っ
て

い
る

現
場

は
交

代
で

休
め

る
の

で
可

能
で

あ
る

。
工

期
的

な
問

題
も

あ
る

が
、

そ
れ

よ
り

は
日

給
制

の
技

能
労

働
者

の
方

々
が

土
曜

日
も

働
き

た
が

る
こ

と
の

ほ
う

が
問

題
で

あ
る

。

・
建

築
技

術
者

は
、

35
名

在
籍

し
て

い
る

が
、

平
均

し
て

11
月

は
3.

4日
、

12
月

は
1.

9日
、

休
日

出
勤

し
て

お
り

、
１

年
で

計
算

す
る

と
土

木
、

建
築

で
相

当
の

差
が

出
る

。

・
技

能
労

働
者

は
、

日
給

制
で

働
い

て
い

る
た

め
、

土
日

が
休

み
で

あ
る

と
収

入
が

減
少

し
て

厳
し

い
。

休
日

に
休

み
た

く
な

い
と

言
っ

て
く

る
。

・
私

は
、

休
み

よ
り

給
与

が
多

い
方

が
良

く
、

週
休

２
日

制
で

な
く

と
も

良
い

。

・
バ

イ
ト

、
部

活
が

盛
ん

な
工

業
高

校
出

身
者

が
多

い
せ

い
か

、
若

手
技

術
者

の
意

見
は

、
休

暇
よ

り
も

給
与

の
方

が
良

い
と

い
う

人
が

約
６

割
い

る
。

・
休

日
が

増
加

し
た

こ
と

は
良

い
が

、
１

日
当

た
り

の
作

成
書

類
は

若
干

増
加

し
て

い
る

。
但

し
、

昔
に

比
べ

れ
ば

提
出

書
類

は
大

幅
に

削
減

さ
れ

て
き

て
お

り
、

監
理

技
術

者
に

な
る

と
ど

の
よ

う
な

書
類

を
作

成
す

る
か

だ
い

た
い

把
握

で
き

て
い

る
の

で
、

時
間

的
に

そ
れ

ほ
ど

負
担

に
な

っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

・
年

間
10

日
程

度
有

給
休

暇
を

取
得

し
て

い
る

。
取

得
は

、
閑

散
期

の
６

～
８

月
が

多
く

、
繰

越
工

事
が

多
い

４
、

５
月

は
休

め
な

い
。

・
建

築
は

施
主

が
早

期
竣

工
・

開
業

を
望

む
こ

と
か

ら
工

期
が

短
い

突
貫

工
事

が
多

く
、

日
曜

日
は

休
め

る
も

の
の

、
週

休
２

日
制

の
実

施
は

無
理

で
あ

る
。

そ
も

そ
も

土
曜

日
施

工
を

前
提

と
し

た
工

期
設

定
に

な
っ

て
い

る
。

民
間

工
事

の
施

主
に

も
週

休
２

日
制

を
考

慮
し

た
工

期
設

定
を

お
願

い
し

た
い

。

・
港

湾
工

事
に

お
い

て
、

工
事

着
手

が
遅

れ
る

と
い

う
問

題
は

あ
ま

り
な

い
。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞
＜

大
分

県
若

手
技

術
者

Ａ
＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
Ａ

＞
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若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
週

休
２

日
制

を
適

用
す

る
場

合
、

建
機

や
仮

設
の

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

、
賃

金
な

ど
週

休
２

日
制

の
実

施
に

見
合

っ
た

積
算

と
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

当
社

で
は

、
技

能
労

働
者

の
単

価
を

上
げ

て
い

る
。

・
会

社
と

し
て

も
、

民
間

工
事

は
早

く
終

わ
っ

て
も

ら
っ

た
方

が
会

社
の

利
益

に
な

る
。

・
基

本
的

に
４

週
８

休
で

実
施

し
て

い
る

が
、

４
週

６
休

、
４

週
８

休
の

い
ず

れ
を

採
用

す
る

か
、

現
場

の
状

況
を

確
認

し
て

決
め

て
い

る
の

が
実

情
で

あ
る

。
天

候
を

考
慮

し
て

土
曜

日
に

施
工

す
る

こ
と

も
あ

り
、

閉
所

率
で

週
休

２
日

制
を

達
成

し
て

い
る

。

・
私

は
、

給
与

よ
り

も
休

み
が

あ
る

方
が

良
く

、
４

週
８

休
で

カ
レ

ン
ダ

ー
通

り
休

め
る

人
が

羨
ま

し
い

。

・
週

休
２

日
制

の
方

が
、

事
務

員
の

雇
用

は
容

易
で

あ
る

。
・

週
休

２
日

制
は

、
家

族
と

過
ご

せ
る

時
間

が
確

保
で

き
、

大
賛

成
で

あ
り

、
私

自
身

は
必

ず
取

り
組

む
よ

う
に

は
し

て
い

る
。

・
ほ

と
ん

ど
有

給
休

暇
は

取
得

で
き

て
い

な
い

。

・
４

週
８

休
と

し
た

場
合

に
は

、
工

程
管

理
の

悪
さ

を
発

注
者

に
指

摘
さ

れ
た

く
は

な
い

た
め

、
工

期
内

に
工

事
が

完
工

し
な

い
リ

ス
ク

を
背

負
い

な
が

ら
施

工
し

て
い

る
。

・
技

能
労

働
者

の
方

た
ち

は
高

齢
で

あ
る

こ
と

が
多

い
た

め
、

週
休

２
日

制
と

す
る

場
合

、
病

院
に

通
院

す
る

た
め

に
、

休
み

は
土

曜
日

よ
り

も
平

日
を

希
望

す
る

場
合

も
あ

る
。

・
20

18
年

か
ら

８
月

ま
で

は
４

週
６

休
、

９
月

か
ら

は
日

祝
日

の
み

休
み

と
し

て
き

た
。

20
19

年
か

ら
完

全
に

４
週

６
休

と
し

て
い

る
。

国
土

交
通

省
が

近
年

週
休

２
日

制
を

推
進

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

20
20

年
は

８
月

ま
で

は
完

全
週

休
２

日
制

、
９

月
か

ら
は

４
週

６
休

を
考

え
て

い
る

。

・
４

週
８

休
も

工
事

成
績

の
２

点
の

加
点

を
得

る
た

め
に

実
施

し
て

い
る

が
、

工
事

成
績

を
見

て
も

そ
の

加
点

が
本

当
に

入
っ

て
い

る
の

か
不

明
で

あ
る

。
２

～
３

年
前

の
よ

う
に

、
４

週
８

休
の

実
施

に
よ

る
加

点
が

工
事

成
績

に
反

映
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

か
な

い
と

、
４

週
８

休
を

実
施

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
が

ら
な

い
。

・
閉

所
率

で
４

週
８

休
を

達
成

し
て

い
る

。
休

み
が

増
え

る
こ

と
は

あ
り

が
た

い
が

、
仕

事
量

が
多

い
た

め
、

平
日

に
し

わ
寄

せ
が

及
び

、
月

当
た

り
の

時
間

外
労

働
は

50
～

60
時

間
に

上
る

。
現

場
単

位
で

週
休

２
日

制
に

取
り

組
ん

で
お

り
達

成
率

は
現

場
ご

と
の

工
期

に
よ

る
。

・
会

社
の

規
定

（
４

週
６

休
）

と
、

現
場

の
週

休
２

日
制

で
、

内
勤

と
現

場
職

員
の

休
日

数
に

差
が

出
る

と
い

う
問

題
が

生
じ

て
い

る
。

・
建

築
の

現
場

に
お

い
て

は
、

週
休

２
日

制
は

全
く

実
施

し
て

お
ら

ず
、

日
曜

日
も

働
い

て
い

る
現

場
す

ら
存

在
す

る
。

土
木

の
技

術
者

と
建

築
の

技
術

者
で

は
状

況
が

か
な

り
異

な
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

割
り

切
っ

て
い

る
。

た
だ

、
建

築
が

利
益

を
上

げ
て

く
れ

て
い

る
。

・
国

土
交

通
省

が
特

記
仕

様
書

に
週

休
２

日
制

に
つ

い
て

記
述

し
て

い
る

た
め

、
施

工
者

希
望

型
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

週
休

２
日

制
を

考
慮

し
た

工
期

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
実

施
で

き
る

。

・
土

木
の

現
場

は
比

較
的

休
み

や
す

い
。

建
築

工
事

は
、

県
教

育
委

員
会

で
す

ら
、

生
徒

の
登

校
し

な
い

土
日

等
に

施
工

を
求

め
る

も
の

の
、

夏
休

み
期

間
に

ま
だ

発
注

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

り
、

休
暇

が
取

り
に

く
い

。

・
監

理
技

術
者

は
有

給
休

暇
を

年
間

10
日

程
度

取
得

し
て

い
る

が
、

若
手

技
術

者
は

休
暇

の
取

得
は

言
い

だ
し

に
く

い
よ

う
で

、
有

給
休

暇
を

あ
ま

り
取

っ
て

い
な

い
者

も
い

る
。

た
だ

、
若

者
は

休
み

も
お

金
も

欲
し

い
の

で
、

お
金

が
な

け
れ

ば
休

み
だ

け
も

ら
っ

て
も

意
味

が
な

い
、

と
い

う
声

も
あ

る
。

・
有

給
休

暇
は

20
日

あ
る

休
暇

を
使

い
切

る
ほ

ど
取

得
で

き
て

い
る

。
休

暇
を

取
り

に
く

い
雰

囲
気

は
な

い
。

・
週

休
２

日
制

に
す

る
と

、
平

日
の

時
間

外
労

働
が

増
加

し
て

、
会

社
経

営
上

は
負

担
と

な
る

だ
ろ

う
。

・
週

休
２

日
制

に
し

て
若

い
人

が
入

っ
て

く
る

と
い

う
感

覚
は

あ
ま

り
な

い
。

若
い

人
は

「
土

日
休

む
の

は
当

た
り

前
」

と
い

う
感

覚
で

あ
る

。

・
新

規
職

員
採

用
に

あ
た

っ
て

、
就

業
規

則
に

週
休

２
日

制
を

明
示

し
て

い
る

こ
と

は
、

必
須

条
件

で
あ

る
。

学
生

か
ら

み
れ

ば
、

休
日

が
年

間
10

0日
と

い
う

レ
ベ

ル
で

は
論

外
で

あ
る

。

・
入

社
し

た
若

手
技

術
者

が
辞

め
る

場
合

、
３

年
以

内
が

多
い

。
若

手
技

術
者

に
辞

め
ら

れ
な

い
よ

う
に

気
は

使
う

が
、

工
場

な
ど

の
定

期
的

に
き

っ
ち

り
休

め
て

賃
金

も
割

が
い

い
ほ

う
に

行
き

た
い

、
と

い
う

傾
向

が
あ

る
の

で
、

辞
め

る
と

建
設

業
以

外
に

転
職

す
る

。

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
C＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞
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若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
道

路
改

良
工

事
を

中
心

に
用

地
未

買
収

な
ど

の
見

切
り

発
車

の
工

事
が

多
い

。
入

札
広

告
に

は
「

い
つ

頃
登

記
の

見
込

み
」

と
い

う
記

載
は

し
て

あ
る

が
、

実
際

は
そ

の
通

り
に

は
い

か
な

い
。

ま
た

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
担

当
者

が
年

度
を

越
え

る
と

変
わ

っ
て

し
ま

い
、

引
継

ぎ
が

十
分

に
行

わ
れ

て
い

な
い

た
め

、
設

計
の

詳
細

や
内

容
も

不
明

な
こ

と
が

多
く

、
工

事
着

手
に

時
間

が
か

か
る

。
＜

大
分

県
若

手
経

営
者

C＞
・

当
社

で
は

、
こ

れ
ま

で
休

日
は

年
間

10
5日

程
度

で
推

移
し

て
き

た
。

20
18

年
は

、
４

週
７

休
で

通
し

た
。

現
在

は
、

上
半

期
は

４
週

７
休

、
下

半
期

は
４

週
６

休
と

し
て

お
り

、
年

間
休

日
日

数
は

、
11

0～
11

5日
程

度
を

確
保

し
て

い
る

。
・

国
土

交
通

省
、

県
発

注
の

工
事

で
は

休
め

る
が

、
市

発
注

工
事

や
民

間
の

マ
ン

シ
ョ

ン
工

事
の

下
請

な
ど

で
は

、
休

め
な

い
。

受
注

を
断

る
と

次
に

発
注

し
て

く
れ

な
い

の
で

断
れ

な
い

。

・
４

週
８

休
で

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
人

員
を

増
員

す
る

こ
と

は
難

し
く

、
休

み
が

増
え

た
分

、
自

分
の

仕
事

が
増

え
て

い
る

。
技

術
者

の
数

が
足

り
な

い
と

い
え

ば
足

り
な

い
。

・
高

齢
者

の
技

能
労

働
者

か
ら

は
、

現
場

を
休

み
に

す
る

と
「

す
る

こ
と

が
な

い
の

で
、

何
か

な
い

か
」

と
言

わ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
・

下
請

企
業

が
「

土
曜

日
に

休
ま

れ
た

ら
困

る
」

と
い

う
こ

と
も

あ
る

。
下

請
企

業
が

土
曜

日
だ

け
ス

ポ
ッ

ト
的

に
行

う
現

場
を

探
す

の
も

難
し

い
場

合
も

あ
る

。
・

下
請

企
業

の
技

能
労

働
者

は
、

週
休

２
日

制
と

し
て

い
て

も
休

み
に

他
の

現
場

に
行

っ
て

働
い

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。
本

来
は

そ
こ

を
指

導
す

べ
き

で
あ

ろ
う

が
、

そ
こ

ま
で

口
を

出
す

の
は

難
し

く
、

今
後

の
課

題
で

は
な

い
か

。
・

概
算

発
注

に
お

い
て

も
、

詳
細

設
計

が
未

了
で

い
つ

完
了

す
る

か
も

わ
か

ら
な

い
状

態
の

こ
と

が
あ

り
、

材
料

の
発

注
も

で
き

な
く

、
結

局
、

工
事

着
手

が
ず

れ
こ

ま
ざ

る
を

得
な

く
な

っ
た

。
材

料
の

発
注

が
絡

む
工

事
の

概
算

発
注

に
は

も
っ

と
留

意
が

必
要

で
は

な
い

か
。

(１
)－

②
長

時
間

労
働

（
罰

則
付

き
の

時
間

外
労

働
上

限
規

制
へ

の
準

備
も

含
め

）

<
意

見
の

概
要

＞
〇

時
間

外
労

働
上

限
規

制
を

遵
守

す
る

こ
と

は
、

現
状

で
は

難
し

い
。

少
な

く
と

も
40

～
50

時
間

/月
程

度
の

時
間

外
労

働
を

行
っ

て
い

る
。

〇
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
は

遵
守

で
き

る
月

と
少

し
超

え
る

月
が

あ
る

。
設

計
変

更
を

行
う

場
合

が
一

番
大

変
で

、
そ

の
月

は
少

し
超

え
る

。

〇
長

時
間

労
働

の
是

正
に

は
、

書
類

の
簡

素
化

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
り

、
国

土
交

通
省

に
お

い
て

も
近

年
進

ん
で

き
た

。

〇
発

注
者

が
、

設
計

変
更

の
協

議
や

契
約

、
概

算
発

注
後

の
詳

細
設

計
の

引
き

渡
し

、
そ

れ
ら

に
時

間
を

要
し

た
こ

と
に

伴
う

工
期

延
長

等
を

円
滑

に
実

施
し

な
い

こ
と

が
要

因
と

な
っ

て
、

工
期

逼
迫

、
及

び
そ

れ
に

伴
う

長
時

間
労

働
を

引
き

起
こ

し
て

い
る

。
設

計
変

更
協

議
等

に
つ

い
て

は
、

昔
と

比
べ

れ
ば

相
当

減
っ

た
も

の
の

、
提

出
書

類
が

ま
だ

ま
だ

多
い

と
い

う
問

題
も

あ
る

。

〇
書

類
作

成
は

、
工

事
の

内
容

や
個

人
の

性
格

に
よ

る
と

こ
ろ

が
あ

り
、

書
類

作
成

が
長

時
間

労
働

に
つ

な
が

る
と

は
一

概
に

言
え

な
い

。

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
C＞
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

〇
契

約
後

の
、

用
地

未
買

収
や

移
転

物
件

未
了

に
よ

る
工

事
中

止
の

多
さ

も
問

題
で

あ
る

。
入

札
公

告
時

に
は

、
協

議
・

調
整

未
了

案
件

の
実

際
の

状
況

を
正

確
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

契
約

後
、

１
か

月
後

に
順

調
に

工
事

着
手

で
き

れ
ば

、
時

間
外

労
働

も
含

め
て

い
ろ

い
ろ

と
変

わ
っ

て
く

る
と

考
え

ら
れ

る
。

働
き

方
改

革
の

施
行

を
踏

ま
え

、
発

注
者

側
も

請
負

者
の

時
間

外
労

働
縮

減
、

週
休

２
日

制
が

達
成

で
き

る
よ

う
、

こ
れ

ら
を

改
革

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

〇
１

人
で

担
当

し
て

い
る

現
場

、
複

数
の

現
場

を
担

当
す

る
補

修
工

事
、

即
座

の
対

応
が

必
要

な
道

路
維

持
工

事
な

ど
は

、
日

中
は

書
類

作
成

の
時

間
の

確
保

が
厳

し
く

、
長

時
間

労
働

に
つ

な
が

り
や

す
い

。

〇
国

が
発

注
工

事
ご

と
に

契
約

後
に

行
う

工
事

監
理

連
絡

会
の

開
催

は
、

工
事

の
円

滑
な

実
施

に
大

き
な

効
果

が
あ

り
、

こ
う

い
う

取
り

組
み

は
県

な
ど

へ
拡

大
し

て
ほ

し
い

。

〇
AS

Pの
活

用
は

極
め

て
有

効
で

あ
る

。
完

成
検

査
は

電
子

で
行

っ
て

も
、

検
査

官
が

「
紙

が
い

い
」

と
言

い
出

す
こ

と
も

あ
る

の
で

、
紙

も
用

意
す

る
こ

と
に

な
り

、
書

類
の

簡
素

化
に

繋
が

っ
て

い
な

い
。

〇
５

年
に

一
度

程
度

発
生

す
る

災
害

時
に

も
極

端
に

忙
し

く
な

る
が

、
大

分
県

の
場

合
、

局
所

的
な

災
害

が
多

く
、

影
響

は
地

域
の

企
業

に
限

定
さ

れ
て

き
た

。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
は

、
45

時
間

／
月

、
36

0時
間

／
年

で
あ

る
が

、
お

そ
ら

く
達

成
は

難
し

い
だ

ろ
う

。
少

な
く

と
も

40
～

50
時

間
／

月
の

時
間

外
労

働
は

行
っ

て
お

り
、

発
注

者
へ

の
提

出
書

類
の

簡
素

化
で

長
時

間
労

働
の

是
正

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

・
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
45

時
間

／
月

に
つ

い
て

は
、

遵
守

で
き

る
と

き
と

少
し

超
え

る
と

き
が

あ
る

の
が

実
態

。
変

更
作

業
は

現
場

を
分

か
っ

て
い

る
者

で
な

い
と

書
類

作
成

が
で

き
な

い
の

で
、

そ
の

と
き

が
大

変
で

少
し

超
え

て
し

ま
う

。
た

だ
昔

に
比

べ
れ

ば
楽

。

・
長

時
間

労
働

の
是

正
に

は
、

書
類

の
簡

素
化

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
り

、
工

事
完

成
ま

で
段

階
的

に
書

類
を

作
成

、
発

注
者

が
確

認
し

て
い

け
ば

良
い

と
思

う
。

・
国

土
交

通
省

は
、

協
議

に
対

し
て

ワ
ン

デ
ー

レ
ス

ポ
ン

ス
で

返
す

が
、

県
に

お
い

て
は

、
反

応
が

遅
く

、
変

更
契

約
や

工
期

延
長

を
な

か
な

か
実

施
し

な
い

。
こ

れ
が

、
生

産
性

低
迷

、
長

時
間

労
働

に
跳

ね
返

っ
て

き
て

い
る

。
・

変
更

契
約

の
設

計
、

積
算

な
ど

発
注

者
が

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
仕

事
を

受
注

者
に

行
わ

せ
る

場
面

が
見

ら
れ

、
こ

の
書

類
作

成
が

相
当

負
担

に
な

っ
て

い
る

。
・

災
害

発
生

時
に

は
、

極
端

に
忙

し
く

な
る

が
、

大
分

県
に

あ
っ

て
は

、
局

所
的

な
災

害
発

生
が

多
く

、
特

定
の

地
域

で
収

ま
っ

て
い

る
。

・
国

や
県

に
比

べ
て

、
市

の
工

事
は

提
出

書
類

が
多

い
し

大
変

で
あ

る
。

担
当

者
も

少
な

い
。

・
書

類
の

簡
素

化
は

、
国

土
交

通
省

の
現

場
に

お
い

て
進

ん
で

き
た

。
長

時
間

労
働

の
是

正
は

、
書

類
の

簡
素

化
と

い
う

よ
り

も
、

会
社

が
配

置
技

術
者

を
増

や
せ

る
か

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
小

規
模

工
事

現
場

を
複

数
担

当
す

る
場

合
は

書
類

の
簡

素
化

と
い

う
よ

り
も

、
頑

張
る

し
か

な
い

状
況

。
・

国
土

交
通

省
は

、
発

注
工

事
ご

と
に

契
約

後
速

や
か

に
国

、
建

設
会

社
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

３
者

が
集

ま
る

工
事

監
理

連
絡

会
を

開
催

し
、

課
題

の
共

有
化

・
調

整
等

を
行

っ
て

い
る

。
国

は
事

務
所

の
課

長
も

出
席

、
場

合
に

よ
っ

て
は

副
所

長
も

出
席

し
て

い
た

だ
く

の
で

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
。

・
書

類
作

成
に

か
か

る
時

間
は

、
工

事
の

内
容

と
個

人
の

性
格

に
よ

る
ほ

か
、

日
中

に
時

間
を

見
つ

け
て

少
し

ず
つ

書
類

作
成

す
る

場
合

も
あ

り
、

書
類

作
成

が
長

時
間

労
働

に
結

び
付

く
と

は
一

概
に

は
言

え
な

い
。

日
々

の
書

類
作

成
は

ほ
と

ん
ど

な
く

、
18

時
に

は
退

社
し

て
い

る
現

場
も

あ
る

。

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
Ａ

＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
C＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞
＜

大
分

県
監

理
技

術
者
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
完

成
検

査
を

電
子

で
実

施
す

る
と

、
検

査
官

が
「

紙
が

い
い

ね
」

と
言

い
出

す
こ

と
も

あ
る

の
で

、
結

局
、

紙
で

作
成

し
て

い
る

実
態

が
あ

り
、

簡
素

化
に

繋
が

っ
て

い
な

い
。

・
AS

Pに
よ

る
役

所
と

の
や

り
取

り
は

、
容

量
が

大
き

い
資

料
も

問
題

な
く

、
極

め
て

有
効

で
あ

る
。

・
発

注
者

へ
の

提
出

書
類

は
、

昔
に

比
べ

れ
ば

相
当

簡
素

化
さ

れ
て

い
る

。
電

子
納

品
を

認
め

た
こ

と
の

効
果

は
大

き
い

。
・

時
間

外
労

働
の

上
限

と
し

て
45

時
間

／
月

、
週

休
２

日
制

の
適

用
を

明
記

し
た

契
約

書
の

ひ
な

形
を

国
が

作
成

し
、

民
間

工
事

も
含

め
て

そ
の

ひ
な

形
を

順
守

し
た

契
約

書
を

作
成

す
る

こ
と

と
す

れ
ば

、
建

築
の

現
場

で
も

休
め

る
だ

ろ
う

。
・

技
能

労
働

者
の

時
間

外
労

働
は

月
10

時
間

程
度

で
あ

る
が

、
技

術
者

の
時

間
外

労
働

は
机

上
で

の
書

類
づ

く
り

が
多

く
、

こ
の

時
間

が
減

ら
な

い
。

技
術

者
は

設
計

変
更

や
日

々
の

協
議

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
で

、
長

時
間

労
働

を
強

い
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

・
１

人
で

担
当

し
て

い
る

現
場

、
複

数
の

現
場

を
担

当
す

る
補

修
工

事
、

即
座

の
対

応
が

必
要

な
道

路
維

持
工

事
な

ど
は

、
日

中
は

書
類

作
成

の
時

間
の

確
保

が
厳

し
く

、
長

時
間

労
働

に
つ

な
が

り
や

す
い

。

・
用

地
未

買
収

や
電

柱
等

移
転

物
件

未
了

の
発

注
案

件
が

し
ば

し
ば

発
生

し
、

工
事

中
止

と
工

期
逼

迫
を

招
い

て
い

る
。

入
札

公
告

に
は

、
調

整
未

了
の

課
題

に
関

し
て

「
（

工
事

着
手

の
）

○
月

ま
で

に
調

整
完

了
予

定
」

と
記

載
は

あ
る

が
、

そ
の

通
り

に
調

整
が

終
わ

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。
入

札
公

告
時

に
は

、
協

議
・

調
整

未
了

案
件

の
実

際
の

状
況

を
正

確
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

工
事

施
工

に
必

要
な

ヤ
ー

ド
の

確
保

も
考

慮
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。

契
約

後
、

１
か

月
後

に
順

調
に

工
事

着
手

で
き

れ
ば

、
時

間
外

労
働

も
含

め
て

い
ろ

い
ろ

と
変

わ
っ

て
く

る
と

考
え

ら
れ

る
。

働
き

方
改

革
の

施
行

に
向

け
て

、
役

所
に

お
い

て
も

改
革

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

・
時

間
外

労
働

上
限

規
制

の
適

用
に

向
け

て
、

そ
の

削
減

は
建

設
業

界
の

大
き

な
テ

ー
マ

で
あ

る
。

以
前

に
比

べ
て

減
っ

た
も

の
の

、
国

土
交

通
省

と
の

協
議

に
時

間
を

要
し

て
い

る
。

変
更

契
約

の
際

は
、

特
に

多
忙

で
あ

る
。

・
技

能
労

働
者

は
月

給
で

雇
用

し
て

お
り

、
10

時
間

/月
程

度
の

時
間

外
労

働
で

あ
る

。
・

概
算

発
注

工
事

に
お

い
て

、
期

日
ま

で
に

詳
細

設
計

が
行

わ
れ

な
く

、
工

期
逼

迫
と

長
時

間
労

働
を

招
い

て
い

る
。

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
C＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
C＞
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－
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．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

<
意

見
の

概
要

＞
〇

大
卒

、
高

専
卒

の
学

生
の

応
募

が
な

く
、

工
業

高
校

卒
業

の
生

徒
を

採
用

し
て

い
る

。
〇

若
手

技
術

者
の

入
社

が
少

な
く

、
離

職
者

は
入

社
後

３
年

以
内

の
人

が
多

い
。

建
設

業
と

は
違

う
職

種
に

転
職

し
て

い
る

。
〇

仕
事

に
達

成
感

や
、

や
り

が
い

を
感

じ
て

い
る

。

〇
公

務
員

の
中

途
採

用
の

対
象

年
齢

が
引

き
上

げ
ら

れ
た

た
め

、
育

て
て

き
た

40
代

の
中

堅
技

術
者

が
転

職
し

、
人

材
確

保
に

支
障

が
出

て
い

る
。

地
方

公
共

団
体

も
、

地
域

の
建

設
業

の
た

め
に

、
建

設
会

社
の

柱
と

し
て

育
て

て
き

た
技

術
者

を
引

き
抜

か
な

い
で

い
た

だ
く

と
あ

り
が

た
い

。

〇
IC

T施
工

の
取

り
組

み
が

進
ん

で
い

る
か

ら
と

い
っ

て
、

建
設

業
に

入
社

す
る

若
手

は
い

な
い

。
〇

パ
ソ

コ
ン

を
操

作
す

る
よ

り
も

体
を

動
か

す
こ

と
が

好
き

で
、

建
設

会
社

の
技

術
者

か
ら

技
能

労
働

者
に

転
職

し
た

者
も

い
る

。

〇
建

設
業

に
３

Ｋ
を

感
じ

て
い

な
い

技
術

者
も

い
る

。
〇

単
身

赴
任

や
想

定
し

て
い

た
仕

事
内

容
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
に

よ
り

退
職

す
る

人
も

い
る

が
、

建
設

業
に

転
職

す
る

場
合

が
多

い
。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
大

卒
、

高
専

卒
の

学
生

は
、

県
内

の
建

設
会

社
に

入
社

し
て

く
れ

な
い

。
よ

っ
て

工
業

高
校

卒
の

生
徒

を
採

用
し

て
い

る
。

・
技

術
者

数
が

少
な

い
た

め
、

若
手

技
術

者
が

就
く

現
場

が
少

な
い

。
・

兄
弟

が
土

木
を

学
ん

で
お

り
、

そ
の

影
響

で
工

業
高

校
の

土
木

科
に

進
み

、
そ

の
ま

ま
の

流
れ

で
建

設
会

社
に

入
っ

た
。

・
実

際
に

働
い

て
み

て
、

３
Ｋ

の
う

ち
、

「
き

つ
い

」
、

「
汚

い
」

は
そ

こ
ま

で
感

じ
る

こ
と

は
な

く
、

言
い

過
ぎ

だ
と

思
う

。
「

危
険

」
は

、
多

々
あ

る
。

・
技

能
労

働
者

は
皆

50
歳

以
上

で
あ

り
、

私
が

現
場

で
一

番
若

い
。

経
験

が
も

の
を

言
う

職
場

で
あ

り
、

ま
だ

付
き

合
い

方
が

難
し

い
。

・
公

務
員

に
中

途
採

用
で

転
職

す
る

た
め

、
中

堅
技

術
者

が
不

足
し

、
仕

事
の

支
障

と
な

っ
て

い
る

。
・

離
職

者
は

、
入

社
後

３
年

以
内

の
人

が
多

く
、

建
設

業
と

は
違

う
業

種
に

転
職

し
て

い
る

。
・

県
内

で
あ

っ
て

も
単

身
赴

任
と

な
る

現
場

は
存

在
し

、
そ

れ
が

退
職

す
る

理
由

と
な

っ
て

い
る

場
合

も
あ

る
。

辞
め

て
も

建
設

業
に

就
職

す
る

人
は

多
い

。
・

IC
Tが

好
き

で
建

設
業

に
入

社
す

る
若

手
は

い
な

い
。

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
Ａ

＞
＜

大
分

県
監

理
技

術
者

A＞
＜

大
分

県
若

手
経

営
者

Ａ
＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞

(１
)－

③
担

い
手

確
保

・
建

設
業

の
魅

力
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若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
工

業
高

校
の

土
木

科
を

卒
業

し
た

流
れ

で
建

設
会

社
に

入
社

し
た

。
・

や
り

が
い

を
感

じ
な

が
ら

働
い

て
い

る
。

・
工

期
中

は
現

場
の

こ
と

が
ず

っ
と

頭
に

ち
ら

つ
い

て
い

る
が

、
終

わ
っ

た
と

き
の

達
成

感
が

あ
る

。

・
３

Ｋ
は

、
聞

い
た

こ
と

も
感

じ
た

こ
と

も
な

い
。

工
業

高
校

の
後

輩
の

な
か

で
、

作
業

を
行

う
技

能
労

働
者

に
な

る
こ

と
を

想
定

し
て

入
社

し
た

者
が

パ
ソ

コ
ン

や
書

類
づ

く
り

に
ギ

ャ
ッ

プ
を

感
じ

て
退

職
し

、
技

能
労

働
者

と
し

て
転

職
し

た
者

も
い

る
。

(２
)「

i-C
on

st
ru

ct
io

n」
の

推
進

(２
)－

①
 IC

Tの
活

用

<
意

見
の

概
要

＞
〇

大
型

土
工

や
河

道
掘

削
、

バ
イ

パ
ス

工
事

な
ど

に
お

い
て

、
IC

T施
工

は
現

場
の

負
担

軽
減

に
な

っ
て

お
り

、
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。
〇

IC
T施

工
は

、
丁

張
り

不
要

と
な

る
な

ど
、

作
業

の
負

担
軽

減
と

な
っ

て
楽

で
あ

る
。

〇
IC

Tの
活

用
は

、
有

利
な

大
規

模
土

工
と

不
利

な
構

造
物

周
り

工
事

に
分

か
れ

る
。

近
年

、
有

利
な

工
事

の
発

注
が

少
な

く
、

IC
T活

用
の

機
会

に
恵

ま
れ

な
い

。
〇

県
内

工
事

に
お

い
て

は
、

IC
Tの

適
用

工
事

が
近

年
低

減
し

て
き

て
お

り
、

適
す

る
工

事
が

少
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
〇

点
在

型
や

大
規

模
で

な
い

工
事

は
、

IC
Tを

使
う

こ
と

に
は

な
ら

な
い

。
〇

大
規

模
土

工
な

ど
に

お
け

る
IC

Tを
活

用
は

、
丁

張
り

不
要

、
建

機
の

円
滑

な
使

用
な

ど
作

業
の

省
力

化
に

役
立

っ
て

い
る

。
〇

国
は

発
注

時
に

ほ
ぼ

必
ず

IC
T活

用
を

評
価

項
目

と
し

て
付

け
て

い
る

が
、

小
規

模
な

土
木

工
事

に
IC

T施
工

を
適

用
す

る
こ

と
は

採
算

に
合

わ
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
構

造
物

周
辺

の
よ

う
に

複
雑

な
工

事
に

適
用

す
る

こ
と

も
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

IC
T活

用
に

向
く

工
事

を
整

理
し

て
IC

T活
用

工
事

と
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

あ
わ

せ
て

熟
練

工
の

技
術

も
も

っ
と

評
価

い
た

だ
き

た
い

。

〇
IC

T建
機

は
３

次
元

デ
ー

タ
の

入
力

が
必

須
で

あ
り

、
そ

の
負

担
が

大
変

で
あ

る
。

ま
た

入
力

デ
ー

タ
が

な
い

と
施

工
が

不
可

能
で

あ
り

、
通

信
が

遮
断

さ
れ

た
場

合
に

も
稼

働
不

可
能

と
な

る
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

〇
IC

T活
用

工
事

の
実

施
企

業
は

、
工

事
を

受
注

す
る

た
め

の
加

点
の

た
め

と
か

、
現

状
は

採
算

が
取

れ
な

い
が

将
来

の
投

資
の

た
め

と
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
IC

T活
用

が
広

ま
れ

ば
下

が
っ

て
く

る
と

言
わ

れ
て

い
た

リ
ー

ス
代

も
全

く
下

が
ら

な
い

状
況

で
あ

り
、

今
後

取
り

組
み

が
広

が
る

と
は

思
え

な
い

。

〇
建

機
の

熟
練

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

も
IC

T建
機

に
慣

れ
る

と
腕

が
落

ち
、

デ
ー

タ
が

入
っ

て
い

な
い

と
建

機
を

う
ま

く
動

か
せ

な
い

傾
向

に
あ

る
。

災
害

対
応

な
ど

の
緊

急
時

の
こ

と
も

考
え

る
と

、
通

常
の

建
機

と
IC

T建
機

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
使

用
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

〇
長

期
に

わ
た

っ
て

IC
T施

工
に

適
す

る
相

当
程

度
の

工
事

発
注

が
見

込
ま

れ
れ

ば
、

企
業

も
IC

T投
資

を
行

う
だ

ろ
う

が
、

現
状

で
は

リ
ー

ス
や

外
注

を
選

ば
ざ

る
を

得
な

い
。

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
C＞
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取
材
時
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見
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若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
大

型
の

土
工

で
は

丁
張

り
が

無
く

な
っ

て
現

場
の

負
担

は
相

当
軽

減
に

な
っ

て
い

る
が

、
IC

T施
工

は
、

基
本

的
に

今
後

工
事

を
受

注
す

る
た

め
の

加
点

を
稼

ぐ
た

め
の

手
段

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。

・
自

分
は

IC
T施

工
を

行
っ

て
い

な
い

が
、

社
内

で
は

浚
渫

工
事

で
実

施
し

て
い

る
。

深
さ

や
位

置
も

画
面

を
見

て
で

き
る

の
で

、
楽

だ
と

思
う

。
・

試
行

的
に

１
度

取
り

組
ん

だ
が

、
マ

シ
ン

ガ
イ

ダ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
だ

け
で

も
省

力
化

に
な

り
、

助
け

ら
れ

た
。

そ
の

後
は

、
IC

T活
用

が
有

効
な

現
場

に
巡

り
合

わ
な

い
。

・
IC

Tを
活

用
で

き
る

工
事

が
10

～
20

年
に

わ
た

っ
て

相
当

程
度

発
注

さ
れ

る
長

期
見

通
し

が
あ

れ
ば

、
企

業
も

IC
T投

資
を

行
う

の
で

は
な

い
か

。

・
連

続
的

な
施

工
が

必
要

な
現

場
で

あ
れ

ば
、

IC
Tは

使
用

可
能

で
あ

る
。

IC
T建

機
は

下
請

企
業

が
保

有
し

て
い

た
。

下
請

企
業

か
ら

は
「

IC
T建

機
を

利
用

し
て

ほ
し

い
」

と
の

要
望

が
あ

る
が

、
使

用
す

る
機

会
が

な
い

。
・

国
は

発
注

時
に

ほ
ぼ

必
ず

IC
T活

用
を

評
価

項
目

と
し

て
付

け
て

い
る

が
、

小
規

模
工

事
に

IC
Tを

活
用

す
る

こ
と

は
、

採
算

に
合

わ
な

い
こ

と
も

あ
っ

て
、

違
和

感
を

覚
え

る
。

・
簡

単
な

手
間

で
済

む
工

事
で

あ
れ

ば
IC

Tを
使

わ
ず

に
自

分
で

作
業

す
る

ほ
う

が
良

い
。

・
IC

T建
機

の
リ

ー
ス

代
が

最
近

上
昇

し
て

き
て

お
り

、
普

及
さ

れ
れ

ば
安

く
な

っ
て

い
く

と
い

う
、

以
前

聞
い

て
い

た
話

と
違

っ
て

き
て

い
る

。
建

機
の

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

や
ソ

フ
ト

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
な

ど
が

あ
り

、
１

社
で

シ
ス

テ
ム

を
含

め
て

全
て

を
揃

え
る

こ
と

は
難

し
い

。
そ

う
い

う
こ

と
を

し
て

い
る

の
は

県
内

で
数

社
程

度
だ

と
思

う
。

・
最

近
IC

T施
工

を
担

当
し

て
い

る
が

、
デ

ー
タ

を
作

成
す

る
の

が
大

変
な

負
担

で
あ

る
。

・
県

内
で

は
、

自
社

で
IC

T施
工

に
取

り
組

ん
で

い
る

会
社

は
数

社
に

過
ぎ

な
く

、
ま

と
ま

っ
て

IC
T活

用
工

事
が

発
注

さ
れ

る
と

IC
T建

機
が

不
足

す
る

事
態

と
な

る
。

・
建

機
を

動
か

す
会

社
に

若
い

人
が

い
な

い
せ

い
か

、
若

い
人

が
IC

T建
機

を
扱

っ
て

い
る

の
を

見
た

こ
と

が
な

い
。

熟
練

し
た

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
楽

に
な

っ
て

い
る

状
況

。
・

IC
T活

用
工

事
の

場
合

、
現

場
で

完
成

形
の

イ
メ

ー
ジ

が
わ

か
な

い
と

い
う

デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。
・

建
機

の
熟

練
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
も

IC
T建

機
に

慣
れ

る
と

腕
が

落
ち

、
デ

ー
タ

が
入

っ
て

い
な

い
と

建
機

を
う

ま
く

動
か

せ
な

い
傾

向
に

あ
る

。
座

標
を

拾
っ

て
デ

ー
タ

を
入

れ
て

く
れ

、
と

ま
で

言
わ

れ
る

状
況

。

・
土

工
に

お
い

て
は

、
丁

張
り

が
不

要
と

な
り

、
作

業
が

と
て

も
楽

に
な

っ
た

。

・
IC

Tの
技

術
の

み
な

ら
ず

、
熟

練
工

の
技

術
も

評
価

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・

災
害

対
応

な
ど

の
緊

急
時

の
こ

と
も

考
え

る
と

、
通

常
の

建
機

と
IC

T建
機

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
使

用
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

・
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
化

は
 i-

Co
nに

含
ま

れ
る

が
、

あ
ま

り
進

め
る

と
建

設
会

社
が

儲
か

る
部

分
が

減
る

の
で

、
そ

の
あ

た
り

は
配

慮
し

て
も

ら
う

と
あ

り
が

た
い

。

・
丁

張
り

が
な

い
た

め
、

作
業

の
負

担
軽

減
に

な
っ

て
い

る
。

・
IC

T活
用

が
有

利
な

大
規

模
工

事
を

担
当

し
た

こ
と

が
な

く
、

私
は

使
っ

た
経

験
が

な
い

。

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
C＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
A＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞
＜

大
分

県
監

理
技

術
者

A＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
C＞

・
IC

T施
工

に
つ

い
て

は
、

大
規

模
土

工
が

得
意

で
あ

り
、

排
水

溝
な

ど
構

造
物

周
辺

の
工

事
な

ど
は

不
得

意
と

思
わ

れ
る

。
・

県
内

工
事

で
は

、
近

年
の

IC
T施

工
の

適
用

率
が

、
平

成
28

年
（

20
16

年
）

41
％

、
平

成
29

年
（

20
17

年
）

38
％

、
平

成
30

年
（

20
18

年
）

19
％

と
低

下
し

て
お

り
、

IC
T施

工
が

適
す

る
工

事
が

少
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
IC

T建
機

を
購

入
し

な
い

理
由

で
は

な
い

か
。

・
点

在
指

定
型

の
工

事
が

多
く

、
大

規
模

な
工

事
も

な
い

た
め

、
IC

Tを
使

え
る

場
面

が
な

い
。

・
構

造
物

周
辺

の
複

雑
な

工
事

に
適

用
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

・
モ

ー
タ

ー
グ

レ
ー

ダ
ー

の
路

盤
を

実
施

し
た

こ
と

が
あ

る
が

、
通

信
が

切
れ

た
こ

と
に

気
づ

か
な

か
っ

た
り

す
る

と
精

度
が

お
か

し
く

な
る

。
熟

練
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

に
は

「
使

え
な

い
」

と
言

わ
れ

た
。

・
IC

T施
工

の
作

成
書

類
は

変
わ

ら
な

い
が

、
検

査
は

大
変

早
く

な
っ

た
。

そ
れ

に
伴

い
、

主
任

監
督

員
の

評
価

点
の

比
率

が
高

く
な

り
、

現
場

の
調

整
能

力
な

ど
が

よ
り

評
価

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

と
期

待
し

て
い

る
。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
C＞

・
IC

T施
工

は
、

バ
イ

パ
ス

道
路

の
大

規
模

土
工

や
河

道
の

掘
削

工
事

に
向

い
て

い
る

。
・

IC
T建

機
を

購
入

し
て

も
、

工
事

件
数

が
少

な
い

た
め

、
減

価
償

却
を

賄
え

な
い

。
よ

っ
て

、
リ

ー
ス

の
方

が
経

営
上

有
利

で
あ

る
。

(２
)－

②
 B

IM
/C

IM
の

活
用

<
意

見
の

概
要

＞
〇

BI
M

に
つ

い
て

は
、

建
築

工
事

は
単

価
が

安
い

た
め

採
算

が
取

れ
な

く
、

県
内

で
実

施
す

る
企

業
は

少
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
BI

M
/C

IM
で

３
次

元
デ

ー
タ

に
す

る
と

既
設

構
造

物
と

の
擦

り
付

け
や

、
排

水
の

流
末

、
境

界
が

す
ぐ

わ
か

る
の

で
便

利
で

あ
る

が
、

若
手

技
術

者
は

と
も

か
く

、
熟

練
技

術
者

が
使

う
の

は
難

し
い

。
・

建
築

工
事

は
、

単
価

が
安

い
た

め
BI

M
を

適
用

す
る

と
赤

字
に

な
る

と
思

わ
れ

、
県

内
で

実
施

す
る

企
業

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

(２
)－

③
施

工
の

平
準

化

<
意

見
の

概
要

＞
〇

平
準

化
は

若
干

見
受

け
ら

れ
る

が
、

依
然

と
し

て
９

月
発

注
工

事
が

多
い

。
４

月
か

ら
工

事
着

手
で

き
る

よ
う

な
契

約
も

あ
る

が
、

G
W

や
梅

雨
が

あ
る

の
で

、
結

局
エ

ン
ジ

ン
が

か
か

る
の

は
７

月
に

な
る

と
い

う
実

態
が

あ
る

。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
施

工
時

期
の

平
準

化
に

つ
い

て
は

、
若

干
は

見
受

け
ら

れ
る

が
依

然
と

し
て

秋
口

か
ら

の
工

事
が

多
い

。

・
４

月
か

ら
工

事
着

手
で

き
る

よ
う

、
２

～
３

月
に

入
札

手
続

き
が

行
わ

れ
る

こ
と

が
あ

る
が

、
結

局
５

月
に

G
W

が
あ

る
の

で
、

４
月

に
は

あ
ま

り
現

場
に

手
が

付
け

ら
れ

ず
、

準
備

ぐ
ら

い
し

か
で

き
な

い
。

G
W

を
過

ぎ
る

と
梅

雨
が

来
る

の
で

、
結

局
エ

ン
ジ

ン
が

か
か

る
の

は
７

月
に

な
る

と
い

う
実

態
が

あ
る

。

(３
)女

性
技

術
者

の
活

躍

<
意

見
の

概
要

＞
〇

女
性

の
入

社
は

良
い

こ
と

と
認

識
し

て
お

り
、

結
婚

後
も

継
続

し
て

働
い

て
い

た
だ

く
た

め
、

育
児

休
業

や
フ

レ
ッ

ク
ス

な
ど

就
業

規
則

の
制

度
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
ト

イ
レ

や
更

衣
室

な
ど

の
環

境
整

備
に

も
力

を
入

れ
て

い
る

が
、

女
性

技
術

者
の

応
募

が
な

い
。

〇
女

性
技

術
者

は
ほ

と
ん

ど
い

な
い

。
〇

建
設

会
社

の
女

性
技

術
者

が
増

え
て

い
る

と
は

思
え

な
い

。

〇
新

卒
採

用
は

工
業

高
校

か
ら

が
中

心
と

な
る

が
、

工
業

高
校

の
女

子
生

徒
は

成
績

が
良

く
、

進
学

や
公

務
員

志
望

が
多

い
た

め
に

応
募

が
見

込
め

な
い

。
普

通
高

校
卒

や
一

般
の

大
学

卒
を

対
象

に
育

成
す

る
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

〇
国

土
交

通
省

に
は

、
建

設
業

を
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

し
、

女
性

が
入

職
し

や
す

く
な

る
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

ビ
デ

オ
の

作
成

、
配

布
な

ど
、

積
極

的
な

広
報

を
期

待
す

る
。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
工

業
高

校
の

女
子

生
徒

は
、

成
績

が
優

秀
で

、
大

学
に

行
く

か
公

務
員

志
望

が
多

い
。

求
人

票
を

出
し

て
も

女
性

技
術

者
の

応
募

が
な

い
の

で
、

普
通

高
校

卒
や

工
学

部
以

外
の

大
卒

を
採

用
し

、
一

か
ら

育
成

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

。

・
女

性
技

術
者

は
ほ

と
ん

ど
い

な
い

。
建

築
に

少
し

い
る

程
度

で
あ

る
。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞
＜

大
分

県
監

理
技

術
者

B＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
A＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
建

設
業

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
向

け
て

、
国

土
交

通
省

が
自

衛
隊

の
よ

う
に

広
く

PR
す

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。
・

親
が

子
供

の
就

職
の

参
考

の
た

め
に

、
会

社
に

見
学

に
来

る
こ

と
が

あ
る

。

・
女

性
に

入
社

し
て

も
ら

う
こ

と
は

良
い

こ
と

と
感

じ
て

い
る

。
結

婚
し

て
子

供
が

生
ま

れ
て

も
、

育
児

休
暇

を
利

用
し

て
仕

事
を

継
続

し
、

積
算

な
ど

の
内

業
や

フ
レ

ッ
ク

ス
制

度
を

活
用

し
て

働
け

る
よ

う
に

し
た

い
。

就
業

規
則

上
の

制
度

整
備

が
必

要
と

感
じ

る
と

と
も

に
、

ト
イ

レ
や

更
衣

室
の

整
備

も
推

進
し

て
い

る
。

・
親

が
建

設
業

界
に

対
し

て
昔

の
３

Ｋ
の

よ
う

に
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
お

り
、

娘
の

入
社

に
対

し
て

反
対

す
る

こ
と

が
多

い
。

地
元

企
業

で
あ

る
キ

ャ
ノ

ン
等

の
室

内
業

務
で

週
休

２
日

制
の

工
場

勤
務

と
比

較
し

て
、

建
設

業
界

に
行

か
せ

た
が

ら
な

い
。

(４
)監

理
技

術
者

の
専

任
義

務
の

緩
和

、
主

任
技

術
者

の
配

置
義

務
の

合
理

化
等

<
意

見
の

概
要

＞
〇

監
理

技
術

者
の

専
任

義
務

の
緩

和
に

つ
い

て
、

そ
の

内
容

を
知

ら
な

か
っ

た
。

〇
監

理
技

術
者

の
２

つ
の

現
場

の
兼

任
は

、
監

理
技

術
者

に
大

変
な

負
担

が
か

か
り

、
難

し
い

の
で

は
な

い
か

。
〇

監
理

技
術

者
の

専
任

緩
和

に
伴

う
大

変
な

状
況

を
若

手
技

術
者

が
見

た
ら

、
監

理
技

術
者

に
は

な
り

た
く

な
い

と
い

う
悪

循
環

に
陥

る
の

で
は

な
い

か
。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
補

助
者

の
設

定
に

よ
る

監
理

技
術

者
の

専
任

義
務

の
緩

和
は

、
会

社
と

し
て

は
良

い
制

度
と

思
わ

れ
る

が
、

複
数

の
現

場
を

持
つ

と
監

理
技

術
者

は
大

変
で

、
絶

対
に

し
た

く
は

な
い

。

・
監

理
技

術
者

の
専

任
義

務
の

緩
和

に
つ

い
て

、
今

年
（

20
19

年
）

国
会

で
成

立
し

た
新

・
担

い
手

三
法

の
１

つ
で

、
早

け
れ

ば
今

年
の

秋
ぐ

ら
い

か
ら

始
ま

る
こ

と
は

知
ら

な
か

っ
た

し
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

も
全

然
知

ら
な

か
っ

た
。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
A＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
B＞
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２
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手

技
術

者
グ

ル
ー

プ
若

手
経

営
者

グ
ル

ー
プ

監
理

技
術

者
グ

ル
ー

プ

・
２

つ
の

現
場

を
兼

任
し

て
担

当
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

監
理

技
術

者
に

な
っ

た
ら

２
つ

も
現

場
を

持
っ

て
大

変
な

状
況

に
な

る
こ

と
を

若
手

が
み

た
ら

、
監

理
技

術
者

に
な

り
た

く
な

い
と

思
い

、
悪

循
環

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

(５
)そ

の
他

<
意

見
の

概
要

＞
〇

工
事

の
実

施
に

あ
た

り
、

効
率

化
・

合
理

化
で

き
る

と
こ

ろ
は

速
や

か
に

対
応

し
て

ほ
し

い
。

〇
良

い
上

司
の

下
で

、
O

JT
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

育
成

効
果

が
上

が
る

と
思

わ
れ

る
。

＜
個

別
の

主
要

な
意

見
＞

・
災

害
復

旧
工

事
に

お
い

て
、

採
択

工
法

に
縛

ら
れ

る
こ

と
な

く
、

同
等

以
上

の
工

法
へ

の
変

更
を

認
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
O

JT
で

鍛
え

て
い

た
だ

く
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

・
入

社
２

年
目

に
は

１
人

で
現

場
を

担
当

し
た

。
２

年
目

で
の

１
人

の
担

当
は

厳
し

い
の

で
、

も
う

少
し

長
い

期
間

、
上

司
の

下
で

教
育

し
た

方
が

よ
い

と
思

う
。

・
国

土
交

通
省

発
注

の
現

道
工

事
に

お
け

る
交

通
整

理
員

の
確

保
人

数
が

多
く

て
難

し
い

場
合

、
電

光
機

械
に

よ
る

注
意

喚
起

な
ど

の
代

替
措

置
を

認
め

て
ほ

し
い

。
特

に
徐

行
旗

を
振

る
作

業
員

は
警

察
も

配
置

を
求

め
て

お
ら

ず
、

県
・

市
の

工
事

で
は

求
め

ら
れ

て
い

な
い

た
め

、
国

も
必

要
性

を
よ

く
検

討
し

て
ほ

し
い

。

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
B＞

＜
大

分
県

若
手

技
術

者
C＞

＜
大

分
県

若
手

経
営

者
Ａ

＞

＜
大

分
県

監
理

技
術

者
C＞
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３．栃木県建設業協会 

 

３－１．取材実施概要 

 栃木県建設業協会の会員企業約 300 社(2020 年 3 月現在)の中から、若手経営者グル

ープ（４名）、監理技術者グループ（４名）、若手技術者グループ（４名。全て男性）に

対して、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは栃木県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が栃

木県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

 取材日時：令和２年（2020 年）８月 19 日（水）、20 日（木） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・女性活躍促進の現状と課題 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力・若手技術者の入職など 

・週休２日制、長時間労働 

・女性活躍のための労働環境 

・ICT の活用 

 

３－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見とその主な内容を「３－４．取材時の意見一覧」に一覧表と

して整理したので、参照願いたい。 

 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

 発注者があらかじめ工期に余裕を持たせてくれている工事だと休みを確保しやす

いが、そうでないと休日出勤や時間外労働が増える。予定通りの準備期間で工事に

入れないものも多い。現場の条件を踏まえた適正な実工期の確保が必要。 

書類作成も週休２日制実施の障壁となっている。発注者側の改革がまず必要。 

また、週休２日制実施には、技能労働者の日給制の問題が大きく、彼らの待遇を

改善することが必要である。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇発注者があらかじめ工期に余裕を持たせてくれている工事だと休みを確保しやす

いが、そうでないと土日出勤や時間外労働が増える。基本的には工期にそんなに

余裕はないのが実情である。発注者には、標準工期を基準にして工期が確保でき

ているか判断するのではなく、現場の条件に鑑み、適正な実工期を確保していた
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だく必要がある。（監理技術者、若手技術者） 

〇予定通りの準備期間で工事に入れるのは県発注工事では半分程度である。こうい

う点も改善が必要である。（監理技術者） 

〇余裕工期がとれることを見越して、用地買収が終わっていないのに工事を発注す

るという、本末転倒なことを行う市町村がある。（若手経営者） 

〇一時、工事書類が減ったものの、最近になってまた増えてきた。作成書類を減ら

さないかぎり、週休２日制は実施できず、実施のためには発注者側の改革がまず

必要である。（若手経営者） 

〇週休２日制を実施していくためには、技能労働者の日給制の問題が大きい。週２

日休んでも技能労働者の生活水準が下がらないようにもっともっと労務単価を上

げる必要がある。（若手経営者、監理技術者） 

〇下請企業と元請企業の間で、休みに対する考え方が異なる。下請企業は、建機リ

ース代や宿泊代を抑えるため、休みを減らしてでも仕事を早く終わらせたいとい

う意向が働き、４週８休には消極的である。一方で、元請企業は４週８休を達成

できれば加点になるので、下請企業になんとか理解を得て４週８休を選択してい

る。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇昨年度に栃木県が発注した 1,674 件の工事のうち、約１割となる 161 件が週休２日制工事希

望型で実施され、うち 155 件が４週８休であった。 

〇４週８休だと必要経費の計上の割増が高いので、せっかく実施するなら４週８休で実施とい

うことだと思う。 

〇週休２日制の普及を見越して、数年前に栃木県で工期設定基準の見直しが行われ、繰越手続

きを活用する等によりこれまでよりも４～５割程度工期が長く確保されるようになった。ま

た、余裕期間設定工事も導入されている。したがって、週休２日制工事に取り組みやすい環

境にあると思う。 

〇ただし、このような取り組みが進んでいるのは県だけで、市町村の取り組み水準は低い。特

に小学校などの箱ものにおいて、開業時期に間に合わせるなどといった要請があるためだが、

これら市町村へ週休２日制を普及させるのが課題である。 

〇民間工事は、早く起業して収益を上げたいために工期が厳しく、民間にも週休２日制を普及

させるのは、非常に大変である。 

〇現場を止めるという面での問題は、多くの技能労働者がまだ日給制で働いていること。天候

に左右される業態であるため、稼げるときに稼ぎたいという意向が働くので、週休２日制を

浸透させるには、雇用形態の改善も課題である。 

〇就業者の週休２日制と現場の週休２日制とは分離して考えるべきとの考えもある。日本のよ

うに資源を持たざる国が国際競争力を発揮するにあたっては、早くモノを造ることが一つの

プレミアムになっている。ただ、それが過酷な労働に繋がらないようにするために、ローテ

ーションを組める体制にする等の工夫を行うことを目指すことも考えるべきではないか。 

〇契約しても、なかなか順調に工事着手できないというケースはあると思うし、時々そういう

苦情を聞く。特に、用地問題や電柱などの移転物件、交通管理者協議未了などにより、契約

から着工までに時間がかかるという不満の声は、会員企業から聞かれる。 

〇工期が伸びた場合にどうするかについては、県はできるだけ年度内に終わらせるという形で

進めてきたが、今は９月に繰越を見極め、９月、12 月、２月の議会でも繰越承認を取る。最

初から年度内に工期が取れない場合には、繰越を見込んで年度をまたいだ工期で発注する。 
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（１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

書類作成が長時間労働の原因となっている。 
行政の方からも業務量を減らすように、より強く方向性を示していただく必要が

ある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇書類作成が長時間労働の原因となっている。現場や発注者によっては、必要性に

疑問がある書類も作成しなければならない。（若手技術者） 

〇経営者側で従業員の業務量を減らす努力をするのはもちろんだが、行政の方から

も業務量を減らすように、より強く方向性を示していただく必要があると思う。

一時、工事書類が減ったものの、最近になってまた増えてきたと感じる。（若手経

営者） 

〇メールの活用等により楽になり、昔に比べて、時間外労働は減ったと感じる。（監

理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇長時間労働については、５年ぐらい県と協議して書類の簡素化を進め、国発注工事では 80 種

類ほどの工事書類があるところ、県発注工事では 70 種類ほどに減らしている。発注者との打

合せも、段階ごとに行っていたものから定期的な実施に変更し、資料のボリュームも３割く

らいに削減した。今後は ASP など ICT 技術を導入して、長時間労働の改善を図るべき。 

〇令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」をはじめとする

働き方改革については、令和元年（2019 年）から協会主催のもと講習会を行っている。企業

の皆さんには一通り講習会を聞いていただいたので、今年はアンケートを実施して、改革へ

の対応状況を調査したいと考えている。 

 

（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

 若手は、賃金、休暇、やりがいの順に求めており、担い手を確保するためには、

大変な仕事に見合う高い給料や週休２日制のさらなる拡大が必要。 

 建設業の魅力は「ものづくり」であり、ほかの業界と比べて、現場を一から担当

して竣工させることに達成感とやりがいがある。 

建設業は夢のある仕事だとは思うが、事故発生時の罰則など全体的に締め付けが

厳しすぎてリスクが高く、好きでないとできない仕事になっている。 

外国人労働者については、安い労働力として受け入れるというよりも、本当に仕

事ができる人材を日本人並みの給料を支払って求めるほうが、受け入れやすい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇若手に入社してもらうためには、給料が高い方が良い。仕事が大変であっても、

それに見合った給料をもらえれば、建設業から離職する人が減るのではないか。

（若手技術者、監理技術者） 

〇建設業は「ものづくり」であり、ほかの業界と比べて、現場を一から担当して竣

工させることに達成感とやりがいがある。（若手技術者） 

〇建設業は夢のある仕事だとは思うが、事故発生時の罰則など全体的に締め付けが

厳しすぎてリスクが高く、好きでないとできない仕事になっている。（若手経営者） 

〇安い労働力として外国人を受け入れるというよりも、本当に仕事ができる人材を

日本人並みの給料を支払って求める方向ではないかと思う。その方が外国人労働
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者を受け入れやすいと思う。（若手経営者） 

〇外国人労働者は、日本と文化が違うので行動パターンがわかりづらく、事故が発

生するリスクを抱えているので、本当は雇いたいが雇いづらいというのが実情で

ある。なお、建設会社の外国人労働者に対し、発注者側が好意的に対応してくれ

るかそうでないかで、外国人労働者が仕事をしやすいかどうかが大きく変わって

くる。（若手経営者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇若手が建設業に入職するときに何が重要かというアンケートでは、１.賃金、２．休暇、３．

やりがい、となっており、週休２日制については今後かなり取り組んでいくことになる。平

成 30 年度（2018 年度）と比較すると、昨年度（2019 年度）は週休２日制に取り組む工事が

2.6 倍になっている。 

〇県内企業のおよそ７割が、技術者や技能労働者の不足を感じている。ただし、徐々に就業率

や定着率が向上してきている。 

〇近年、災害が頻発しており、県民の安全・安心な生活を守っているのは建設業、との触れ込

みで若者に対して入職を勧めている。ここのところ、災害により建設業に対する見方が相当

変わってきている。 

〇外国人労働者については、建設業法や労働安全衛生法の基準が厳しい中で、言葉の問題や安

全管理の感覚の違いから、会員企業からは雇用に消極的な声が聞かれる。 

〇真面目に技術を習得したいと思っている外国人もおられ、将来、海外展開する際の人材とし

て期待されるが、外国人労働者の採用は手控える傾向はある。 

 

（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

ICT 施工では、建機、測量、データ変換にコストがかかる。例えば、請負金額で

あれば１億円以上、工事内容であれば土工事で 5,000 ㎥以上のように、一定規模以

上の工事でないと、ICT 施工で利益を確保するのが難しい。また、現場の条件によ

っては ICT 施工に向かないものもある。 

県や市町村発注工事の場合、ICT 活用に適した工事は少ない。 

ICT 建機の性能は非常に高く、人手不足にも効果的なので、コストが下がってく

れば、ICT に取り組む企業が増えるのではないか。 

簡易型 ICT 活用工事は、測量からデータ納品までの５段階のうち、ICT を活用し

なくてよい段階があるので受注者にとってはありがたい。 

ICT が広く活用されていくためには、使用するソフトが統一されること、受注段

階ですでに３次元設計データがあることなどが必要である。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇例えば、請負金額であれば１億円以上、工事内容であれば土工事で 5,000 ㎥以上

のように、一定規模以上の工事でないと ICT 施工で利益を確保するのが難しい。

県や市町村発注工事の場合、こうした規模の工事は少ない。工事の内容によって

も、その適否は分かれる。（若手経営者、監理技術者、若手技術者） 

〇土量の多い現場では ICT 施工はたいへん便利ではあるが、「何万㎥以上は ICT 施

工を必須とする」というような単純な基準ではなく、現場の条件を勘案して ICT
施工の適否を判断すべきではないか。（監理技術者） 

〇ICT 建機の性能は非常に高い。人手不足にも効果的で、ICT 自体はとても素晴ら
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しいものである。（若手経営者） 

〇ICT の施工では、建機、測量、データ変換にコストがかかる。ICT 建機などのコ

ストが下がってくれば、ICT に取り組む企業が増えるのではないか。（若手経営

者） 

〇ICT を活用すると施工には人手がかからないが、作業が正しく行われているか確

認作業に人手がかかることもあり、一概に労働生産性が高くなるとは言えない。

（監理技術者） 

〇午後１時から３時ぐらいまでの時間帯に GPS が不調になりやすく、ICT 施工に

支障が出る。また、砂防堰堤工事のような山中の工事でも、GPS が不調になりや

すい。（若手経営者、監理技術者、若手技術者） 

〇簡易型 ICT 活用工事は、測量からデータ納品までの５段階のうち、ICT を活用し

なくてよい段階があるので受注者にとってはありがたい。（若手経営者） 

〇３次元設計データ作成のソフトに汎用性がないので、使用するソフトを統一して

くれるとありがたい。（若手経営者） 

〇受注段階ですでに３次元設計データがあり、それを引き継いで施工できるように

なれば、現場の負担がなくなる。（若手経営者、監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇県では、土工事は 1,000 ㎥、舗装工事は 3,000 ㎡以上の場合に、希望型又は指定型により ICT
施工を実施しており、昨年度（2019 年度）は全部で 1,700 件弱の工事のうち対象工事は約

190 件で、そのうち約 30 件で ICT 施工を実施した。 

〇ICT 活用は今後一挙に加速すると思われ、できるだけ早く全会員企業に ICT 活用を経験させ

ていつでも取り組める状況にしておくため、積極的に研修を行っている。これまでは主にド

ローンの操作研修を行い、令和元年（2019 年）の台風災害のときには、人が立ち入れない場

所をドローンで空撮して被災状況を把握するなど、ドローンがかなり活躍した。今後は、施

工も含めた全工程で ICT を活用できるように研修等に取り組みたい。 

〇ただし、昨年度の対象工事が約 190 件というように現状では ICT 導入のための投資に見合う

状況にはなく、ICT 建機、測量機器、解析ソフトを自社保有して行うことにはなっていない。

特に舗装の機器に関しては自社で揃えるまでの事業量はない。今後、地方の建設企業が ICT
を活用できるレベルになるためには、技術開発を進めて、簡易かつ安価に活用できるような

仕組みを考える必要がある。 

〇ICT 施工を実施しているところはほとんどレンタルで実施している。ICT 建機などの購入は、

年間受注規模を踏まえるとリスクがあり、とてもできないと思う。レンタルには必要な経費

は見てくれるが、購入するとなると、例えば舗装のレーザースキャナーは何千万円もするの

で難しいとも聞く。 

〇通常だと丁張り等に何人もの労務が必要で時間がかかるが、ICT 施工だと技術者一人いれば

すべて実施できるので、全体としては高くはないのでは、という声は聞いている。ただし、

ICT 施工では、管理基準の範囲内には入るものの多少でこぼこしている仕上がりであり、仕

上がりのきれいさは、人間のオペレーターにはかなわない状況にある、と聞いている。熟練

のオペレーターもだんだんいなくなるが、技能労働者の超一流の技能、技術を AI などを活用

して機械に覚えこませて実施させるには少し時間がかかるのではないか。ICT に向く工事と

向かない工事を仕分けする必要がある。 

〇国ではＣ等級、Ｄ等級の建設企業の ICT 活用に向けて力を入れていくということだが、具体

的なことは何も聞いていない。ただ、気が付いたら ICT 活用でないと入札できない、という

時代がすぐ来ると思うので、協会として積極的に取り組んでいこうとしているし、積極的に
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取り組んでほしいと会員企業に話している。県での ICT 施工は平成 28 年度（2016 年度）か

ら始まり、昨年度（2019 年度）まで、３件、５件、15 件、31 件と毎年度増えている状況。 

〇ICT 施工が地場の建設業まで浸透するかどうかは、工事の規模と投資の関係によると思う。

おそらく標準施工で ICT を活用しなさいという方向に進むとは思うが、そのときに赤字を生

まない工事ができるかどうかだと思う。 

〇ICT 施工が普及し、ICT 建機も量産され、製品自体も安くなり、汎用性の高いソフトも出回

れば話は大きく変わってくると思うが、現時点ではまだまだという気がしている。特に舗装

の建機は、とてもではないけれど自社で揃えられるほどの事業量まではないというのが実情。 

〇国は指定型で発注することもあり、国の直轄工事を受注している企業ほど、ICT 施工をはじ

め、様々な取り組みに積極的である。国は今年、遠隔臨場に積極的に取り組むとも聞いてい

るし、ASP の活用も含め、難しい話でもないので、それらはどんどん広がっていくと思って

いる。県においてもすぐ国に準じることになると思うので、今後は ICT 活用に重点的に取り

組む必要がある。 

〇プレキャスト化も進んでいくのではないか。地方の建設業もうかうかしていると、合板で型

枠作っている、ということがいつまでも続くと思ったら大間違いだと思っている。現に側溝

などはほとんど二次製品になっている。 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

BIM/CIM は栃木県内ではほぼ行われておらず、令和５年度（2023 年度）までに

原則適用化という国土交通省の目標はハードルが高い。 

また、BIM/CIM が原則適用化されると、ただでさえ少ない若手技術者にしわ寄せ

がきて、業務がこなせなくなるのではないかと心配である。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇BIM/CIM は栃木県内ではほぼ行われておらず、令和５年度（2023 年度）までと

いう国土交通省の目標はハードルが高いと思う。（若手経営者） 

〇CIM を土木工事で活用するのは難しいと感じる。３次元データを使って施工して

も、維持管理には活用できない気がする。（監理技術者） 

〇現状でも業務量が多いが、今後、国土交通省で BIM/CIM が原則適用化されると、

ただでさえ少ない若手技術者にしわ寄せがきて、業務がこなせなくなるのではな

いかと心配である。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇栃木県建築士事務所協会が中心となり、平成 26 年（2014 年）から全国の学生向けに BIM の

コンペ「マロニエ BIM 設計コンペティション」を開催しているが、BIM 自体の費用が高い、

手間がかかるということなので、小規模である地方の事業では、基本設計ぐらいのプレゼン

で全体の大枠を見るぐらいにしか活用できないのではないかと感じている。 

〇令和４年（2022 年）国体で使用予定である大規模な「カンセキスタジアムとちぎ」の設備工

事においては、施工管理に BIM が使われ、非常に効果があったとは聞いている。また近々学

校施設で、設計から施工まで全部 BIM で行う予定とは聞いている。 

〇CIM は全然活用事例がない。土木の構造物はシンプルであるため、建築の配管の干渉チェッ

クのようなメリットは少なく、地形、地物を見ながら全体の計画を練る時には活用できるも

のの、施工まで普及させることは難しいのではないか。また詳細設計まで適用すると相当な

お金と時間がかかるので、それに見合う地方の工事があるかということも課題である。 

〇令和５年（2023 年）に小規模工事を除いて全ての工事に BIM/CIM を適用するとする国土交
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通省の目標は、全国展開する総合建設会社は対応可能だろうが、地域の建設企業については、

もう少し簡便化する必要がある。あとは５Ｇの利用環境がしっかりとしてくればどうなのか、

ということもある。 

 

（２）－③ 施工時期の平準化 

栃木県も宇都宮市も施工時期の平準化が進んでおり、受注者としても平準化が実

感できている。一方、平準化率を達成するのが目的となり、現場で工事着手できる

条件が整っていないにもかかわらず工事を発注していることもある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇栃木県も宇都宮市も施工時期の平準化が進んでおり、受注者としても平準化が実

感できている。（若手経営者） 

〇繰越手続を行う工事も増え、以前よりも工期に余裕ができている。（若手経営者） 

〇県や市町村レベルだと、平準化率を達成するのが目的となり、現場で工事着手で

きる条件が整っていないにもかかわらず工事を発注していることがある。（若手経

営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇県の土木部局は３年ほど前から、平準化率９割を目指して積極的に取り組んでおり、現在、

８割とか８割５分ぐらいになってはいるものの、県でも農林関係等の他の部局は低く、市町

村の取り組みにいたっては全然進んでいないため、県域（県及び市町村）の平準化率は、国

土交通省資料にあるように０．５７にとどまっている。 

〇昔は農林関係の発注が１月ごろにあり、その工事が田植えの始まる前に終わり、その後に土

木の工事があるといった、大まかなローテーションがあったが、今はそれが崩れてきている

ので、国直轄工事も含め、公共事業分野全体の発注バランスを考える必要があると感じてい

る。 

〇国の直轄も県と同じように平準化に取り組んでいる。ただ、国の工事には地元企業がなかな

か手を上げない傾向があったが、最近では、国の各事務所と建設業協会の各支部で打合せを

する機会も増え、国の工事にも地元企業が手を挙げるようになってきている。 

〇平準化について、県からも会議等で話していることもあり、市町村は徐々に取り組んではい

るが、きちんと聞いてくれるところと聞いてくれないところがあるようだ。 

 

（３）女性技術者の活躍 

書類の作成・整理や、現場の写真撮影などを女性活躍の道として考えている会社も

ある。女性の技術者が産休育休後に、現場代理人や配置技術者にならないまでも、補

助的にいくつかの現場を見たり、書類を作成するなどのサブ的な立場で復帰すること

を望む会社もある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇女性技術者が産休、育休後に復帰した時、現場代理人や配置技術者にならないま

でも、補助的にいくつかの現場を見たり、書類を作成するなどのサブ的な立場で

戻ってきてもらえれば、会社としては非常にありがたい。（若手経営者） 

〇「建設ディレクター」という呼び名で、女性を書類作成の専門家として育ててい

き、その中から現場代理人になれる人が出てくるような取り組みがあるが、当社

でも書類作成専門の女性を雇用するなど、試行錯誤しながら取り組んでいる。（若
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手経営者） 

〇現場の写真撮影、書類整理、請求書のチェックなど現場を跨いで担当してもらう

ようなことも、女性活躍の道として考えている会社もある。（若手経営者） 

〇現場監督というイメージがなくハウスメーカーの営業職のイメージで建設会社に

入社し、入社後にギャップを感じる女性は多い。（若手経営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇会員全体の約２割にあたる 60 数社で、女性技術者を雇用している。一方で、女性の技能労働

者はまだ少なく、会員企業のうち 10 社程度でしか雇用していない。また、結婚後も継続的に

雇用しようという企業は少ない。結婚後も女性技術者・技能労働者が働き続けるためには、

産休や育休等の整備が不可欠である。 

〇女性技術者・技能労働者を増やすため、協会では女性の視点による現場点検などに取り組ん

でいる。更衣室やトイレの整備などは女性に配慮したものを、ということも行っている。 

〇女性技術者・技能労働者に関する根本的なことは、産休、育休への対応をきちんとしてくれ

るのか、ということではないか。民間では、女性は結婚したら退職という感覚の会社はまだ

まだ多い。 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

監理技術者の専任義務の緩和は、経営者にとってはメリットがあるが、監理技術者

にとっては負担が増えるデメリットになる。 

監理技術者が２つの現場を完全に把握することは無理があり、監理技術者補佐に指

示して現場を動かすことが必要で、監理技術者補佐に適切な人材を確保できるかどう

かが鍵となる。 

専任緩和の制度改正の内容が監理技術者にあまり理解されていない。 

 

＜代表的な意見＞ 

 〇監理技術者の専任義務の緩和は、経営者としてはありがたい。但し、監理技術者

が２つの現場を完全に把握することは無理があり、監理技術者補佐に指示して現

場を動かすことが必要である。（若手経営者） 

〇監理技術者の専任緩和が始まることは、社内で聞いたことがあった程度。（監理技

術者） 

〇専任義務の緩和がうまくいくかどうかは、しっかりとした監理技術者補佐がいる

かどうかにかかっている。人材不足の中で確保できるかどうか。（監理技術者） 

〇専任義務の緩和は会社にとってはメリットであるが、監理技術者にとっては負担

が増えるデメリットになる。（監理技術者） 

 

（５）その他 

コロナウィルス対策として、消毒や打合せ時のソーシャルディスタンスなどには取

り組んでいる。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇コロナウィルス対策として、消毒や打合せ時のソーシャルディスタンスなどには

取り組んでいる。ただし、作業内容の確認は顔を合わせてやらなければならない

し、暑い中でマスクをするのは難しい。発注者もその点は理解してくれている。

（監理技術者） 
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＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇現状、コロナウィルスによって建設現場に特別な支障が生じているということはなく、通常

のコロナウィルス対策を講じている。強いて言えば、遠隔臨場など、受発注者間の連絡体制

を整えるという話だと思う。 

〇コロナウィルス対策によって現場全体の作業効率は下がる。特に建築への影響は大きいと思

う。ソーシャルディスタンスで作業をすることなどにも取り組めば、作業効率そのものが落

ちてしまう。それらが積算に反映されるよう、国に要望活動をしていきたいと考えている。 
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３－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について、教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇女性活躍促進の現状と課題 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休、

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について、教えてください。 

等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日、長時間労働に関する現状と課題・

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聞きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

・監理技術者専任義務の緩和や主任技術者の配置義務の合理化等が行われた場合、メ

リット、デメリットとしてどのようなものがあるか教えてください。 

等 

＜若手技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉をご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？ また「新３Ｋ」など、建

設業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます
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か？ 

〇週休２日制、長時間労働 

・週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇ICT の活用 

・ICT の活用について、関心がありますか？関心がある場合、どのように取り組みた

いとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

等 
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建
機
リ
ー
ス
代
や
宿
泊
代
を
抑
え
る
た
め
、
休
み
を
減

ら
し
て
で
も
仕
事
を
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
意
向
が
働
き
、
４
週

８
休
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
元
請
企
業
は
４
週
８
休
を
達
成

で
き
れ
ば
加
点
に
な
る
の
で
、
下
請
企
業
に
な
ん
と
か
理
解
を
得
て
４

週
８
休
を
選
択
し
て
い
る
。

〇
余
裕
工
期
が
と
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
用
地
買
収
が
終
わ
っ
て
い
な

い
の
に
工
事
を
発
注
す
る
と
い
う
、
本
末
転
倒
な
こ
と
を
行
う
市
町
村

が
あ
る
。

〇
予
定
通
り
の
準
備
期
間
で
工
事
に
入
れ
る
の
は
県
発
注
工
事
で
半
分
程

度
で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
の
現
場
で
は
工
事
エ
リ
ア
に
あ
る
は
ず
の
な

い
残
土
が
大
量
に
あ
り
、
本
来
の
工
事
に
入
る
の
に
数
か
月
遅
れ
た
。

こ
う
い
う
点
も
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

〇
特
に
道
路
工
事
で
、
予
定
通
り
の
準
備
期
間
で
工
事
に
入
れ
な
い
理
由

に
、
電
柱
関
連
が
あ
る
。
発
注
者
と
電
力
会
社
で
電
柱
移
設
の
話
合
い

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
箇
所
だ
け
数
か
月
施
工
で
き
な
い
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
多
い
。
発
注
者
が
役
所
の
場
合
、
理
由
は
不
明
だ
が
特
に
動

き
が
遅
い
。

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ
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＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
A＞

・
罰
則
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
国
の
方
で
、
民
間
の
発
注
者
に
も
土
日

は
仕
事
を
さ
せ
な
い
、
と
い
う
方
針
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
土
日
は

休
み
や
す
く
な
る
。

・
発
注
者
が
あ
ら
か
じ
め
工
期
に
余
裕
を
持
た
せ
て
く
れ
て
い
る
工
事
だ

と
、
休
み
を
確
保
し
や
す
い
。

・
建
設
業
は
と
に
か
く
休
み
が
少
な
い
。
自
分
の
周
り
に
は
、
結
婚
や
子

育
て
に
不
安
を
感
じ
、
就
職
後
２
、
３
年
目
で
建
設
業
を
辞
め
、
製
造

業
に
転
職
し
た
人
が
多
い
。
ま
た
、
知
人
は
現
場
か
ら
営
業
職
に
社
内

で
転
向
し
た
が
、
大
変
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
結
局
は
別
の

業
界
に
転
職
し
た
。

・
工
期
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
技
能
労
働
者
は
日
給
制
で
、
休
み
が

増
え
る
と
そ
の
分
の
給
料
が
減
る
の
で
、
彼
ら
の
生
活
を
保
障
す
る
た

め
に
、
発
注
者
と
協
議
の
上
で
４
週
８
休
で
は
な
く
４
週
６
休
で
工
事

を
進
め
て
い
る
。

・
公
共
土
木
工
事
は
８
時
～
17
時
で
仕
事
を
す
る
が
、
建
築
系
、
民
間
系

を
担
当
す
る
と
、
１
日
に
現
場
を
い
く
つ
も
回
り
、
そ
れ
が
日
曜
日
も

続
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
き
つ
い
、
と
い
う
話
は
聞
く
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

・
技
能
労
働
者
側
は
で
き
る
だ
け
多
く
働
き
た
い
よ
う
で
、
４
週
８
休
で

は
不
満
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
あ
る
。

・
予
算
の
都
合
に
よ
り
、
年
度
末
を
工
期
末
と
し
て
、
無
理
や
り
工
期
を

短
く
設
定
し
た
工
事
が
あ
り
、
結
果
、
休
日
を
返
上
し
て
施
工
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
発
注
者
に
は
、
も
う
少
し
現
実
的
な
工
程
を
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

・
週
休
２
日
制
実
施
の
た
め
に
は
、
受
注
者
側
の
努
力
だ
け
で
な
く
、

国
、
県
の
役
所
側
の
改
革
が
ま
ず
必
要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
金
曜

日
の
夜
に
役
所
か
ら
メ
ー
ル
が
あ
り
、
月
曜
日
ま
で
に
書
類
を
作
成
す

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
と
、
土
日
も
仕
事
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ

で
受
注
者
側
に
（
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
）
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。

・
４
週
８
休
に
取
り
組
ん
で
い
る
下
請
受
注
が
主
の
企
業
は
、
あ
る
に
は

あ
る
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
元
請
企
業
が
４
週
８
休
を
求
め
た
ら
、
明
ら

か
に
不
満
を
も
ら
す
だ
ろ
う
。
元
請
企
業
と
し
て
、
４
週
６
休
は
下
請

企
業
に
対
す
る
義
理
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

・
た
と
え
ば
役
所
側
で
、
夕
方
５
時
以
降
の
メ
ー
ル
は
送
れ
な
い
よ
う
な

措
置
を
取
ら
な
い
と
無
理
で
は
な
い
か
。
当
社
で
は
、
夕
方
５
時
以
降

に
メ
ー
ル
は
見
る
な
、
と
言
っ
て
い
る
が
、
担
当
者
は
「
怒
ら
れ
る
か

ら
」
と
ど
う
し
て
も
メ
ー
ル
を
見
て
対
応
し
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と

役
所
側
も
５
時
以
降
で
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
メ
ー
ル
を
し
て
く
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
今
の
現
場
も
工
事
エ
リ
ア
に
あ
る
は
ず
が
な
い
残
土
が
大
量
に
あ
り
、

数
か
月
、
そ
の
土
工
事
に
取
り
組
ん
だ
の
で
、
本
来
の
工
事
に
入
る
の

が
数
か
月
遅
れ
た
。
予
定
通
り
の
準
備
期
間
で
工
事
に
入
れ
る
の
は
県

発
注
工
事
で
半
分
程
度
か
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
仕
事
が
遅
れ
て
い
る
場
合
、
役
所
側
も
そ
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
夕
方

メ
ー
ル
し
て
く
る
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
長
時
間
労
働
と

な
り
受
注
者
側
に
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
締
め
付
け
が
厳
し
す
ぎ

る
と
思
う
。

・
十
数
年
前
で
は
あ
る
が
、
国
土
交
通
省
の
工
事
で
は
照
査
と
い
う
名
の

設
計
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
予
定
通
り
の
準
備
期
間
で
工
事
に
入
れ

る
の
は
10
0％
な
か
っ
た
。

・
昨
年
、
週
休
２
日
制
の
工
事
で
、
途
中
に
文
化
財
の
発
掘
調
査
が
入
っ

た
た
め
、
工
期
に
余
裕
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
工
期
を
延
長

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
一
応
週
休
２
日
制
は
達
成
で
き
た
も
の

の
、
人
工
を
増
や
し
て
突
貫
工
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
書
類
の
簡
素
化
が
最
近
な
く
な
っ
て
き
て
、
ま
た
増
え
て
い
る
感
じ
を

と
て
も
受
け
て
い
る
。

・
特
に
道
路
工
事
で
、
予
定
通
り
の
準
備
期
間
で
工
事
に
入
れ
な
い
理
由

に
、
電
柱
関
連
が
あ
る
。
発
注
者
と
電
力
会
社
で
電
柱
移
設
の
話
合
い

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
箇
所
だ
け
数
か
月
施
工
で
き
な
い
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
多
い
。
発
注
者
が
役
所
の
場
合
、
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
特
に
動
き
が
遅
い
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞
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・
週
休
２
日
制
に
す
る
に
は
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
が
休
ん
で
も
相
当

の
給
料
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
務
費
を
も
っ
と
も
っ
と
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
社
会
保
険
に
入
っ
た
分
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

・
給
料
が
安
い
仕
事
は
技
能
労
働
者
は
行
わ
な
い
の
で
、
技
能
労
働
者
の

給
料
を
確
保
し
て
生
活
水
準
を
下
げ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
、
週
休
２

日
制
の
実
施
は
元
請
企
業
が
困
る
事
態
に
な
る
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
B＞

・
国
か
ら
、
建
設
業
の
従
事
者
は
皆
月
給
制
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
方

針
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
週
休
２
日
制
の
実
施
状
況
は
か
な
り
変
わ

る
と
思
う
。

・
同
じ
発
注
者
（
栃
木
県
）
の
同
じ
部
署
が
発
注
し
た
場
合
で
も
、
あ
る

工
事
で
は
工
期
に
余
裕
が
あ
っ
て
休
み
を
確
保
し
や
す
い
の
に
、
別
の

工
事
で
は
工
期
に
余
裕
が
な
い
た
め
に
土
日
も
出
勤
し
、
時
間
外
労
働

を
行
っ
て
で
も
工
期
に
間
に
合
わ
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
他
の

関
連
工
事
が
遅
れ
た
た
め
に
、
当
方
が
工
事
に
着
手
で
き
た
の
が
４
か

月
遅
れ
た
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
。

・
４
週
８
休
を
実
施
す
る
場
合
に
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
日
給
制
の
技
能

労
働
者
の
給
料
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
彼

ら
を
社
員
と
し
て
雇
っ
た
場
合
、
会
社
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
の
よ
う
に
、
実
質
工
期
が
短
く
て
済
む
よ
う
な
現

場
で
あ
れ
ば
、
下
請
企
業
で
あ
っ
て
も
４
週
８
休
に
取
り
組
み
や
す
い

の
で
は
な
い
か
。

・
書
類
を
減
ら
さ
な
い
か
ぎ
り
、
週
休
２
日
制
は
実
施
で
き
な
い
。
検
査

の
際
に
所
定
の
資
料
以
外
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
長
時
間
労
働

を
招
く
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
。

・
基
本
的
に
工
期
に
そ
れ
ほ
ど
余
裕
は
な
い
。

・
金
額
の
小
さ
い
工
事
に
つ
い
て
は
、
書
類
の
簡
素
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
経
緯
は
あ
る
が
、
検
査
の
時
に
「
電
子
デ
ー
タ
で
は
わ
か
り

づ
ら
い
か
ら
紙
で
印
刷
し
て
き
て
く
れ
」
と
い
う
要
望
は
あ
る
。
担
当

者
に
よ
り
け
り
で
は
あ
る
が
。

・
昔
に
比
べ
れ
ば
技
能
労
働
者
の
労
務
費
単
価
を
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
の
、
技
能
労
働
者
が
週
２
日
休
ん
で
も
い
い
と
思
う
ま
で
さ
ら

に
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
の
が
希
望
で
あ
る
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

・
週
休
２
日
制
は
日
給
制
で
働
く
下
請
の
技
能
労
働
者
の
問
題
が
あ
り
、

俺
は
出
て
給
料
を
確
保
し
た
い
と
い
う
人
が
い
る
の
は
現
実
。
国
か

ら
、
建
設
業
の
従
事
者
は
皆
月
給
制
に
し
て
い
く
と
い
っ
た
よ
う
な
方

針
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
現
状
を
改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
日
給
制
の
方
が
い
な
い
と
週
休
２
日
制
は
か
な
り
や
り
や
す
い

と
思
う
。

・
希
望
型
工
事
で
４
週
８
休
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
山
奥
の

砂
防
工
事
と
い
う
現
場
の
性
質
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
地
で
の

工
事
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
標
準
工
期
で
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
工

期
が
全
く
足
り
ず
、
４
週
８
休
は
維
持
で
き
た
が
、
非
常
に
大
変
だ
っ

た
。
発
注
者
は
「
標
準
工
期
が
取
れ
て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
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・
実
際
、
社
員
の
福
利
厚
生
を
あ
げ
る
た
め
に
と
い
う
理
由
で
は
あ
る

が
、
技
能
労
働
者
を
月
給
制
に
移
行
し
た
会
社
も
あ
る
。

・
下
請
企
業
は
、
建
機
の
リ
ー
ス
代
や
、
遠
方
か
ら
作
業
員
が
来
て
い
る

場
合
は
宿
泊
代
が
か
か
る
の
で
、
休
み
を
減
ら
し
て
で
き
る
だ
け
早
く

仕
事
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
考
え
る
。
一
方
で
、
我
々
元
請
企
業
は
、
４

週
８
休
を
達
成
で
き
れ
ば
加
点
に
な
る
の
で
、
４
週
８
休
で
実
施
し
た

い
。
結
局
、
４
週
８
休
で
下
請
企
業
に
納
得
し
て
も
ら
う
も
の
の
、
下

請
企
業
は
だ
い
た
い
４
週
６
休
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
休
み
が
多
い

と
い
う
の
は
彼
ら
に
と
っ
て
厳
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

・
民
間
工
事
、
特
に
工
場
な
ど
で
の
工
事
で
は
製
造
ラ
イ
ン
の
止
ま
る
休

日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
。
経
営
者
側
の
会
社
全
体

の
利
益
確
保
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
公
共
工
事
で
週
休
２
日
制
を
行
っ

て
も
人
手
不
足
の
現
状
な
の
で
、
土
日
に
は
民
間
工
事
の
現
場
に
行
っ

て
も
ら
い
た
く
思
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
土
日
は
メ
ー

カ
ー
も
商
社
も
休
み
で
材
料
が
手
に
入
ら
な
い
の
で
施
工
は
不
可
能
に

し
て
し
ま
う
な
ど
、
受
注
者
、
発
注
者
、
材
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
建
設
関

連
産
業
が
一
体
と
な
っ
て
皆
で
土
日
は
休
む
よ
う
に
意
識
を
切
り
替
え

る
取
り
組
み
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

・
今
は
余
裕
工
期
が
と
れ
る
の
で
、
そ
の
分
を
見
越
し
て
用
地
買
収
が
終

わ
っ
て
い
な
い
の
に
市
町
村
が
工
事
を
発
注
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
物
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
末
転
倒
な
の
で
、
国
、
県
か
ら

よ
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

(１
)ー
②
長
時
間
労
働
（
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
へ
の
準
備
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
経
営
者
側
で
従
業
員
の
業
務
量
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
行
政
の
方
か
ら
も
業
務
量
を
減
ら
す
よ
う
に
、
よ
り
強
く
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

〇
昔
に
比
べ
て
、
時
間
外
労
働
は
減
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

〇
書
類
作
成
が
長
時
間
労
働
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
現
場
や
発
注
者
に

よ
っ
て
は
、
必
要
性
に
疑
問
が
あ
る
書
類
も
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〇
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、
令
和
６
年
度
(2
02
4年
度
）
に
建
設

業
関
係
も
罰
則
付
き
時
間
外
労
働
上
限
規
制
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
出
席
者
全
員
が
知
ら
な
か
っ
た
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
A＞

・
時
間
外
労
働
を
減
ら
す
に
は
人
的
な
補
充
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

例
え
ば
１
人
で
見
て
い
る
現
場
を
２
人
で
見
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
の

方
法
は
あ
る
も
の
の
、
費
用
も
か
か
る
し
、
取
れ
る
現
場
も
取
れ
な
く

な
る
の
で
、
人
的
な
補
充
を
取
る
の
は
難
し
い
。
そ
う
す
る
と
取
れ
る

方
法
は
業
務
量
を
減
ら
す
こ
と
と
な
る
。

・
昔
に
比
べ
て
、
時
間
外
労
働
は
減
っ
た
と
感
じ
る
。

・
当
社
で
は
、
IC
T活
用
に
注
力
す
る
こ
と
や
外
注
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
経
営
者
側
で
従
業
員
の
業
務
量
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
行
政
の
方
か
ら
も
業
務
量
を
減
ら
す
よ
う
に
、
よ
り
強
く
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

・
周
り
で
舗
装
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
、
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い

る
。

・
一
時
、
工
事
書
類
が
減
っ
た
も
の
の
、
最
近
に
な
っ
て
ま
た
増
え
て
き

た
と
感
じ
る
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

・
発
注
者
と
の
打
合
せ
の
と
き
に
、
昔
は
資
料
を
紙
で
持
っ
て
い
っ
て
い

た
が
、
こ
こ
数
年
は
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
で
済
む
こ
と
が
増
え
た
。

書
類
提
出
も
月
２
回
の
定
例
報
告
で
済
み
、
も
の
す
ご
く
楽
に
な
っ
て

い
る
。

・
当
社
で
は
AS
Pは
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
。

・
現
場
作
業
だ
け
で
な
く
書
類
作
成
も
あ
り
、
書
類
作
成
に
か
な
り
時
間

を
要
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
長
時
間
労
働
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
現
場
や
発
注
者
に
よ
っ
て
、
提
出
す
る
書
類
の
規
模
な
ど
に
差
が
あ

り
、
必
要
性
に
疑
問
を
感
じ
る
書
類
も
あ
る
。

(１
)ー
③
担
い
手
確
保
・
建
設
業
の
魅
力

<
意
見
の
概
要
＞

〇
事
故
発
生
時
の
罰
則
な
ど
、
建
設
業
は
全
体
的
に
締
め
付
け
が
厳
し
す

ぎ
て
リ
ス
ク
が
高
い
。
建
設
業
は
、
夢
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
う
が
、
好

き
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

〇
若
手
に
入
社
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
給
料
が
高
い
方
が
良
い
。
今
後

も
労
務
単
価
を
改
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〇
仕
事
が
大
変
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
給
料
を
も
ら
え
れ
ば
、

建
設
業
か
ら
離
職
す
る
人
が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
安
い
労
働
力
と
し
て
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
本
当
に

仕
事
が
で
き
る
人
材
を
日
本
人
並
み
の
給
料
を
支
払
っ
て
求
め
る
方
向

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
方
が
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
や
す
い

と
思
う
。

〇
年
配
社
員
が
多
い
中
、
彼
ら
と
の
関
係
に
悩
み
、
辞
め
る
若
手
が
多

い
。

〇
外
国
人
労
働
者
は
、
日
本
と
文
化
が
違
う
の
で
行
動
パ
タ
ー
ン
が
わ
か

り
づ
ら
く
、
事
故
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
本
当
は

雇
い
た
い
が
雇
い
づ
ら
い
と
い
う
の
が
実
情
。
な
お
、
外
国
人
労
働
者

に
対
し
、
発
注
者
側
が
好
意
的
に
対
応
し
て
く
れ
る
か
そ
う
で
な
い
か

で
、
外
国
人
労
働
者
が
仕
事
を
し
や
す
い
か
ど
う
か
が
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
。

〇
建
設
業
は
「
も
の
づ
く
り
」
で
あ
り
、
ほ
か
の
業
界
と
比
べ
て
、
現
場

を
一
か
ら
担
当
し
て
竣
工
さ
せ
る
こ
と
に
達
成
感
と
や
り
が
い
が
あ

る
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

・
最
後
ま
で
完
全
に
勤
め
て
く
れ
る
前
提
で
な
け
れ
ば
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
は
難
し
い
。
例
え
ば
３
年
間
ぐ
ら
い
の
勤
務
だ
と
、
や
っ

と
文
化
に
慣
れ
て
仕
事
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
時
に
帰
国
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
と
な
る
。

・
近
年
、
新
人
が
１
～
２
年
に
１
人
入
社
し
て
く
る
が
、
半
分
ぐ
ら
い
は

転
職
、
離
職
し
て
し
ま
う
。
ま
た
採
用
に
空
白
の
期
間
が
あ
り
、
30
代

の
中
堅
層
が
い
な
い
。

・
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
重
機
が
好
き
で
、
工
業
高
校
卒
業
後
に
建
設
業
界

に
入
職
し
た
。

・
例
え
ば
工
場
の
仕
事
だ
と
単
一
作
業
な
の
で
少
し
の
時
間
で
す
ぐ
に
慣

れ
て
労
働
力
と
し
て
非
常
に
活
躍
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
建
設
業

で
は
日
々
現
場
の
状
況
が
変
わ
る
な
か
で
の
仕
事
な
の
で
、
短
時
間
で

労
働
力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
し
、
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

・
就
職
活
動
で
求
人
票
を
見
た
と
き
に
、
給
料
や
休
暇
の
条
件
に
つ
い
て

は
、
下
請
受
注
が
主
の
企
業
よ
り
も
元
請
受
注
が
主
の
企
業
の
ほ
う
が

よ
く
、
後
者
に
該
当
す
る
当
社
に
入
社
し
た
。

・
安
い
労
働
力
と
し
て
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
本
当
に

仕
事
が
で
き
る
人
材
を
求
め
る
方
向
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
、
日
本
人
並
み
の
給
料
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
。
そ
の
方
が
受
け

入
れ
や
す
い
と
思
う
。

・
工
業
高
校
の
ク
ラ
ス
で
建
設
業
界
に
進
ん
だ
人
は
、
40
人
中
半
分
も
い

な
か
っ
た
。

・
若
手
に
入
社
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
給
料
が
高
い
方
が
良
い
。
休
み

も
大
事
だ
が
給
料
が
安
い
と
入
っ
て
こ
な
い
。
労
務
単
価
は
上
が
っ
て

き
て
い
る
が
、
会
社
が
内
部
留
保
で
と
っ
て
い
る
面
も
あ
り
、
支
払
わ

れ
る
給
料
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
も
改
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

・
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
は
、
建
設
業
界
に
入
る
ま
で
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
。
重
機
が
好
き
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
３
Ｋ
は
そ
こ

ま
で
実
感
し
て
い
な
い
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
Ａ
＞

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
A＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
B＞
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

・
外
国
人
労
働
者
は
、
日
本
と
文
化
が
違
う
の
で
、
行
動
パ
タ
ー
ン
が
わ

か
り
づ
ら
く
、
そ
れ
で
事
故
が
発
生
し
て
、
点
数
が
下
が
っ
た
り
指
名

停
止
に
な
る
の
は
嫌
な
の
で
、
雇
用
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
る
。
安
全
上
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
本
当
は
雇
用
し
た
い
け
れ
ど
雇

用
し
づ
ら
い
と
い
う
状
況
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
と
、

役
所
に
嫌
が
ら
れ
る
と
い
う
面
も
あ
る
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

・
建
設
業
は
、
夢
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
う
。
逆
に
、
好
き
で
な
い
と
で
き

な
い
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

・
休
暇
の
多
さ
や
資
格
取
得
を
売
り
に
し
て
新
規
採
用
職
員
を
募
集
し
て

い
る
が
、
入
っ
て
来
な
い
。
ま
た
せ
っ
か
く
入
社
し
て
も
、
資
格
を
取

る
だ
け
取
っ
て
辞
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。

・
鉄
道
工
事
な
ど
で
は
、
夜
勤
も
あ
り
、
昼
夜
連
続
で
働
い
た
ら
大
変
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
給
料
を
も
ら
え
て
い
れ
ば
、
辞
め
な
い

の
で
は
な
い
か
。

・
当
社
で
は
、
年
に
２
度
、
仕
事
の
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
査
定
し

て
半
期
ご
と
に
給
料
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。

・
建
設
業
は
、
ま
だ
「
新
３
Ｋ
」
で
は
全
然
な
く
て
、
今
も
な
お
「
３

Ｋ
」
の
職
場
。
夏
や
冬
の
現
場
条
件
は
相
当
厳
し
い
が
、
室
内
の
環
境

の
良
い
職
場
で
働
い
て
い
る
人
の
方
が
給
与
は
良
い
と
感
じ
る
。
し
た

が
っ
て
若
い
人
材
が
入
っ
て
こ
な
い
。

・
30
代
以
下
の
若
手
が
少
な
く
、
50
、
60
代
の
職
員
が
多
く
、
高
齢
化
が

進
行
し
て
お
り
、
担
い
手
の
確
保
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

・
役
所
と
建
設
企
業
が
若
手
入
職
者
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
建
設
企
業
で
技
術
者
を
育
て
て
も
、
役
所
に
転
職
し
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
役
所
は
給
料
も
福
利
厚
生
も
民
間
よ
り
い
い
し
、
潰
れ
る

こ
と
も
な
い
。

・
IC
Tに
つ
い
て
は
す
ご
い
機
械
だ
な
と
は
思
っ
て
も
、
そ
こ
に
興
味
を

持
っ
て
入
っ
て
く
る
若
い
人
も
い
な
い
。

・
20
代
の
職
員
と
40
～
50
代
の
職
員
と
の
間
に
温
度
差
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
。
20
代
は
根
本
的
な
縦
社
会
や
常
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
40
～

50
代
は
若
手
の
考
え
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

・
建
設
業
界
で
は
、
労
働
災
害
や
現
場
で
の
不
具
合
に
対
す
る
建
設
会
社

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
半
端
な
く
厳
し
く
、
個
人
に
対
し
て
も
例
え

ば
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
監
督
者
に
数
十
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
就
職
し
て
み
よ
う
と

思
わ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
C＞

・
入
社
前
は
現
場
作
業
が
メ
イ
ン
だ
と
思
っ
て
い
て
、
業
務
内
容
や
給
与

に
つ
い
て
、
知
ら
な
い
ま
ま
入
っ
た
。
入
社
す
る
と
大
変
だ
と
感
じ
る

こ
と
は
多
い
が
、
こ
れ
が
仕
事
だ
と
割
り
切
っ
て
や
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
。

・
当
社
で
は
２
年
前
に
ベ
ト
ナ
ム
人
２
名
を
代
理
人
と
し
て
働
い
て
も
ら

う
た
め
に
雇
っ
た
の
で
、
外
国
人
労
働
者
と
い
う
よ
り
、
普
通
の
一
般

社
員
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
家
賃
も
負
担
し
て
い
る
の
で
、
日
本
人
以

上
の
好
待
遇
に
し
て
い
る
。

・
50
代
、
60
代
の
社
員
が
多
い
中
、
彼
ら
と
の
人
間
関
係
や
給
与
の
低
さ

で
辞
め
る
若
手
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
人
間
関
係
や
待
遇
を
改
善

で
き
れ
ば
、
若
手
の
入
職
者
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

・
昨
年
、
市
の
工
事
を
、
課
長
が
横
で
完
全
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
で
ベ

ト
ナ
ム
人
に
現
場
代
理
人
を
任
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
結
構
き
ち
ん
と
実

施
し
て
お
り
、
現
在
、
２
本
目
の
現
場
も
実
施
し
て
い
る
。

・
週
休
２
日
制
の
実
施
に
向
け
て
発
注
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
広
ま
る
こ
と
や
、
給
料
面
が
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と

も
、
若
手
の
入
職
者
が
増
え
る
た
め
に
は
大
切
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
B＞
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・
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
人
に
用
件
を
電
話
で
話
し
た
ら
、
同
じ
内
容
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
課
長
に
も
電
話
し
て
く
れ
た
り
、
市
の
担
当
者
が
好
意
的

に
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

・
建
設
業
は
「
も
の
づ
く
り
」
で
あ
り
、
ほ
か
の
業
界
と
比
べ
て
、
現
場

を
一
か
ら
担
当
し
て
竣
工
さ
せ
る
こ
と
に
達
成
感
と
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

・
そ
れ
で
も
や
は
り
日
本
語
の
問
題
が
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
契
約
で
は
３

年
は
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
残
っ
て
く

れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
代
理
人
の
責
務
が
大
き
す
ぎ
る
と
思
う
。
給
与
が
製
造
業
よ
り
も
低
い

な
か
で
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
事
故
が
発
生
し
て
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
リ

ス
ク
が
あ
り
、
そ
う
い
う
状
況
で
は
若
い
人
は
入
職
し
な
い
と
思
う
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
面
が
あ
る
け
れ
ど
、
き
つ
い
と
思
う
。

・
建
設
業
に
携
わ
る
人
は
事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
安
全
対
策
を

実
施
し
て
い
な
い
者
が
事
故
の
発
生
に
よ
り
発
注
者
に
怒
ら
れ
る
の
は

仕
方
が
な
い
と
は
思
う
け
ど
、
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
て
も
事
故
は

起
こ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
発
注
者
に
も
理
解
し
て
ほ
し
い
。

・
我
々
建
設
業
は
、
昔
は
技
術
者
の
社
会
的
地
位
が
高
く
、
工
事
中
に
近

隣
か
ら
感
謝
さ
れ
、
休
憩
時
間
に
は
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
近
年
、
特
に
公
共
工
事
に
お
い
て
は
「
う
る
さ

い
、
邪
魔
だ
」
な
ど
の
苦
情
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
場
合
に
よ
っ
て

は
非
協
力
的
な
住
民
等
へ
の
対
応
に
現
場
サ
イ
ド
が
非
常
に
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
り
、
顧
客
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
業
や
良
い
製
品

を
つ
く
れ
ば
世
に
広
く
認
め
ら
れ
る
製
造
業
の
よ
う
な
、
『
感
謝
の
言

葉
を
も
ら
う
』
『
評
価
さ
れ
る
』
機
会
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
起
因
し
て
、
我
々
業
界
で
働
く
職
員
の
『
人
の
持
つ
金
銭

的
欲
求
だ
け
で
な
い
、
社
会
的
欲
求
』
の
満
足
感
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
も
若
手
の
入
職
者
が
少
な
い
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(２
)「
i-C
on
st
ru
ct
io
n」
の
推
進

(２
)ー
①
IC
Tの
活
用
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<
意
見
の
概
要
＞

〇
IC
T建
機
の
性
能
は
非
常
に
高
い
。
人
手
不
足
に
も
効
果
的
で
、
IC
T自

体
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

〇
詳
細
設
計
の
段
階
で
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
て
い
て
座
標
が

あ
っ
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
着
工
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

〇
長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
に
、
IC
T活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

〇
IC
Tの
施
工
で
は
、
建
機
、
測
量
、
デ
ー
タ
変
換
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

IC
T建
機
な
ど
の
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
く
れ
ば
、
IC
Tに
取
り
組
む
企
業

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
請
負
金
額
が
１
億
円
以
下
の
工
事
で
は
、
IC
T施
工
で
利
益
を
確
保
す
る

の
が
困
難
で
あ
る
。

〇
IC
T建
機
を
使
え
ば
、
丁
張
り
を
行
わ
な
い
の
で
、
IC
T建
機
の
中
で
の

作
業
の
み
で
あ
れ
ば
熱
中
症
対
策
に
も
な
る
。
ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
も
含

め
、
現
場
の
技
能
労
働
者
は
IC
T活
用
に
肯
定
的
な
声
が
多
い
。

〇
IC
Tの
担
当
部
門
を
各
社
が
つ
く
り
、
専
門
社
員
が
IC
Tを
担
当
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
IC
Tの
普
及
が
加
速
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
若
い
技

術
者
も
IC
Tに
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
「
楽
に
な
る
」
と
感
じ
て
い
る

し
、
や
り
方
を
覚
え
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
う
。

〇
土
量
の
多
い
現
場
で
は
IC
T施
工
は
た
い
へ
ん
便
利
で
は
あ
る
が
、
「
何

万
㎥
以
上
は
IC
T施
工
を
必
須
と
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
基
準
で

は
な
く
、
現
場
の
条
件
を
勘
案
し
て
IC
T施
工
の
適
否
を
判
断
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

〇
IC
T施
工
は
費
用
が
高
く
、
県
内
だ
と
こ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
工
事
が
少

な
い
。

〇
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
は
、
測
量
か
ら
デ
ー
タ
納
品
ま
で
の
５
段
階
の
う

ち
IC
T活
用
を
し
な
く
て
よ
い
段
階
が
あ
る
の
で
、
受
注
者
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
。

〇
IC
Tを
活
用
す
る
と
施
工
に
は
人
手
が
か
か
ら
な
い
が
、
作
業
が
正
し
く

行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
作
業
に
人
手
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
一
概
に

労
働
生
産
性
が
高
く
な
る
と
は
言
え
な
い
。

〇
午
後
１
時
か
ら
３
時
ぐ
ら
い
ま
で
の
時
間
帯
に
G
PS
が
不
調
に
な
り
や

す
く
、
IC
T施
工
に
支
障
が
出
る
。

〇
例
え
ば
、
請
負
金
額
で
あ
れ
ば
１
億
円
以
上
、
工
事
内
容
で
あ
れ
ば
土

工
事
で
5,
00
0㎥
以
上
の
よ
う
に
、
一
定
規
模
以
上
の
工
事
で
な
い
と
、

IC
T施
工
で
利
益
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
。
県
や
市
町
村
発
注
工
事
の

場
合
、
こ
う
し
た
規
模
の
工
事
は
少
な
い
。
工
事
の
内
容
に
よ
っ
て

も
、
そ
の
適
否
は
分
か
れ
る
。

〇
３
次
元
起
工
測
量
は
土
量
の
照
査
に
使
用
す
る
だ
け
な
の
で
、
費
用
も

相
当
か
か
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
実
施
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。

〇
建
設
会
社
が
IC
T活
用
を
内
製
化
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
１
年
に

国
土
交
通
省
の
発
注
工
事
を
５
現
場
以
上
受
注
し
て
い
る
な
ど
、
継
続

的
な
受
注
が
見
通
せ
な
い
と
内
製
化
は
で
き
な
い
。
見
通
せ
な
い
企
業

は
、
IC
T施
工
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
外
注
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

外
注
費
用
が
高
い
。

〇
県
発
注
工
事
で
は
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
費
用
を
ど
れ

だ
け
認
め
て
く
れ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

〇
遊
水
地
、
調
整
池
、
河
道
、
法
面
、
草
地
な
ど
、
現
場
条
件
に
よ
っ
て

IC
T施
工
が
困
難
な
場
所
が
あ
る
。
ま
た
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
、
G
PS
に

不
具
合
が
生
じ
る
と
き
が
あ
る
の
で
、
仕
上
が
り
の
精
度
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
工
事
が
向
い
て
い
る
と
思
う
。

〇
一
度
IC
Tを
使
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
慣
れ
る
の
で
、
発
注
者
指
定
型
に
よ

り
IC
Tを
使
う
よ
う
に
指
示
を
受
け
、
全
て
強
制
的
に
で
も
IC
Tを
使
っ

て
み
た
ほ
う
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

〇
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
の
ソ
フ
ト
に
汎
用
性
が
な
い
の
で
、
使
用
す

る
ソ
フ
ト
を
統
一
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。

〇
県
内
で
IC
T建
機
を
自
社
で
保
有
し
て
い
る
会
社
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
自

社
も
IC
T施
工
を
実
施
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
IC
Tを
内
製
化
し
て
い

き
た
い
が
、
ま
だ
建
機
や
機
器
が
改
良
さ
れ
て
い
る
途
中
だ
と
思
う
の

で
、
今
、
内
製
化
す
る
の
は
時
期
尚
早
だ
と
考
え
て
い
る
。

〇
受
注
段
階
で
す
で
に
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い

で
施
工
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
現
場
の
負
担
が
な
く
な
る
。

〇
砂
防
堰
堤
工
事
の
よ
う
な
山
中
の
工
事
は
G
PS
が
不
調
と
な
る
た
め
、

IC
T施
工
は
ま
だ
無
理
で
は
な
い
か
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
A＞
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・
5,
00
0㎥
以
上
の
工
事
で
な
い
と
IC
T施
工
は
採
算
が
合
わ
ず
手
が
出
な

い
。

・
造
成
工
事
(約
1,
00
0㎡
)を
IC
Tで
施
工
し
た
が
、
丁
張
り
を
一
本
も
か
け

な
く
て
も
き
れ
い
に
施
工
で
き
、
出
来
形
管
理
ま
で
簡
単
に
で
き
た
。

た
だ
し
、
今
回
の
工
事
は
現
場
が
楕
円
形
だ
っ
た
の
で
、
堤
防
工
事
等

の
直
線
的
な
現
場
に
比
べ
て
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
が
非
常
に

大
変
で
、
JV
の
職
員
が
作
成
に
１
か
月
ほ
ど
か
か
っ
た
。
こ
れ
を
外
注

に
す
る
と
と
ん
で
も
な
い
金
額
に
な
る
。

・
当
社
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
駆
使
し
、
お
金
を
か

け
て
で
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
を
導
入
し
て
労
働
時
間
を
減
ら
そ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
当
社
は
IC
T施
工
の
経
験
が
な
く
、
経
営
者
の
立
場
と
し
て
は
IC
T施
工

に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
い
う
考
え
は
あ
る
が
、
2,
00
0㎥
程
度
の
規
模

で
は
現
場
の
技
術
者
か
ら
は
「
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見

が
出
て
い
る
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
は
２
次
元
の
CA
D
か
ら
起
こ
し
た
が
、
修
正
に

修
正
を
重
ね
た
図
面
だ
っ
た
の
で
、
何
本
も
線
が
あ
っ
て
、
ど
れ
が
最

終
の
線
な
の
か
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
必
要
だ
っ
た
こ

と
や
、
JV
の
職
員
も
初
め
て
で
い
ろ
い
ろ
と
電
話
で
聞
き
な
が
ら
実
施

し
た
の
で
、
大
変
で
あ
っ
た
。

・
IC
T活
用
が
始
ま
っ
た
頃
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
社
員
に
社
内
の
IC
T

専
門
と
し
て
働
い
た
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
て
の
現
場
で
IC
Tを

活
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
非
効
率
だ
っ
た
の
で
、
結
局
は
ま
た
現

場
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
建
機
と
か
パ
ソ
コ
ン
と
か
自
社
で
揃
え
て
実
施
し
て
い
る
と
い
う
会
社

は
、
な
い
こ
と
は
な
い
。
IC
T施
工
を
売
り
に
し
て
い
く
、
と
い
う
会
社

も
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
。
下
請
受
注
が
主
の
企
業
で
も
そ
う
い
う
切
り

替
え
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
JV
の
職
員
も
「
今
度
か
ら
自
分
で
で
き
る
」
と
話
し
て
い
る
の
で
、
３

次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
は
一
度
実
施
さ
え
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
慣
れ
る

と
思
う
。

・
IC
T活
用
を
試
し
て
み
て
も
続
か
な
い
と
い
う
の
は
、
お
金
の
問
題
が
大

き
い
。

・
仮
に
詳
細
設
計
の
段
階
で
３
次
元
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
の
座
標
が
正
確

で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
着
工
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
B＞

・
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
は
あ
り
が
た
い
。
測
量
か
ら
デ
ー
タ
納
品
ま
で
の

５
段
階
の
「
全
部
は
IC
Tを
活
用
し
な
く
て
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
ル
が
一
段
下
が
る
分
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と
思
う
。
機
械
施

工
が
な
く
な
る
だ
け
で
も
違
う
と
思
う
し
、
３
次
元
デ
ー
タ
作
成
も
難

し
い
の
で
。

・
県
発
注
工
事
は
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
見
積
費
用
を
ど

れ
だ
け
認
め
て
く
れ
る
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
見
積
も
り
を
出
し
て

い
る
が
、
ま
だ
答
え
が
出
て
い
な
い
。

・
当
社
で
は
、
最
近
、
IC
Tの
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
ド
ロ
ー
ン

を
購
入
し
、
一
括
し
て
IC
T活
用
で
施
工
す
る
と
い
う
取
り
組
み
が
は
じ

ま
っ
た
。
残
土
計
算
が
不
要
だ
っ
た
り
、
丁
張
り
が
省
け
た
り
、
熱
中

症
対
策
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
技
能
労
働
者
か
ら
も
IC
Tの
導
入
に
は
肯

定
的
な
意
見
が
聞
か
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
人
件
費
、
材
料
費
の
削
減
や
、
作
業
時
間
の
短
縮
な
ど
た

く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

・
県
内
で
IC
T建
機
を
自
社
で
保
有
し
て
い
る
会
社
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
レ
ン
タ
ル
に
し
て
も
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
単
価
が
あ
る

程
度
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
ペ
イ
す
る
が
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
は
か
な
り

高
い
。
た
だ
、
丁
張
り
一
本
も
か
け
な
い
で
法
面
を
切
っ
て
い
る
姿
を

見
る
と
高
い
の
は
わ
か
る
気
が
す
る
。

・
IC
T建
機
で
作
業
を
し
て
い
る
場
合
、
（
IC
Tが
）
使
え
な
く
な
っ
た
と

き
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
日
に
よ
っ
て
違
う
が
、
特
に
午
後
１
時
か

ら
３
時
ぐ
ら
い
ま
で
の
時
間
帯
に
G
PS
が
不
調
に
な
り
や
す
い
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

・
請
負
金
額
が
１
億
円
以
下
の
現
場
で
は
、
IC
T施
工
で
は
絶
対
に
利
益
が

上
が
ら
な
い
と
思
う
。
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・
利
益
が
出
る
現
場
と
そ
う
で
な
い
現
場
が
あ
る
。
当
社
は
全
体
的
に
収

支
ト
ン
ト
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
2,
00
0㎥
の
土
工
で
も
IC
Tを

活
用
し
て
く
れ
と
発
注
者
か
ら
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
規
模
で
は
ぜ
っ
た

い
採
算
が
合
わ
な
い
。
最
低
で
も
5,
00
0㎥
以
上
の
工
事
で
な
い
と
IC
T

施
工
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
。
工
事
費
１
億
円
以
下
の
工
事
に
適
用
す

る
こ
と
も
採
算
上
無
理
が
あ
る
。

・
「
何
万
㎥
以
上
は
IC
T施
工
に
適
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
基

準
で
は
な
く
、
現
場
の
条
件
を
勘
案
し
て
IC
T施
工
の
適
否
を
判
断
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
た
だ
大
き
な
土
工
事
で
あ
れ
ば
IC
T施
工
を
し
て
み
た

ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
C＞

・
土
の
造
成
工
事
の
み
等
、
盛
土
、
掘
削
、
転
圧
の
み
で
あ
れ
ば
利
益
も

残
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
工
種
が
加
わ
る
と
採
算
が
合
わ
な
く
な
る
。
建

機
メ
ー
カ
ー
に
利
益
を
全
て
持
っ
て
い
か
れ
る
状
況
に
な
る
。

・
造
成
工
事
で
JV
を
組
ん
だ
企
業
は
、
当
該
工
事
で
IC
Tを
使
っ
て
み
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
は
IC
T活
用
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
方
針
転
換

し
た
模
様
。
今
回
の
工
事
の
よ
う
に
発
注
者
か
ら
IC
Tを
使
う
よ
う
に
指

示
を
受
け
、
全
て
強
制
的
に
IC
Tを
使
う
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も
二
の
足
を
踏
ん
だ
ま
ま
に

な
る
。

・
以
前
、
下
請
の
舗
装
会
社
の
希
望
に
よ
り
IC
Tで
施
工
し
た
こ
と
が
あ

り
、
高
い
精
度
で
舗
装
で
き
た
。
機
械
の
レ
ン
タ
ル
費
が
高
い
、
操
作

方
法
が
分
か
ら
な
い
等
の
課
題
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
本
格
的
に
IC
Tが
導

入
さ
れ
て
い
け
ば
、
軌
道
に
乗
る
の
で
は
な
い
か
。

・
IC
T施
工
の
コ
ス
ト
は
、
建
機
、
測
量
、
デ
ー
タ
変
換
に
か
か
る
。

・
社
内
で
IC
T建
機
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
こ
う
と
い
う
話
は
出
て
い

る
。
機
械
を
導
入
し
、
自
分
た
ち
も
作
業
し
て
、
な
る
べ
く
外
注
し
な

い
で
や
る
の
が
一
番
い
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

・
IC
T施
工
は
県
市
町
村
の
公
共
工
事
と
い
う
よ
り
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
よ
う
な
切
盛
土
工
事
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
何
千
、

何
万
㎥
の
土
量
が
あ
る
の
で
、
毎
日
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
土
量
管
理

で
き
、
監
督
す
る
人
数
も
少
な
く
で
き
、
公
共
と
違
っ
て
仕
上
が
り
も

ざ
っ
く
り
で
よ
い
の
で
、
IC
T施
工
に
う
っ
て
つ
け
で
は
な
い
か
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
B＞

・
IC
T建
機
の
使
用
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
楽
な
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
ま
だ
IC
Tを
操
作
し
た
こ
と
が
な
く
、
一
か
ら
操
作
を
覚
え
る
必

要
も
あ
る
の
で
未
知
の
世
界
で
あ
る
が
。

・
平
成
30
年
（
20
18
年
）
に
IC
T施
工
を
実
施
し
た
が
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
G
PS
に
不
具
合
が
生
じ
て
現
場
が
全
く
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
起
き

た
。

・
当
社
は
、
舗
装
工
事
で
IC
Tを
使
っ
て
お
り
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
の
舗
装

工
事
で
も
使
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
リ
ー
ス
会
社
に
使
用
方
法
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
将
来
的
に
は
IC
T建
機
も
内
製
化

し
て
い
き
た
い
が
、
ま
だ
改
良
さ
れ
て
い
る
途
中
だ
と
思
う
の
で
、
今

は
時
期
尚
早
だ
と
考
え
て
い
る
。

・
ス
タ
ジ
ア
ム
の
造
成
工
事
な
ど
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市

内
、
県
内
の
工
事
だ
と
、
あ
ま
り
そ
の
よ
う
な
工
事
が
少
な
く
、
現
状

で
は
IC
Tを
活
用
す
る
機
会
が
な
か
な
か
無
い
。

・
建
機
メ
ー
カ
ー
に
IC
T建
機
を
試
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

機
械
の
性
能
自
体
は
非
常
に
高
く
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

・
IC
Tを
使
う
と
人
手
が
か
か
ら
ず
に
済
む
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
逆
に
作

業
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
の
確
認
作
業
に
人
手
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
、
労
働
生
産
性
が
高
い
か
ど
う
か
は
何
と
も
言
え
な
い
。

・
当
社
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
て
使
用
し
て
お
り
、
き
れ
い
に
空
撮
で

き
る
。
但
し
、
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
３
次
元
デ
ー
タ
化
し
て
そ
の
後
の

作
業
に
活
用
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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・
遊
水
地
や
調
整
池
の
工
事
で
よ
く
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
る
が
、
ド

ラ
イ
な
状
態
で
な
い
と
測
れ
な
い
の
で
、
水
が
溜
ま
っ
た
現
場
で
は
、

３
次
元
起
工
測
量
が
困
難
だ
っ
た
。
一
方
、
調
整
池
内
で
あ
っ
て
も
水

が
来
て
い
な
い
現
場
で
は
や
り
や
す
く
、
８
千
万
円
～
９
千
万
円
の
現

場
で
あ
っ
た
が
相
当
の
利
益
も
出
て
、
現
場
代
理
人
も
「
今
回
は
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

・
他
の
企
業
と
工
程
上
の
取
り
合
い
が
あ
る
等
、
現
場
に
制
約
が
発
生
す

る
と
、
せ
っ
か
く
良
い
重
機
を
使
っ
て
い
る
の
に
施
工
が
進
ま
な
い
状

況
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
IC
T活
用
は
実
施
後
に
ス
キ
ャ
ナ
測
量
、
出
来

形
管
理
し
て
完
成
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
会
社
と
の
工
程
上
の
関
係

で
、
ス
キ
ャ
ナ
測
量
す
る
前
に
他
の
会
社
が
現
場
に
入
っ
て
く
る
工
程

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
IC
T活
用
と
認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も

あ
る
。

・
川
底
が
見
え
な
い
河
道
掘
削
で
は
IC
Tの
使
い
勝
手
が
良
い
と
は
聞
く

が
、
法
面
、
草
地
な
ど
で
は
、
IC
T建
機
が
強
制
的
に
止
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
く
現
場
が
や
り
づ
ら
い
。

・
舗
装
の
路
盤
工
事
は
IC
T施
工
を
し
や
す
い
。
丁
張
り
を
し
な
く
て
済
ん

だ
り
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
IC
T施
工
の
方
が
楽

と
い
う
こ
と
で
民
間
工
事
で
も
実
施
す
る
が
、
そ
の
分
の
お
金
は
見
て

も
ら
え
て
い
な
い
。

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
IC
T施
工
は
一
度
は
経
験
し
て
み
る
が
、
二
度
と
実
施
し
な
い
企
業
が
で

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
簡
易
型
の
IC
T施
工
は
あ

り
が
た
い
。

・
当
社
で
は
、
上
層
部
が
ど
ん
ど
ん
IC
Tを
活
用
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る

が
、
IC
T建
機
は
レ
ン
タ
ル
代
が
高
く
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
規
模
の

現
場
が
な
い
。
当
社
は
県
の
工
事
の
受
注
が
主
だ
が
、
県
の
積
算
で
は

IC
T活
用
の
費
用
を
見
て
く
れ
な
い
の
で
、
大
規
模
工
事
で
な
け
れ
ば
赤

字
と
な
っ
て
し
ま
う
。

・
現
状
で
は
IC
Tの
ソ
フ
ト
に
汎
用
性
が
な
い
の
で
、
使
用
す
る
ソ
フ
ト
を

統
一
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。
そ
う
し
な
い
と
手
が
出
せ
な
い
。

新
し
い
ソ
フ
ト
に
対
応
し
た
建
機
が
出
て
き
て
、
古
い
ソ
フ
ト
で
は
対

応
で
き
な
い
、
と
な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
の
で
、
IC
Tに
足
踏
み
、
あ
る
い

は
腰
が
引
け
て
い
る
現
状
で
は
ソ
フ
ト
は
購
入
で
き
ず
、
IC
T施
工
す
る

に
し
て
も
外
注
し
て
し
ま
う
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

・
当
社
と
同
じ
地
域
の
会
社
で
、
IC
Tを
活
用
し
て
い
る
会
社
は
お
そ
ら
く

ま
だ
な
い
。
ど
こ
か
が
実
施
す
れ
ば
わ
が
社
で
も
、
と
い
う
こ
と
に
は

な
る
と
思
う
が
。

・
例
え
ば
あ
る
建
機
メ
ー
カ
ー
で
作
っ
た
３
次
元
デ
ー
タ
を
そ
の
メ
ー

カ
ー
で
少
し
修
正
す
る
の
に
も
何
十
万
円
と
費
用
が
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
メ
ー
カ
ー
で
な
い
と
デ
ー
タ
の
修
正
が
で
き
な
い
か
ら
、

そ
れ
だ
け
高
く
な
る
よ
う
だ
。

・
片
側
二
車
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
な
ど
土
量
の
多
い
現
場
で
は
、
IC
T施
工

は
大
変
便
利
で
あ
る
が
、
片
側
一
車
線
の
現
場
な
ど
で
は
、
適
用
す
る

必
要
も
な
い
と
思
う
。
IC
T施
工
は
品
質
に
関
し
て
は
素
晴
ら
し
い
と
は

思
う
が
、
人
手
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
割
に
人
の
手
も
か
け
て
は
い

る
。

・
市
町
村
発
注
で
IC
T活
用
工
事
（
希
望
型
）
を
受
注
し
、
IC
Tを
希
望
し

よ
う
と
思
っ
た
が
、
山
中
の
砂
防
堰
堤
工
事
で
、
事
前
調
査
の
結
果

G
PS
が
不
調
で
あ
っ
た
た
め
、
IC
T施
工
を
断
念
し
た
。
発
注
者
は
、
こ

う
し
た
現
場
の
条
件
を
知
ら
ず
に
発
注
し
て
い
た
。
山
間
部
で
IC
T施
工

を
期
待
す
る
の
は
ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
る
。
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＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
C＞

・
人
手
不
足
の
現
状
に
お
い
て
、
３
次
元
起
工
測
量
や
３
次
元
設
計
デ
ー

タ
の
作
成
を
行
い
な
が
ら
、
施
工
計
画
書
の
作
成
、
材
料
承
認
、
金
額

見
積
り
な
ど
の
業
務
ま
で
一
人
で
や
る
と
な
る
と
、
つ
ら
い
部
分
が
あ

る
。

・
IC
T施
工
で
利
益
が
出
る
の
は
、
築
堤
盛
土
な
ど
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
パ
ー
ッ

と
行
う
よ
う
な
工
事
に
限
定
さ
れ
る
。

・
３
次
元
起
工
測
量
は
、
土
量
の
照
査
に
使
用
す
る
だ
け
で
あ
り
、
出
来

形
に
関
係
な
い
。
費
用
も
相
当
か
か
る
こ
と
か
ら
、
取
る
必
要
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。
基
本
的
な
座
標
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
二
等
水
準
点
を

と
っ
た
り
、
山
間
部
は
高
低
差
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
費
用
も
何
十
万

円
も
か
か
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
実
施
す
る
に
し
て
も
点
密
度
を
も
っ

と
粗
く
設
定
す
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
。

・
IC
Tが
必
ず
し
も
万
能
で
は
な
く
、
IC
Tを
使
っ
て
も
他
の
要
因
で
生
産

性
が
上
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
雨
が
続
い
た
築
堤
の
現
場

で
は
、
IC
Tを
活
用
し
て
建
機
の
性
能
は
よ
か
っ
た
も
の
の
、
雨
に
よ
る

ダ
ン
プ
の
走
行
性
の
低
下
か
ら
、
普
通
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
敷
き
な
ら
し

た
場
合
と
同
程
度
に
し
か
生
産
性
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

・
当
社
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
作
成
の
ソ
フ
ト
は
購
入
し
た
も
の
の
、
IC
T建

機
を
購
入
す
る
の
は
ま
だ
早
い
と
考
え
て
い
る
。

・
G
PS
の
精
度
が
悪
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
夕
方
に
IC
T施
工
し
た
と
こ

ろ
を
、
翌
日
朝
に
再
度
IC
T建
機
を
走
ら
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ガ
ガ
ガ
ッ

と
削
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
築
堤
の
よ
う
に
最
後
10
cm
ぐ
ら

い
多
め
に
盛
る
よ
う
な
、
精
度
を
そ
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ
な
い
現
場
で
な

い
と
無
理
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。

・
IC
T施
工
を
内
製
化
す
る
に
は
、
継
続
的
な
受
注
が
見
通
せ
な
い
と
ゴ
ー

サ
イ
ン
が
出
せ
な
い
と
思
う
。
１
年
に
国
土
交
通
省
の
発
注
工
事
を
５

現
場
以
上
受
注
し
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
IC
T施
工
の
内
製
化
は
問
題

な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
以
下
の
受
注
本
数
で
あ
れ
ば
厳
し
い
の
で
は
な

い
か
。

・
当
社
で
は
国
土
交
通
省
発
注
の
工
事
の
受
注
は
年
２
～
３
本
程
度
で
あ

り
、
概
算
で
お
金
を
は
じ
い
て
も
、
内
製
化
す
る
よ
り
は
外
注
し
た
ほ

う
が
コ
ス
ト
が
少
な
い
。

・
最
近
、
下
請
企
業
の
中
に
IC
T建
機
を
購
入
す
る
企
業
が
出
て
き
て
い

る
。
た
だ
建
機
だ
け
で
あ
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
本
来
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
設
計
が
工
事
発
注
と
一
緒
に
来
れ
ば
現
場
の

負
担
は
少
な
い
と
思
う
。
ま
た
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
に
な
れ
て
い
る

人
が
い
れ
ば
準
備
工
の
期
間
に
作
成
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
デ
ー
タ

の
数
字
が
本
当
に
あ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ど

う
し
て
も
常
日
頃
の
付
き
合
い
の
あ
る
設
計
屋
さ
ん
に
従
来
通
り
依
頼

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
県
か
ら
IC
T施
工
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
時
に
は
「
ロ
ッ
ト
が
な
い
と
ペ
イ

し
な
い
」
と
答
え
て
い
る
が
、
県
は
土
量
が
1,
00
0㎥
以
上
の
工
事
を
発

注
者
指
定
型
・
受
注
者
希
望
型
で
発
注
し
て
い
る
。

・
県
の
工
事
で
は
、
IC
T施
工
で
利
益
が
出
る
規
模
の
工
事
が
少
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
発
注
の
工
事
は
大
型
案
件
が
な
か
な
か

な
い
の
で
、
IC
T施
工
を
で
き
る
工
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
IC
T建
機
な

ど
の
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
く
れ
ば
、
IC
Tに
取
り
組
む
企
業
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

・
当
社
で
は
広
い
駐
車
場
な
ど
の
民
間
工
事
で
IC
T施
工
を
活
用
し
て
い

る
。
現
場
代
理
人
か
ら
は
「
IC
T施
工
は
丁
張
り
を
省
略
で
き
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
技
能
労
働
者
の
数
が
少
な
く
て
済
み
人
手
不
足

に
は
効
果
的
」
と
い
う
意
見
は
あ
る
が
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は
ま
だ
あ

ま
り
な
い
の
が
現
状
。

・
IC
T施
工
に
つ
い
て
、
地
元
だ
と
経
験
し
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
ま

ず
は
教
わ
る
た
め
に
外
注
す
る
。
そ
う
す
る
と
全
部
任
せ
る
形
に
な
る

の
で
高
く
な
る
。
だ
ん
だ
ん
自
社
で
も
で
き
る
人
が
出
て
く
る
と
は
思

う
が
、
今
は
そ
う
い
う
状
況
。

・
技
術
者
が
高
齢
化
し
、
IC
Tが
得
意
な
人
が
少
な
い
の
も
、
IC
T活
用
が

普
及
し
な
い
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

・
最
低
で
も
請
負
金
額
が
１
億
円
以
上
で
な
い
と
、
IC
T施
工
で
は
採
算
が

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
最
初
測
量
か
ら
始
ま
っ
た
３
次
元
デ
ー
タ
が
、
設
計
、
施
工
・
・
と
一

気
通
貫
で
流
れ
て
い
く
と
、
も
の
す
ご
く
良
く
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

現
在
は
建
設
会
社
が
２
次
元
図
面
を
３
次
元
デ
ー
タ
に
変
え
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
外
注
し
て
は
い
る
が
、
単
発
で
IC
Tで
施
工
す
る

た
め
に
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
状
況
で
大
変
で
あ
る
。
ま
た
出
来
上

が
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
デ
ー
タ
で
納
品
で
き
れ
ば
、
負
担
に
な
っ
て

い
る
書
類
作
成
業
務
も
減
る
と
思
う
。

・
受
注
者
・
発
注
者
共
に
も
っ
と
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。
検
査
時
な
ど

で
発
注
者
に
、
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
の
で
２
次
元
で
も
出
し
て
く
れ

と
言
わ
れ
た
ら
意
味
が
な
い
。

・
栃
木
県
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
茨
城
県
で
は
、
建
設
会
社
と
測
量
会

社
が
一
つ
の
工
事
を
共
同
受
注
し
、
測
量
会
社
が
ま
ず
３
次
元
設
計

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
建
設
会
社
が
引
き
継
い
で
施
工
す

る
と
い
う
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
進
め
方
は
良
い

と
思
う
。

・
IC
T自
体
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
し
、
取
り
組
み
た
い
も
の

で
あ
る
。
た
だ
現
状
に
あ
っ
て
い
な
い
だ
け
の
話
。
IC
Tの
担
当
部
門
を

各
社
が
つ
く
り
、
専
門
社
員
が
IC
Tを
担
当
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
IC
T

活
用
の
普
及
が
だ
ん
だ
ん
加
速
し
て
い
く
と
思
う
。

・
若
い
技
術
者
も
IC
T活
用
に
関
心
が
あ
る
と
思
う
。
パ
ソ
コ
ン
に
強
い
者

は
３
次
元
化
も
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
「
楽
だ
」
と
言
っ
て
い

る
し
、
や
り
方
を
覚
え
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
う
。

・
新
技
術
が
開
発
さ
れ
、
新
し
い
ソ
フ
ト
や
機
器
も
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ

れ
る
と
測
量
機
器
と
施
工
機
械
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
合
わ
な
い
と
使
え
な

い
な
ど
と
な
る
と
、
そ
の
度
に
投
資
が
必
要
と
な
る
た
め
、
IC
T導
入
を

躊
躇
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

(２
)ー
②
BI
M
/C
IM
の
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
BI
M
/C
IM
は
栃
木
県
内
で
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
令
和
5年
度

（
20
23
年
度
）
か
ら
原
則
適
用
と
い
う
国
土
交
通
省
の
目
標
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
思
う
。

〇
CI
M
を
土
木
工
事
で
活
用
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
。
３
次
元
デ
ー

タ
を
使
っ
て
施
工
し
て
も
、
維
持
管
理
に
は
活
用
で
き
な
い
気
が
す

る
。

〇
現
状
で
も
業
務
量
が
多
い
が
、
今
後
、
国
土
交
通
省
で
BI
M
/C
IM
が
原

則
適
用
化
さ
れ
る
と
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
若
手
技
術
者
に
し
わ
寄
せ

が
き
て
、
業
務
が
こ
な
せ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
あ
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

〇
国
土
交
通
省
が
BI
M
/C
IM
活
用
の
目
標
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ

を
理
由
に
社
内
で
BI
M
/C
IM
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
状
況
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
栃
木
県
若
手
技
術
者
A＞

・
栃
木
県
で
は
BI
M
/C
IM
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
令
和
5年
度

（
20
23
年
度
）
か
ら
国
土
交
通
省
発
注
の
小
規
模
工
事
を
除
く
直
轄
工

事
全
て
で
BI
M
/C
IM
を
原
則
適
用
す
る
と
い
う
目
標
は
、
結
構
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。

・
BI
M
は
活
用
で
き
て
も
、
CI
M
を
活
用
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
。
建

築
工
事
で
は
３
次
元
デ
ー
タ
を
導
入
し
て
今
後
の
工
程
管
理
に
使
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
土
木
工
事
で
３
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
て
も
、
例
え

ば
維
持
管
理
な
ど
に
は
活
用
で
き
な
い
気
が
す
る
。

・
BI
M
/C
IM
は
測
量
会
社
に
任
せ
、
起
工
測
量
及
び
３
次
元
設
計
デ
ー
タ

作
成
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
BI
M
/C
IM
は
言
葉
を
少
し
勉
強
し
た
程
度
で
あ
る
。

・
国
土
交
通
省
は
、
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
か
ら
小
規
模
な
も
の
を

除
い
て
全
て
BI
M
/C
IM
を
原
則
適
用
す
る
と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
理
由
に
社
内
で
BI
M
/C
IM
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
、
と
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

・
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
ま
で
に
国
土
交
通
省
が
小
規
模
な
も
の
を

除
い
て
BI
M
/C
IM
を
原
則
適
用
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

は
、
知
ら
な
か
っ
た
。

・
今
後
２
、
３
年
の
間
に
BI
M
/C
IM
を
適
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
、

通
常
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
に
新
し
い
業
務
が
加
わ
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
業
務
的
に
追
い
つ
か
な
く
な
り
そ
う
で
厳
し
い
。
特
に
、

た
だ
で
さ
え
少
な
い
若
手
技
術
者
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
の
で
は
な
い
か

心
配
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
C＞

・
BI
M
/C
IM
を
実
施
し
た
と
い
う
話
は
一
切
聞
か
な
い
。
雑
誌
の
記
事
で

見
る
程
度
。

・
海
外
と
か
東
京
で
あ
れ
ば
BI
M
/C
IM
で
格
好
良
い
の
が
で
き
そ
う
で
あ

る
が
、
田
舎
で
や
っ
て
も
、
と
い
う
感
を
受
け
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
BI
M
/C
IM
は
言
葉
を
少
し
勉
強
し
た
程
度
で
あ
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

(２
)ー
③
施
工
時
期
の
平
準
化

<
意
見
の
概
要
＞

〇
栃
木
県
も
宇
都
宮
市
も
施
工
時
期
の
平
準
化
が
進
ん
で
お
り
、
受
注
者

と
し
て
も
平
準
化
が
実
感
で
き
て
い
る
。

〇
繰
越
手
続
を
行
う
工
事
も
増
え
、
以
前
よ
り
も
工
期
に
余
裕
が
で
き
て

い
る
。

〇
県
や
市
町
村
レ
ベ
ル
だ
と
、
平
準
化
率
を
達
成
す
る
の
が
目
的
と
な

り
、
現
場
で
工
事
着
手
で
き
る
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
工
事
を
発
注
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

・
実
感
で
き
る
ぐ
ら
い
平
準
化
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
県
も
市
も
実
施
し

て
い
る
印
象
は
あ
る
。

・
春
先
に
発
注
さ
れ
て
年
内
で
終
わ
ら
せ
る
工
事
と
か
、
有
効
時
間
が
多

く
な
っ
て
い
る
印
象
も
あ
る
。

・
以
前
は
、
年
度
末
を
土
曜
日
出
勤
に
し
て
、
そ
の
分
、
工
事
が
少
な
い

春
先
や
夏
場
に
休
む
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
う
ま
く
回
っ
て
い
た
が
、
今

は
春
先
や
夏
場
も
仕
事
が
あ
る
の
で
そ
の
サ
イ
ク
ル
を
見
直
す
必
要
が

生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

・
国
→
県
→
市
町
村
に
な
る
に
つ
れ
、
発
注
率
を
達
成
す
る
た
め
に
、
工

事
が
着
手
で
き
る
状
況
が
整
っ
て
い
な
い
の
に
発
注
し
て
く
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
感
が
あ
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

・
昔
に
比
べ
た
ら
、
か
な
り
平
準
化
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

・
以
前
は
絶
対
３
月
末
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
繰
越
が
多
く
な
っ
た
感
は
あ

る
。
５
月
で
も
良
い
、
Ｇ
Ｗ
前
ぐ
ら
い
ま
で
で
良
い
、
と
い
う
よ
う
に

緩
く
な
っ
た
感
は
あ
る
。

・
着
工
日
を
決
め
た
ら
そ
こ
か
ら
何
日
と
い
う
工
期
で
あ
る
。
工
事
を
受

注
し
た
時
点
で
「
繰
越
に
な
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
発
注
者
が
言
っ
て
く

れ
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
環
境
調
査
な
ど
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
残
土
の
捨
て
場
が
調
整

で
き
て
い
な
か
っ
た
り
で
、
工
事
着
手
で
き
な
い
と
か
、
工
事
の
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
よ

く
あ
る
。
あ
る
い
は
橋
梁
下
部
工
事
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
上
部

工
事
が
発
注
さ
れ
て
し
ま
い
、
上
部
工
事
が
ま
っ
た
く
着
手
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
開
通
日
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
開
通

日
ま
で
の
工
事
完
成
を
頼
ま
れ
て
実
質
、
タ
イ
ト
な
工
期
に
な
る
こ
と

は
県
で
は
よ
く
あ
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
C＞

・
３
月
頭
に
検
査
が
来
る
と
、
や
は
り
厳
し
い
状
況
は
あ
る
。

(３
)女
性
技
術
者
の
活
躍

<
意
見
の
概
要
＞

〇
女
性
の
技
術
者
が
産
休
育
休
後
に
、
現
場
代
理
人
や
配
置
技
術
者
に
な

ら
な
い
ま
で
も
、
補
助
的
に
い
く
つ
か
の
現
場
を
見
た
り
、
書
類
を
作

成
す
る
な
ど
の
サ
ブ
的
な
立
場
で
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
会
社

と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。

〇
「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
い
う
呼
び
名
で
、
女
性
を
書
類
作
成
の
専

門
家
と
し
て
育
て
て
い
き
、
そ
の
中
か
ら
現
場
代
理
人
に
な
れ
る
人
が

出
て
く
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
当
社
で
も
書
類
作
成
専
門
の

女
性
を
雇
用
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

〇
現
場
の
写
真
撮
影
、
書
類
整
理
、
請
求
書
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
現
場
を
跨

い
で
担
当
し
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
も
、
女
性
活
躍
の
道
と
し
て
考
え

て
い
る
会
社
も
あ
る
。

〇
現
場
監
督
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
職
の
イ

メ
ー
ジ
で
建
設
会
社
に
入
社
し
、
入
社
後
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
女
性

は
多
い
。

〇
き
ち
ん
と
休
暇
が
取
れ
る
製
造
業
を
好
む
親
に
、
建
設
業
へ
の
入
職
を

反
対
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
建
設
業
が
、
自
分
の
子
ど
も
を
入
職
さ

せ
た
い
と
思
え
る
業
界
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

・
本
人
は
建
設
業
に
入
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
き
ち
ん
と
休
暇
が

取
れ
る
製
造
業
を
好
む
親
に
反
対
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
自
分
の
子

ど
も
を
建
設
業
に
入
職
さ
せ
た
い
と
思
え
る
業
界
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
る
。

・
女
性
が
産
休
育
休
後
に
、
現
場
の
代
理
人
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
補
助

的
に
何
個
か
の
現
場
を
見
た
り
、
書
類
を
作
成
し
た
り
す
る
な
ど
の
サ

ブ
的
な
立
場
で
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
代
理
人

は
そ
の
分
、
休
め
る
し
、
会
社
と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
の
で
、

女
性
に
は
ぜ
ひ
入
職
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

・
女
性
が
現
場
を
回
る
と
、
現
場
が
き
れ
い
に
な
る
。
た
と
え
ば
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
整
理
、
加
工
す
る
こ
と
を
女
性
に
携
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

・
県
や
県
建
設
業
協
会
が
協
力
し
、
女
性
技
術
者
の
活
躍
を
促
進
す
る

「
と
ち
け
ん
小
町
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
活
動
の
取
り
掛
か

り
と
し
て
、
県
の
女
性
職
員
と
建
設
会
社
の
女
性
技
術
者
で
座
談
会
を

開
催
し
た
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

・
女
性
入
職
の
た
め
、
定
時
勤
務
に
取
り
組
ん
だ
り
、
事
務
所
を
お
し
ゃ

れ
な
も
の
に
建
て
替
え
る
な
ど
し
て
い
る
。
結
構
学
生
が
入
社
し
て
く

れ
る
。

・
土
木
で
も
建
築
で
も
女
性
は
大
歓
迎
。
学
校
の
先
生
に
も
「
女
性
を
採

用
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。
建
築
で
結
婚
後
も
イ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
な
く

現
場
監
督
を
し
て
い
る
社
員
も
い
る
。
性
格
に
よ
る
と
思
う
。

・
災
害
時
に
道
路
啓
開
な
ど
で
最
初
に
活
躍
す
る
地
元
の
建
設
業
関
係
者

を
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
す
れ
ば
、
女
性
の
持
つ
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
格

段
と
良
く
な
る
だ
ろ
う
。
寝
ず
に
実
施
し
て
い
る
の
に
、
「
地
元
の
建

設
業
が
頑
張
っ
て
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
が
知
れ
渡
ら
な
い
。
現
状
で

は
、
自
衛
隊
や
警
察
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
C＞

・
現
場
監
督
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
職
の
イ

メ
ー
ジ
で
建
設
会
社
に
入
社
し
、
入
社
後
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
女
性

は
多
い
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
建
築
で
女
性
の
現
場
監
督
が
い
る
企
業
は
何
社
か
あ
る
が
、
土
木
で
そ

う
い
っ
た
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

・
「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
い
う
呼
び
名
で
、
女
性
を
書
類
作
成
の
専

門
家
と
し
て
育
て
て
い
き
、
そ
の
中
か
ら
現
場
代
理
人
に
な
れ
る
人
が

出
て
く
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
当
社
で
も
書
類
作
成
専
門
の

女
性
を
雇
用
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
ほ
か
に
、
現
場
の
写
真
撮
影
、
書
類
整
理
、
請
求
書
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

現
場
を
跨
い
で
担
当
し
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
も
、
ま
だ
で
き
て
は
い

な
い
け
れ
ど
も
、
女
性
活
躍
の
道
と
し
て
考
え
て
い
る
。

・
東
日
本
大
震
災
以
降
、
世
の
中
の
建
設
業
に
対
す
る
見
方
と
い
う
の
が

変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
は
す
る
が
、
ま
だ
ま
だ
広
報
は
足
り
な
い

と
思
う
。

(４
)監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理
化
等

<
意
見
の
概
要
＞

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
経
営
者
と
し
て
は
あ
り
が
た

い
。
但
し
、
監
理
技
術
者
が
２
つ
の
現
場
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は

無
理
が
あ
り
、
監
理
技
術
者
補
佐
に
指
示
し
て
現
場
を
動
か
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
が
始
ま
る
こ
と
は
、
社
内
で
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
程
度
。

〇
専
任
義
務
の
緩
和
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
監

理
技
術
者
補
佐
が
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
材
不
足
の
中

で
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
。

〇
専
任
義
務
の
緩
和
は
会
社
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
監
理
技

術
者
に
と
っ
て
は
負
担
が
増
え
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
A＞

・
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
技
士
補
と
し
て
働
く
若
手
の
実

績
を
監
理
技
術
者
補
佐
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
こ
と
や
監
理
技
術
者
１
人

に
つ
き
入
札
で
き
る
本
数
を
増
や
せ
る
点
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
但

し
、
監
理
技
術
者
が
２
つ
の
現
場
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
無
理
が

あ
り
、
技
士
補
に
指
示
し
て
現
場
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
各
現
場
の
監
理
技
術
者
補
佐
が
し
っ
か
り
と
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ
れ

ば
、
い
い
制
度
だ
と
思
う
。
人
材
不
足
の
中
で
し
っ
か
り
し
た
監
理
技

術
者
補
佐
が
い
る
か
い
な
い
か
だ
と
思
う
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
B＞

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
C＞

・
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
監
理
技
術
者
１
人
に
つ
き
入
札

で
き
る
本
数
を
増
や
せ
る
点
が
あ
り
が
た
い
。
た
と
え
ば
隣
接
工
区
を

取
る
こ
と
も
で
き
る
。
農
政
局
は
隣
接
工
区
が
あ
る
と
こ
ろ
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
取
っ
た
本
数
分
、
次
の
入
札
で
の
総
合
評
価
の
点
数

が
下
が
る
の
で
、
隣
接
工
区
は
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
県
は
隣
接

工
区
が
あ
る
と
こ
ろ
は
１
本
し
か
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
発
注
方

法
を
し
て
い
る
。

・
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
が
始
ま
る
こ
と
は
、
社
内
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
自
ら
調
べ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

・
同
制
度
は
、
経
営
者
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
監
理
技
術
者

に
と
っ
て
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
一
つ
の
現
場
で
さ
え
多
く
の
書
類

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
を
二
現
場
分
も
作
る
と
な
る

と
、
非
常
に
大
変
で
あ
る
。

＜
栃
木
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
あ
り
が
た
い
。
人
手
が
少
な
い

の
で
。

＜
栃
木
県
監
理
技
術
者
A＞
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３
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

(５
)そ
の
他

<
意
見
の
概
要
＞

〇
人
口
や
面
積
等
の
規
模
が
似
て
い
る
群
馬
県
と
比
べ
て
、
栃
木
県
は
公

共
工
事
が
少
な
い
。

〇
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
消
毒
や
打
合
せ
時
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
に
は
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
作
業
内
容
の

確
認
は
顔
を
合
わ
せ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
暑
い
中
で
マ
ス

ク
を
す
る
の
は
難
し
い
。
発
注
者
も
そ
の
点
は
理
解
し
て
く
れ
て
い

る
。

〇
栃
木
県
建
設
業
協
会
の
青
年
経
営
者
連
合
会
で
は
、
小
学
生
に
重
機
試

乗
等
の
出
前
授
業
を
開
催
し
た
り
、
献
血
や
募
金
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
の
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
役
所
の
職
員
と
意
見
交
換
会

も
開
催
し
て
い
る
が
、
同
会
に
お
い
て
若
手
経
営
者
の
要
望
を
伝
え
た

と
こ
ろ
実
現
に
至
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
有
意
義
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

〇
当
社
の
地
域
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
進
ん
で
い
な
い
。
当
社
で
は
、
事
務
員
が
２
週
間

程
度
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
た
も
の
の
、
技
術
者
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な

い
。

〇
現
在
、
栃
木
県
は
災
害
復
旧
工
事
が
多
く
、
発
注
量
が
非
常
に
多
い
。

そ
の
た
め
、
人
出
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
下
請
企
業
も
い
な
い
。

〇
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
て
も
事
故
が
発
生
す
る
と
発
注
者
に
大
目
玉

を
食
う
。
現
場
代
理
人
も
社
員
も
「
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
怒
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
」
と
思
う
。
「
い
た
し
か
た
な
い
面
も
あ
る
な
。
安

全
対
策
も
実
施
し
て
い
た
し
な
。
」
ぐ
ら
い
の
理
解
が
欲
し
い
。
罰
則

も
含
め
本
当
に
厳
し
い
。

〇
建
設
業
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
入
札
制
度
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

に
縛
ら
れ
て
、
建
設
業
は
難
し
い
業
界
だ
と
感
じ
る
。
例
え
ば
、
予
定

価
格
の
上
限
制
約
が
あ
り
、
い
く
ら
高
品
質
な
構
造
物
を
建
設
し
て

も
、
高
い
価
格
で
は
受
注
で
き
な
い
。
予
定
価
格
と
最
低
制
限
価
格
の

差
、
数
％
の
中
で
落
札
し
よ
う
と
競
争
を
行
っ
て
お
り
、
変
な
業
界
だ

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
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４．高知県建設業協会 

 

４－１．取材実施概要 

 高知県建設業協会の会員企業約 450 社(2020 年 3 月現在)の中から、若手経営者グル

ープ（４名）、監理技術者グループ（４名）、若手技術者グループ（４名。うち女性２名）

に対して、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは高知県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が高

知県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

 取材日時：令和 2 年（2020 年）８月 25 日（火） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・女性活躍促進の現状と課題 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力・若手技術者の入職など 

・週休２日制、長時間労働 

・女性活躍のための労働環境 

・ICT の活用 

 

４－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見とその主な内容を「４－４．取材時の意見一覧」に一覧表と

して整理したので、参照願いたい。 

 

（１）週休２日制の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

 週休２日制を達成しないかぎり、建設業界に将来はない。民間工事は難しいにし

ても、公共工事においては横一線で週休２日制とするように、国からより強く指導

していただきたい。 

技能労働者は、生活のために、週休２日制工事の休工日に別の現場で働いたり、

週休２日制ではない休みが少ない現場で働いている。週休２日制普及のためには、

労務単価の改善が必要である。 

施工できない時期を加味した工期設定、工程上支障が生じた場合の工期延長など、

適正な工期設定も週休２日制普及のためには必要である。 

災害復旧工事は、基本的に測量設計が不十分な場合が多く、災害査定で決められ

た範囲でしか工事発注されず、変更も認められないので、現場が非常に大変である。 
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＜代表的な意見＞ 

〇週休２日制を達成しないかぎり、建設業界に将来はない。（若手経営者） 

〇民間工事は難しいにしても、公共工事においては横一線で週休２日制とするよう

に、国からより強く指導していただきたい。（若手経営者） 

〇日給制の技能労働者は、ある現場が週休２日制工事で休工日であっても、生活の

ために別の現場に行かざるを得ず、結果的に休みが確保できない。（若手技術者） 

〇技能労働者は、お金を稼ぐためにできるだけ働きたいと思うので、週休２日制の

会社の下で働くよりも、休みが少ない会社で働こうとする。週休２日制の普及に

は労務単価の改善が必要である。（若手経営者） 

〇技能労働者が日給制なので、４週８休にすると文句が出る。週休２日制を実施す

る代わりに出勤日は毎日 30 分始業を早め、働く時間をカバーすることで給料が変

わらないように工夫する企業もあるが、技能労働者が週２日休んでも大丈夫と思

う程度まで労務単価を上げるなど、給与体系を変えない限りは、４週８休が完全

に浸透していかないと思う。（監理技術者） 

〇例えば出水期に施工ができない工事は、施工できる期間にできるだけ現場を進め

ることが必要となるなど、工事の種類によっては、どうしても週休２日制に取り

組めないものがある。施工できない期間も十分加味した工期とするなど、工期設

定が適正なものに変わってくれば、週休２日制は根付くと思うが、現状では全部

が全部、週休２日制というのはまだ無理があると思う。（監理技術者） 

〇受注後の照査において、工程上支障がある何かしらの問題が見つかることが多々

あるが、その対応にかかる期間を確実に工期延長していただくようにしないと、

長時間労働は減らないし、週休２日制にも取り組めない。（監理技術者） 

〇災害復旧工事は、基本的に測量設計が不十分な場合が多く、災害査定で決められ

た範囲でしか工事発注されず、変更も認められないので、現場が非常に大変であ

る。また、必要な地権者との合意、近隣住民への説明が行われていないために工

事ができない状況が発生する場合も多い。（若手技術者） 

 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇県工事は８割方４週６休。国土交通省工事はほぼ 100％完全週休２日制。全体的には４週６

休が多い。 

○週休２日制の取り組みが進まないのは、高齢化の影響が大きい。若手は「休日が欲しい」と

言うが、戦力となって働いている 60 歳、70 歳のような年配の方は「週２日の休みは不要」

との意見が強い。 

○年間売上高が５億円～10 億円くらいの県のＢ等級の会社は技能労働者も月給制で抱え込み、

よほど専門的なところしか下請に出さずにほとんど自前で施工する会社が、特に高知県では

多い。そういう会社は４週６休と決めているところもある。 

○国土交通省のＣ等級、高知県ではＡ等級の上位 10 社ほどは完全な請負業になっているので、

そこで働く技能労働者は日給制が多く、異なる会社の現場を転々としている人も多い。 

 

（１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

本来発注者が行うべきことながら現実には受注者に行わせているという実態を変

えないと長時間労働は減らない。 

現場が点在することや発注者への提出書類作成により時間外労働が発生すること

はあるが、作り込まなくてよい書類でも、点数アップにつながると思うとなかなか
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やめられず、それが現場の長時間労働につながっている面もある。 

現場を見る人、事務担当の人、発注者対応の人の人員が十分確保されていれば、

長時間労働になることはまずない。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇作り込まなくてよい書類でも、点数アップにつながると思うとなかなかやめられ

ず、それが現場の長時間労働につながっている。（若手技術者） 

〇最近は工期の繰越をしてもよくなってきたので、毎年度末の長時間労働が和らい

できた印象がある。（監理技術者） 

〇本来発注者が行うべきことながら現実には受注者に行わせていることを、発注者

側のマンパワーを補うために、サポートに入っている支援業務の方に実施しても

らうように、システムを変えていかないと受注者側の長時間労働は減らない。（監

理技術者） 

〇現場が点在することや発注者への提出書類作成により時間外労働が発生すること

がある。（監理技術者） 

〇現場での体制がしっかりとれており、現場を見る人、事務担当の人、発注者対応

の人の人員が十分確保されていれば、長時間労働になることはまずない。（監理技

術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○技術者は、作成する書類が多すぎて、長時間労働に結びついている。簡素化はそれほど進ん

でいない。若干良くなってきているが、何年も解決しない問題である。 

○受注者側が成績の点数をあげるために書類作成に時間をかけてしまう側面がある。成績の点

数が高いところは、時間をかけて書類をきれいに仕上げている。付箋もばっちりつけている

ような書類を出されたら、現場もちゃんとしているな、ということになり、発注者も良い点

をつけざるを得なくなる。それで提出書類をどれだけきれいに仕上げるか、各社が取り組む

ことになる。したがって、現状の総合評価のシステムで点数・表彰が大きなウエイトを占め

ている限り、簡素化にはならない。極端に言えば、書類を作り込んだら減点、ぐらいにしな

いと無理ではないか。 

○罰則付き時間外労働上限規制が令和６年度（2024 年度）に建設業についても適用されること

については、県の働き方改革推進支援センターともタイアップし、相談窓口なども設置して

いる。個別に就業規則をどうするかなどの指導はしている。啓発セミナー等も行っており、

会員企業はみなさん一応理解はしていただいている状況。 

 

（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

工事が完成したときに地域の方からお礼の言葉をいただけることや、自分が携わ

った一つ一つの現場に様々な思い出があることに、建設業で働く良さや魅力を感じ

る。 

しかし、こうした魅力だけでは若手が入職しないので、休暇、給与の条件を改善

する必要がある。若手は週休２日制が当たり前であるという感覚の人が多い。また、

土日祝日に休めるかどうかも重要である。給与については、都会と地方で給与に差

がないようにしないと、地方建設業への入職はなかなか難しい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇工事が完成したときに地域の方からお礼の言葉をいただけることや、自分が携わ
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った一つ一つの現場に様々な思い出があることに、建設業で働く良さや魅力を感

じる。（若手技術者） 

〇一から構造物を作り上げていく醍醐味を持っている建設業は魅力はあるが、それ

だけでは若者は入職しないので、給与、休暇などの条件を改善することが必要で

ある。（若手経営者） 

〇若手は義務教育から週休２日制で育っているので、週休２日制が当たり前である

という感覚の人が多い。週休２日制を進めていかないとどんどん建設業は廃れて

いくと思う。（監理技術者） 

〇休みが多いほうが建設業界を希望する人は多くなると思う。（若手技術者） 

〇休日の数が多いかだけでなく、土日祝日に休めるかどうかが、建設業界への入職

者を増やすためには重要である。（若手経営者） 

〇同じ仕事をしても都会の方が給与が高い。建設業では、都会でも地方でも同じ労

務単価にするなど、給与面で差がないようにしていかなければ建設業への入職は

なかなか難しい。（若手経営者） 

〇若手は技術者として戦力になるまでに時間がかかる。入職してすぐ辞めるのは、

３トン車等の運転資格がないために現場の大変な仕事ばかりを任されてしまうの

で、こんなはずではなかったと、嫌になってしまう面もある。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇建設業界が週休２日制で給料も良く、新３Ｋだとイメージアップをしたとしても、実態が異

なれば全然意味がない。実態として、現場の技能労働者の人の給料がまだまだ足りない。猛

暑時も外で働いており、もっと給料を上げる必要がある。そうしないと若手は来ない。 

 

（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

丁張りが不要なこと、３次元設計データにより施工のイメージがしやすいことを

はじめ、ICT 活用には多くの利点がある。ただし、山間部の現場や朝夕の時間帯な

どでは GPS が不調になりやすく、ICT 活用が向かない現場もある。 

県内では一部の会社だけが ICT を内製化できている。請負金額が３～５千万円程

度の小規模工事の場合、ICT 施工では赤字になるリスクがあることから、ICT 活用

が適した工事規模の発注が少ない実態もある。ICT 活用の展開を図るために、初期

投資を含め ICT 施工に要する受注者の費用負担を減らすこと、技術開発の進展によ

り ICT 建機を安価にリースできるようになること、受注者が ICT 活用の基礎的なノ

ウハウを蓄積しやすい発注を進めることが求められる。 

ICT 活用を社内で取り組むときは、最初は赤字のリスクを抑えるために小規模な

工事で実施し、外注した結果と自社で実施した結果を比較分析して、ノウハウを蓄

積していくことが着実である。赤字になったとしても投資と考えるべきである。 

受注者が３次元設計データを作成する必要があることが、ICT 活用に取り組みに

くい一つの大きな要因になっている。そのまま施工に利用できる最終の３次元設計

データを発注者から提供してもらえるようになれば、ICT 活用は進んでいく。 

簡易型 ICT 活用工事は高価な建機を購入する必要がなく、現場の条件に応じて

ICT 活用を図れるのでありがたい。ICT 活用を行った場合の加点の増加や明確化、

発注者の ICT 活用に対する理解や熱意も、受注者の積極的な取り組みに与える影響

は大きい。 
 

154



＜代表的な意見＞ 

〇測量が１回で終わる、丁張りが必要ない、マシンコントロールによって現場がど

んどん進む等、ICT 活用は非常に便利である。（若手技術者） 

〇ICT 活用は、現場で丁張りをかける等、今まで実施していた作業の手間をかなり

省けるので、人材不足を補う観点では有効である。３次元データがあれば施工の

際にイメージがしやすい等、他にも付加価値はいろいろあるので、そういう点も

もっとＰＲしていけば、ICT 活用は進むのではないか。（監理技術者） 

〇建機のオペレーターも「楽だ」ということで、ICT 施工を歓迎する。ただし、山

間部では GPS が不調で実施は難しい。また、朝や夕方の時間帯、近くでダンプ

が無線で交信している場合など、GPS が不調になる場合がある。ドローンも、草

が生えている場所や水中などの現場ではうまく撮影できない。（若手技術者） 

〇ICT を内製化できている会社も一部あるが、高知県全体としては専門企業に委託

しているところが多い印象。ソフトや ICT 建機も進歩し続けているので購入して

もいつ利用できなくなるか分からない面もあるほか、費用が高いので購入しても

ペイする自信が持てないことから、どうしてもリース、外注になる。（監理技術者） 

〇請負金額が３～５千万円程度の小規模な工事の場合、ICT 建機を使うと利益を確

保できないと思われる。（若手経営者） 

〇発注される工事規模が大きくない地域では、ICT 施工に取り組む会社は少ないし、

発注者の意識もそれほど高くない。（若手技術者） 

〇ICT 活用に最初に取り組むときは赤字になるリスクが大きいので、小規模な工事

で実施するほうが良い。最初の取り組みは投資と考え、赤字になったとしても、

外注した結果と自社での実施結果を比較して、どこがいけなかったのか分析し、

そこからノウハウを学んでいくことが着実に進めていく方法だと思う。（監理技術

者） 

〇ICT 活用に要する費用をすべて発注者に支払ってもらえればよいが、どこまで支

払ってもらえるかグレーな面もあり、「持ち出しが怖い」ことから取り組まない面

もある。（監理技術者） 

〇ICT 建機・機器を安価にリースできるように技術開発が進めば、ICT の導入に前

向きな企業が増えていくはずである。（若手経営者） 

〇小さな会社では ICT に取り組める人数も少ない。技術を先行で覚えて、それを社

内で教えていく部隊が必要となるが、それがなかなかいないのが現状。（監理技術

者） 

〇３次元データの作成が大変。設計を３次元データで頂けると ICT 活用は楽に取り

組める。（監理技術者） 

〇設計を３次元データで渡されたとしても、データの照査も大変。現在は修正前の

設計データも含め、ありとあらゆる大量な資料を一括で渡されているが、これを

発注者が最終の設計データのみに整理して提供してほしい。（監理技術者） 

〇起工測量から納品までの５工程全てで ICT を活用するのではなく、簡易型 ICT
活用工事のように、高価な建機を購入する必要がなく、現場の条件に応じて使え

る工程だけ ICT 活用を行えばよい。（若手経営者） 

〇ICT を活用することによる加点のメリット感や発注者の熱意があまり感じられな

い。ICT 活用が水平展開しない要因にもなっている。（監理技術者、若手技術者） 

〇全体最適の導入に関して、二次製品の使用を、コスト比較だけではなく工期や現

場の条件もよく踏まえて、当初設計から採用してほしい。二次製品は工程を短く
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できるメリットもあり、二次製品しか使用できない現場もある。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇具体的に数値で出ているわけではないが、ICT 活用については、取り組んでいる企業とそう

でない企業で二極化している印象がある。但し、推進している企業は数えるほどである。 

○若い優秀な技術者がいる企業の方が ICT 活用の取り組みは少し進んでいる印象。地方の企業

は高齢者が多いことも、抵抗感の生まれる要因ではないか。 

○この１，２年、行政の方でも啓発活動をしているが、現在はコロナウィルスの影響により勉

強会ができなくなっており、啓発活動は滞っている。 

○ICT 活用に取り組めないのは初期投資がかかるためという話も聞く。取り組みを進めている

企業は、初期投資の段階をクリアして進めているところである。 

○高知県は、国土交通省のＡ等級はいなくて、Ｂ等級は１社だけ。Ｃ等級は 30～40 社ほど。企

業における ICT 施工経験の割合は５割にも達していないと思う。やはり若手の優秀な技術者

が入職しないと ICT 活用は進まないと思っている。 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

発注者からもらうデータが２次元の図面であるため、現場サイドでは BIM/CIM
を活用しづらい。受発注者間で共通のソフトがあり、発注者がそのソフトを使って

３次元データを作成するようになれば、受注者もこれを基に施工できる。 

令和５年度（2023 年度）の BIM/CIM 全面活用は、時期尚早な印象がある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇BIM/CIM について、３次元モデリングは実施しているものの、発注者からいた

だくデータが２次元の図面であり、十分活用できない。発注者と共通のソフトが

あって、発注者がそのソフトを使って３次元データをあらかた作成していただけ

たら、それをもとに受注者がその共通ソフトで施工できる形に完成させることが

でき、活用を十分に図ることができるようになる。（若手技術者） 
〇ベンダー企業のソフトももっと改善が必要な面はあるので、令和５年度（2023

年度）の BIM/CIM 全面活用は時期尚早な印象がある。ICT 活用もまだあまり普

及していない状況でもある。（監理技術者） 

〇BIM/CIM についても最初は小規模なものから始めたほうがよい。いきなり大規

模なものから始めると、施工会社は外注で対応せざるを得なくなって、ノウハウ

が積みあがらず、進まなくなるのではないか。（監理技術者） 

 

（２）－③ 施工時期の平準化 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○施工時期の平準化は、国も県も昔と比べてずいぶん良くなった。10 年前と比べても大違いで

ある。 

○平準化の進み具合は数字では表れにくい。災害等があった場合、どうしても発注が偏ってし

まうことが影響する。ただ、平準化しようという国と県の取り組む姿勢はすごい。 

 

（３）女性技術者の活躍 

監理技術者になると長時間現場にいなければならないので、子どもが中学生になる

ぐらいまでは女性が監理技術者として働くのは難しい。 

結婚、妊娠、子育ての際にも女性が働けるビジョンを会社が示せれば、女性が入職
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して働きやすくなる。保育園の送り迎えなどが必要な状況では、会社からの手厚いサ

ポートがないと女性技術者が活躍するのは難しい。 

女性を男性と同等に評価し、平等に扱うことが大事である。ただし、トイレや更衣

室への配慮など、女性に選ばれやすい環境づくりも大切。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇監理技術者になると長時間現場にいなければならないので、子どもが中学生にな

るぐらいまでは女性が監理技術者として働くのは難しい。（若手技術者） 

〇結婚、妊娠、子育ての際に進んでいける道を、会社がもう少しビジョンを示せば、

女性が入職して働きやすくなるのではないか。（若手技術者） 

〇女性を女子扱いせず、男性と同等に評価し、平等に扱うことが大事。（若手経営者） 

〇ただし、トイレや更衣室への配慮など、女性に選ばれやすい環境づくりは大切。

（若手経営者） 

〇女性がいる現場では男性用と女性用のトイレをそれぞれ設置する会社もあるなど、

女性技術者が在職する会社は、女性が働くための社内環境に配慮している。（若手

技術者） 

〇保育園の送り迎えなどが必要な状況では、時間外労働を行わないですむ業務に携

わるなど、会社からの手厚いサポートがないと女性技術者は働いていけない。（若

手技術者） 

〇高知県土木施工管理技士会が高知県、高知市、コンサル会社と一緒に「高知土木

女子（KDJ）」という活動を行っており、意見交換会や現場パトロールなどに取

り組んでいる。（若手技術者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み＞ 

〇他県より女性技術者は少ない印象がある。今後女性技術者が増える傾向もない。 

○全体的には、女性が働きやすい環境は整えつつあると思う。現場において女性技術者が必要

とするような設備も増えているという印象もある。 

○もともと高知県は所得水準が低く、男１人で一家を支えていくのが困難であるため、昔から

男女共働きが多かった。女性は昔から内業で必要とされて戦力にすでになっているので、わ

ざわざ技術者として女性が現場に出なくてもよいのではないか、という空気はある。 

○20 年ほど前は出産のタイミングで女性は会社を辞めて、子育てが手から離れる 30～40 歳代

で、再就職などにより復帰することが多かった。現在は産休・育休の制度がずいぶん充実し

てきた。 

○現実問題として、産休・育休の時は人員のやりくり等が大変だとは思うが、そのあたりは個

別まちまちであり、トータルとしてどうかということは把握しづらい。 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

経営者にとっては、監理技術者の専任義務の緩和は、工事を受注するのに有利に働

きありがたい。 

監理技術者にとっては、負担が増え、安全面の心配もある。ただし、頼りになる部

下がいれば現場は回るし、監理技術者補佐として早くから現場を任せられるのは良い。 

専任義務の緩和などの制度の内容が監理技術者にあまり知られていない。 

中長期的には、監理技術者になりたいと思う人を増やせるように待遇面を改善する

施策を期待している。給与などにメリットを与えれば、監理技術者になりたいという

若手も出てくると思う。 

157



＜代表的な意見＞ 

〇経営者側からすると、監理技術者の専任義務の緩和は、工事を受注するのには有

利に働きありがたい。（若手経営者） 

〇監理技術者の専任緩和は初めて知った。人が少ないのでその制度自体は良いが、

兼任する場合に監理技術者は大変になると思う。（監理技術者） 

〇会社としては専任緩和を歓迎すると思うが、安全面が心配。監理技術者補佐プラ

ス、安全管理員のような人を一人置く補助があったほうが良い。（監理技術者） 

〇専任緩和により監理技術者の負担は増えるが、会社がどういう体制をとるかによ

って全然変わると思う。頼りになる部下がいれば現場は間違いなく回る。（監理技

術者） 

〇監理技術者補佐で対応できるところが良い。若手に責任感を持たせるために、早

い段階で現場を任せられるのが良い。ただ、上につく監理技術者は大変になると

思う。（監理技術者） 

〇中長期的には、監理技術者になりたいと思う人を増やせるように待遇面を改善す

る施策を期待している。（若手経営者） 

〇専任緩和によって監理技術者に負荷はかかるとは思うが、給与などにメリットを

与えれば、監理技術者になりたい若手も出てくると思う。（監理技術者） 

〇監理技術者が高い点数を持っていない会社はもっと仕事が取れなくなり、駆逐さ

れていくのではないか。（監理技術者） 

〇発注者によって求められるものや対応の仕方が大きく異なるので、発注者が異な

る工事間での監理技術者の兼務は難しい。（若手経営者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○監理技術者に関しては、もう少し規制緩和して、もっと技術者が流動的に動ける方が良いと

思う。特に、営業所の専任技術者を現場に出せるようにしてほしいという意見はよく聞く。

実際、現場に出してしまって、違反で営業停止になるケースが目立ってきている。 

○一方で、緩めすぎるのは絶対ダメだ、という意見も多い。 

 

（５）その他 

インフラ整備や災害対応という建設業の重要性が認識され、たとえコロナ禍でも地

域にお金が確実に下りてくることが広く認識されないと、職員の待遇の改善は進まな

い。 

地域の建設業は、公共事業費を通じて税収を地域に再配分するという役割があり、

こういう状況のときこそお金を使って地域経済を支える必要がある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇最近では、コロナウィルスの影響により公共事業費が減るのではないかと心配す

る声があり、こうした状況ではお金を内部留保しがちになる。インフラ整備や災

害対応という建設業の重要性が認識され、たとえコロナ禍でも地域にお金が確実

に下りてくることが広く認識されないと職員の待遇の改善は進まない。（若手経営

者） 

〇地域の建設業は、公共事業費を通じて税収を地域に再配分するという役割があり、

こういう状況の時こそお金を使って地域経済を支える必要がある。高知県建設業

協会青年部連合会の中で実施したアンケートでは、商工会議所が発行している振

興券を購入したり、外食の機会を増やしたという建設企業が多かった。（若手経営
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者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○大手ゼネコンはリモートワーク等を実施しているようだが、当協会会員の企業はあまりやっ

ていない。現場も屋外作業なので、コロナ禍には強い産業。 

○元々民間発注工事量は少ないが、コロナ禍により民間発注が激減したという話はほとんどな

い。 

○公共工事の予算の動向が一番の注目である。コロナ関係の予算支出が大きい関係で、公共工

事の予算が削られて土木事業が減った場合、高知県では景気も冷え込むので、「景気の下支え

という意味で、建設国債などを発行してでも、公共工事の事業量は維持して下さい」と要望

したい。 

○最近特に問題視しているのが、不調不落の防止。コンプライアンス違反にならないようにし

ながら、不調不落はできる限り少なくなるように力を入れている。 

○発注が集中すると技術者配置の問題等があって、不調になりやすいこともあり、受注しやす

い発注の仕方、赤字の出ない発注の仕方に関して発注者と常に意見交換をしている。 

○不調不落発生の防止について、国土交通省と意見交換を行ない、赤字発生要因と改善策を提

案したところ、本当に良く対応していただいた。 

○砂防工事や維持修繕工事に不調不落が多い。積算が実状に合っていない面がある。ただ、赤

字発生要因の改善や発注のタイミングを考えていただくと落札される。 

○平成 30 年（2018 年）豪雨の後の主に県や市町村の復旧、復興事業で、連続して不調不落に

なることがあり、そのような不調不落の発生率なども注視して国は不調不落防止に取り組ん

でいる。 
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４－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について、教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇女性活躍促進の現状と課題 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休、

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について、教えてください。 

等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聞きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

・監理技術者専任義務の緩和や主任技術者の配置義務の合理化等が行われた場合、メ

リット、デメリットとしてどのようなものがあるか教えてください。 

等 

＜若手・女性技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉をご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？ また「新３Ｋ」など、建

設業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます
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か？ 

〇週休２日制、長時間労働 

・週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇ICT の活用 

・ICT の活用について、関心がありますか？関心がある場合、どのように取り組みた

いとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

等 

※女性技術者には、「週休２日制、長時間労働」の代わりに以下の項目。 

〇女性活躍のための労働環境 

・現場の女性専用トイレ等、労働環境における現状と改善点について教えてください。 

・産休、育休などを女性技術者が十分取得できるための必要な取り組み、改善点など

を教えてください。 

・「女性の会」の活動など、女性ならではの取り組みとして発信したいことがあれば教

えてください。 
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材
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意
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一
覧

(１
)週
休
２
日
制
実
施
の
現
状
と
課
題

(１
)ー
①
週
休
２
日
制
（
適
正
な
工
期
関
係
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
週
休
２
日
制
を
達
成
し
な
い
か
ぎ
り
、
建
設
業
界
に
将
来
は
な
い
。

〇
受
注
後
の
照
査
に
お
い
て
、
工
程
上
支
障
が
あ
る
何
か
し
ら
の
問
題
が

見
つ
か
る
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
か
か
る
期
間
を
確
実
に

工
期
延
長
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
な
い
と
、
長
時
間
労
働
は
減
ら
な

い
し
、
週
休
２
日
制
に
も
取
り
組
め
な
い
。

〇
日
給
制
の
技
能
労
働
者
は
、
あ
る
現
場
が
週
休
２
日
工
事
で
休
工
日
で

あ
っ
て
も
、
生
活
の
た
め
に
別
の
現
場
に
行
か
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
的

に
休
み
が
確
保
で
き
な
い
。

〇
民
間
工
事
は
難
し
い
に
し
て
も
、
公
共
工
事
に
お
い
て
は
横
一
線
で
週

休
２
日
制
と
す
る
よ
う
に
、
国
か
ら
よ
り
強
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

〇
技
能
労
働
者
が
日
給
制
な
の
で
、
４
週
８
休
を
実
施
す
る
と
文
句
が
出

る
。
週
休
２
日
を
実
施
す
る
代
わ
り
に
出
勤
日
は
毎
日
30
分
始
業
を
早

め
、
働
く
時
間
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
給
料
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
す
る
企
業
も
あ
る
が
、
技
能
労
働
者
が
週
２
日
休
ん
で
も
大
丈
夫
と

思
う
程
度
ま
で
労
務
単
価
を
上
げ
る
な
ど
、
給
与
体
系
を
変
え
な
い
限

り
は
、
４
週
８
休
が
完
全
に
浸
透
し
て
い
か
な
い
と
思
う
。

〇
道
路
の
維
持
管
理
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
と
、
土
砂
崩
れ
等
で
通
行

不
能
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
し
て
も
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〇
技
能
労
働
者
は
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
で
き
る
だ
け
働
き
た
い
と
思
う

の
で
、
週
休
２
日
制
の
会
社
の
下
で
働
く
よ
り
も
、
休
み
が
少
な
い
会

社
で
働
こ
う
と
す
る
。
各
々
の
考
え
方
が
あ
り
、
社
内
で
も
温
度
差
が

あ
り
、
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
普
及
に
は
、
労
務
単
価
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

〇
例
え
ば
出
水
期
に
施
工
が
で
き
な
い
工
事
は
、
施
工
で
き
る
期
間
に
で

き
る
だ
け
現
場
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
工
事
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
週
休
２
日
制
に
取
り
組
め
な
い
も
の
が
あ

る
。
施
工
で
き
な
い
期
間
も
十
分
加
味
し
た
工
期
と
す
る
な
ど
、
工
期

設
定
が
適
正
な
も
の
に
変
わ
っ
て
く
れ
ば
、
週
休
２
日
制
は
根
付
く
と

思
う
が
、
現
状
で
は
全
部
が
全
部
、
週
休
２
日
制
と
い
う
の
は
ま
だ
無

理
が
あ
る
と
思
う
。

〇
災
害
復
旧
工
事
は
、
基
本
的
に
測
量
設
計
が
不
十
分
な
場
合
が
多
く
、

災
害
査
定
で
決
め
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
工
事
発
注
さ
れ
ず
、
変
更
も
認

め
ら
れ
な
い
の
で
、
現
場
が
非
常
に
大
変
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要
な
地

権
者
と
の
合
意
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
工

事
が
で
き
な
い
状
況
が
発
生
す
る
場
合
も
多
い
。

〇
公
共
事
業
費
を
確
保
し
、
適
正
な
発
注
量
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
週
休
２
日
制
の
導
入
を
含
め
て
地
域
の
建
設
業
が
抱
え
る
多
く
の

問
題
が
解
決
で
き
る
。若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）
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若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
B＞

・
経
営
者
と
し
て
は
、
配
置
技
術
者
を
次
の
工
事
に
速
や
か
に
移
っ
て
も

ら
う
た
め
、
ま
た
工
事
が
遅
れ
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

１
日
で
も
早
く
工
事
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
考
え
る
が
、
天
候
の
問
題
や

休
み
を
増
や
そ
う
と
す
る
社
会
的
な
流
れ
も
あ
る
。
技
能
労
働
者
は
、

お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
で
き
る
だ
け
働
き
た
い
と
思
う
の
で
、
週
休
２
日

の
会
社
の
下
で
働
く
よ
り
も
、
休
み
が
少
な
い
会
社
で
働
こ
う
と
す

る
。
ま
た
、
工
期
の
遵
守
は
絶
対
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
安
全
側
を

見
て
、
土
曜
日
に
仕
事
を
す
る
の
が
現
場
の
人
の
本
音
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
様
々
な
考
え
方
、
事
情
、
政
策
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
週

休
２
日
制
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
社
内
で
も
温
度
差
が
あ

る
。

・
発
注
者
側
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
せ
い
か
、
翌
年
度
に
、
前
年
度

予
算
と
し
て
発
注
さ
れ
、
そ
の
年
度
の
３
月
末
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
状
で
は
よ
く
あ
る
。
し
か
も
無
理

な
く
３
月
末
ま
で
に
終
わ
る
よ
う
な
工
期
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

・
10
年
ほ
ど
前
は
、
土
曜
日
や
祝
日
も
仕
事
を
し
て
月
に
４
日
ほ
ど
し
か

休
み
が
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
社
内
で
週
休
２
日
制
を
導
入
し
、
ほ
と

ん
ど
の
現
場
は
週
休
２
日
制
で
動
い
て
お
り
、
割
と
「
新
３
Ｋ
」
が
進

ん
で
き
て
い
る
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
C＞

・
当
社
は
国
土
交
通
省
発
注
の
工
事
が
多
い
た
め
、
で
き
る
限
り
４
週
８

休
で
施
工
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
会
社
の
給
与
体
系
が
４
週
６
休
で

あ
る
た
め
、
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
休
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
を
達
成
し
な
い
か
ぎ
り
、
建
設
業
界
に
将
来
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
皆
、
給
与
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
休
み
が
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
本
来
は
暦
通
り
に
休
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
下
請
企
業
の
技
能
労
働
者
が
日
給
制
な
の
で
、
４
週
８
休
に
す
る
と
文

句
が
出
る
。
し
た
が
っ
て
、
４
週
８
休
の
現
場
と
４
週
６
休
の
現
場
に

分
け
よ
う
か
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。
週
休
２
日
制
に
つ
い
て
は
、
下

請
企
業
と
元
請
企
業
の
給
与
体
系
が
違
う
こ
と
が
一
番
の
問
題
。
こ
こ

が
変
わ
ら
な
い
限
り
は
、
４
週
８
休
が
完
全
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
B＞

・
公
共
工
事
は
、
公
務
員
の
働
き
方
と
同
じ
で
暦
通
り
に
休
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
社
内
で
、
国
土
交
通
省
の
工
事
は
完
全
に
週
休
２
日
制
で

あ
る
の
に
、
地
方
自
治
体
の
工
事
は
隔
週
の
土
曜
日
が
出
勤
と
な
り
、

民
間
工
事
は
、
発
注
者
が
完
成
期
限
を
決
め
る
の
で
、
さ
ら
に
休
め
な

い
。
そ
の
結
果
、
社
内
で
勤
務
体
制
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
不
公
平
感

が
強
い
。

・
他
企
業
が
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
、
月
～
金
の
勤
務
時
間
を
少
し
伸
ば

し
て
、
土
曜
日
の
勤
務
時
間
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
実
施
方
法
は
参
考

に
な
る
。

・
当
社
は
４
週
４
休
で
、
休
み
は
日
曜
日
だ
け
で
あ
る
。
土
曜
日
の
出
勤

に
対
し
て
休
日
手
当
は
支
給
さ
れ
て
い
る
。

・
会
社
も
日
給
制
は
や
め
て
全
員
社
員
制
度
に
し
た
い
が
、
休
日
出
勤
手

当
と
か
コ
ス
ト
的
に
厳
し
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
社
員
と
日
給
制
の
技

能
労
働
者
で
は
休
み
が
分
か
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
る
。

・
適
正
に
工
期
が
設
定
さ
れ
な
い
と
週
休
２
日
制
は
全
く
実
行
不
可
能
と

な
る
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
ク
リ
ア
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
短
い
工
期
が

設
定
さ
れ
れ
ば
、
土
曜
日
も
施
工
し
な
け
れ
ば
工
期
に
間
に
合
わ
な

い
。

・
当
社
は
、
月
給
制
の
社
員
と
日
給
制
の
技
能
労
働
者
が
い
る
。
以
前
に

週
休
２
日
制
工
事
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
工
事
が
休
み

で
あ
っ
て
も
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
は
生
活
の
た
め
に
別
の
現
場
に

仕
事
に
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞
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：
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・
民
間
工
事
は
難
し
い
に
し
て
も
、
公
共
工
事
は
横
一
線
で
週
休
２
日
制

と
す
る
よ
う
に
、
国
か
ら
県
、
市
町
村
に
よ
り
強
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
非
出
水
期
に
週
休
２
日
制
で
も
間
に
合
う
工
事
の
発
注
を
す
る
等
、
工

期
設
定
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
週
休
２
日
制
は
根
付
い
て
く
る
と
思
う

が
、
全
部
が
全
部
、
週
休
２
日
制
と
い
う
の
は
ま
だ
無
理
が
あ
る
と
感

じ
る
。
休
み
た
い
け
れ
ど
も
休
め
な
い
。

・
４
～
６
月
は
、
公
共
工
事
の
繰
越
や
、
民
間
工
事
が
多
少
あ
る
も
の

の
、
仕
事
は
少
な
く
、
土
曜
日
に
休
む
こ
と
が
で
き
る
。
７
月
以
降
は

忙
し
く
、
休
め
な
い
。

・
工
期
の
余
裕
期
間
を
相
当
広
く
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
自
分
が
入
社
す
る
際
は
週
休
２
日
と
い
う
謳
い
文
句
で
入
っ
た
が
、
現

実
は
全
く
違
っ
た
。
長
時
間
労
働
も
い
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

・
４
～
６
月
の
発
注
工
事
は
本
当
に
少
な
い
。
例
え
ば
、
河
川
工
事
が
５

月
頃
に
発
注
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
鮎
釣
り
期
間
の
都
合
で
す
ぐ
に

中
止
が
か
か
り
、
10
月
16
日
ま
で
は
河
川
の
水
中
に
及
ぶ
工
事
は
実
施

で
き
な
い
。
発
注
は
さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
は
実
施
で
き
な
い
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
最
近
は
概
算
発
注
が
多
い
の
で
、
ス
タ
ー
ト
で
い
き
な
り
一
時
中
止
に

な
り
、
詳
細
設
計
が
出
て
こ
な
い
で
全
然
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
は

多
々
あ
る
。
ま
た
指
示
が
来
て
も
、
そ
の
指
示
が
差
し
替
わ
り
、
さ
ら

に
差
し
替
わ
っ
て
、
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
に
つ
い
て
は
、
不
定
休
で
休
日
の
日
数
だ
け
あ
れ
ば
よ
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
天
候
の
関
係
で
現
場
が
進
ま
な
い
日
を
休
み
に

し
て
休
日
を
積
み
上
げ
ら
れ
る
が
、
単
純
に
土
日
休
み
と
い
う
話
に
な

る
と
結
構
難
し
い
。

・
概
算
発
注
の
場
合
は
、
変
更
設
計
等
の
指
示
が
出
る
ま
で
計
画
も
立
て

ら
れ
な
い
。
契
約
は
し
て
い
る
の
で
工
期
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
通

常
の
設
計
に
も
と
づ
き
発
注
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
が
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
B＞

・
雨
な
ど
で
現
場
が
進
ま
な
い
場
合
、
欧
米
で
は
工
期
延
長
や
金
額
増
分

を
認
め
て
く
れ
る
と
い
う
話
を
聞
く
が
、
我
が
国
の
商
慣
行
で
は
な
か

な
か
難
し
い
し
、
も
し
工
期
を
延
ば
し
て
く
れ
れ
ば
楽
に
な
る
も
の

の
、
工
事
の
効
率
、
特
に
利
益
面
は
悪
化
す
る
。
そ
の
分
を
補
填
す
る

よ
う
な
適
切
な
変
更
契
約
も
必
要
に
な
る
と
思
う
。

・
前
年
度
、
発
注
後
に
変
更
し
て
い
た
工
事
と
同
様
の
工
事
を
、
次
の
年

度
も
前
年
度
当
初
発
注
と
同
じ
内
容
で
発
注
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ

る
。
当
然
同
じ
変
更
が
必
要
と
な
り
、
本
当
に
無
駄
な
時
間
を
取
ら
れ

て
し
ま
う
。

・
災
害
復
旧
工
事
は
査
定
で
決
め
ら
れ
た
範
囲
で
行
う
が
、
例
え
ば
、
地

元
の
方
か
ら
「
災
害
で
壊
れ
る
前
は
も
っ
と
堤
防
が
高
か
っ
た
」
と
か

言
わ
れ
て
、
結
局
１
か
月
施
工
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

・
地
元
の
建
設
会
社
で
も
車
両
が
新
し
く
な
っ
た
り
設
備
が
増
え
た
り
と

積
算
が
改
善
さ
れ
て
い
る
効
果
は
出
て
い
る
と
は
思
う
が
、
労
務
単
価

の
改
善
を
会
社
が
受
益
す
る
の
で
は
な
く
、
職
員
に
還
元
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
日
給
制
で
あ
っ
て
も
、
収
入
が
増
え
れ
ば
、
週
休
２
日

制
は
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。

・
災
害
復
旧
工
事
が
多
数
あ
る
と
、
工
事
に
必
要
な
断
面
図
が
１
断
面
し

か
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
箇
所
は
あ
っ
て
い
る
が
、
起
終
点
で
高

さ
が
違
う
、
現
地
で
高
さ
が
合
わ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
発
生

す
る
。
た
と
え
ば
施
工
延
長
に
つ
い
て
も
、
30
ｍ
と
査
定
さ
れ
て
い
る

が
実
際
は
35
ｍ
施
工
す
る
必
要
が
あ
る
現
場
が
あ
る
と
、
35
ｍ
施
工
し

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
け
ど
５
ｍ
分
の
金
額
は
支
払
え
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
擦
り
付
け
工
だ
と
支
払
え
る
が
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
あ
る
。

・
昔
に
比
べ
る
と
工
事
量
が
減
り
、
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
結

果
的
に
土
日
休
み
で
も
会
社
が
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
昔
よ

り
は
休
み
が
取
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
の
よ
う
に
給

与
を
低
く
抑
え
た
ま
ま
で
、
休
み
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
給
与
が
下

が
っ
て
し
ま
う
状
況
が
一
番
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
B＞

・
堤
外
民
地
に
関
し
て
工
事
実
施
の
了
解
を
発
注
者
が
地
権
者
に
取
っ
て

い
な
い
ま
ま
発
注
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
工
事
着
手
し
た
い
の

に
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
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・
地
域
の
建
設
業
が
抱
え
る
課
題
は
週
休
２
日
制
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
す
ご
く
乱
暴
な
言
い
方
に
な
る
が
、
公
共
事
業
費
が
確
保
さ

れ
、
適
正
な
発
注
量
が
担
保
さ
れ
る
限
り
、
ほ
と
ん
ど
解
決
で
き
る
。

・
受
注
後
す
ぐ
に
実
施
す
る
照
査
の
段
階
で
、
工
程
上
支
障
が
あ
る
何
か

し
ら
の
問
題
が
見
つ
か
る
た
め
、
見
つ
け
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
期
間
を
も
と
に
、
こ
れ
ぐ
ら
い
工
期
を
延
ば
せ
る
か
と
い

う
探
り
を
発
注
者
に
入
れ
る
。
無
理
と
言
わ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
の
工
期

で
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
は
多
い
。

・
基
本
的
に
測
量
設
計
が
不
十
分
で
大
変
で
あ
る
。

・
今
年
の
夏
も
酷
暑
が
続
き
、
天
気
予
報
で
は
「
危
険
な
暑
さ
」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
危
険
手
当
な
ど
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
休
め
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

・
工
期
が
12
月
ま
で
の
工
事
は
、
最
終
的
に
３
月
末
ま
で
に
終
わ
れ
ば
良

い
と
見
越
す
た
め
、
工
期
の
心
配
は
し
な
い
。
３
月
末
に
工
期
が
設
定

さ
れ
て
い
る
工
事
は
厳
し
い
。

・
現
在
担
当
し
て
い
る
補
修
工
事
は
完
全
週
休
２
日
制
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
12
月
ま
で
の
工
期
で
あ
り
、
最
悪
の
場
合
は
年
度
末
ま
で
工
期
を

延
ば
す
こ
と
が
可
能
な
た
め
で
あ
る
。
週
休
２
日
制
実
施
に
は
、
工
期

に
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
重
要
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
C＞

・
工
程
の
組
み
方
や
段
取
り
次
第
で
少
し
ず
つ
工
期
を
縮
め
て
い
く
こ
と

は
可
能
。

・
雨
の
日
を
除
き
、
土
曜
日
は
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
親
が
当
社
に

い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
で
あ
る
こ
と
は
入
社
前
か
ら
分

か
っ
て
い
た
。

・
技
能
労
働
者
が
日
給
制
な
の
で
、
ま
ず
は
４
週
６
休
と
し
て
、
将
来
的

に
４
週
８
休
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
は
第
２
，
４
土
曜
日
は

必
ず
休
む
よ
う
に
し
て
、
ど
う
し
て
も
休
め
な
い
場
合
は
、
第
１
、
な

い
し
は
第
３
土
曜
日
に
休
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

・
当
社
は
、
道
路
の
維
持
管
理
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
会
社
な
の
で
、

緊
急
工
事
や
土
砂
崩
れ
等
で
通
行
不
能
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
土
日
で

あ
ろ
う
が
ど
う
し
て
も
す
ぐ
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
設
定
さ
れ
た
工
期
、
工
事
内
容
で
は
、
ど
う
し
て
も
休
日
も
工
事
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
工
事
が
絶
対
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
の
中
で
の

ケ
ー
ソ
ン
工
事
は
、
工
事
は
非
出
水
期
し
か
で
き
な
い
制
約
が
あ
る
の

で
、
最
初
に
工
程
を
詰
め
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
う
す
る

と
土
曜
日
も
日
曜
日
も
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

・
平
成
30
年
（
20
18
年
）
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
安
芸
地
方
で
も
相
当
の
被

害
を
被
っ
た
。
多
く
の
企
業
が
災
害
復
旧
工
事
を
頑
張
っ
て
施
工
し
て

お
り
、
ず
っ
と
忙
し
い
が
休
み
は
取
り
に
く
い
。

・
現
地
で
測
量
し
た
ら
設
計
内
容
と
は
全
然
違
う
、
と
い
う
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
発
注
者
か
ら
は
延
長
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、
よ

ほ
ど
の
理
由
が
な
い
と
変
更
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
と
て
も
た
い
へ
ん

で
あ
る
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
C＞

・
変
更
し
て
も
ら
う
に
し
ろ
、
そ
の
た
め
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
分
、

工
事
が
止
ま
る
の
で
、
受
注
者
側
も
困
る
。

・
技
能
労
働
者
は
週
休
２
日
制
に
す
る
と
給
料
が
減
る
の
で
、
代
わ
り
に

毎
日
30
分
始
業
を
早
め
、
平
日
に
働
く
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
給
料
が

変
わ
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
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＜
高
知
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
完
全
な
週
休
２
日
制
は
で
き
て
い
な
い
が
、
隔
週
の
土
曜
日
は
休
み
に

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

・
技
能
労
働
者
も
月
給
制
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

(１
)ー
②
長
時
間
労
働
（
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
へ
の
準
備
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
本
来
発
注
者
が
行
う
べ
き
こ
と
な
が
ら
現
実
に
は
受
注
者
に
行
わ
せ
て

い
る
こ
と
を
、
発
注
者
側
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う
た
め
に
、
サ
ポ
ー
ト

に
入
っ
て
い
る
支
援
業
務
の
方
に
実
施
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
シ
ス
テ

ム
を
変
え
て
い
か
な
い
と
受
注
者
側
の
長
時
間
労
働
は
減
ら
な
い
。

〇
作
り
込
ま
な
く
て
よ
い
書
類
で
も
、
点
数
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う

と
な
か
な
か
や
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
現
場
の
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

〇
設
計
内
容
が
施
工
困
難
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ス

タ
ー
ト
の
設
計
段
階
で
設
計
会
社
と
建
設
会
社
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
一

緒
に
作
っ
て
い
け
た
ら
、
手
戻
り
も
減
る
。

〇
最
近
は
工
期
の
繰
越
を
し
て
も
よ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
毎
年
度
末
の

長
時
間
労
働
が
和
ら
い
で
き
た
印
象
が
あ
る
。

〇
現
場
で
の
体
制
が
し
っ
か
り
と
れ
て
お
り
、
現
場
を
見
る
人
、
事
務
担

当
の
人
、
発
注
者
対
応
の
人
の
人
員
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
長

時
間
労
働
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

〇
現
場
が
点
在
す
る
こ
と
や
発
注
者
へ
の
提
出
書
類
作
成
に
よ
り
時
間
外

労
働
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
発
注
者
側
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
て
お
ら
ず
、
支
援
業
務
の
方
が
間
に

サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
方
に
は
責
任
が
な
い
た
め
、
そ
う

い
う
責
任
が
な
い
方
が
間
に
入
っ
て
い
て
も
仕
事
は
進
ま
な
い
。
例
え

ば
、
そ
う
い
う
支
援
業
務
の
方
に
、
受
注
者
に
渡
す
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
も
ら
っ
て
き
ち
ん
と
渡
す
、
と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
お

ら
ず
、
全
部
受
注
者
に
や
ら
せ
て
い
る
か
ら
、
受
注
者
側
の
長
時
間
労

働
を
招
い
て
い
る
。
仕
事
の
進
め
方
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
て
い
か
な
い

と
受
注
者
の
長
時
間
労
働
は
減
ら
な
い
と
思
う
。

・
書
類
簡
素
化
は
、
昔
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。
電
子
化
さ
れ
て
も
紙
が
必
要
だ
っ
た
り
、
書
類
を
ス
キ
ャ
ン
し

た
り
、
点
数
ア
ッ
プ
の
た
め
に
書
類
を
作
り
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
作

り
込
ま
な
く
て
よ
く
て
も
、
点
数
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う
と
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
。
担
当
の
方
に
聞
く
と
「
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
の
で
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
も
作
っ
た
り
す
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
現
場
の
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
「
作

る
な
」
と
言
わ
れ
な
い
と
作
っ
て
し
ま
う
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
Ａ
＞

166



４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
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術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
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・
今
で
も
発
注
者
側
の
仕
事
、
例
え
ば
施
工
が
可
能
な
設
計
を
つ
く
る
、

と
い
う
こ
と
を
受
注
者
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
多
々
あ
る
の

で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
支
援
業
務
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
。

・
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
設
計
が
お
か
し
い
内
容
で
あ
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い

あ
る
の
で
、
設
計
会
社
と
ス
タ
ー
ト
の
段
階
で
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
一
緒

に
作
っ
て
い
け
た
ら
、
手
戻
り
も
減
る
と
思
う
。

・
工
期
に
関
し
て
は
、
最
近
は
繰
越
を
し
て
も
よ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

毎
年
度
末
の
長
時
間
労
働
が
和
ら
い
で
き
た
印
象
が
あ
る
。

・
書
類
の
最
適
化
を
し
な
い
限
り
、
長
時
間
労
働
は
減
ら
な
い
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
B＞

・
部
下
に
多
く
の
時
間
外
労
働
を
さ
せ
て
は
い
な
い
が
、
日
報
を
ま
と
め

た
り
、
伝
票
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
と
ど
う
し
て
も
毎
日
１
時
間
程
度

の
時
間
外
労
働
は
生
じ
る
。
た
だ
、
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
て
、
昔
と
比

べ
た
ら
仕
事
量
は
格
段
に
軽
く
な
っ
た
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
C＞

・
現
場
で
の
体
制
が
し
っ
か
り
と
れ
て
お
り
、
現
場
を
見
る
人
、
事
務
担

当
の
人
、
発
注
者
対
応
の
人
の
人
員
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
長

時
間
労
働
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

・
現
場
が
点
在
す
る
こ
と
や
発
注
者
へ
の
提
出
書
類
作
成
に
よ
り
時
間
外

労
働
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
極
力
定
時
に
仕
事
を
終
え
た
い
と
思

う
な
ら
、
定
時
に
終
わ
れ
る
体
制
を
作
れ
る
よ
う
、
会
社
全
体
で
動
く

必
要
が
あ
る
。
実
際
、
会
社
自
体
も
、
発
注
者
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
す

べ
て
完
全
週
休
２
日
制
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

(１
)ー
③
担
い
手
確
保
・
建
設
業
の
魅
力

<
意
見
の
概
要
＞

〇
同
じ
仕
事
を
し
て
も
都
会
の
方
が
給
与
が
高
い
。
建
設
業
で
は
、
都
会

で
も
地
方
で
も
同
じ
労
務
単
価
に
す
る
な
ど
、
給
与
面
で
差
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
建
設
業
へ
の
入
職
は
な
か
な
か
難
し
い
。

〇
若
手
は
義
務
教
育
か
ら
週
休
２
日
制
で
育
っ
て
い
る
の
で
、
週
休
２
日

制
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
感
覚
の
人
が
多
い
。
週
休
２
日
制
を
進

め
て
い
か
な
い
と
ど
ん
ど
ん
建
設
業
は
廃
れ
て
い
く
と
思
う
。

〇
工
事
が
完
成
し
た
と
き
に
地
域
の
方
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る

こ
と
や
、
自
分
が
携
わ
っ
た
一
つ
一
つ
の
現
場
に
様
々
な
思
い
出
が
あ

る
こ
と
に
、
建
設
業
で
働
く
良
さ
や
魅
力
を
感
じ
る
。
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〇
一
か
ら
構
造
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
醍
醐
味
を
持
っ
て
い
る
建
設
業
は

魅
力
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
若
者
は
入
職
し
な
い
の
で
、
給
与
、

休
暇
な
ど
の
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
。

〇
建
設
業
界
に
入
職
し
て
最
も
驚
い
た
の
は
、
現
場
を
ミ
リ
単
位
で
管
理

し
て
い
る
こ
と
で
、
さ
す
が
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
だ
と
実
感
し
た
。

〇
休
日
の
数
が
多
い
か
だ
け
で
な
く
、
土
日
祝
日
に
休
め
る
か
ど
う
か

が
、
建
設
業
界
へ
の
入
職
者
を
増
や
す
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
。

〇
建
設
業
界
は
働
い
て
い
る
人
の
見
た
目
の
怖
い
イ
メ
ー
ジ
で
敬
遠
さ
れ

る
こ
と
が
結
構
あ
る
。

〇
休
み
が
多
い
ほ
う
が
建
設
業
界
を
希
望
す
る
人
は
多
く
な
る
と
思
う
。

〇
若
手
は
技
術
者
と
し
て
戦
力
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
入
職
し

て
す
ぐ
辞
め
る
の
は
、
３
ト
ン
車
等
の
運
転
資
格
が
な
い
た
め
に
現
場

の
大
変
な
仕
事
ば
か
り
を
任
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
ん
な
は
ず
で
は

な
か
っ
た
と
、
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
面
も
あ
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
同
じ
仕
事
を
し
て
も
都
会
の
方
が
給
与
が
高
い
。
給
与
面
で
も
差
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
住
み
や
す
い
田
舎
の
方
が
よ
い
、
と
い
う
選
択
肢
が

出
て
く
る
。
ま
た
地
方
の
建
設
企
業
は
、
公
務
員
と
比
べ
て
、
給
与
で

も
勝
て
ず
、
休
暇
で
も
勝
て
ず
、
そ
う
し
た
中
で
、
地
域
の
建
設
業
に

入
職
し
て
も
ら
う
に
は
、
も
の
づ
く
り
と
し
て
の
建
設
業
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ぐ
ら
い
し
か
な
い
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
若
者
に
地
方

の
建
設
業
に
入
職
し
て
も
ら
う
に
は
、
給
与
、
休
暇
な
ど
の
条
件
面

で
、
公
務
員
や
都
市
部
と
同
じ
く
ら
い
に
な
ら
な
い
と
、
解
決
し
な

い
。

・
若
手
は
、
週
休
２
日
制
な
の
で
当
社
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
、
週
休
２
日
制
を
崩
し
て
い
く
と
雇
用
が
減
っ
て
い
く
と
感
じ

る
。

・
高
校
進
学
の
際
、
普
通
科
に
入
学
し
た
く
な
か
っ
た
た
め
、
高
専
に
進

学
し
、
そ
こ
で
土
木
科
に
進
も
う
と
決
め
た
。
「
お
母
さ
ん
が
作
っ
た

橋
だ
よ
」
と
言
う
こ
と
を
目
標
に
、
建
設
業
界
で
働
い
て
き
た
。

・
当
社
で
は
、
入
社
５
年
目
ぐ
ら
い
ま
で
の
若
手
が
15
人
ほ
ど
い
て
、
今

年
も
６
人
入
社
し
て
い
る
。
友
人
や
先
輩
か
ら
の
勧
め
で
入
社
し
て
い

て
、
あ
り
が
た
い
。
た
だ
し
、
若
手
が
増
え
た
分
、
教
え
る
こ
と
も
多

く
て
苦
労
し
て
い
る
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
B＞

・
当
社
に
限
ら
ず
県
内
の
会
社
は
、
自
分
た
ち
の
世
代
（
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
あ
た
り
の
30
歳
代
）
が
少
な
く
、
そ
れ
が
課
題
で
あ
る
。

・
外
国
人
の
労
働
者
は
ど
う
し
て
も
給
料
が
よ
い
東
京
・
関
東
方
面
で
働

く
。
外
国
人
労
働
者
に
地
方
で
働
い
て
も
ら
う
た
め
、
地
方
で
働
く
外

国
人
に
賃
金
を
優
遇
す
る
制
度
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

・
今
の
若
い
人
は
学
校
も
週
休
２
日
制
で
育
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
週
休

２
日
制
が
当
た
り
前
の
感
覚
。
あ
わ
せ
て
周
り
の
友
人
た
ち
も
週
休
２

日
制
で
あ
り
、
建
設
業
に
入
っ
た
か
ら
週
に
１
回
し
か
休
み
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
建
設
業
は
廃
れ
て
し
ま
う
。

・
当
社
は
週
休
２
日
制
を
導
入
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
休
み
が
多
い
ほ
う

が
建
設
業
界
を
希
望
す
る
人
は
多
く
な
る
と
思
う
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
C＞

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
A＞
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＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
と
い
う
こ
と
で
、
建
設
業
に
関
し
て
は
労
務
単

価
は
東
京
と
地
方
と
で
同
じ
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
地
方
に
入
職
し
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
の

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

・
指
示
待
ち
の
若
手
が
多
く
、
あ
ま
り
や
る
気
が
見
ら
れ
な
い
。
自
分
た

ち
が
若
手
を
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
が
、
自
分
た
ち
も
手
一
杯

な
の
で
教
え
る
ま
で
に
少
し
時
間
が
あ
く
が
、
そ
こ
で
自
分
で
考
え
て

動
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
な
い
。
若
手
か
ら
「
何
か
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
な
い
。
自
分
で
考
え
て
動
く
人
は
仕

事
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
建
設
業
は
イ
メ
ー
ジ
も
悪
い
し
、
離
職
者
の
理
由
に
「
作
業
が
キ
ツ

イ
」
と
い
う
の
が
上
位
に
あ
る
な
か
、
こ
れ
ら
の
部
分
を
カ
バ
ー
し
て

建
設
業
に
就
こ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
取
る
に
は
、
給
与
を
含

め
た
待
遇
の
と
こ
ろ
を
ど
う
良
く
し
て
い
く
か
、
と
い
う
の
が
大
き
な

要
因
で
あ
り
、
会
社
と
し
て
も
貯
め
こ
ま
ず
に
職
員
に
還
元
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
も
必
要
か
と
思
う
。

・
建
設
業
の
入
職
者
が
増
え
な
い
原
因
の
一
つ
に
は
、
土
日
祝
日
が
休
み

に
な
ら
な
い
建
設
業
の
仕
事
の
内
容
と
休
日
の
取
り
方
、
休
日
の
捉
え

方
に
乖
離
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
解
決
策
を

出
す
の
が
な
か
な
か
難
し
い
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
C＞

・
親
の
職
業
が
建
設
業
な
の
で
、
そ
の
姿
を
見
て
建
設
業
に
入
っ
た
よ
う

な
と
こ
ろ
。

・
雨
の
日
は
休
み
だ
っ
た
り
す
る
が
、
毎
週
土
曜
日
は
仕
事
で
あ
る
。

・
会
社
に
入
っ
た
け
れ
ど
も
す
ぐ
に
辞
め
る
人
は
周
り
に
結
構
い
る
。
若

手
は
３
ト
ン
車
の
運
転
の
資
格
取
得
な
ど
、
技
術
者
と
し
て
戦
力
に
な

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
車
に
乗
る
仕
事
は
楽
な
場
合
も
あ
る
が
、

そ
れ
が
で
き
な
い
と
、
一
日
中
鍬
を
抱
え
て
働
く
な
ど
他
の
大
変
な
仕

事
ば
か
り
を
任
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た

と
、
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

・
高
校
卒
業
後
は
建
設
業
と
は
別
の
業
界
で
お
客
さ
ん
と
１
対
１
で
接
す

る
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
人
と
接
す
る
の
が
嫌
に
な
り
現
場
仕
事
の
方

が
ノ
ビ
ノ
ビ
で
き
る
と
思
っ
て
建
設
業
に
転
職
し
た
。

・
建
設
業
に
入
っ
て
最
も
驚
い
た
の
は
、
大
き
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
の

に
ミ
リ
単
位
で
現
場
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
で
、
さ
す
が
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
だ
、
す
ご
い
な
と
実
感
し
た
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
B＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
B＞
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・
工
事
が
完
成
し
て
地
域
の
方
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き

に
、
「
土
木
の
業
界
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
な
」
と
思
う
。
ま
た
、
自
分

が
施
工
に
携
わ
っ
た
道
路
を
通
っ
た
と
き
に
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
を
思

い
出
し
、
そ
う
し
た
現
場
一
つ
一
つ
に
様
々
な
思
い
出
が
あ
る
と
こ
ろ

に
土
木
の
魅
力
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
現
場
を
１
つ
完
成
し
て
気
が
つ
い

た
こ
と
で
あ
る
。

・
会
社
の
人
か
ら
頼
ま
れ
て
知
り
合
い
の
若
い
子
に
入
職
を
誘
っ
た
り
す

る
が
、
働
い
て
い
る
人
の
見
た
目
の
怖
い
イ
メ
ー
ジ
で
敬
遠
さ
れ
る
こ

と
が
結
構
あ
る
。
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
見
た
目
が
怖
い

人
が
多
い
。
ま
た
入
職
し
た
若
い
子
も
、
少
し
怒
ら
れ
て
す
ぐ
に
嫌
に

な
っ
て
辞
め
る
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
会
社
に
残
る
の
は
ほ
ん
の

一
握
り
。
当
社
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
作
業
服
一
式

を
ス
マ
ー
ト
な
も
の
に
変
更
し
た
。

(２
)i-
Co
ns
tr
uc
tio
nの
推
進

(２
)ー
①
IC
Tの
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
山
間
部
の
よ
う
な
狭
い
現
場
、
G
PS
が
入
り
に
く
い
現
場
や
、
小
規
模

な
構
造
物
が
多
い
現
場
で
は
、
IC
Tの
導
入
は
難
し
い
が
、
現
場
が
広
け

れ
ば
IC
Tが
活
用
で
き
て
非
常
に
効
果
が
あ
る
。

〇
IC
T活
用
を
進
め
て
い
る
会
社
は
少
な
く
、
水
平
展
開
が
図
れ
て
い
な

い
。
活
用
し
て
い
る
会
社
と
活
用
し
て
い
な
い
会
社
で
差
が
大
き
い
。

〇
測
量
が
１
回
で
終
わ
る
、
丁
張
り
が
必
要
な
い
、
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
よ
っ
て
現
場
が
ど
ん
ど
ん
進
む
等
、
IC
T活
用
は
非
常
に
便
利
で
あ

る
。

〇
社
内
で
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
詳
し
く
、
ソ
フ
ト
を
比
べ
て
選
ぶ
こ
と
を

苦
に
し
な
い
社
員
が
い
れ
ば
IC
Tを
導
入
し
や
す
い
し
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
導
入
し
づ
ら
い
。

〇
IC
Tを
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
加
点
の
メ
リ
ッ
ト
感
や
発
注
者
の
熱
意
が

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
IC
T活
用
が
水
平
展
開
し
な
い
要
因
に
も
な
っ

て
い
る
。

〇
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
「
楽
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
IC
T施
工
を
歓
迎

す
る
。
た
だ
し
、
山
間
部
で
は
G
PS
が
不
調
で
実
施
は
難
し
い
。
ま

た
、
朝
や
夕
方
の
時
間
帯
、
近
く
で
ダ
ン
プ
が
無
線
で
交
信
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
G
PS
が
不
調
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

〇
起
工
測
量
か
ら
納
品
ま
で
の
５
工
程
全
て
で
IC
Tを
活
用
す
る
の
で
は
な

く
、
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
の
よ
う
に
、
高
価
な
建
機
を
購
入
す
る
こ
と

な
く
、
現
場
の
条
件
に
応
じ
て
IC
Tを
使
え
る
工
程
だ
け
使
え
ば
よ
い
。

〇
IC
Tの
活
用
は
、
現
場
で
丁
張
り
を
か
け
る
等
の
今
ま
で
実
施
し
て
い
た

作
業
の
手
間
を
か
な
り
省
け
る
の
で
、
人
材
不
足
を
補
う
観
点
で
は
有

効
で
あ
る
。
３
次
元
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
施
工
の
際
に
イ
メ
ー
ジ
が
し
や

す
い
な
ど
他
に
も
付
加
価
値
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
点
も

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
、
IC
T活
用
は
進
む
の
で
は
な
い
か
。

〇
ド
ロ
ー
ン
も
、
草
が
生
え
て
い
る
場
所
や
水
中
な
ど
の
現
場
で
は
う
ま

く
撮
影
で
き
な
い
。
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〇
IC
T建
機
・
機
器
を
安
価
に
リ
ー
ス
で
き
る
よ
う
に
技
術
開
発
が
進
め

ば
、
IC
Tの
導
入
に
前
向
き
な
企
業
が
増
え
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

〇
IC
Tを
内
製
化
で
き
て
い
る
会
社
も
一
部
あ
る
が
、
高
知
県
全
体
と
し
て

は
専
門
企
業
に
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
印
象
。
ソ
フ
ト
や
IC
T建

機
も
進
歩
し
続
け
て
い
る
の
で
、
購
入
し
て
も
い
つ
利
用
で
き
な
く
な

る
か
分
か
ら
な
い
面
も
あ
る
ほ
か
、
費
用
が
高
い
の
で
購
入
し
て
も
ペ

イ
す
る
自
信
が
持
て
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
リ
ー
ス
、
外
注
に

な
る
。

〇
IC
T建
機
は
、
一
般
の
建
機
に
比
べ
て
リ
ー
ス
代
が
高
く
、
設
計
金
額
よ

り
も
高
い
こ
と
か
ら
、
IC
Tの
活
用
は
測
量
ま
で
と
し
、
施
工
は
断
念
し

て
い
る
会
社
も
あ
る
。
測
量
に
お
け
る
IC
Tの
活
用
は
、
精
度
が
高
く
、

人
手
が
要
ら
ず
、
た
い
へ
ん
便
利
で
あ
る
。

〇
請
負
金
額
が
３
～
５
千
万
円
程
度
の
よ
う
に
小
規
模
な
工
事
の
場
合
、

IC
T建
機
を
使
う
と
利
益
を
確
保
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〇
IC
T活
用
に
最
初
に
取
り
組
む
と
き
の
、
ソ
フ
ト
も
含
め
て
設
備
や
技
術

的
な
面
で
負
荷
が
大
き
い
。
比
較
的
小
さ
な
会
社
は
設
備
投
資
し
づ
ら

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
初
期
コ
ス
ト
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
制
度
が

で
き
れ
ば
、
IC
T活
用
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。

〇
工
事
の
規
模
が
一
定
の
基
準
よ
り
も
大
き
く
な
い
と
、
IC
T施
工
は
赤
字

の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
発
注
さ
れ
る
工
事
規
模
が
大
き
く
な

い
地
域
で
は
、
IC
T施
工
に
取
り
組
む
会
社
は
少
な
い
し
、
発
注
者
の
意

識
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。

〇
現
状
で
は
、
加
点
に
よ
る
受
注
を
狙
っ
て
IC
Tに
取
り
組
ん
で
い
る
側
面

が
あ
る
。

〇
IC
T活
用
に
要
す
る
費
用
を
す
べ
て
発
注
者
に
支
払
っ
て
も
ら
え
れ
ば
よ

い
が
、
ど
こ
ま
で
支
払
っ
て
も
ら
え
る
か
グ
レ
ー
な
面
も
あ
り
、
「
持

ち
出
し
が
怖
い
」
こ
と
か
ら
取
り
組
ま
な
い
面
も
あ
る
。

〇
工
事
成
績
の
点
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
必
死
だ
が
、
IC
Tを
活
用
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
点
数
ア
ッ
プ
は
期
待
で
き
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
が
感

じ
ら
れ
な
い
。

〇
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
ソ
フ
ト
は
、
外
国
語
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
も
の
ば
か
り
で
、
操
作
方
法
が
難
解
で
あ
る
。

〇
IC
T活
用
に
最
初
に
取
り
組
む
と
き
は
赤
字
に
な
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
の

で
、
小
規
模
な
工
事
で
実
施
す
る
ほ
う
が
良
い
。
最
初
の
取
り
組
み
は

投
資
と
考
え
、
赤
字
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
外
注
し
た
結
果
と
自
社
で

の
実
施
結
果
を
比
較
し
て
、
ど
こ
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
分
析
し
、
そ

こ
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
着
実
に
進
め
て
い
く
方
法
だ

と
思
う
。

〇
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
が
大
変
。
設
計
を
３
次
元
デ
ー
タ
で
頂
け
る
と

IC
T活
用
は
楽
に
取
り
組
め
る
。

〇
設
計
を
３
次
元
デ
ー
タ
で
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
の
照
査
も
大

変
。
現
在
は
修
正
前
の
設
計
デ
ー
タ
も
含
め
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
大
量

の
資
料
を
一
括
で
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
発
注
者
が
最
終
の
設
計

デ
ー
タ
の
み
に
整
理
し
て
提
供
し
て
ほ
し
い
。

〇
小
さ
な
会
社
で
は
IC
Tに
取
り
組
め
る
人
数
も
少
な
い
。
技
術
を
先
行
で

覚
え
て
、
そ
れ
を
社
内
で
教
え
て
い
く
部
隊
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ

が
な
か
な
か
い
な
い
の
が
現
状
。

〇
全
体
最
適
の
導
入
に
関
し
て
、
コ
ス
ト
比
較
だ
け
で
は
な
く
、
工
期
や

現
場
の
条
件
も
踏
ま
え
て
、
当
初
設
計
か
ら
２
次
製
品
を
採
用
し
て
ほ

し
い
。
２
次
製
品
の
使
用
は
工
程
を
短
く
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
や

２
次
製
品
し
か
使
用
で
き
な
い
現
場
も
あ
る
。
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＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
A＞

・
当
社
で
は
数
年
前
か
ら
内
製
化
の
方
針
で
IC
T活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
社
内
で
パ
ソ
コ
ン
等
に
詳
し
い
社
員
が
い
て
、
そ
の
社
員
を
IC
T活

用
の
担
当
に
し
て
今
の
と
こ
ろ
は
機
能
し
て
い
る
。

・
IC
T活
用
に
関
し
て
、
自
社
は
多
く
活
用
し
て
い
る
が
、
水
平
展
開
が
少

な
い
。

・
施
工
者
希
望
Ⅰ
型
の
入
札
契
約
で
は
、
IC
Tを
適
用
す
れ
ば
加
点
さ
れ
る

た
め
、
国
土
交
通
省
の
発
注
工
事
に
つ
い
て
今
は
全
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

・
県
や
町
が
発
注
す
る
1.
5車
線
的
道
路
整
備
工
事
の
よ
う
な
小
規
模
な
工

事
や
、
高
知
県
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
山
間
部
の
よ
う
な
G
PS
が
入
ら

な
い
現
場
で
は
、
IC
T施
工
は
難
し
い
が
、
国
土
交
通
省
が
発
注
す
る
よ

う
な
現
場
が
広
い
工
事
で
あ
れ
ば
、
IC
Tで
施
工
で
き
て
非
常
に
効
果
が

あ
る
。

・
実
際
に
自
分
た
ち
が
接
す
る
事
務
所
の
出
張
所
長
、
監
督
官
等
の
IC
T活

用
に
対
す
る
熱
意
に
温
度
差
が
あ
る
。

・
IC
Tを
使
え
ば
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

バ
ッ
ク
ホ
ー
の
掘
削
で
現
場
が
ど
ん
ど
ん
進
む
し
、
丁
張
り
は
必
要
な

く
、
測
量
も
１
回
で
す
ぐ
に
終
わ
る
な
ど
、
非
常
に
便
利
で
あ
り
、
皆

IC
T施
工
で
実
施
し
た
が
る
。
測
量
は
草
を
刈
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
手
間
は
生
じ
る
が
。

・
小
規
模
構
造
物
が
多
く
あ
る
よ
う
な
現
場
で
は
、
デ
ー
タ
を
入
力
す
る

作
業
で
さ
え
も
、
タ
イ
ム
ロ
ス
に
な
る
。

・
受
注
者
は
点
数
の
加
点
を
狙
っ
て
い
る
の
で
、
発
注
者
側
か
ら
、
IC
T活

用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
加
点
を
も
っ
と
前
向
き
に
行
っ
て
く
れ
る
と
、

他
の
会
社
も
最
初
は
し
ん
ど
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
っ
と
取
り
入
れ

て
活
用
し
て
い
く
と
思
う
。
成
績
評
価
の
時
に
IC
T活
用
を
評
価
し
て
く

れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
今
の
状
況
で
は
、
IC
T活
用
し
て
も
極

端
に
点
数
が
よ
く
な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
な
く
、
活
用
し
な
く
て
も

評
価
点
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。

・
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
「
丁
張
り
が
よ
い
か
、
設
計
デ
ー
タ
を
入
れ

た
ほ
う
が
よ
い
か
」
と
聞
く
と
、
設
計
デ
ー
タ
の
方
を
選
ぶ
。
建
機
か

ら
降
り
て
現
地
を
確
認
す
る
作
業
を
し
な
く
て
済
む
の
で
「
す
ご
く

楽
」
で
早
く
現
場
が
進
む
の
で
、
最
初
の
頃
は
赤
字
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
そ
う
い
う
声
を
聞
く
と
IC
Tを
肯
定
的
に
考
え
て
い
っ
た
。

・
IC
T活
用
は
全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
確
か
に
便
利

な
と
こ
ろ
は
便
利
で
あ
り
、
使
い
方
次
第
で
作
業
を
省
力
化
で
き
る
と

こ
ろ
は
大
い
に
あ
る
。

・
IC
Tを
活
用
す
る
こ
と
で
施
工
自
体
は
早
く
終
わ
る
。

・
山
間
部
の
現
場
は
、
G
PS
の
電
波
を
拾
え
な
い
の
で
無
理
で
あ
る
。
平

地
で
も
朝
と
夕
方
は
電
波
を
拾
い
に
く
く
な
る
。
ま
た
一
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
な
い
と
赤
字
に
な
る
の
で
、
そ
の
時
は
丁
張
り
を
実
施
し

て
い
る
。

・
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
や
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
施
工
は
、

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
簡
単
に
出
来
る
が
、
起
工
測
量
や
点
群
処
理
な
ど

は
、
使
用
す
る
ソ
フ
ト
の
選
択
も
含
め
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
当
社
で

は
起
工
測
量
や
点
群
処
理
を
当
初
は
外
注
し
て
い
た
が
、
IC
T担
当
者
が

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
内
製
化
に
繋
げ
て
く
れ
た
。
使
用
す
る

ソ
フ
ト
を
比
べ
た
り
す
る
こ
と
は
専
門
性
が
高
く
、
勉
強
す
る
の
も
面

倒
く
さ
い
の
で
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
社
員
が
い
な
い
と
内
製
化

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

・
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
使
え
ば
建
機
か
ら
乗
り
降
り
す
る
こ
と
が
必

要
な
く
な
る
の
で
年
配
の
方
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。
生
産
性

の
向
上
と
い
う
効
果
の
ほ
か
に
、
そ
う
い
う
日
常
的
な
効
果
も
PR
す
れ

ば
IC
T活
用
は
も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

・
ち
ょ
う
ど
育
休
か
ら
復
帰
し
た
時
期
に
IC
T活
用
が
始
ま
っ
た
の
で
、
社

内
で
そ
の
担
当
に
な
っ
た
。
今
は
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
自
社
で
購
入
し

た
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
て
測
量
解
析
を
し
て
い

る
。
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
は
現
場
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
現
場
の
チ
ー
ム
に
作
っ
て
も
ら
う
が
、
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
進
め
て
い
る
。

・
内
製
化
す
る
こ
と
も
、
外
注
す
る
こ
と
も
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
相
当
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
。

・
例
え
ば
、
床
掘
に
IC
Tを
活
用
す
る
際
、
床
掘
の
設
計
デ
ー
タ
を
す
ご
く

簡
単
に
作
る
方
法
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
も
っ
と
PR
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
ド
ロ
ー
ン
で
測
量
す
る
、
た
だ
法
面
整

形
だ
け
に
使
う
、
出
来
形
評
価
す
る
だ
け
で
は
な
い
別
の
付
加
価
値
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
PR
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

・
IC
Tは
外
注
せ
ず
に
自
社
で
全
部
完
結
す
る
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
何

回
か
現
場
で
IC
T施
工
を
実
施
し
て
、
IC
T建
機
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

リ
ー
ス
会
社
と
接
し
て
い
く
と
、
値
段
を
下
げ
て
く
れ
た
り
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
一
般
の
建
機
よ
り
も
リ
ー
ス
代
が
高
い

た
め
、
リ
ー
ス
か
ら
自
社
保
有
に
切
り
替
え
た
。
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・
IC
Tを
活
用
し
や
す
い
工
程
と
そ
う
で
な
い
工
程
が
あ
り
、
マ
シ
ン
ガ
イ

ダ
ン
ス
な
ど
高
価
な
IC
T重
機
の
購
入
が
必
要
な
工
程
を
対
象
と
は
し
な

い
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
は
、
IC
T活
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
す
ご
く
下
げ
た

よ
い
制
度
だ
と
思
う
。

・
付
加
価
値
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
例
え
ば
、
今
ま
で
は
２
次

元
図
面
で
最
後
の
答
え
の
形
が
見
え
て
い
な
い
な
か
で
施
工
し
て
、
出

来
あ
が
っ
た
段
階
で
答
え
が
見
え
る
、
と
い
う
形
で
あ
っ
た
も
の
が
、

IC
Tを
活
用
す
る
と
、
最
初
に
３
次
元
と
し
て
形
が
で
き
て
い
る
の
で
、

最
初
の
段
階
か
ら
答
え
を
見
て
、
答
え
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
工
事
に
取

り
組
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
。

・
IC
T建
機
の
購
入
は
、
金
額
が
結
構
高
い
の
で
、
恒
常
的
に
IC
T施
工
で

き
る
工
事
が
な
い
と
赤
字
に
な
る
。

・
IC
T建
機
を
安
価
に
リ
ー
ス
で
き
る
よ
う
に
技
術
開
発
が
進
め
ば
、
県
や

市
町
村
の
工
事
で
も
、
IC
Tの
導
入
に
前
向
き
な
企
業
が
増
え
て
い
く
は

ず
で
あ
る
。

・
IC
Tの
活
用
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
が
関
連
す
る
が
、
い

わ
ば
ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
レ
ベ
ル
は
一
緒
。

若
手
だ
か
ら
で
き
な
い
、
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

・
外
注
す
る
と
や
は
り
高
い
。
ド
ロ
ー
ン
な
ど
は
30
万
円
ぐ
ら
い
の
も
の

の
性
能
で
十
分
だ
と
思
う
の
で
、
自
社
で
購
入
し
て
測
量
解
析
を
実
施

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

・
職
員
は
年
齢
的
に
30
代
の
中
間
層
が
お
ら
ず
、
40
代
か
ら
一
気
に
20
代

に
飛
ぶ
の
で
、
人
材
不
足
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
に
は
、
IC
T活
用
は
ど
ん
ど

ん
広
げ
て
い
っ
た
方
が
良
い
。

・
講
習
で
若
手
に
３
次
元
デ
ー
タ
を
教
え
て
い
る
が
、
２
次
元
デ
ー
タ
よ

り
も
３
次
元
デ
ー
タ
の
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
得
意
な
人
も
い

て
、
簡
単
に
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

き
て
も
ダ
メ
な
の
で
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
B＞

・
IC
T活
用
は
、
最
初
の
取
り
掛
か
る
時
の
負
担
が
大
き
い
。
長
時
間
労
働

に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
負
担
に
な
る
が
、
IC
Tに
取
り
組
ん
だ
ら
後
々
こ

う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
か
、
発
注
者
か
ら
よ
く
取
り
組
ん
で
く
れ

た
ね
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
他
の
企
業
も

取
り
組
ん
で
い
く
と
思
う
。

・
受
注
工
事
の
ほ
と
ん
ど
が
国
土
交
通
省
の
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
IC
T

活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
週
休
2日
制
、
女
性
活
躍
促
進
、
品
質
管
理
、
安
全

管
理
な
ど
の
国
土
交
通
省
が
主
導
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
い
わ
ば
お
客

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
と
捉
え
て
お
り
、
受
注
者
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
IC
T施
工
を
行
っ
て
い
る
他
の
企
業
は
、
専
門
企
業
に
全
部
外
注
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
が
、
自
社
で
は
完
全
に
IC
Tは
内
製
化
し
て
い

る
。
新
し
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
る
し
、
生
産
性

の
向
上
が
見
込
め
る
も
の
も
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
る
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
B＞

・
IC
Tは
、
現
場
の
人
が
使
っ
て
み
て
生
産
性
向
上
を
実
感
す
る
体
験
を
す

れ
ば
、
次
も
使
い
た
い
と
思
う
の
で
推
進
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
そ

う
い
う
体
験
を
す
る
機
会
が
な
い
し
、
一
日
二
日
で
で
き
る
こ
と
で
も

な
い
の
で
、
ハ
ー
ド
ル
は
な
か
な
か
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

・
IC
Tは
最
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
の
で
、
ど
れ
く

ら
い
実
施
す
れ
ば
ペ
イ
で
き
る
か
と
い
う
感
覚
も
あ
る
し
、
IC
T施
工
の

５
項
目
だ
け
で
は
な
く
、
新
入
社
員
に
VR
で
見
せ
た
り
、
BI
M
/C
IM
で

作
っ
た
３
次
元
デ
ー
タ
で
測
量
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
そ
の
他
に

も
い
ろ
い
ろ
と
活
用
す
る
の
で
、
IC
Tを
活
用
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
し

か
感
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
他
の
企
業
は
そ
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
な
い
。

・
昨
年
、
河
川
の
浚
渫
工
事
で
測
量
企
業
に
委
託
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
測
量
解
析
を
行
っ
た
が
、
草
が
生
え
て
い
る
場
所
や
水
中
で
は
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
。
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・
起
工
測
量
か
ら
納
品
ま
で
の
５
工
程
全
て
で
IC
Tを
使
う
の
で
は
な
く
、

簡
易
型
IC
T活
用
工
事
の
よ
う
に
、
現
場
の
条
件
に
応
じ
て
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
工
程
を
選
ん
で
使
え
ば
よ
い
と
思
う
。
例
え
ば
電
波
が
入
ら
な
い

と
こ
ろ
は
G
PS
は
使
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
杭
ナ
ビ
で
代
用
す
る
な
ど
の

工
夫
を
す
る
だ
け
で
も
生
産
性
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思
う
の
で
、
結

局
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
か
や
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

・
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
全
て
IC
Tで
施
工
す
る
と
い
う
感
覚
な
の
で
、
最
初

の
設
備
投
資
は
結
構
お
金
は
か
か
る
が
、
後
々
を
考
慮
し
た
ら
十
分
ペ

イ
は
で
き
る
と
思
う
。
た
だ
、
そ
こ
を
他
の
企
業
は
な
か
な
か
踏
み
切

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
も
感
じ
て
い
る
。

・
点
群
処
理
ソ
フ
ト
に
純
正
の
日
本
製
が
な
く
、
英
語
や
ロ
シ
ア
語
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
ば
か
り
で
、
操
作
方
法
が
難
解
で
あ

る
。
特
に
ソ
フ
ト
ご
と
の
癖
を
見
抜
く
の
が
一
番
大
変
だ
っ
た
。

・
IC
Tを
最
初
や
り
始
め
た
と
き
は
、
負
担
で
し
か
な
か
っ
た
。
単
に
IC
T

の
５
項
目
を
実
施
す
る
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
で
始
め
た
が
、
各
現
場
で
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
っ
て
い
く
か
、
使
う
こ
と
で
も
っ
と
楽
に
な
る

こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
模
索
し
て
き
て
、
こ
こ
ま
で
き
た
状

況
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
C＞

・
社
内
で
水
平
展
開
す
る
た
め
に
ソ
フ
ト
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
引
継

ぎ
の
仕
組
み
を
整
え
た
結
果
、
ソ
フ
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
扱
え
る
よ
う
に

な
り
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
も
簡
単
に
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
講
師
な
ど
と
し
て
IC
Tに
つ
い
て
話
す
と
き
は
、
「
最
初
に
取
り
組
む
と

き
は
失
敗
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
の
で
、
小
さ
い
工
事
で
や
る
方
が
良

い
。
赤
字
に
な
っ
て
も
小
規
模
で
実
施
し
て
、
外
注
入
れ
て
そ
の
デ
ー

タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
ら
っ
て
、
覚
え
た
方
が
良
い
。
ス
タ
ー
ト
で
メ

リ
ッ
ト
を
求
め
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
は
間
違
い
な
く
生

産
性
は
上
が
ら
な
い
。
」
と
言
っ
て
勧
め
て
い
る
。

・
当
社
で
は
、
IC
Tは
ド
ロ
ー
ン
の
み
活
用
し
て
お
り
、
施
工
ま
で
は
実
施

し
て
い
な
い
。

・
ど
う
し
て
も
「
機
械
に
人
間
が
使
わ
れ
る
」
よ
う
に
機
械
に
左
右
さ
れ

が
ち
な
の
で
、
ソ
フ
ト
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
経
験
に
基
づ
い
て
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
、
今
も

学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
当
社
も
最
初
は
起
工
測
量
も
出
来
形
管
理
も
外
注
で
や
り
、
自
社
で
も

実
施
し
て
比
較
し
、
ど
こ
が
い
け
な
か
っ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
こ

か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
っ
た
。

・
測
量
に
関
し
て
は
、
IC
Tは
大
変
便
利
で
あ
る
。
精
度
が
高
く
、
人
手
が

要
ら
な
い
。

・
今
は
、
発
注
者
側
か
ら
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
プ
ッ
シ
ュ
を
ど
ん
ど
ん
か

け
て
も
ら
い
、
IC
Tの
活
用
が
広
ま
っ
て
一
般
的
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
建

設
企
業
間
で
の
技
術
・
情
報
の
共
有
が
で
き
て
く
る
と
思
う
。

・
IC
T施
工
に
つ
い
て
は
、
IC
T建
機
の
リ
ー
ス
代
が
す
ご
く
高
い
と
聞
い

た
の
で
、
リ
ー
ス
会
社
の
営
業
の
方
に
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

リ
ー
ス
代
は
発
注
者
の
設
計
金
額
よ
り
も
少
し
高
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
断
念
し
た
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
C＞

・
国
土
交
通
省
の
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
に
関
し
て
、
大
変
な
と
こ
ろ
が
必

須
項
目
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
IC
T活
用
の
取
り
組
み
は
進
ま
な
い

印
象
を
受
け
る
。

・
工
事
成
績
の
点
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
必
死
だ
が
、
河
道
掘
削
工

事
で
IC
Tを
使
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
点
数
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
な
い

の
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。

・
機
械
や
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
は
ど
ん
ど
ん
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る

の
で
、
購
入
し
て
も
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
懸
念
が
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
取
り
組
み
は
消
極
的
で
あ
る
の
が
現
状
。

・
IC
T活
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
、
起
工
測
量
と
IC
T建
機
に
よ
る
施

工
で
あ
る
。

・
当
社
の
所
在
す
る
地
域
で
は
工
事
規
模
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
IC
T

施
工
を
実
施
し
て
も
赤
字
と
な
る
の
で
、
取
り
組
む
会
社
は
少
な
い

し
、
発
注
者
の
意
識
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
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・
IC
T施
工
を
実
施
し
な
い
と
仕
事
が
取
れ
な
い
か
ら
今
は
外
注
し
な
が
ら

IC
Tを
し
ぶ
し
ぶ
使
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
人
手
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
必
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
と
は
思
っ
て
い
る
。

・
設
計
段
階
で
の
IC
T活
用
や
３
次
元
デ
ー
タ
活
用
な
ど
に
関
し
て
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
情
報
が
知
り
た

い
。

・
年
配
社
員
の
中
に
は
IC
Tに
つ
い
て
食
わ
ず
嫌
い
な
社
員
も
い
る
が
、
例

え
ば
社
内
で
や
る
気
の
あ
る
30
～
40
歳
代
の
社
員
が
何
人
か
い
れ
ば
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
取
り
組
め
る
と
考
え
て
い
る
。

・
工
期
の
設
定
等
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、
我
々
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
河
川
工
事
の
よ
う
に
４
～
６
月
に
発
注
さ
れ
て
も
、
出
水
期

明
け
の
11
月
か
ら
し
か
着
工
で
き
な
い
工
事
は
、
平
準
化
に
は
実
態
的

に
は
貢
献
し
て
い
な
い
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
非
常
に
効
果
的
に
使
用
で
き
る
ト
ン
ネ
ル
工
事

や
国
土
交
通
省
の
工
事
だ
け
IC
T施
工
を
実
施
し
て
お
り
、
普
通
の
工
事

で
は
実
施
し
て
い
な
い
。

・
設
計
段
階
で
は
２
次
製
品
の
使
用
は
コ
ス
ト
比
較
に
よ
り
採
用
さ
れ
に

く
い
が
、
２
次
製
品
を
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
工
期
も
短
縮
で
き

る
。
工
期
の
設
定
の
仕
方
が
見
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
例
え

ば
週
休
２
日
制
も
加
味
す
る
と
完
成
予
定
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
と

い
っ
た
時
に
は
、
設
計
段
階
で
現
地
条
件
、
工
期
の
条
件
を
加
味
し
て

２
次
製
品
を
使
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
も
っ
と
全
体
最
適
が
進
む
の
で
は

な
い
か
。
実
態
的
に
は
、
発
注
者
に
承
認
を
も
ら
っ
て
２
次
製
品
を
使

用
し
て
い
る
が
、
持
ち
出
し
が
多
い
。

・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
測
量
な
ど
を
会
社
の
先
輩
に
教
わ
っ
て
勉
強
し

て
い
る
が
、
難
し
い
。

・
現
場
の
上
空
に
高
圧
線
が
張
っ
て
あ
る
場
合
や
、
近
く
で
ダ
ン
プ
が
無

線
で
交
信
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
で
使
用
し
て
い
る
通
信
が
切
れ

て
、
IC
T建
機
が
ま
っ
た
く
使
え
な
く
な
る
。
さ
ら
に
天
気
が
悪
い
と
い

う
条
件
が
重
な
る
と
、
こ
ち
ら
の
通
信
が
ま
っ
た
く
反
応
し
な
く
な

る
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
B＞

・
当
社
の
よ
う
に
、
主
な
受
注
工
事
が
山
間
部
の
現
場
で
、
請
負
金
額
が

３
～
５
千
万
円
程
度
の
場
合
、
IC
T建
機
を
使
う
と
お
そ
ら
く
利
益
を
確

保
で
き
な
い
。
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
規
模
の
工
事
が
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ま
た
山
間
部
で
は
「
G
PS
が
入
る
よ
う
に
」
し
て
も
ら
わ

な
い
と
IC
T施
工
は
実
施
で
き
な
い
。

・
IC
Tは
導
入
時
の
負
担
が
重
く
感
じ
て
い
る
。
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い

る
会
社
は
進
み
が
早
い
が
、
導
入
し
て
い
な
い
会
社
は
取
り
掛
か
り
に

く
い
。

・
会
社
の
代
表
者
の
立
場
と
し
て
は
、
省
力
か
つ
安
全
に
仕
事
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
IC
T施
工
を
推
進
し
た
い
と
思
う
が
、
山
間
部
の
仕
事
で

も
あ
り
、
現
場
の
作
業
員
か
ら
は
従
来
工
法
で
施
工
し
た
ほ
う
が
早
い

と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
結
局
、
便
利
だ
と
か
、
早
く
で
き
る
ね
、
と

い
っ
た
実
感
が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
至
ら
ず
、
IC
T施
工
を
推
進
し
よ

う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
切
り
替
わ
っ
て
い
な
い
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
が
大
変
。
建
前
上
は
国
土
交
通
省
が
３
次
元

デ
ー
タ
を
作
成
し
て
渡
す
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い

な
い
。
受
注
者
が
横
断
図
を
見
て
、
縦
断
図
を
見
て
、
と
い
う
よ
う
に

図
面
を
見
て
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
最
初

か
ら
３
次
元
デ
ー
タ
が
で
き
て
い
れ
ば
楽
に
取
り
組
め
る
。
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・
受
注
者
が
IC
Tを
使
う
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
技
術
の
発
展
、
発
注
者
の

意
向
、
技
術
者
の
対
応
の
可
否
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
積
み
重
ね
て
行
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
率
直
に
言
え
ば
、
儲
か
る
か
儲
か
ら
な
い
か
が
判
断

す
る
大
き
な
部
分
で
あ
る
。
Ｃ
等
級
、
Ｄ
等
級
の
企
業
に
お
い
て
IC
T施

工
未
経
験
の
企
業
が
多
い
の
は
、
儲
か
り
に
く
い
と
判
断
し
て
い
る
か

ら
だ
と
思
う
。
受
注
者
が
IC
Tを
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
と
し
た
発
注
者
が
何
か
し
ら
の
メ
リ
ッ
ト
を
付
加

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
発
注
者
か
ら
の
デ
ー
タ
を
う
の
み
に
し
て
、
で
き
た
も
の
が
違
っ
た

ら
、
結
局
、
受
注
者
の
責
任
に
な
る
。
ど
う
し
て
も
照
査
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。

・
IC
Tを
活
用
し
て
い
な
い
立
場
と
し
て
は
、
IC
Tを
活
用
し
て
い
る
企
業

が
収
益
面
や
技
術
面
に
お
い
て
発
注
者
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
IC
Tが

も
っ
と
活
用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
に
興
味
が
あ
る
。

・
会
社
で
IC
Tに
取
り
組
め
る
人
数
も
少
な
い
。
技
術
を
先
行
で
覚
え
て
い

く
部
隊
が
な
か
な
か
い
な
い
の
が
現
状
。
技
術
を
学
ぶ
環
境
を
確
立

し
、
社
内
で
全
部
動
い
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

・
当
社
で
は
ド
ロ
ー
ン
関
係
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
測
量
に
関
す
る
も
の
は
全

部
外
注
。
デ
ー
タ
は
自
社
で
作
成
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
と
、
対
象
物
を
一
発
で
把
握
で
き
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
２
次
元
の
紙
か
ら
読
み
込
ん
で
自
分
の
頭
で
思
い
描
き

な
が
ら
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
く
な
る
。

・
工
事
の
種
類
に
よ
っ
て
、
IC
T活
用
の
適
否
が
あ
る
。
例
え
ば
、
補
修
工

事
に
IC
Tは
使
わ
な
い
。

・
IC
T活
用
に
関
し
て
他
社
は
進
ん
で
い
る
の
で
、
自
社
で
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
再
認
識
で
き
た
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
C＞

・
規
模
の
大
き
な
会
社
は
IC
Tを
導
入
す
る
余
裕
が
あ
る
が
、
当
社
で
は
、

IC
T機
器
の
投
資
は
、
実
施
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
。
さ
ら
に
は
、
技
術
者
数

が
少
な
い
た
め
、
先
行
で
IC
Tを
覚
え
、
さ
ら
に
若
手
に
伝
授
す
る
、
と

い
う
時
間
も
な
か
な
か
と
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
に

は
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
踏
み
切
れ
て
い
な
い
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
を
発
注
者
か
ら
直
接
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
デ
ー

タ
が
正
し
い
か
ど
う
か
の
確
認
が
難
し
い
。
結
局
は
一
か
ら
確
認
せ
ざ

る
を
得
な
く
、
す
ぐ
使
え
る
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
な
い
。
全
然
違
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
発
注
者
か
ら
の
デ
ー
タ
を
一
か
ら
確
認
し
て
時
間
が

か
か
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
た
ち
で
作
成
し
た
ほ
う
が
早
い
と
も
思

う
。
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・
発
注
者
の
デ
ー
タ
の
渡
し
方
も
問
題
。
修
正
設
計
が
入
っ
て
い
な
い
も

の
や
入
っ
て
い
る
も
の
等
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
渡
さ
れ
て
「
好
き
な
よ

う
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
し

ら
み
つ
ぶ
し
に
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
正
が
入
っ
て

い
る
こ
と
を
発
注
者
が
知
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
こ
の
設
計
で
よ
い
か

確
認
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
か
ら
そ
の
設
計
は
実
は
間
違
っ

て
い
た
、
と
言
わ
れ
て
も
、
現
場
は
対
応
が
難
し
い
。
全
デ
ー
タ
を
一

括
で
渡
す
の
で
は
な
く
、
設
計
・
発
注
に
必
要
な
デ
ー
タ
だ
け
を
発
注

者
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
渡
し
て
ほ
し
い
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
は
、
使
用
す
る
ソ
フ
ト
等
の
初
期
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
初
期
コ
ス
ト
に
関
す
る
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
、
取
り
組

み
や
す
い
状
態
を
推
進
す
れ
ば
、
技
術
者
と
し
て
当
た
り
前
に
作
り
た

い
デ
ー
タ
な
の
で
活
用
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
IC
Tで
ど
の
よ
う
な
機
械
を
使
用
し
て
い
る
か
、
機
械
の
シ
ス
テ
ム
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
IC
Tに
取
り
組
ん
で

い
る
建
設
企
業
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
先
に
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
先
々

拡
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
飛
ば
し
て
土
量
だ
け
出
す
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
方
が
結
構
お
ら
れ
る
が
、
作
成
す
る
３
次
元
デ
ー
タ
は
測

量
に
活
用
で
き
る
し
、
例
え
ば
杭
ナ
ビ
の
よ
う
な
測
量
機
器
を
使
っ

て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
者
で
も
、
モ
ニ
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
つ
見
な

が
ら
現
場
の
進
め
方
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
効
果
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
れ
ば
も
っ
と
安
い
測
量
機
器

で
現
場
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま

り
表
だ
っ
て
知
ら
れ
て
い
な
い
。

・
IC
T活
用
に
要
す
る
費
用
を
全
て
発
注
者
に
支
払
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
既

に
皆
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
設
計

デ
ー
タ
の
作
成
も
起
工
測
量
代
だ
け
し
か
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
し
、

出
来
形
も
と
っ
た
と
こ
ろ
を
全
部
支
払
っ
て
も
ら
え
る
わ
け
で
も
な

い
。
例
え
ば
IC
T建
機
を
持
っ
て
い
な
い
会
社
は
リ
ー
ス
を
す
る
し
か
な

い
が
、
そ
の
リ
ー
ス
費
用
を
全
部
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
あ

る
。
工
期
が
短
く
て
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
IC
T建
機
を
複
数
台

リ
ー
ス
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
費
用
を
丸
々
支
払
っ
て
も
ら
え
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
現
場
が
点
在
す
る
工
事
も
同
様
で
あ
る
。
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４
－
４
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取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
例
え
ば
、
IC
T建
機
の
リ
ー
ス
費
用
を
発
注
者
が
ど
こ
ま
で
支
払
っ
て
い

た
だ
け
る
の
か
、
と
い
う
考
え
方
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
設
計
の
根

拠
が
う
や
む
や
で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
な
も
の
が
多
々
あ
る
。
そ
う
い
う
不

明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
IC
T施
工
を
行
っ
て
い
な
い
会
社
の
人
は

「
持
ち
出
し
が
怖
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
支
払
え
る
費
用
は
も
っ

と
明
確
に
し
て
、
支
払
っ
て
い
く
よ
う
に
し
な
い
と
IC
T施
工
は
進
ま
な

い
の
で
は
な
い
か
。

・
IC
Tの
３
次
元
デ
ー
タ
自
体
は
全
部
自
社
で
作
っ
て
運
用
す
る
が
、
最
初

の
起
工
測
量
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
は
機
械
だ
け
で

も
高
く
初
期
費
用
を
ペ
イ
す
る
自
信
が
持
て
な
い
の
で
、
外
注
し
て
い

る
。
３
次
元
デ
ー
タ
は
社
内
で
共
有
し
て
若
手
も
そ
れ
で
育
つ
、
と
い

う
状
況
。

・
ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
現
地
の
地
盤
が
取
れ
て
い
る
こ
と
は
、
計
画
の

３
次
元
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
地
盤
に
対
し
て
断
面
が
作
ら
れ
て

数
量
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
も
の
す
ご
く
大
き
い

と
思
う
が
、
取
っ
た
デ
ー
タ
の
座
標
値
の
位
置
的
な
ず
れ
が
ど
れ
ぐ
ら

い
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
内
製
化
に
は
踏
み
切
れ
て

い
な
い
。

・
２
次
製
品
の
関
係
で
は
、
お
金
の
比
較
だ
け
で
整
理
し
て
、
現
場
条
件

な
ど
を
考
え
て
い
な
い
設
計
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
擁
壁
の
施
工
に
つ

い
て
は
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
で
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
石
屋
さ

ん
が
い
な
く
て
実
施
で
き
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
発
注
者
の

承
認
を
い
た
だ
い
て
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
り
で
吊
れ
る
２
次
製
品
の
大
型

ブ
ロ
ッ
ク
に
変
更
す
る
の
が
実
態
。
受
注
者
の
創
意
工
夫
と
い
う
形
で

整
理
さ
れ
る
が
、
最
初
か
ら
現
実
に
あ
っ
た
、
施
工
可
能
な
設
計
を
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
自
社
の
IC
T活
用
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
３
次
元
に
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
で
き
る
の
か
見
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
去
年
あ
た
り
か
ら
自
社

で
で
き
る
よ
う
に
内
製
化
に
取
り
組
み
始
め
た
。

・
あ
ま
り
IC
Tを
活
用
で
き
る
発
注
工
事
が
な
い
。
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４
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取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
た
ま
た
ま
土
工
で
IC
Tを
活
用
す
る
工
事
を
受
注
し
て
実
施
し
た
が
、

IC
Tを
活
用
す
る
と
、
現
場
作
業
と
し
て
は
丁
張
り
を
か
け
る
等
の
今
ま

で
実
施
し
て
い
た
作
業
の
手
間
を
か
な
り
省
け
る
ほ
か
、
自
動
追
尾
の

機
械
を
使
え
ば
測
量
も
自
分
た
ち
で
は
な
く
て
若
手
技
術
者
に
任
せ
ら

れ
る
の
で
、
か
な
り
手
間
は
省
け
る
と
は
思
う
。
た
だ
、
設
計
デ
ー
タ

を
自
分
た
ち
で
作
る
段
階
に
負
担
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
だ

と
思
う
。

・
今
ま
で
測
量
を
行
な
っ
た
こ
と
が
な
い
若
手
技
術
者
で
あ
っ
て
も
、
IC
T

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
位
置
デ
ー
タ
を
容
易
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
、
当
社
で
は
、
費
用
は
か
か
る
が
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
ー
な
ど
を
購
入
し
、
全
部
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

(２
)ー
②
BI
M
/C
IM
の
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
も
最
初
は
小
規
模
な
も
の
か
ら
始
め
た
ほ
う
が
よ

い
。
い
き
な
り
大
規
模
な
も
の
か
ら
始
め
る
と
、
施
工
会
社
は
外
注
で

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
積
み
あ
が
ら
ず
、
進
ま

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
、
３
次
元
モ
デ
リ
ン
グ
は
実
施
し
て
い
る
も
の

の
、
発
注
者
か
ら
い
た
だ
く
デ
ー
タ
が
２
次
元
の
図
面
で
あ
り
、
十
分

活
用
で
き
な
い
。
発
注
者
と
共
通
の
ソ
フ
ト
が
あ
っ
て
、
発
注
者
が
そ

の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
３
次
元
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
た
作
成
し
て
い
た
だ
け

た
ら
、
そ
れ
を
も
と
に
受
注
者
が
そ
の
共
通
ソ
フ
ト
で
施
工
で
き
る
形

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
活
用
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

〇
ベ
ン
ダ
ー
企
業
の
ソ
フ
ト
も
も
っ
と
改
善
が
必
要
な
面
は
あ
る
の
で
、

令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
の
BI
M
/C
IM
全
面
活
用
は
時
期
尚
早
な
印

象
が
あ
る
。
IC
T活
用
も
ま
だ
あ
ま
り
普
及
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
も
あ

る
。

179



４
－
４
．
取
材
時
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見
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覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
サ
ル
が
行
う
設
計
段
階
で
、
ま
ず
は
小

規
模
な
と
こ
ろ
で
実
施
し
て
も
ら
う
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
い
き

な
り
大
き
な
規
模
の
も
の
に
な
る
と
、
結
局
、
施
工
会
社
は
外
注
し
て

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
思
う
。
当
社
は
あ
る
ベ
ン
ダ
ー
企
業
の

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
が
、
工
程
の
関
連
付
け
、
数
量
の
関
連
付
け

と
い
う
と
こ
ろ
も
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
ベ
ン
ダ
ー
企
業
の
ソ
フ

ト
の
改
善
も
必
要
に
な
る
と
思
う
。

・
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
３
次
元
の
モ
デ
リ
ン
グ
は
作
っ
て
い
る
が
、

役
所
か
ら
い
た
だ
く
図
面
は
、
依
然
と
し
て
２
次
元
デ
ー
タ
で
あ
り
、

現
場
サ
イ
ド
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
と
い
う
状
況
に
な
る
。
発
注

者
と
共
通
の
ソ
フ
ト
が
あ
っ
て
、
発
注
者
が
そ
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
３

次
元
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
た
作
成
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ
を
も
と
に

受
注
者
が
そ
の
共
通
ソ
フ
ト
で
施
工
で
き
る
形
に
完
成
さ
せ
て
い
け

る
。
し
か
し
今
は
２
次
元
デ
ー
タ
で
し
か
い
た
だ
け
な
い
の
で
、
難
し

い
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
C＞

・
BI
M
/C
IM
の
全
面
活
用
ま
で
は
ま
だ
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
新
し
い
ソ

フ
ト
を
購
入
す
る
な
ど
の
企
業
の
負
担
が
ま
た
増
え
て
く
る
印
象
で
あ

り
、
IC
T活
用
も
ま
だ
あ
ま
り
普
及
で
き
て
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば

令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
の
BI
M
/C
IM
全
面
展
開
の
方
針
は
、
時
期

尚
早
な
感
じ
が
す
る
。
発
注
者
側
に
お
い
て
、
数
量
総
括
な
ど
す
べ
て

に
リ
ン
ク
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
準
備
が
で
き
て
、
い
つ
で
も
使
え
る
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

・
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
が
す
ぐ
に
見
つ
か
り
非
常
に
便
利
だ

と
は
思
う
。

(３
)女
性
技
術
者
の
活
躍

<
意
見
の
概
要
＞

〇
女
性
を
女
子
扱
い
せ
ず
、
男
性
と
同
等
に
評
価
し
、
平
等
に
扱
う
こ
と

が
大
事
。

〇
女
性
が
い
る
現
場
で
は
男
性
用
と
女
性
用
の
ト
イ
レ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

す
る
企
業
も
あ
る
な
ど
、
女
性
技
術
者
が
在
職
す
る
企
業
は
、
女
性
が

働
く
た
め
の
社
内
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。

〇
た
だ
し
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
へ
の
配
慮
な
ど
、
女
性
に
選
ば
れ
や
す
い

環
境
づ
く
り
は
大
切
。

〇
保
育
園
の
送
り
迎
え
な
ど
が
必
要
な
状
況
で
は
、
時
間
外
労
働
を
し
な

い
で
す
む
業
務
に
携
わ
る
な
ど
、
企
業
か
ら
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
な

い
と
女
性
技
術
者
は
働
い
て
い
け
な
い
。

〇
結
婚
、
妊
娠
、
子
育
て
の
際
に
進
ん
で
い
け
る
道
を
、
企
業
が
も
う
少

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
ば
、
女
性
が
入
職
し
て
働
き
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

〇
監
理
技
術
者
に
な
る
と
長
時
間
現
場
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

子
ど
も
が
中
学
生
に
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
は
女
性
が
監
理
技
術
者
と
し
て

働
く
の
は
難
し
い
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
A＞
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４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
高
知
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
が
高
知
県
、
高
知
市
、
コ
ン
サ
ル
会
社

と
一
緒
に
「
高
知
土
木
女
子
（
K
D
J）
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

意
見
交
換
会
や
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
B＞

・
当
社
に
は
女
性
技
術
者
が
３
人
い
て
、
業
務
評
価
や
付
き
合
い
方
な
ど

基
本
的
に
は
男
女
平
等
で
扱
っ
て
い
る
。
女
性
か
ら
も
「
女
子
扱
い
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
女
性
で
も
現
場
で
監
督
し
た
い
と
い

う
人
も
い
れ
ば
、
男
性
で
も
現
場
で
は
な
く
社
内
で
CA
D
を
扱
っ
て
い

た
い
と
い
う
人
も
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
の
で
「
女
性
だ
か
ら
」
と
特
別

扱
い
し
な
い
こ
と
が
一
番
と
思
う
。

・
当
社
で
は
自
分
が
初
め
て
の
女
性
技
術
者
で
、
今
は
ほ
か
に
２
人
の
女

性
技
術
者
が
い
る
。
自
分
の
入
社
時
に
更
衣
室
や
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

く
れ
る
な
ど
、
女
性
が
働
く
た
め
の
社
内
環
境
に
気
は
使
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。

・
た
だ
し
、
女
性
に
選
ば
れ
や
す
い
会
社
に
す
る
た
め
に
、
ト
イ
レ
や
更

衣
室
に
は
配
慮
し
て
い
る
。
な
お
、
産
休
育
休
を
取
る
こ
と
は
あ
ら
か

じ
め
考
慮
し
た
上
で
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
子
ど
も
が
２
人
い
て
保
育
園
の
送
り
迎
え
が
あ
る
の
で
、
時
間
外
労
働

は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
。
そ
の
あ
た
り
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
け
な
い
と
働
い
て
い
け
な
い
。

・
ま
た
、
自
分
が
監
理
技
術
者
と
し
て
現
場
に
出
て
し
ま
う
と
、
長
時
間

現
場
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
厳
し
い
の
で
、
今
は
現
場
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
働
い
て
い
る
。
現
場
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
ど

も
が
中
学
生
に
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
は
監
理
技
術
者
と
し
て
は
働
き
づ
ら

い
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
結
婚
、
妊
娠
、
子
育
て
の
際
に
進
ん
で
い
け
る
道
を
、
企
業
に
も
う
少

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
女
性
が
入
職
し
て
働
き
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
女
性
を
活
用
し
た
い
と
は
考
え
て
い
る
が
、
現
在
、
当
社
に
女
性
は
い

な
く
、
女
性
目
線
で
働
き
や
す
い
職
場
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な

い
。

・
高
知
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
が
「
高
知
土
木
女
子
（
K
D
J）
」
と
い
う

活
動
を
始
め
て
、
土
木
会
社
、
高
知
県
、
高
知
市
、
コ
ン
サ
ル
会
社
が

一
緒
に
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
高
知
市
内
の

方
が
多
い
。
会
食
し
つ
つ
意
見
交
換
し
た
り
、
高
知
市
内
の
現
場
を
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
当
社
は
、
従
業
員
全
19
人
の
う
ち
、
女
性
が
現
場
職
員
と
し
て
３
人
、

事
務
職
員
と
し
て
２
人
い
る
。
女
性
の
自
分
が
土
木
の
現
場
に
い
る
こ

と
に
特
段
の
抵
抗
感
は
な
い
。
安
芸
地
区
の
建
設
会
社
に
は
、
多
く
の

女
性
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。

＜
高
知
県
若
手
技
術
者
A＞
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４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
子
ど
も
が
２
人
い
る
。
下
の
子
が
小
学
生
に
な
る
ま
で
は
、
始
業
時
間

を
８
時
半
と
遅
く
す
る
こ
と
や
17
時
に
退
社
す
る
こ
と
を
、
会
社
が
認

め
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
１
歳
ま
で
保
育
園
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
間
は
育
休
を
取
得
し
た
。

・
上
の
子
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
が
小
学
生
で
も
普
通
に
現
場
で
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
、
夜
21
時
ぐ
ら
い
ま
で
は
書
類
作
成
等
を
行
い
、
そ
の

後
帰
宅
し
て
子
供
と
食
事
を
と
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
環
境
で
は
、
建

設
業
で
働
こ
う
と
は
誰
も
思
わ
な
い
。

・
当
社
は
、
以
前
に
労
働
基
準
監
督
署
に
労
働
基
準
法
で
決
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
と
指
摘
さ
れ
て
以
降
、
女
性
が
い
る
現
場
で
は
男
性
用
と
女
性

用
の
ト
イ
レ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
労
働

基
準
監
督
署
か
ら
は
「
社
長
に
話
し
や
す
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
是
正
勧
告
の
紙
を
渡
さ
れ
た
。

(４
)監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理
化
等

<
意
見
の
概
要
＞

〇
経
営
者
側
か
ら
す
る
と
、
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
工
事

を
受
注
す
る
の
に
は
有
利
に
働
き
あ
り
が
た
い
。

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
は
初
め
て
知
っ
た
。
人
が
少
な
い
の
で
そ
の

制
度
自
体
は
良
い
が
、
兼
任
す
る
場
合
に
監
理
技
術
者
は
大
変
に
な
る

と
思
う
。

〇
発
注
者
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
や
対
応
の
仕
方
が
大
き
く
異
な
る

の
で
、
発
注
者
が
異
な
る
工
事
間
で
の
監
理
技
術
者
の
兼
務
は
難
し

い
。

〇
会
社
と
し
て
は
専
任
緩
和
を
歓
迎
す
る
と
思
う
が
、
安
全
面
が
心
配
。

監
理
技
術
者
補
佐
プ
ラ
ス
、
安
全
管
理
員
の
よ
う
な
人
を
一
人
置
く
補

助
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

〇
中
長
期
的
に
は
、
監
理
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
う
人
を
増
や
せ
る
よ

う
に
待
遇
面
を
改
善
す
る
施
策
を
期
待
し
て
い
る
。

〇
専
任
緩
和
に
よ
り
監
理
技
術
者
の
負
担
は
増
え
る
が
、
会
社
が
ど
う
い

う
体
制
を
と
る
か
に
よ
っ
て
全
然
変
わ
る
と
思
う
。
頼
り
に
な
る
部
下

が
い
れ
ば
、
現
場
は
間
違
い
な
く
回
る
。

〇
監
理
技
術
者
補
佐
で
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
が
良
い
。
若
手
に
責
任
感
を

持
た
せ
る
た
め
に
、
早
い
段
階
で
現
場
を
任
せ
ら
れ
る
の
が
良
い
。
た

だ
、
上
に
つ
く
監
理
技
術
者
は
大
変
に
な
る
と
思
う
。

〇
専
任
緩
和
に
よ
っ
て
監
理
技
術
者
に
負
荷
は
か
か
る
と
は
思
う
が
、
給

与
な
ど
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
れ
ば
、
監
理
技
術
者
に
な
り
た
い
若
手
も

出
て
く
る
と
思
う
。

〇
監
理
技
術
者
が
高
い
点
数
を
持
っ
て
い
な
い
会
社
は
、
も
っ
と
仕
事
が

取
れ
な
く
な
り
駆
逐
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
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４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
B＞

・
発
注
者
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
や
対
応
の
仕
方
が
大
き
く
異
な
る

の
で
、
発
注
者
が
異
な
る
工
事
を
監
理
技
術
者
が
兼
務
す
る
こ
と
は
、

無
理
で
は
な
い
か
と
思
う
。

・
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
の
話
は
、
ち
ょ
っ
と
見
聞
き
す
る
程
度
だ
っ

た
が
、
技
士
補
で
対
応
で
き
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
と
て
も
良
い
。
人

手
が
少
な
い
の
で
、
若
手
の
名
前
を
早
い
段
階
で
出
し
て
工
事
を
受
注

し
て
い
く
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
点
で
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
。

・
兼
務
す
る
工
事
現
場
間
の
物
理
的
な
距
離
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
点

在
型
で
発
注
さ
れ
る
工
事
も
あ
る
の
で
、
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
は

良
い
条
件
で
は
な
い
も
の
の
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

・
若
手
に
は
、
責
任
感
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
面
も
あ
り
、
次
の
仕
事

の
段
取
り
が
あ
っ
て
も
17
時
に
な
っ
た
ら
帰
れ
る
、
と
い
う
気
持
ち
で

い
る
者
も
多
数
い
る
。

・
例
え
ば
連
続
し
た
複
数
の
橋
梁
下
部
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
分
離
発
注
す
る

よ
う
な
場
合
、
各
受
注
者
は
他
の
受
注
者
と
工
程
を
協
議
す
る
場
面
が

多
々
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
監
理
技
術
者
を
兼
任
さ
せ
て
複
数
工

事
を
受
注
で
き
れ
ば
、
社
内
で
の
調
整
で
済
む
の
で
効
率
的
で
あ
る
。

・
若
手
が
、
自
分
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
現
場
だ
、
と
い
う
認
識
を
持
て

た
ら
も
っ
と
成
長
す
る
と
思
う
。
た
だ
そ
の
上
に
つ
く
監
理
技
術
者
は

大
変
に
な
る
と
思
う
。

・
会
社
の
方
も
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
は
よ
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
た
だ

し
安
全
面
が
心
配
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
監
理
技
術
者

が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
く
な
る
と
こ
ろ
が
絶
対
出
て
く
る
と
思
う
の

で
、
そ
こ
に
少
し
問
題
が
で
る
の
か
と
思
う
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
C＞

・
監
理
技
術
者
補
佐
プ
ラ
ス
、
安
全
管
理
員
の
よ
う
な
人
を
一
人
置
く
補

助
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

・
経
営
者
側
か
ら
す
る
と
、
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
工
事

を
受
注
す
る
の
に
は
有
利
に
働
き
あ
り
が
た
い
。

・
専
任
緩
和
で
監
理
技
術
者
に
負
担
が
か
か
り
、
「
監
理
技
術
者
に
な
り

た
く
な
い
」
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
技
術
者
の
全
員
が

し
っ
か
り
現
場
を
回
せ
る
人
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う

な
技
術
者
に
な
る
か
、
技
能
労
働
者
に
な
る
か
の
選
択
肢
の
幅
は
た
く

さ
ん
与
え
た
ほ
う
が
良
い
。

・
た
だ
し
、
監
理
技
術
者
に
と
っ
て
は
、
書
類
作
成
の
負
担
が
増
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
最
も
気
に
か
け
て
い
る
事
故
発
生
の
リ
ス
ク
が
多

く
な
る
。
人
に
よ
る
と
は
思
う
が
、
嫌
が
る
監
理
技
術
者
も
も
ち
ろ
ん

出
て
く
る
は
ず
。

・
監
理
技
術
者
に
な
れ
ば
給
与
を
少
し
上
げ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ

ば
、
専
任
緩
和
を
行
っ
た
と
し
て
も
若
手
の
中
か
ら
監
理
技
術
者
に
な

り
た
い
と
い
う
人
も
出
て
く
る
と
思
う
。

・
監
理
技
術
者
が
１
工
事
に
専
任
し
て
い
る
場
合
と
、
２
工
事
を
兼
任
し

て
い
る
場
合
に
、
発
注
者
か
ら
の
工
事
評
価
点
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

か
ど
う
か
気
に
な
る
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
A＞
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４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
は
初
め
て
知
っ
た
。
監
理
技
術
者
が
高
い
点

数
を
持
っ
て
い
な
い
会
社
は
、
も
っ
と
仕
事
が
取
れ
な
く
な
り
駆
逐
さ

れ
て
い
く
。

・
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
の
背
景
に
は
、
建
設
業
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
中
長
期
的
に
は
、
建
設
業
に
従

事
し
、
監
理
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
う
人
を
増
や
せ
る
よ
う
に
待
遇

面
を
改
善
す
る
施
策
を
期
待
し
て
い
る
。

・
監
理
技
術
者
の
負
担
は
少
な
か
ら
ず
増
え
る
。
１
つ
の
現
場
で
あ
れ
ば

17
時
に
帰
宅
で
き
た
の
が
、
２
つ
に
な
っ
た
ら
17
時
に
は
絶
対
に
帰
宅

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
企
業
が
ど
う
い
う
体
制
を
と
る
か
に
よ
っ

て
も
そ
こ
は
全
然
変
わ
っ
て
く
る
と
は
思
う
。
頼
り
に
な
る
部
下
が
い

れ
ば
、
現
場
は
間
違
い
な
く
回
る
。
企
業
の
体
制
ひ
と
つ
で
う
ま
く
利

用
で
き
る
。

・
「
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
監
理
技
術
者
に
な
り
た
い
人
が
減
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
意
見
は
面
白
い
。

・
人
が
い
な
い
の
は
事
実
な
の
で
、
制
度
自
体
は
非
常
に
良
い
。
兼
任
を

任
さ
れ
る
監
理
技
術
者
は
大
変
だ
と
は
思
う
が
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
C＞

・
人
が
い
な
い
た
め
、
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
に
よ
っ
て
沢
山
の
現
場

を
担
当
さ
せ
ら
れ
そ
う
で
怖
い
。

(５
)そ
の
他

<
意
見
の
概
要
＞

〇
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
公
共
事
業
費
が
減
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
が
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
で
は
お
金
を
内

部
留
保
し
が
ち
に
な
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災
害
対
応
と
い
う
建
設
業

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
た
と
え
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
に
お
金
が
確
実

に
下
り
て
く
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
な
い
と
、
職
員
の
待
遇
の
改
善

は
す
す
ま
な
い
。

〇
地
域
の
建
設
業
は
、
公
共
事
業
費
を
通
じ
て
税
収
を
地
域
に
再
配
分
す

る
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
こ
う
い
う
状
況
の
時
こ
そ
お
金
を
使
っ
て
地

域
経
済
を
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
高
知
県
建
設
業
協
会
青
年
部
連
合
会

の
中
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
商
工
会
議
所
が
発
行
し
て
い
る

振
興
券
を
購
入
し
た
り
、
外
食
の
機
会
を
増
や
し
た
と
い
う
建
設
企
業

が
多
か
っ
た
。

＜
高
知
県
監
理
技
術
者
B＞
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４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
最
近
は
周
り
の
企
業
も
車
両
の
入
替
え
や
設
備
の
購
入
が
で
き
る
よ
う

な
余
裕
が
出
て
き
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
労
働
者
に
も
還
元
で
き
れ

ば
、
日
給
制
で
あ
っ
て
も
生
活
の
フ
ォ
ロ
ー
は
で
き
る
。
た
だ
し
、
地

域
の
建
設
企
業
の
間
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
公
共
事
業
費
が

減
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
が
あ
り
、
企
業
を
維
持
す
る
た
め

に
お
金
を
内
部
留
保
し
が
ち
に
な
る
。

・
こ
う
し
た
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災
害
対
応

と
い
う
建
設
業
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
地
域
に
お
金
が
下
り
て
く
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

・
地
域
の
建
設
業
は
、
都
市
部
の
税
収
を
、
公
共
事
業
費
を
通
じ
て
地
域

に
再
配
分
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
こ
う
い
う
状
況
の
と
き
こ
そ
お

金
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
は
い

る
。
高
知
県
建
設
業
協
会
青
年
部
連
合
会
の
中
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
飲
食
店
等
の
地
域
経
済
を
支
え
る

た
め
に
、
商
工
会
議
所
が
発
行
し
て
い
る
振
興
券
を
購
入
し
た
り
、
外

食
の
機
会
を
増
や
し
た
り
し
た
と
い
う
建
設
企
業
が
多
か
っ
た
。

・
国
土
強
靭
化
の
よ
う
に
期
間
を
決
め
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
む
と

い
う
よ
り
も
、
や
る
べ
き
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
期
間
を
決
め
ず
に
ず
っ
と

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
の
危
険
性
が
認
識
さ
れ
る
中
、
地
域
に
住
む
者

と
し
て
は
、
都
市
部
か
ら
地
域
に
分
散
移
住
す
る
た
め
に
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
必
要
だ
と
感
じ
る
。

・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
現
場
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
仕
事
上
全

く
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
。

・
現
場
に
行
き
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
工
事
を
進
め
る
の
で
、
当
社
で

は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
は
取
り
組
め
な
か
っ
た
。

・
今
回
の
取
材
の
よ
う
に
、
都
市
と
地
方
に
は
ど
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
の
か
を
考
え
て
く
れ
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

＜
高
知
県
若
手
経
営
者
D
＞

185



４
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
建
設
業
界
全
体
を
単
純
に
考
え
た
と
き
に
「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
」
「
地
域

ゼ
ネ
コ
ン
（
県
内
大
手
）
」
「
地
域
建
設
業
（
地
場
業
者
）
」
と
言
う

よ
う
な
階
層
分
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
で
建
設
行
政
は
全

て
同
じ
網
を
掛
け
よ
う
と
す
る
（
直
近
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
と
の
乖
離

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
例
え
ば
災
害
対
応
の
一
つ
と
し
て

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
考
え
た
場
合
、
「
地
域
建
設
業
者
は
地
元
飲
食
店

等
を
守
る
た
め
の
行
動
」
を
取
る
が
、
全
国
で
仕
事
を
す
る
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
や
県
内
全
域
を
営
業
対
象
と
す
る
県
内
大
手
に
そ
の
様
な
意
識
や

行
動
が
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
「
会
社
所

在
地
付
近
」
に
留
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
公
共
事
業
の
役
割
の
一
つ
と

さ
れ
る
税
収
の
再
配
分
を
考
え
た
と
き
に
、
地
域
経
済
に
対
す
る
影
響

や
雇
用
の
確
保
は
当
然
地
域
建
設
業
が
仕
事
を
行
う
方
が
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
。
地
域
地
域
の
非
常
時
対
応
能
力
の
確
保
を
考
え
て
も
、
も
う

少
し
き
め
の
細
か
い
制
度
設
計
を
期
待
し
た
い
。
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５．静岡県建設業協会 

 

５－１．取材実施概要 

 静岡県建設業協会の会員企業約 450 社(2020 年 3 月現在)の中から、若手経営者グル

ープ（４名）、監理技術者グループ（５名）、若手技術者グループ（５名。うち女性３名）

に対して、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは静岡県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が静

岡県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

取材日時：令和２年（2020 年）10 月 27 日（火） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・女性活躍促進の現状と課題 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力・若手技術者の入職など 

・週休２日制、長時間労働 

・女性活躍のための労働環境 

・ICT の活用 

 

５－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見とその主な内容を「５－４．取材時の意見一覧」に一覧表と

して整理したので、参照願いたい。 

 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

 土木の現場では週休２日制が進んでいるが、建築の現場では進んでいない。週休

２日制の意識が業界全体でどこまで浸透しているかは疑問である。また、進捗の見

通しが立てづらい山間部、急斜面の工事のように、工種によっては週休２日制を実

施しづらいものがあり、すべての工事で週休２日制というのは難しいのではないか。 

 発注者から工期末を厳しく決められると、週休２日制の実施は難しい。工期を十

分に確保できれば、週休２日制を実施できる工事はもっとある。 

 日給制の技能労働者の多くは、賃金が少ないために土曜日も働かざるを得ないの

で、彼らの賃金を上げる必要がある。また、技能労働者の人手不足が顕著なため、

平日でも休工する場合があり、そのしわ寄せで土曜日に働くことも生じている。 

 週休２日制を推進するなら発注者の指定で強制的に実施してほしい。建設業も週

休２日制であるというイメージが社会的に浸透すれば、週休２日制は広がると思う。 

 

187



＜代表的な意見＞ 

〇土木の現場では週休２日制が進んでいるが、建築の現場では週休２日制は進んで

いない。建築の工事で施主に提出する工程の各社の一般的なベースは４週６休で

あり、これには雨工程も入っているので、実質４週５休で現場は動いている。土

木の現場では４週７休で休めている会社もあるが、建築の現場はとてもそれどこ

ろではなく、技能労働者は基本的に週休２日制というのはあまり考えてない。週

休２日制の意識が業界全体でどこまで浸透しているかは疑問である。（若手経営者、

監理技術者） 

〇工種によって週休２日制を実施できる工事とそうでない工事がある。例えば、山

間部や急斜面の工事は、進捗の見通しが立てづらく、週休２日制を実施しにくい。

すべての工事で週休２日制というのは難しいのではないか。（若手経営者、監理技

術者） 

〇発注者から工期末を厳しく決められ、工期の延長ができないと、週休２日制の実

施は難しい。民間建築工事は特に工期が厳しく、週休２日制はほとんど行われて

いない。土木工事は週休２日制が徐々に進んできており、土木と建築で職員の休

みやすさに差が生じてきている。現場や部署によっても、休みの取得率にばらつ

きが生じている。（若手経営者、監理技術者） 

〇発注者が、発注時期を早めたり、必要に応じて工期を延長し、工期を十分確保で

きれば、週休２日制を実施できる工事はもっとある。（若手技術者） 

〇週休２日制を実施するためには、工期以外に下請企業の日給制という課題がある。

建設業界には、賃金が少ないので働かざるを得ないという人が多いので、賃金が

上がれば、週休２日制で土曜日は休みたいという人がかなり増えると思う。なお、

週休２日制を実施した時に、土曜日に休む分、下請代金を追加して対応するよう

にしていたが、それでも技能労働者から土曜日に休むことについて不満が生じて

いるので、追加分が技能労働者に渡っていない可能性もある。結局、そこの給与

体系が変わらないと、週休２日制は難しい。（若手経営者、監理技術者、若手技術

者） 

〇最近、技能労働者の人手不足が顕著であり、人手が確保できずに平日でも休工す

る場合があるが、結局そのしわ寄せは土曜日に行く。また工程が少しずれると、

予定していた技能労働者の確保ができなくなり、それにリンクして全体の工程が

ズタズタに崩れることもあるので、その場合にはどうしても土曜日あるいは日曜

日も現場を動かして、工程を元の予定に戻すことが必要となる。（監理技術者） 

〇大手企業で土曜日休日が増えてきているため、東京の現場では土曜日に大手企業

の現場から職人が一気に流れてくることから、土曜日の工程は組みやすく、土曜

日の方がむしろありがたいというところもある。（若手経営者） 

〇週休２日制を推進するなら、発注者が指定して強制的に実施しなければならない

ようにしてもらいたい。希望型では、下請企業が希望しないので元請企業が実施

したくてもできないことになってしまう。（若手経営者、監理技術者） 

〇建設業も週休２日制で土曜日は必ず休んでいるというイメージが社会的に浸透し

てくれれば、週休２日制は広がると思う。（監理技術者） 

 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇令和２年（2020 年）７～８月に会員企業を対象に実施したアンケートでは、４週８休を確保

できている会社は全体の８％で、４週６休を確保できている会社も 50％であり、なかなか思
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うように休暇が取れていない現状にある。 

○アンケート結果によれば、週休２日制が進まない大きな理由としては２点があげられている。

１点目は、週休２日制に見合う労務単価の課題である。協力会社や従業員から、休みを多く

取ると給料が減ってしまうので、土曜日も働かせてほしいと言われることがある。２点目は、

適正な工期が確保されていないという課題である。発注者の工期設定が短く、週に２日も休

んだら完成工期に間に合わない工事が多くみられる。 

○会員企業からは、民間工事において休日を確保していくためには、まずは公共事業で週休２

日制が当たり前にならなければいけないので、公共工事の原則週休２日制を強力に進めてほ

しいという声が大きい。 

○当協会としては、公共事業の週休２日制の拡大に向け、適正な工期の確保、労務単価のアッ

プ設定、施工時期の平準化の３点を、国土交通省、県などに繰り返し要望している。 

 

（１）－② 長時間労働（罰則付き時間外労働上限規制への準備も含め） 

 

 

 

 

 

＜代表的な意見＞ 

〇長時間労働を減らすための書類の簡素化については、確かに提出書類は極端に減

っているが、提示資料は増えているので、結局のところ受注者が作成している書

類は変わっておらず、労働時間の減少には結びついていない。特に最近は、口頭

では信じてもらえず、書類や写真などの証拠を求められる機会が増えてきたと感

じる。（監理技術者） 

〇提出書類となっていない書類の提出を「作っていません。残していません」と断

るのは、発注者の言われたことに沿って実施するという意識が受注者にはあるの

で、難しい。また、検査を受けるときの説得力と検査側の反応が、書類があるか

ないかで違う。書類があれば５分で終わるものが、書類がないと１～３日かかっ

たりするので、書類は作成する方向に動いてしまう。（監理技術者） 

〇公共工事は、工事日報、休日作業届、出荷証明、材料検査簿など民間工事では作

らないような書類もあって大変である。（監理技術者） 

〇ASP は、役所への行き来を省略できる分、現場で目を配ることができるのでとて

も良い。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○建設会社の時間外労働の実態を分析すると、事務職員は概ね週休２日制が達成されているが、

監理技術者などの現場技術者の週休２日制が遅れている。下請企業の労働者が土曜日に現場

で働く場合、現場の責任者である元請企業の技術者も現場に行くことになり、全体をマネジ

メントする人に一番しわ寄せがいくので、そういう問題を解決していくことも重要である。 

○遠隔臨場は、今年度（2020 年度）より試行が開始され現場でも導入されている。監督者の立

ち合いに関する待ち時間のロスがなくなるので、中山間地などの地理的に不利な場所では非

常に良いシステムだと思う。発注者には、今年度（2020 年度）の試行結果を踏まえ、より多

くの現場で導入が進むようシステムの改善をお願いしたい。 

 書類の簡素化により提出書類は減っているが、提示資料は増えているので、受注

者が作成する書類は変わっておらず、労働時間の減少に結びついていない。 

 公共工事では、民間工事では作成しない書類も作成する必要があり、大変である。 

 ASP の活用は効果がある。 
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（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

離職率は各社で差がある。新入社員に２年目ぐらいから責任のある仕事を与え、

重要な戦力であるということを認識させたことや、同期の結びつきが強まる取り組

みを行ったことが、離職率の低さに結び付いている会社がある。 

インターンシップの際に、測量体験や現場の説明だけでなく、実施する内容をも

っと工夫して「ICT 施工などもある」と教えられたら、建設業に魅力を感じて入職

する人が増えると思う。 

現場で働くことが心地よいと感じる工夫が行われていることを見学等に来た人に

感じてもらえれば、建設業のイメージも変わるのではないか。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇新規採用者は、10 人入って１人２人残れば良いという会社もあれば、離職率が２

割弱という会社もある。採用は会社に残ってくれれば財産にはなるが、いわば投

資に近いものという会社もある。（若手経営者） 

〇例えば、離職率が低い会社では、新入社員は２年目ぐらいからどんどん現場代理

人にして、責任のある仕事を与えるようにし、会社の駒ではなく重要な戦力であ

るということを認識させている。（若手経営者） 

〇同期の結びつきが弱いと、大量離職に結びつきやすい印象がある。（若手経営者） 

〇インターンシップの際に、測量体験や現場の説明だけでなく、実施する内容をも

っと工夫して「ICT 施工などもある」と教えられたら、建設業に魅力を感じて入

職する人が増えると思う。（若手技術者） 

〇就職して現場に出てみないとわからないこともいろいろあったので、学生が現場

を見てどういう状況なのかがわかる機会を作れば、想像している土木と実際の土

木業界との差が学生たちにわかるし、就職した後のことがイメージしやすいと思

う。（若手技術者） 

〇休みがない、残業が多い、寝る時間がない、友達と休みが合わない、いつ休める

か直前まで分からない、という状況にあるが、土木という仕事が好きなので、と

てもやりがいがある。就職するときに親からは反対されたが、働いてみて毎日充

実しているので、入ってよかったと思っている。（若手技術者） 

〇学校では「３Ｋというのがある。」と言われたが、実際に入社してみるとそうでは

ない。３Ｋという言葉にとらわれるのではなく、学校が「３Ｋではない」という

ことを伝えていけばいいのではないか。（若手技術者） 

〇働く人が少しでも心地よいと感じてもらえる工夫ができれば、働く環境も改善さ

れるのではないか。初めて現場に来た人や見学に来た人に、そうした配慮が行わ

れていることに気づいてもらえれば、建設現場のイメージも変わるのではないか。

（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○土木と建築の学科がある県内高校の先生と毎年意見交換をしているが、その中で、生徒が職

業を選択するときの１番の条件は週休２日制であると聞いている。若い人たちの雇用を業界

として確保するためにも、建設業において週休２日制を当たり前にしていくことが大変重要

である。 
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（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

静岡県の発注工事は、ICT 活用工事が非常に多い。また、県では「ICT マイレー

ジプログラム」（建設業者間での ICT の普及啓発活動）という制度を実施している。

その結果、県内では ICT 活用の取り組みが進んでおり、特に東部地域で進んでいる。

一方、市町村レベルでは、大規模工事が少ないので ICT 活用工事があまり発注され

ていない。 

ICT を適用できる工種が土工や舗装工など一部に絞られるので、こうした工種に

特化した会社は ICT に継続的に取り組めるが、そうではない会社は取り組みにくい。 

ICT 活用を普及させるためには、受注者が３次元データを作るのではなく、まず

は発注者側が作って受注者に渡すことが必要。 

CAD を導入した時と同様に、従来の方法のほうが楽だという声もあるかもしれな

いが、そこを強制的に変えていかないと ICT 活用は普及しない。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇静岡県の ICT 施工の実施率が高いのは、静岡県の ICT 活用の発注工事が非常に

多いからである。しかし、中部地域がほとんどなく、東部地域が多いので、東部

地域では ICT 活用が非常に進んでいる状況。（若手経営者） 

〇国土交通省は ICT 活用に積極的である。また静岡県は、「ICT マイレージプログ

ラム」という制度を実施するなど、ICT 活用の取り組みは進んでいるかなという

印象を持っている。（若手経営者） 

〇市町村では、静岡市であっても大きな規模の工事がないので、ICT 活用工事はな

かなか発注できていない。（若手経営者） 

〇発注者が ICT 活用工事をたくさん発注し、ICT 活用の将来が見込めるようになら

ないと、受注者としては先に進めない。（監理技術者） 

〇発注者指定型のようにある程度 ICT 活用が折り込まれていれば ICT は活用しや

すいが、希望型では積極的に実施することまでには至らない。経費面や、年間受

注する ICT 活用工事が１件あるかないかであること、さらに、ICT 活用に慣れて

いない社員が多いことからも、自社で実施するより、少し赤字でも外注してやる

方が良く、今のところ ICT 活用に積極的には取り組んでいない。実施する工事の

半分程度が ICT 活用になってきた場合には、自社として取り組んでいかないとい

けないという意識である。（若手経営者） 

〇今は従来の施工方法から i-Con への変革期だと思う。CAD を導入した時と同様に、

従来の方法のほうが楽だという声もたくさんあるかもしれないが、そこを強制的

に変えていかないと i-Con は普及しない。いつか便利になるというのはわかって

いても、便利になるまでが大変なので、実施しなくてもいい、と言われれば、重

い腰が上がらないのが現状である。（監理技術者） 

〇ICT 施工が義務付けられるようになれば、ICT を活用せざるを得ない環境が整っ

ていくので、ICT 自体のコストダウンにつながったり、皆が ICT に携わって知識

がついたりするのではないか。（若手技術者） 

〇ICT を適用できる工種は、土工や舗装工など一部に絞られる。適用工種を継続的

に受注することができれば、ノウハウを身に付けて応用を利かせることができる

ので、例えば土工に特化した会社は１回実績を作れば、引き続き同じことを繰り

返し続ければよく、使い勝手がよいと思う。（監理技術者） 
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〇多種多様な工種を実施している会社は取り組むのが難しく、適用可能な工事の受

注も単発的になるので、少々赤字でも外注することになり、内製化は進まない。

（監理技術者） 

〇ICT 活用は、大規模な土工事では有益。また地形や周辺環境から実施が難しいよ

うな点検や、安全管理の事前対策を実施できる点ではとても有益である。（若手経

営者） 

〇ICT 施工は、丁張りを省略できる分、書類を作成できる、技能労働者が近くにい

なくて安全性が高い等のメリットがある。技能労働者も「慣れてしまえばやりや

すい」と言っている。（若手技術者） 

〇過去に ICT 活用の経験がある社内の人からは、GPS の電波が飛んでいない時間

帯があり、図面の位置が翌日には変わっていたりするので、結局丁張りをかけな

ければならなかった等、良い話は聞かない。（若手技術者） 

〇砂防の現場のような施工条件が厳しいところで ICT 施工をするためには、小さい

クラスの ICT 建機も数を増やしていくことが必要。（監理技術者） 

〇県内ではまだ発注者が３次元の設計データを作成する状況にはない。CIM も含め

て ICT 活用を普及させるためには、受注者が３次元データを作るのではなく、ま

ずは発注者側が作って受注者に渡すことが必要だと思う。３次元で設計データを

いただければ、楽になる。さらに簡単なソフトや操作が楽なソフトが開発されれ

ば、ICT 活用も普及するのではないか。（監理技術者） 

〇県内全体で、ICT 活用に関する情報共有はあまりない。（若手経営者） 

 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇静岡県では全体的に ICT 活用が進んでいる。アンケートを実施しても、半数程度の企業は ICT
活用工事に取り組んだことがあるという結果が出ている。県内で進み具合に地域差があると

は認識していないが、もしそういうことであれば分析してみたい。 

○静岡県は、年間 100～200 件の ICT 活用工事を発注するなど、全国的にみても ICT 活用への

取り組みに熱心で、きめ細かなケアも実施し、県内企業の ICT 活用に対する意識の醸成を図

っている。 

○静岡県発注工事では、自社が受注した工事の現場にほかの企業を呼んで、自社の ICT 活用状

況に関する講習会を開催すると、工事評点や総合評価で加点する制度（ICT マイレージプロ

グラム）を展開している。ある企業が ICT を活用した工事を実施すると、それが種になって

他の企業にも波及効果が生じており、そのような県の取り組みも ICT 活用が進んでいる要因

だと思う。 

○政令指定都市においては、ICT 活用に努力していただいている。課題は、人口 20 万人以下の

小規模な市町である。自治体に土木の技術者が少ないこともあり、そこでの ICT の導入につ

いては難しいと思う。 

○国土交通省のＣランクの大きな企業では ICT 活用が進んでいるが、小さな企業ではまだこれ

からという状況である。ICT 活用は、土工などがある程度まとまった工事でなければ採算が

合わないので、小さな規模の工事を請け負っている会社は、活用に踏み切ることができない

のではないか。 

○ICT 活用を実施している約半数の企業にしても、ICT 関係をすべて外注し、当該企業の技術

者が ICT 活用には関わっていない場合もあるので、内製化が遅れているという課題はある。 

○アンケートでは、ICT 活用を進められない課題として、技術を持った人材の確保育成に時間

がかかるということや、必要となる機器・建機が高額なので費用対効果の観点から活用に踏
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み切れない、ということが挙げられている。 

○人材の確保と ICT 建機の購入支援がもっと拡充してくれば、ICT 活用はもう少し進むと思う。

また現状では、ICT 活用工事の発注が継続的に行われる状況までにはなっていないが、ICT
活用ができる工事を定期的に受注できる目途が立てば、企業は ICT 建機を購入しやすい環境

となる。 

○現在、発注者から提供される設計図書は２次元データが一般的だが、今後、３次元データで

の提供が当たり前になってくれば、ICT を活用した工事を実施せざるを得なくなる。ICT 活

用の推進は施工のところだけに焦点を当てるのではなく、公共事業の発注や設計から、全体

としてどのように推進するかという広い視野で、測量会社、設計コンサルタントも含めて今

後の在り方を話し合っていく必要があると感じている。 

○協会会員から ICT 活用を実施する上での課題を聞き、発注者である行政に照会し、解決して

いく定期的な意見交換等を実施している。今後も続けていきたい。 

○各企業の取り組み姿勢は様々であるが、今は損するが今後の投資として技術は身につけてお

かないといけないという前向きな企業もある。協会からも、会員企業に対し、今は利益が上

がりにくく我慢の時期かもしれないが、ICT の技術を習得して時代の変化に遅れをとらない

ようにしないといけないと話している。 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

BIM/CIM については、強制的に切り替えるようにルール自体が変わってくれたほ

うが良い。計画段階、設計段階から BIM/CIM を取り入れていただくと、後の検討

が楽になるほか、建設会社も自ずと対応せざるを得なくなる。現状では、３次元で

表現するのは安全管理など限定的。 

発注者のなかでも CIM に関して温度差を感じる。発注者から提供してもらう CIM
のデータは容量が大きく、自社のパソコンでスムーズに動かせない、という問題も

発生している。 

建築現場ではアナログで進められるところが多く、BIM を使用してメリットがあ

るのは特殊な建物に限られる。BIM 活用は官庁関係が先に進んでいくと、民間にも

普及していくと思う。 
 

＜代表的な意見＞ 

〇BIM/CIM については、強制的に切り替えるというようにルール自体が変わって

くれたほうが良い。変更するスケジュールを国土交通省が明示してくれた方が、

企業側は準備する。（若手経営者） 

〇BIM/CIM は調査計画から施工まで一気通貫で進んでいないため、３次元で表現

するのは安全管理など、まだ限定的。計画段階、設計段階から BIM/CIM を取り

入れていただくと、後の検討が楽になる。（若手経営者） 

〇BIM/CIM については、コンサルが３次元データで納品するようになれば自ずと

対応せざるを得ないと思う。そこで取捨選択、淘汰が行われるということになる

と、職員は頑張ると思う。（若手経営者） 

〇国土交通省のなかでも CIM に関しては温度差が感じられる。また発注者から頂

く CIM のデータはすごく細かな情報が入っているので容量が大きく、自社のパ

ソコンでは、データを開くことはできるが、スムーズに動かすのが難しいという

こともある。（監理技術者） 

〇建築現場では大規模な現場で ICT 活用の取り組みが始まっているが、それは下請
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企業の取り組みである。元請企業として進めるのは BIM ということになるが、

建築現場ではアナログで進められるところが多く、BIM を使用してメリットがあ

るのは特殊な建物に限られることから、BIM に投資をするのは会社経営の観点か

ら難しいのではないか。（監理技術者） 

〇民間デベロッパー発注工事は BIM を使っていない。官庁関係が先に進んでいく

と、民間にも普及していくと思う。（若手経営者） 

〇BIM/CIM については、１社でやるより、地元企業の中で横の連携をしたほうが

良いのではないか。（若手経営者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇設計から維持管理まで３次元データを活用するBIM/CIMの推進が重要だと思う。静岡県は、

工事で使用した３次元データはきちんとストックして、将来維持管理につなげられるように

システムを構築している。それらの３次元のデータが蓄積されてくると、例えば、地下埋設

物がどこにあるかという情報が全てわかり、工事の効率的な施工にも繋がってくる。 

 

（２）－③ 施工時期の平準化 

４～６月の施工が多少増えてきているかもしれないが、発注自体が平準化されて

いるという実感まではない。 

現在は、人手不足の影響と平準化の取り組みがマッチして、常に人が動いている

サイクルになっている。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇４～６月の施工が多少増えてきているかもしれないが、発注自体が平準化されて

いるという実感まではない。（監理技術者） 

〇現在は、人手不足の影響と平準化の取り組みがマッチして、常に人が動いている

サイクルになっている。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇施工時期の平準化については、公表されている県別の指数では静岡県はそれほど高くはない

が、取り組みは積極的に行われている。少し前に比べて発注が前倒しになり、以前は発注が

なかった４～６月の発注も増えてきたという実感はあるが、まだまだ足りない、という会員

企業の声は大きい。課題としては、取り組みが遅れている市や町の工事の施工時期の平準化

を進めてほしいという点と、発注が前倒しになっても工期末が３月であり年度末に工事が集

中する状況は変わっておらず、更に繰越や債務負担行為を活用していただいて、工期を４～

６月までにしてほしい、という点がある。 

 

（３）女性技術者の活躍 

女性技術者が本当に何を望んでいるかを聞くことが大事。女性から見たら目線がず

れているようなことを実施していることが多い。 

現場は朝早く夜は遅いので、現場の技術者は育休を取りづらい。女性技術者が現場

の仕事を続けられるかは、家族の支援や会社のサポートなどの環境次第である。 

今は男性女性関係なくすることが重要。例えば男性も育休を取ってもいいと思える

環境が大事なのではないかと思う。「女性だから」となってしまうと、いつまで経って

も「女性だから」という特別扱いのままになる。 
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＜代表的な意見＞ 

〇女性技術者が本当に何を望んでいるかをしっかり聞くことは大事である。しっか

り聞いていないと、女性から見たらちょっと目線がずれているようなことを実施

していることがすごく多い、ということを聞く。女性の本当の意見を聞きつつ、

会社で取り組みを進めていくことが重要。（若手経営者） 

〇育休を取っている内勤の女性はいるが、現場は朝早く夜遅いので、現場の女性技

術者は育休を取りづらい。夫が子供の面倒を見るということになれば女性も現場

の仕事を続けられるかもしれないが、相当な家族の支援や現場から早く上がれる

ことができる環境が必要。環境次第である。（若手技術者） 

〇今は男性女性関係なく、「子育てをする人」が育休を取ってもいいと思える環境が

大事なのではないかと思う。「女性だから」となってしまうと、いつまで経っても

「女性だから」ということになる。（若手技術者） 

〇女性の方が担当したい仕事や資格取得意欲など目的意識のしっかりしている人が

多い。職人や発注者の評価も若手技術者においては女性の方が比較的高い印象が

ある。（若手経営者） 

〇女性のいない現場でも女性用トイレを置いている。女性を現場に配属する際は、

女性用の環境に比較的配慮しやすい大型現場にしている。（若手経営者） 

〇産休と育休をとりやすい環境にしているつもりだが、女性事務職、内勤の女性は

必ず取ってその後戻ってくるが、現場の女性技術者は、子供が生まれた後に現場

技術者として戻ってくるケースはなかなかない。（若手経営者） 

〇優秀だと思う女性社員は女性として特別扱いすることを嫌う。例えば、育休は男

性も同じように取ってくれた方が取りやすいという意見がある。（若手経営者） 

〇現場で仮設トイレの設置を任された時に、目線と動線を分けられるように、男性

トイレと女性トイレに仕切りを設けてみたところ、大変好評だった。（若手技術者） 

〇ICT 活用が普及すれば、女性技術者が結婚や出産後も内勤で活躍できる環境が増

えていくと思う。（若手技術者） 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

監理技術者の専任義務の緩和は、会社の営業面ではメリットがあるが、監理技術者

にとっては負担が大きくなることが懸念される。長時間労働に戻ってしまう可能性が

大きいのではないか。大きな工事を兼任することは、現実的には無理である。 

監理技術者の専任義務等の制度改正の内容が、監理技術者にはあまり知られていな

い。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇監理技術者の専任義務の緩和は、会社の営業面ではメリットがあるかもしれない

が、監理技術者にとっては負担が大きくなることが懸念される。長時間労働に戻

ってしまう可能性が大きいのではないか。大きな工事を兼任することは、現実的

には無理である。（監理技術者） 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化の措置について、

監理技術者にはまだあまり知られていない。（監理技術者） 

〇主任技術者の配置義務の合理化は、専任ではなくなるので、人員不足の下請企業

にとってはよい制度だと思う。（監理技術者） 

〇実際の運用次第だが、制度の趣旨とは少し違った形で活用されるのではないか。
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例えば、仕事を取るにあたって、たまたま近いところで実績のある人が監理技術

者になっていれば、その人を兼任の監理技術者としておいて、仕事を取ったら実

質的には補佐の人が現場を動かす、という形で運用する等。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇監理技術者の専任義務の緩和については、技術者が不足している状況を改善する手段として

の期待が大きい。しかし、どのように運用できるかがよくわからないというのが現状である。

兼任できる現場は２つまでと聞くが、重要な段階の確認や重要な会議への出席等、兼務した

監理技術者の責務は変わらず、全体的には負担だけが増える状況の中で、どこまでやれるの

か企業は手探りの状態である。実際に運用されるのは主に４月以降になるので、そこで良い

事例が出てくることを期待している。 

 

（５）その他 

〇新型コロナウィルスの影響で、ノートパソコン・iPhone・iPad 等の電子機器や、

Web 会議ツールの普及が進んだ。（若手経営者） 
 

 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○昨今災害が増えている中、災害の応急復旧対応が建設業に求められ、ますます期待が高まっ

ていく一方で、様々な課題がある。行政と結ぶ災害協定では、災害発生時の対応は一通り決

まっているが、不備が多く、例えば昨年全国的にも話題になった応急復旧活動でけがをした

ときの労働災害保険のことなど、まだ不十分なところがある。また、応急復旧工事は、一般

の工事に比べ作業効率が悪いこと、使用する重機や材料も緊急に調達する必要があり標準と

異なるものを使用せざるを得ないこともあるが、契約では標準の積算で精算が行われ、実際

に掛かった経費が支払われていない場合がみられることから、こうした現場を無くしていく

ことも課題である。 

○協会として、発注者と話し合い、協定内容の改善を進めていきたい。災害の応急復旧活動を、

安心して、モチベーションを高く持って実施できる環境づくりを進めていきたい。 

○工事現場でコロナウィルスの感染者を出さないため、国がガイドラインを発出した。ガイド

ライン等を参考に、３密を避け、できるだけ距離を置いて作業するなどの基本的な対策をし

っかりと実施していることもあり、県内の現場では今のところ大きな感染が出た事例はない。 

○遠隔臨場や Web 上での書類提出など、今までの対面でのやり取りに代わって非対面でのやり

取りが増えているが、現場では抵抗感なく対応できているので、引き続きそのような方法で

感染に気を付けていければ良いと考えている。 
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５－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について、教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇女性活躍促進の現状と課題 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休、

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について、教えてください。 

等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聞きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

・監理技術者専任義務の緩和や主任技術者の配置義務の合理化等が行われた場合、メ

リット、デメリットとしてどのようなものがあるか教えてください。 

等 

＜若手・女性技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉をご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？ また「新３Ｋ」など、建

設業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます
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か？ 

〇週休２日制、長時間労働 

・週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇ICT の活用 

・ICT の活用について、関心がありますか？関心がある場合、どのように取り組みた

いとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

等 

※女性技術者には、「週休２日制、長時間労働」の代わりに以下の項目。 

〇女性活躍のための労働環境 

・現場の女性専用トイレ等、労働環境における現状と改善点について教えてください。 

・産休、育休などを女性技術者が十分取得できるための必要な取り組み、改善点など

を教えてください。 

・「女性の会」の活動など、女性ならではの取り組みとして発信したいことがあれば教

えてください。 
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(１
)週
休
２
日
制
実
施
の
現
状
と
課
題

(１
)ー
①
週
休
２
日
制
（
適
正
な
工
期
関
係
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
土
木
の
現
場
で
は
週
休
２
日
制
が
進
ん
で
い
る
が
、
建
築
の
現
場
で
は

週
休
２
日
制
は
進
ん
で
い
な
い
。
建
築
の
工
事
で
施
主
に
提
出
す
る
工

程
の
各
社
の
一
般
的
な
ベ
ー
ス
は
４
週
６
休
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
雨
工

程
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
４
週
５
休
で
現
場
は
動
い
て
い
る
。
土

木
は
４
週
７
休
で
休
め
て
い
る
会
社
も
あ
る
が
、
建
築
の
現
場
は
と
て

も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

〇
発
注
者
か
ら
工
期
末
を
厳
し
く
決
め
ら
れ
、
工
期
の
延
長
が
で
き
な
い

と
、
週
休
２
日
制
の
実
施
は
難
し
い
。
民
間
建
築
工
事
は
特
に
工
期
が

厳
し
く
、
週
休
２
日
制
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
土
木
工
事
は

週
休
２
日
制
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
お
り
、
土
木
と
建
築
で
職
員
の
休

み
や
す
さ
に
差
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

〇
休
み
を
と
れ
、
残
業
を
す
る
な
、
と
会
社
か
ら
口
酸
っ
ぱ
く
言
わ
れ
て

も
、
現
場
を
持
っ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
休
め
ず
長
時
間
労
働
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
か
ら
は

「
土
曜
日
も
現
場
で
働
き
た
い
」
と
言
わ
れ
る
の
で
、
週
休
２
日
制
の

実
施
に
つ
い
て
は
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
な
い
部
分
は
あ
る
。

〇
技
術
者
を
複
数
人
つ
け
ら
れ
る
現
場
で
は
、
土
曜
日
に
現
場
を
止
め
る

こ
と
な
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

中
小
企
業
は
現
場
に
つ
け
る
技
術
者
は
１
人
で
あ
り
、
土
曜
日
に
休
ま

せ
に
く
い
。

〇
工
種
に
よ
っ
て
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
る
工
事
と
そ
う
で
な
い
工
事

が
あ
る
。
例
え
ば
、
急
斜
面
の
工
事
は
、
進
捗
の
見
通
し
が
立
て
づ
ら

く
、
週
休
２
日
制
を
実
施
し
に
く
い
。
す
べ
て
の
工
事
で
週
休
２
日
制

と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
発
注
者
が
、
発
注
時
期
を
早
め
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
工
期
を
延
長

し
、
工
期
を
十
分
確
保
で
き
れ
ば
、
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
る
工
事

は
も
っ
と
あ
る
。

〇
土
木
と
建
築
で
休
み
の
取
得
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
現

場
や
部
署
に
よ
っ
て
も
、
休
み
の
取
得
率
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
。

〇
週
休
２
日
制
に
よ
っ
て
土
曜
日
休
む
分
の
労
働
は
、
平
日
に
振
り
分
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
IC
T活
用
で
土
曜
日
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

〇
協
力
会
社
で
日
給
制
の
技
能
労
働
者
は
、
土
曜
日
は
休
み
に
せ
ず
現
場

に
出
た
い
と
い
う
要
求
が
非
常
に
多
い
。
元
請
企
業
と
し
て
週
休
２
日

制
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
も
、
協
力
会
社
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
生
じ

る
。
週
休
２
日
制
を
実
施
し
た
時
に
、
土
曜
日
に
休
む
分
、
下
請
代
金

を
追
加
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
技
能
労
働
者

か
ら
土
曜
日
に
休
む
こ
と
に
つ
い
て
不
満
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
追
加

分
が
技
能
労
働
者
に
渡
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
結
局
、
そ
こ
の

給
与
体
系
が
変
わ
ら
な
い
と
、
完
全
週
休
２
日
制
は
難
し
い
。

〇
週
休
２
日
制
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
工
期
以
外
に
下
請
企
業
の
日
給

制
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
建
設
業
界
に
は
、
賃
金
が
少
な
い
の
で
働
か

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
人
は
多
い
の
で
、
賃
金
が
上
が
れ
ば
、
週
休
２

日
制
で
土
曜
日
は
休
み
た
い
と
い
う
人
が
か
な
り
増
え
る
と
思
う
。

〇
山
の
工
事
で
は
、
雨
の
日
休
み
、
土
曜
日
休
み
と
な
る
と
、
工
期
に
間

に
合
わ
な
く
な
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
週
休
２
日
制
と
し
て
い
て

も
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
現
場
か
ら
も
働
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

れ
ば
、
土
曜
日
の
出
勤
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

〇
週
休
２
日
制
を
実
施
す
る
た
め
に
、
発
注
者
か
ら
強
制
的
に
土
曜
日
は

休
む
よ
う
に
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。
週
休
２
日
制
を
実
施
し
続
け
れ

ば
、
技
能
老
翁
者
の
方
の
中
に
は
、
意
識
が
変
わ
っ
て
週
休
２
日
制
が

よ
い
と
い
う
方
も
増
え
て
く
る
。
た
だ
、
そ
の
現
場
が
週
休
２
日
制
を

実
施
し
て
も
、
技
能
労
働
者
の
方
は
土
曜
日
は
別
の
現
場
で
働
い
て
い

る
こ
と
も
多
い
。

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

〇
週
休
２
日
制
を
推
進
す
る
な
ら
、
発
注
者
が
指
定
し
て
強
制
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
希
望
型
で
は
、
下

請
企
業
が
希
望
し
な
い
の
で
実
施
し
た
く
て
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。

〇
建
設
業
も
週
休
２
日
制
で
土
曜
日
は
必
ず
休
ん
で
い
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
社
会
的
に
浸
透
し
て
く
れ
れ
ば
、
週
休
２
日
制
は
広
が
る
と
思

う
。

〇
大
手
企
業
で
土
曜
日
休
日
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
東
京
の
現
場
で

は
土
曜
日
に
大
手
企
業
の
現
場
か
ら
一
気
に
技
能
労
働
者
が
流
れ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
土
曜
日
の
工
程
は
組
み
や
す
く
、
土
曜
日
の
方
が
む
し

ろ
あ
り
が
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

〇
最
近
、
技
能
労
働
者
の
人
手
不
足
が
顕
著
で
あ
り
、
人
手
が
確
保
で
き

ず
に
平
日
で
も
休
工
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
結
局
そ
の
し
わ
寄
せ
は
土

曜
日
に
行
く
。
ま
た
工
程
が
少
し
ず
れ
る
と
、
予
定
し
て
い
た
技
能
労

働
者
の
確
保
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
に
リ
ン
ク
し
て
全
体
の
工
程
が

ズ
タ
ズ
タ
に
崩
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
ど
う
し
て
も

土
曜
日
あ
る
い
は
日
曜
日
も
現
場
を
動
か
し
て
、
工
程
を
元
の
予
定
に

戻
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

〇
建
築
の
現
場
で
は
、
作
業
員
は
基
本
的
に
週
休
２
日
制
と
い
う
の
は
あ

ま
り
考
え
て
な
い
。
週
休
２
日
制
の
意
識
が
業
界
全
体
で
ど
こ
ま
で
浸

透
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
民
間
の
建
築
が
９
割
ほ
ど
な
の
で
、
４
週
６
休
を
目
指
し
て
い
る
も
の

の
、
４
週
５
休
が
や
っ
と
達
成
で
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
。

・
民
間
建
築
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者
が
、
ま
だ
建
物
が
完
成
し
て
い

な
い
の
に
「
オ
ー
プ
ン
は
○
日
で
す
」
と
広
告
を
出
す
場
合
が
あ
る
よ

う
に
、
開
業
日
に
基
づ
く
工
事
期
限
を
厳
し
く
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
週
休
２
日
制
は
か
な
り
難
し
い
。
土
曜
日
だ
け
で
な
く
、
日
曜
日

も
出
社
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
が
あ
る
。

・
当
社
は
働
き
方
改
革
に
は
厳
格
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
休
み
を
取
れ
、

残
業
を
す
る
な
、
と
口
酸
っ
ぱ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
場
を
持
っ
て

い
る
と
そ
う
も
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
民
間
工
事
で
施
主
に
提
出
す
る
工
程
の
各
社
の
一
般
的
な
ベ
ー
ス
は
４

週
６
休
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
雨
工
程
が
１
日
入
っ
て
い
る
の

で
、
実
質
４
週
５
休
で
現
場
は
動
い
て
い
る
。

・
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
急
な
手
配
が
最
近
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
や
や
も
す
る
と
２
か
月
前
に
言
わ
な
い
と
手
配
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
手
配
が
つ
く
日
を
逃
す
と
、
次
は
そ
の
１
か
月
後
に

し
か
手
配
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
土
日
で
あ
っ
て
も

仕
事
を
す
る
パ
タ
ー
ン
も
出
て
く
る
。

・
週
休
２
日
制
の
工
事
は
担
当
し
た
こ
と
が
な
い
。
民
間
工
事
は
、
工
期

が
短
い
た
め
、
今
も
勢
い
で
土
曜
日
も
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
現
状
で

あ
る
。

・
就
業
規
則
は
週
休
２
日
制
な
の
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
大
型
連

休
の
前
後
、
年
末
の
最
終
週
な
ど
に
計
画
有
給
取
得
と
い
う
形
で
、
あ

る
程
度
長
い
期
間
現
場
を
閉
じ
て
、
そ
こ
で
代
休
を
取
得
し
て
も
ら
う

こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
現
場
の
職
員
も
「
突
然
明
日
休
め
と
言
わ
れ
る

よ
り
、
数
か
月
先
で
も
決
ま
っ
た
休
み
の
方
が
あ
り
が
た
い
」
と
い
う

意
見
で
あ
る
し
、
現
場
は
長
く
閉
め
た
方
が
、
休
み
や
す
い
。

・
家
族
か
ら
す
る
と
土
日
の
出
勤
は
「
今
日
も
仕
事
で
す
か
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
仕
事
を
進
め
る
上
で
は
土
曜
日
と
い
う
貴
重
な
日
も
使
い

た
い
の
で
、
そ
こ
を
休
み
に
す
る
こ
と
は
結
構
勇
気
が
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
週
休
２
日
制
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
発
注
者
か

ら
強
制
的
に
休
む
よ
う
に
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
建
設
業
全
体
で
も
発
注
者
も
、
土
曜
日
は
休
ん
で
と
言
っ
て
い
る
し
、

会
社
も
週
休
２
日
制
は
確
保
し
よ
う
と
い
う
方
針
だ
が
、
日
給
制
の
技

能
労
働
者
か
ら
は
「
土
曜
日
も
現
場
で
働
き
た
い
」
と
言
わ
れ
る
の

で
、
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
な
い
部
分
は
あ
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
A＞
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・
建
築
の
現
場
は
特
に
休
み
に
く
く
、
土
木
の
職
員
と
の
休
日
取
得
に
だ

い
ぶ
差
が
つ
い
て
し
ま
う
。
建
築
の
現
場
の
な
か
で
も
、
人
数
が
４
～

５
人
と
多
い
現
場
は
、
土
曜
日
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
休
み
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
１
～
２
人
の
少
な
い
現
場
は
休
ま
せ
に
く
い
。
し
た

が
っ
て
、
土
曜
日
出
勤
の
多
い
現
場
等
で
は
、
現
場
が
終
わ
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
程
度
長
い
休
み
を
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
形
で
対
応
し

て
い
る
。

・
一
時
期
、
工
場
内
の
改
修
を
行
っ
て
い
た
時
は
、
工
場
が
土
日
休
み

だ
っ
た
の
で
、
工
場
を
閉
め
る
土
日
は
施
工
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
、
強
制
的
に
週
休
２
日
制
と
な
っ
た
。
週
休
２
日
制
は
強
制
的
に
実

施
し
な
い
と
、
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
。

・
「
働
き
方
委
員
会
」
と
い
う
委
員
会
を
社
長
室
直
轄
の
形
で
作
っ
て
、

時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
か
か
る
令
和
６
年
（
20
24
年
）
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
定
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
民
間
工
事
は
施
主
に
４
週
５
休
の

工
程
で
提
出
し
て
い
た
が
、
昨
年
４
月
か
ら
提
出
の
工
程
表
は
４
週
６

休
と
し
て
い
る
。
令
和
６
年
（
20
24
年
）
ま
で
に
、
４
週
６
休
、
４
週

７
休
、
４
週
８
休
と
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
現
実

を
踏
ま
え
る
と
、
雨
工
程
も
含
め
て
４
週
７
休
の
工
程
を
施
主
に
提
出

し
て
、
仕
事
が
取
れ
る
か
ど
う
か
が
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
と
も
感
じ
て

お
り
、
実
質
、
４
週
６
休
が
限
度
と
感
じ
て
い
る
。

・
週
休
２
日
制
の
課
題
と
し
て
、
下
請
企
業
が
サ
イ
ク
ル
よ
く
回
っ
て
く

れ
れ
ば
解
決
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現

実
的
に
難
し
い
と
は
思
う
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
E＞

・
現
場
や
部
署
に
よ
っ
て
、
土
曜
日
の
休
み
の
日
数
に
か
な
り
ば
ら
つ
き

が
出
て
い
る
の
で
、
も
し
実
質
４
週
６
休
が
限
度
だ
っ
た
と
し
て
も
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
長
期
の
代
休
を
取
得
し
て
も
ら
う
な
ど
の

企
業
努
力
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

・
建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
公
共
と
民
間
と
の
休
み
の
不
公
平
さ
に
つ
い

て
、
あ
ま
り
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。

・
現
在
担
当
し
て
い
る
学
校
の
工
事
は
、
年
度
内
に
終
わ
っ
て
ほ
し
い
と

発
注
者
か
ら
言
わ
れ
て
４
週
６
休
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
週
休
２
日
制

を
発
注
者
が
推
す
な
ら
、
も
っ
と
工
事
の
開
始
を
早
く
し
て
く
れ
た
ら

よ
い
の
に
と
思
っ
て
し
ま
う
。
繰
越
が
で
き
な
い
か
ら
年
度
内
に
終

わ
っ
て
ほ
し
い
と
発
注
者
か
ら
言
わ
れ
る
時
も
同
じ
。
ま
た
、
今
回
の

学
校
の
工
事
は
特
別
で
仕
方
が
な
い
に
し
て
も
、
工
期
を
延
長
し
て
も

ら
え
れ
ば
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
る
工
事
は
あ
る
。

・
自
分
た
ち
元
請
企
業
の
請
負
金
額
が
上
が
っ
て
、
下
請
企
業
に
払
え
る

お
金
が
増
え
れ
ば
、
技
能
労
働
者
の
賃
金
が
上
が
り
、
週
休
２
日
制
も

広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
B＞

・
受
注
は
10
0％
、
公
共
土
木
工
事
で
あ
り
、
発
注
者
指
定
型
は
当
然
週
休

２
日
制
を
実
施
す
る
。

・
会
社
と
し
て
は
完
全
週
休
２
日
制
で
あ
る
が
、
技
能
労
働
者
は
日
給
制

で
あ
り
、
土
曜
日
も
働
き
た
い
と
い
う
希
望
も
多
い
。
４
週
６
休
は
ダ

メ
だ
、
と
厳
命
し
て
い
る
の
で
、
実
質
４
週
７
休
の
状
況
。
休
み
の
日

に
出
た
ら
代
休
を
と
る
と
い
う
形
で
や
っ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
B＞
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・
平
日
に
雨
が
降
っ
た
か
ら
休
み
と
す
る
と
、
技
能
労
働
者
は
土
曜
日
に

仕
事
し
た
い
と
い
う
が
、
社
員
は
月
給
制
な
の
で
、
土
曜
日
に
急
に
仕

事
の
予
定
が
入
る
と
困
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
雨
の
日
は
休
み
と
決

め
て
は
い
る
が
、
特
に
山
間
部
に
お
け
る
工
事
の
場
合
、
雨
の
日
休

み
、
土
曜
日
休
み
と
な
る
と
、
工
期
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
る
の
で
、
現
場
か
ら
土
曜
日
に
工
事
を
実
施
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
れ
ば
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

・
静
岡
市
発
注
工
事
で
は
、
今
年
度
か
ら
全
部
週
休
２
日
制
に
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
ま
で
は
、
４
週
６
休
で
あ
っ
た
。

・
週
休
２
日
制
を
推
進
す
る
な
ら
、
発
注
者
側
に
お
い
て
指
定
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
方
が
下
請
企
業
に
も
話
し
や
す
い
。
希
望
型
だ
と
、
下

請
企
業
が
希
望
し
な
い
の
で
実
施
で
き
な
い
。

・
最
近
は
材
料
会
社
が
土
曜
日
を
休
み
は
じ
め
て
い
る
の
で
、
土
曜
日
に

仕
事
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
材
料
が
納
品
さ
れ
て
こ
ず
、
施
工
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
に
し
て
い
る
の
で
、
土
曜
日
に
休
む
分
、
下
請
代
金
を
あ

げ
て
対
応
し
て
く
れ
と
下
請
企
業
の
社
長
さ
ん
に
話
し
て
い
る
が
、
実

際
に
そ
の
分
が
技
能
労
働
者
に
渡
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な

い
話
。
技
能
労
働
者
が
、
土
曜
日
を
休
日
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
満

を
持
つ
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
下
請
代
金
を
上
げ
た
分
が
技
能
労
働
者
に

支
払
わ
れ
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

・
ま
た
、
例
え
ば
店
舗
前
の
道
路
工
事
で
は
日
曜
日
し
か
工
事
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
完
全
に
週
休
２
日
制
に
す
る
の
は
難
し

い
。

・
第
３
者
か
ら
見
れ
ば
、
工
事
は
早
く
終
わ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
だ
ろ
う

し
、
こ
の
会
社
は
土
日
毎
週
休
ん
で
い
る
が
、
そ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
施

工
さ
れ
た
ら
困
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
建
設
業
も

週
休
２
日
制
で
必
ず
休
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
浸
透
し
て

く
れ
れ
ば
、
週
休
２
日
制
は
完
全
に
浸
透
し
て
い
く
と
思
う
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞

・
週
休
２
日
制
に
よ
り
土
曜
日
を
休
む
分
の
労
働
は
平
日
に
振
り
分
け
ら

れ
る
と
い
う
の
は
現
実
で
あ
る
。

・
リ
ク
ル
ー
ト
関
係
が
き
っ
か
け
で
、
20
15
年
か
ら
完
全
週
休
２
日
制
に

移
行
し
て
い
て
、
現
状
ほ
と
ん
ど
休
め
て
い
る
。
仕
事
量
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
土
木
は
発
注
者
指
定
で
休
み
が
増
え
て
い
る
の
で
、
完
全
に
休
め
て
い

る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞

・
建
築
は
、
納
期
の
関
係
も
大
き
い
が
、
日
給
制
の
方
か
ら
の
土
曜
日
も

仕
事
を
し
た
い
と
い
う
要
求
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
協
力
会
社
と
の

せ
め
ぎ
あ
い
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
日
給
制
の
方
た
ち
の
給
与
体
系

が
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
完
全
週
休
２
日
制
は
難
し
い
と
思
う
。

・
週
休
２
日
制
の
実
施
の
可
否
は
工
期
と
直
結
す
る
話
。
工
期
を
延
ば
し

て
く
れ
れ
ば
実
施
で
き
る
が
、
ど
う
し
て
も
年
度
末
に
終
わ
ら
せ
な
い

と
い
け
な
い
工
事
で
は
実
施
で
き
な
い
。
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・
社
内
で
、
土
木
は
す
ご
く
休
め
る
環
境
と
な
っ
て
い
て
、
建
築
の
方
が

時
間
外
労
働
を
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
土
木
は
パ
ト
ロ
ー
ル

や
緊
急
時
の
出
動
が
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
土
木
と
建
築
で
差
が
出

て
い
て
、
そ
の
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

・
別
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
下
請
企
業
の
人
手
不
足
と
い
う
問
題
が
あ

り
、
今
は
都
合
の
よ
い
と
き
に
下
請
企
業
に
来
て
も
ら
う
の
が
難
し

い
。
例
え
ば
、
雨
で
施
工
が
明
日
に
延
び
た
と
き
に
、
昔
で
あ
れ
ば
下

請
企
業
が
自
分
た
ち
の
社
員
が
い
な
く
て
も
横
の
つ
な
が
り
で
一
人
親

方
の
よ
う
な
技
能
労
働
者
を
手
伝
い
に
引
っ
張
っ
て
き
て
い
た
が
、
今

は
社
会
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
企
業
に
現
場
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
は

当
然
で
き
な
く
、
下
請
企
業
の
手
配
が
難
し
い
。
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
、
こ
こ
数
年
下
請
企
業
の
人
手
不
足
が
顕
著
な
た
め
、
平
日
で
も
休

工
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
し
わ
寄
せ
と
し
て
土
曜
日
に
現
場
を
動
か

さ
な
い
と
工
程
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
い
る
。

・
官
庁
工
事
で
も
、
実
績
で
人
が
決
ま
る
受
注
環
境
の
関
係
で
、
た
と
え

ば
国
土
交
通
省
専
属
の
よ
う
に
あ
る
官
庁
の
仕
事
に
特
化
し
た
人
が
出

て
く
る
。
発
注
官
庁
に
よ
っ
て
休
み
の
取
り
や
す
さ
に
も
違
い
が
発
生

す
る
の
で
、
職
員
の
中
の
不
満
の
種
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
休
み
の

日
に
出
勤
し
た
ら
代
休
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
最
近
、
現
場

が
終
わ
っ
た
職
員
が
３
週
間
程
度
休
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

・
工
程
が
少
し
ず
れ
て
、
下
請
企
業
の
施
工
日
が
ず
れ
る
と
人
手
不
足
で

そ
の
施
工
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
リ
ン
ク
し
て
工

程
が
ズ
タ
ズ
タ
に
崩
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
の
で
、
土
曜
日
に
現
場
を
動
か
し
て
元
通
り
の
工
程
を
維

持
す
る
と
い
う
選
択
肢
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

・
東
京
の
現
場
だ
と
大
手
企
業
で
土
曜
日
休
日
が
増
え
て
き
て
い
る
た

め
、
土
曜
日
に
動
け
る
技
能
労
働
者
が
増
え
る
。
大
手
の
現
場
か
ら
一

気
に
技
能
労
働
者
が
流
れ
て
く
る
た
め
、
土
曜
日
の
方
が
技
能
労
働
者

の
手
配
が
し
や
す
く
、
工
程
が
進
む
た
め
、
現
場
を
動
か
す
の
は
土
曜

日
の
方
が
む
し
ろ
あ
り
が
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
工
期
は
何
か
理
由
が
な
い
限

り
延
ば
し
て
く
れ
な
い
。
昔
に
比
べ
れ
ば
工
期
延
期
は
難
し
く
な
く

な
っ
た
が
、
予
算
の
年
度
内
の
縛
り
が
あ
れ
ば
工
期
延
期
は
で
き
な
い

し
、
週
休
２
日
制
に
な
れ
ば
休
む
分
を
平
日
に
振
り
分
け
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
は
IC
T活
用
に
よ
っ
て
生
産
性
向
上
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、

現
状
で
は
IC
T活
用
に
よ
っ
て
そ
こ
ま
で
生
産
性
が
向
上
し
て
い
る
か
と

い
う
と
疑
問
が
残
る
。
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＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞

・
土
木
工
事
に
関
し
て
は
、
市
の
発
注
工
事
で
完
全
週
休
２
日
制
の
工
事

が
多
い
た
め
、
土
木
の
人
員
は
土
曜
日
は
ほ
と
ん
ど
休
ん
で
い
る
。

・
深
礎
杭
の
工
事
で
は
、
受
注
者
希
望
型
で
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
て

お
り
、
こ
の
一
連
の
工
事
を
受
注
し
て
い
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
会
社
が
週

休
２
日
制
を
選
択
し
て
い
る
。
同
じ
発
注
者
の
別
の
道
路
整
備
工
事
で

は
、
急
斜
面
で
工
事
の
進
捗
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
週

休
２
日
制
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
工
種
に
よ
っ
て
、
週

休
２
日
制
を
で
き
る
工
事
と
で
き
な
い
工
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省
で
は
、
週
休
２
日
制
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
工
期
を
延

ば
す
こ
と
も
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
と
聞
い
て
お
り
、
全
て
が
す
べ
て

週
休
２
日
制
で
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
方

向
で
国
土
交
通
省
で
は
進
ん
で
い
る
。

・
建
築
と
土
木
で
休
め
る
状
況
の
違
い
が
か
な
り
出
て
き
て
い
る
。

・
今
の
現
場
で
、
下
請
企
業
の
人
は
大
阪
か
ら
き
て
い
る
が
、
週
休
２
日

制
を
続
け
て
い
た
結
果
、
技
能
労
働
者
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
、
今

で
は
週
休
２
日
制
が
よ
い
と
い
う
技
能
労
働
者
も
増
え
て
き
た
。
し
か

し
、
年
配
の
方
と
か
、
ど
う
し
て
も
お
金
が
欲
し
い
と
い
う
方
が
お
ら

れ
る
。
日
給
制
な
の
で
、
週
休
２
日
制
で
は
困
る
、
土
曜
日
も
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
方
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
週
休
２
日
制

に
し
た
場
合
、
土
曜
日
は
別
の
現
場
に
行
っ
て
し
ま
う
技
能
労
働
者
も

多
い
。
技
能
労
働
者
の
意
識
の
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、
企
業
の
方
針

と
い
う
も
の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
業
界
全
体
で
週
休
２
日
制
と
い
う

こ
と
に
な
か
な
か
入
っ
て
い
け
て
い
な
い
と
思
う
。
建
築
の
現
場
で

は
、
工
期
自
体
が
週
休
２
日
制
を
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
技

能
労
働
者
は
基
本
的
に
週
休
２
日
制
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え
て
お
ら

ず
、
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
。
た
だ
、
週
休
２
日
制
を
実
際
に
実
施

す
れ
ば
、
技
能
労
働
者
に
も
週
休
２
日
制
に
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え

て
く
る
と
は
思
う
。

・
特
に
建
築
の
設
備
担
当
の
技
術
者
は
、
市
営
の
団
地
の
管
理
も
し
て
い

る
た
め
、
例
え
ば
土
日
に
漏
水
事
故
等
の
連
絡
が
あ
り
出
勤
を
強
い
ら

れ
る
な
ど
、
休
み
が
取
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

・
建
設
業
界
に
は
、
賃
金
が
少
な
い
の
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
人

は
多
い
の
で
、
賃
金
が
上
が
れ
ば
、
週
休
２
日
制
で
土
曜
日
は
休
み
た

い
と
い
う
人
が
か
な
り
増
え
る
と
思
う
。

・
４
週
６
休
で
行
っ
て
い
る
が
、
代
休
も
な
か
な
か
取
り
づ
ら
く
、
社
員

全
員
が
有
給
休
暇
の
５
日
取
得
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
な
い
現
状
。
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

(１
)ー
②
長
時
間
労
働
（
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
へ
の
準
備
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
た
め
の
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

提
出
書
類
は
極
端
に
減
っ
て
い
る
が
、
提
示
資
料
は
増
え
て
い
る
の

で
、
結
局
の
と
こ
ろ
受
注
者
が
作
成
し
て
い
る
書
類
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
労
働
時
間
の
減
少
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
特
に
最
近
は
、
口

頭
で
は
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
書
類
や
写
真
な
ど
の
証
拠
を
求
め
ら
れ
る

機
会
が
増
え
て
き
た
と
感
じ
る
。

〇
AS
Pは
、
役
所
へ
の
行
き
来
を
省
略
で
き
る
分
、
現
場
で
目
を
配
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
と
て
も
良
い
。

〇
仕
様
書
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
「
提
示
し
な
さ
い
」
と
い
う
記
載
が
多
々

あ
る
。
そ
の
提
示
書
類
は
、
完
成
書
類
と
し
て
発
注
者
に
納
品
し
な
く

て
も
い
い
が
、
発
注
者
か
ら
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
受

注
者
は
用
意
し
て
お
い
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
意
味
合
い
だ

と
理
解
し
て
い
る
。
発
注
者
側
は
書
類
の
簡
素
化
と
言
う
が
、
こ
れ
ま

で
提
出
書
類
だ
っ
た
も
の
を
受
注
者
側
が
保
持
す
る
こ
と
に
変
わ
っ
た

だ
け
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

〇
提
出
書
類
と
な
っ
て
い
な
い
書
類
の
提
出
を
「
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
残

し
て
い
ま
せ
ん
」
と
断
る
の
は
、
発
注
者
の
言
わ
れ
た
こ
と
に
沿
っ
て

実
施
す
る
と
い
う
意
識
が
受
注
者
に
は
あ
る
の
で
、
難
し
い
。
ま
た
、

検
査
を
受
け
る
と
き
の
説
得
力
と
検
査
側
の
反
応
が
、
書
類
が
あ
る
か

な
い
か
で
違
う
。
書
類
が
あ
れ
ば
５
分
で
終
わ
る
も
の
が
、
書
類
が
な

い
と
１
～
３
日
か
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
書
類
を
作
成
す
る
方
向
に
動

い
て
し
ま
う
。

〇
公
共
工
事
は
、
工
事
日
報
、
休
日
作
業
届
、
出
荷
証
明
、
材
料
検
査
簿

な
ど
民
間
工
事
で
は
作
ら
な
い
よ
う
な
書
類
も
あ
っ
て
大
変
で
あ
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
E＞

・
う
ま
く
２
人
で
連
携
を
と
っ
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
形
で
実
施

し
、
「
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
」
に
対
応
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
今
実
施
し
て
い
る
最
中
。

・
長
時
間
労
働
に
関
し
て
は
、
現
場
作
業
の
簡
素
化
は
難
し
い
と
思
う

が
、
事
務
所
内
作
業
で
あ
る
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン

サ
イ
ト
を
取
り
入
れ
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ど
も
進
め
て
い
る
。
ま
だ
グ

リ
ー
ン
サ
イ
ト
を
把
握
し
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
簡
素
化
の
実
現

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
は
実
現
で
き
る

と
思
う
。

・
国
土
交
通
省
の
工
事
で
AS
Pを
使
っ
た
と
き
は
、
役
所
へ
の
行
き
来
が

な
い
分
と
て
も
楽
で
、
移
動
時
間
が
無
く
な
る
分
、
現
場
に
目
を
配
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。
市
発
注
工
事
で
は
、
未
だ
AS
Pが

導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
回
書
類
を
出
し
に
行
っ
た
り
す
る
時
間
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
D
＞

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
A＞
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
会
社
か
ら
仕
事
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
は
個
人
的
に
は

な
い
が
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
が
違
う
の
で
、
早
く
帰
れ
る
人

も
い
れ
ば
、
自
分
の
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
人
も
い
て
、
長
時
間
労
働
と

い
う
と
結
局
は
個
人
の
能
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
個
人
的
に
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
暇
な
と
き
も
あ
っ
て
、
長
時
間
労
働
を
し
て

い
る
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。

・
国
土
交
通
省
の
工
事
は
実
施
す
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
決
ま
っ
て
い

て
、
そ
の
と
お
り
に
実
施
す
れ
ば
良
い
と
肯
定
的
に
考
え
る
人
が
い
る

一
方
、
長
時
間
労
働
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
市
発
注
工
事
の
ほ
う

が
良
い
と
考
え
る
人
も
い
る
。

・
公
共
工
事
は
書
類
が
多
く
、
工
事
日
報
、
休
日
作
業
届
、
出
荷
証
明
、

材
料
検
査
簿
な
ど
、
民
間
工
事
で
は
作
ら
な
い
よ
う
な
書
類
も
あ
っ
て

大
変
で
あ
る
。
公
共
工
事
で
土
曜
日
に
休
み
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
い
い
と
は
思
う
が
、
そ
の
た
め
に
平
日
が
長
時
間
労

働
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
土
曜
日
出
社
の
民
間
工
事
か
、
土
曜

日
休
み
で
平
日
は
長
時
間
労
働
の
公
共
工
事
か
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
と

い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
個
人
的
に
は
た
と
え
土
曜
日
に
出
社
す
る
と
し
て

も
民
間
工
事
を
担
当
し
た
い
。

・
検
査
を
受
け
る
と
き
の
説
得
力
と
検
査
側
の
反
応
が
、
書
類
が
あ
る
か

な
い
か
で
違
う
。
書
類
が
あ
れ
ば
５
分
で
終
わ
る
も
の
が
、
書
類
が
な

い
と
１
～
３
日
か
か
っ
た
り
、
翌
週
に
持
ち
越
し
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
ち
ょ
っ
と
用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書
類
で
あ
れ
ば

作
成
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
C＞

・
AS
Pは
書
類
を
役
所
に
持
っ
て
い
く
時
間
の
短
縮
に
は
な
っ
て
い
る
。
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
書
類
の
簡
素
化
の
関
係
で
は
、
確
か
に
提
出
書
類
は
極
端
に
減
っ
て
い

る
が
、
提
示
資
料
は
そ
の
分
増
え
て
い
る
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
我
々

が
作
っ
て
い
る
書
類
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
提
出
書
類
は
減
っ
て
い
る

の
で
発
注
者
側
は
書
類
の
簡
素
化
と
言
う
が
、
提
出
し
な
く
な
っ
た
書

類
を
我
々
が
保
持
す
る
こ
と
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
安

全
書
類
で
過
積
載
管
理
を
ど
う
し
て
い
る
か
質
問
さ
れ
た
と
き
に
、

「
納
品
伝
票
と
車
の
車
検
証
を
見
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
」
と
い
う
だ

け
で
は
終
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
確
認
で
き
る
書
類
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
、

と
検
査
側
か
ら
言
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
車
検
証
の
コ
ピ
ー
、
積
載

の
伝
票
、
そ
の
車
に
そ
の
荷
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
証
拠
写

真
、
と
い
う
も
の
を
１
つ
の
資
料
と
し
て
作
成
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
、
と
い
っ
た
具
合
。
「
私
の
目
で
確
認
し
ま
し
た
」
だ
け
で
は
済
ま

ず
、
そ
れ
を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
書
類
が
も

の
す
ご
く
多
い
。
こ
う
い
う
書
類
を
「
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
残
し
て
い

ま
せ
ん
。
」
と
い
う
の
は
、
発
注
者
の
言
わ
れ
た
こ
と
に
沿
っ
て
実
施

す
る
と
い
う
意
識
が
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
、
難
し
い
。

・
「
提
示
」
と
い
う
こ
と
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
近

年
の
書
類
の
簡
素
化
は
提
出
が
減
っ
て
提
示
が
増
え
た
よ
う
な
も
の
。

仕
様
書
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
「
提
示
し
な
さ
い
」
と
い
う
記
載
が
多
々

あ
る
。
そ
の
提
示
書
類
は
、
完
成
書
類
と
し
て
発
注
者
に
納
品
し
な
く

て
も
い
い
が
、
発
注
者
か
ら
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
受

注
者
は
用
意
し
て
お
い
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
意
味
合
い
だ

と
理
解
し
て
い
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
口
頭
で
は
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
書
類
や
写
真
な
ど
の
証
拠
を
求
め
ら
れ

る
機
会
が
多
く
、
最
近
は
そ
れ
が
増
え
て
き
た
と
感
じ
る
。
検
査
で
、

写
真
が
な
い
の
で
す
か
、
本
当
に
実
施
し
た
の
で
す
か
、
と
聞
か
れ
る

形
に
な
り
、
ど
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
べ
て
の

こ
と
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
用
意
し
よ
う
と
す
る
と
、
提
示
書
類
以
外

で
も
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
的
な
書
類
も
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
実
際

に
書
類
作
成
等
に
費
や
す
時
間
は
増
え
て
い
る
気
が
す
る
。
例
え
ば
、

安
全
関
係
の
書
類
に
し
て
も
、
何
か
事
故
が
あ
る
と
、
こ
れ
を
用
意
し

な
さ
い
、
あ
れ
を
用
意
し
な
さ
い
と
な
る
の
で
、
書
類
が
減
る
要
素
は

な
く
、
増
え
る
要
素
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。
現
場
監
督
の
仕
事
量
は
、
AS
Pや
パ
ソ
コ
ン
で
多
少
便
利
に

な
っ
て
も
正
直
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
し
、
逆
に
増
え
る
部
分
も
あ

る
と
思
う
。
会
社
も
何
か
削
減
で
き
る
書
類
が
な
い
か
と
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、
全
体
的
に
時
間
外
労
働
は
減
っ
て
い
る
が
、
仕
事
量
は
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
週
休
２
日
制
で
土
曜
日
は
現
場
を
動
か
さ
な
い

け
れ
ど
も
書
類
作
成
の
た
め
に
出
勤
す
る
と
い
う
こ
と
は
時
々
あ
る
。

(１
)ー
③
担
い
手
確
保
・
建
設
業
の
魅
力

<
意
見
の
概
要
＞

〇
新
規
採
用
者
は
、
10
人
入
っ
て
１
人
、
２
人
残
れ
ば
良
い
と
い
う
会
社

も
あ
れ
ば
、
離
職
率
が
２
割
弱
と
い
う
会
社
も
あ
る
。

〇
休
み
が
な
い
、
残
業
が
多
い
、
寝
る
時
間
が
な
い
、
友
達
と
休
み
が
合

わ
な
い
、
い
つ
休
め
る
か
直
前
ま
で
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
状
況
に
あ

る
が
、
土
木
と
い
う
仕
事
が
好
き
な
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

る
。
就
職
す
る
と
き
に
親
か
ら
は
反
対
さ
れ
た
が
、
働
い
て
み
て
毎
日

充
実
し
て
い
る
の
で
、
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

〇
同
期
の
結
び
つ
き
が
弱
い
と
、
大
量
離
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
印
象
が

あ
る
。

〇
現
場
打
ち
杭
工
事
の
よ
う
に
、
終
わ
っ
て
見
え
な
く
な
る
工
事
が
好
き

で
、
技
術
を
詰
め
込
み
、
大
勢
の
人
た
ち
が
一
生
懸
命
頭
を
使
っ
て
力

も
使
っ
て
造
っ
て
く
れ
た
と
考
え
る
と
感
動
す
る
。

〇
採
用
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
辞
め
ら
れ
る
と
な
か
な
か
大
変
で

あ
る
。
採
用
は
会
社
に
残
っ
て
く
れ
れ
ば
財
産
に
は
な
る
が
、
い
わ
ば

投
資
に
近
い
も
の
と
い
う
会
社
も
あ
る
。

〇
土
木
学
科
の
高
校
に
在
学
し
て
い
た
と
き
、
周
り
で
土
木
が
嫌
い
に

な
っ
て
別
の
業
界
に
進
ん
だ
と
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
。

〇
例
え
ば
、
離
職
率
が
低
い
会
社
で
は
、
新
入
社
員
は
２
年
目
ぐ
ら
い
か

ら
ど
ん
ど
ん
現
場
代
理
人
に
し
て
、
責
任
の
あ
る
仕
事
を
与
え
る
よ
う

に
し
、
会
社
の
駒
で
は
な
く
重
要
な
戦
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識

さ
せ
て
い
る
。

〇
学
校
で
は
「
３
Ｋ
と
い
う
の
が
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
に
入

社
し
て
み
る
と
そ
う
で
は
な
い
。
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
学
校
が
「
３
Ｋ
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
け

ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

〇
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
に
、
測
量
体
験
や
現
場
の
説
明
だ
け
で
な

く
、
実
施
す
る
内
容
を
も
っ
と
工
夫
し
て
「
IC
T施
工
な
ど
も
あ
る
」
と

教
え
ら
れ
た
ら
、
建
設
業
に
魅
力
を
感
じ
て
入
職
す
る
人
が
増
え
る
と

思
う
。

〇
就
職
し
て
現
場
に
出
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
の
で
、
学
生
が
現
場
を
見
て
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
が
わ
か
る
機
会

を
作
れ
ば
、
想
像
し
て
い
る
土
木
と
実
際
の
土
木
業
界
と
の
差
が
学
生

た
ち
に
わ
か
る
し
、
就
職
し
た
後
の
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思

う
。

〇
働
く
人
が
少
し
で
も
心
地
よ
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
工
夫
が
で
き
れ

ば
、
働
く
環
境
も
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
初
め
て
現
場
に
来
た

人
や
見
学
に
来
た
人
に
、
そ
う
し
た
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
建
設
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
A＞

・
年
間
10
～
20
人
ほ
ど
の
新
卒
を
採
用
し
、
２
割
弱
の
離
職
率
が
あ
る
。

採
用
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
辞
め
ら
れ
る
と
な
か
な
か
大
変
で

あ
る
。

・
男
性
も
「
女
性
ト
イ
レ
が
隣
に
あ
る
と
ち
ょ
っ
と
気
に
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
、
男
性
も
女
性
も
少

し
ず
つ
思
う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
も
の
の
「
建
築
現
場
だ
か
ら
」
「
仮
設

だ
か
ら
」
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
仮
設
物
に
お
金

や
時
間
を
か
け
る
こ
と
は
難
し
い
面
は
あ
る
が
、
働
く
人
が
少
し
で
も

心
地
よ
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
工
夫
が
で
き
た
ら
、
働
く
環
境
も
改
善

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
初
め
て
現
場
に
来
た
人
や
見
学
に
来

た
人
に
、
そ
う
し
た
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
え

れ
ば
、
す
ご
く
よ
い
と
思
う
。

・
最
近
良
か
っ
た
取
り
組
み
は
、
新
入
社
員
４
～
５
人
ぐ
ら
い
ず
つ
で
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
見
学
さ
せ
て
、
そ
の
現
場
で

同
期
が
工
夫
し
て
い
た
点
を
現
場
の
状
況
も
含
め
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
さ

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
私
も
読
む
と
言
っ
て
い
た
の

で
、
皆
、
一
生
懸
命
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
し
、
自
分
が
苦
し
い
状
況
で

あ
っ
て
も
、
同
期
も
非
常
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
こ
と
で
気
持
ち
を
強
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
同
期
同
士
の
き
ず
な

が
強
く
な
り
、
離
職
が
少
な
く
な
っ
た
。

・
同
期
の
結
び
つ
き
が
弱
い
と
、
大
量
離
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
印
象
が

あ
る
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
A＞
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
若
手
は
嫌
が
る
が
、
若
い
社
員
向
け
の
施
工
図
の
勉
強
会
を
強
制
的
に

支
店
で
実
施
し
て
い
る
。
30
歳
ぐ
ら
い
で
現
場
所
長
に
な
れ
る
か
ど
う

か
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
施
工
図
が
読
め
る
か
、
描
け
る
か
ど

う
か
、
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
席
や
所
長
に
な
っ
た
と
き
に
施
工
図

が
読
め
な
い
と
仕
事
に
な
ら
な
い
の
で
、
現
場
で
ま
だ
責
任
が
な
い
20

代
の
と
き
に
み
っ
ち
り
座
学
で
勉
強
さ
せ
る
こ
と
を
や
り
始
め
て
か
ら

数
年
で
、
若
手
の
質
が
そ
ろ
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

・
も
と
も
と
土
木
と
い
う
仕
事
に
は
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
が
、
高
校
進

学
で
自
分
は
何
が
や
り
た
い
か
を
考
え
た
と
き
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

復
興
す
る
人
た
ち
、
例
え
ば
三
陸
の
堤
防
な
ど
を
見
て
、
自
分
は
土
木

屋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
土
木
科
に
進
学
し
、
女
性
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
い
な
い
会
社
が
多
い
な
か
、
現
在
の
会
社
に
就
職
し
た
。

・
こ
こ
数
年
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
取
り
込
ん
で
採
用
し
て
き
た

が
、
大
手
企
業
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
次
の
手
と
し
て
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
採
用
を
行
う
か

と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
卒
業
し
た
高
校
で
、
元
請
の
建
設
企
業
に
女
性
が
就
職
す
る
と
い
う
の

は
私
が
初
め
て
。

・
休
み
が
な
い
、
残
業
が
多
い
、
寝
る
時
間
が
な
い
、
友
達
と
休
み
が
合

わ
な
い
、
い
つ
休
め
る
か
直
前
ま
で
分
か
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
中
で

働
い
て
い
る
が
、
土
木
と
い
う
仕
事
が
好
き
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が

あ
る
の
で
、
今
後
も
一
人
前
の
監
督
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
B＞

・
土
木
に
縁
の
な
い
家
で
育
ち
、
就
職
す
る
と
き
に
親
か
ら
は
反
対
さ
れ

た
が
、
働
い
て
み
て
毎
日
充
実
し
て
い
る
の
で
、
入
っ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

・
新
入
社
員
は
、
仕
事
を
教
え
る
の
が
得
意
な
部
長
の
下
に
１
～
２
年
付

け
て
教
育
を
さ
せ
て
い
る
。

・
今
、
場
所
打
ち
杭
を
施
工
し
て
い
て
、
夕
方
ま
で
技
能
労
働
者
さ
ん
た

ち
が
一
生
懸
命
目
標
の
深
さ
に
届
か
せ
る
よ
う
に
作
業
し
て
い
る
姿
を

見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
。
目
に
見
え
る
工
事
よ
り
も
、
終
わ
っ
て

見
え
な
く
な
る
工
事
の
ほ
う
が
好
き
で
、
技
術
を
詰
め
込
み
、
大
勢
の

人
た
ち
が
一
生
懸
命
頭
を
使
っ
て
力
も
使
っ
て
造
っ
て
く
れ
た
と
考
え

る
と
感
動
す
る
。

・
そ
の
後
、
仕
事
を
１
人
で
や
ら
せ
て
み
る
が
、
そ
の
と
き
に
も
部
長
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
し
て
進
め
て
い
る
。
現
実
に
は
、
上
司
に
頼
っ

て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
独
り
立
ち
し
な
い
。

・
10
人
入
っ
て
１
人
、
２
人
残
れ
ば
良
い
と
い
う
印
象
。
８
割
ほ
ど
は
や

め
て
い
く
。
早
い
人
は
２
か
月
ぐ
ら
い
で
辞
め
て
し
ま
う
。
新
入
社
員

は
残
っ
て
く
れ
れ
ば
財
産
に
な
る
け
れ
ど
、
採
用
は
い
わ
ば
投
資
に
近

い
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
D
＞
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若
手
技
術
者
グ
ル
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プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
土
木
学
科
の
出
身
で
、
建
設
会
社
に
就
職
し
た
。
学
校
の
授
業
で
「
３

Ｋ
と
い
う
の
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
周
り
の
学
生
も
、
３
Ｋ

な
ど
の
言
葉
を
気
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
授
業
で
習
っ
て
い
る
う
ち
に

土
木
に
魅
力
を
感
じ
て
、
土
木
業
界
に
進
み
た
い
と
い
う
学
生
が
多

か
っ
た
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞

・
周
り
で
土
木
業
界
以
外
の
道
に
進
ん
だ
学
生
は
、
土
木
が
嫌
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
土
木
以
外
に
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
進
学
し
た

人
が
多
く
、
就
職
し
た
人
の
な
か
で
は
建
設
業
以
外
に
進
ん
だ
人
は
い

な
か
っ
た
。

・
新
入
社
員
は
２
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
現
場
代
理
人
に
し
て
、
責

任
の
あ
る
仕
事
を
与
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
会
社
の
駒
で
は
な
く
重

要
な
戦
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
責
任
あ
る

仕
事
を
担
当
し
て
社
会
資
本
整
備
に
携
わ
っ
て
い
く
趣
旨
を
伝
え
て
い

る
。

・
実
際
に
入
社
し
て
み
る
と
、
自
分
に
で
き
る
範
囲
の
仕
事
を
頼
ん
で
く

れ
た
り
、
無
理
す
る
こ
と
も
な
く
て
、
き
つ
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
ま

り
な
い
。
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
学
校
の
先

生
が
、
実
際
は
３
Ｋ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
生
に
伝
え
て
い
け
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
10
年
で
８
人
程
の
新
入
社
員
の
う
ち
、
辞
め
た
の
は
１
人
で
あ
り
、
若

手
教
育
は
上
手
く
い
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

・
就
職
し
て
現
場
に
出
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
の
で
、
学
生
が
現
場
を
見
て
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
が
わ
か
る
機
会

を
作
れ
ば
、
想
像
し
て
い
る
土
木
と
実
際
の
土
木
業
界
と
の
差
が
学
生

た
ち
に
わ
か
る
し
、
就
職
し
た
後
の
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思

う
。

・
仕
事
を
進
め
や
す
い
よ
う
に
、
全
て
の
工
事
の
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に

あ
げ
て
過
去
の
工
事
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
書
類
作
成
な

ど
で
も
昔
の
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
仕

事
の
工
数
は
減
ら
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
E＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
大
学
か
ら
土
木
の
会
社
に
入
社
し
た
知
人
は
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
し
、

休
み
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
、
３
年
ぐ
ら
い
で
辞
め
て
し
ま
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
仕
事
は
み
な
遅
く
ま
で
仕
事
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

知
人
は
国
土
交
通
省
の
仕
事
が
多
か
っ
た
。
現
在
は
、
測
量
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
会
社
に
転
職
し
て
い
る
。
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・
昨
年
１
人
、
高
卒
の
新
卒
者
を
採
用
し
、
技
能
労
働
者
を
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
１
人
の
親
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
色
々

な
親
方
に
つ
け
て
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
高
校
の
時
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
内
容

は
、
だ
い
た
い
測
量
を
少
し
実
施
す
る
程
度
で
終
わ
っ
て
い
る
。
当
社

も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
測
量
を
少
し
実
施
し

て
現
場
の
説
明
を
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
怪
我
を
さ
れ

る
こ
と
が
一
番
心
配
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
実
施
す
る

内
容
を
も
っ
と
工
夫
し
て
「
IC
T施
工
な
ど
も
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
た

ら
、
建
設
業
に
魅
力
を
感
じ
、
入
職
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
。

・
20
代
、
30
代
の
若
手
の
社
員
に
早
め
に
資
格
取
得
を
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
お
り
、
ま
ず
２
級
管
工
事
、
２
級
土
木
を
取
ら
せ
て
い
る
。
資
格
を

取
得
し
や
す
い
よ
う
に
奨
励
金
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
勉
強
会
と

い
う
形
で
、
同
じ
資
格
を
受
け
る
人
た
ち
に
は
会
社
が
終
わ
っ
た
後
に

勉
強
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
そ
の
お
か
げ
で
、
資
格
の
取
得
率
が
だ
い
ぶ
ん
と
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
１
級
管
工
事
、
１
級
土
木
の
両
方
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
職
員
が

６
名
に
な
っ
た
状
況
。

(２
)「
i-C
on
st
ru
ct
io
n」
の
推
進

(２
)ー
①
IC
Tの
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
IC
T活
用
は
、
大
規
模
な
土
工
事
で
は
有
益
。
ま
た
地
形
や
周
辺
環
境
か

ら
実
施
が
難
し
い
よ
う
な
点
検
や
、
安
全
管
理
の
事
前
対
策
を
実
施
で

き
る
点
で
は
と
て
も
有
益
で
あ
る
。

〇
工
事
の
規
模
や
内
容
に
よ
っ
て
、
IC
Tを
使
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場

合
が
あ
る
。
IC
T活
用
は
現
場
、
現
場
で
部
分
的
な
活
用
を
し
て
い
く
の

が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
か
。

〇
IC
T施
工
は
、
丁
張
り
を
省
略
で
き
る
分
、
書
類
を
作
成
で
き
る
、
技
能

労
働
者
が
近
く
に
い
な
い
の
で
安
全
性
が
高
い
、
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
技
能
労
働
者
も
慣
れ
て
し
ま
え
ば
や
り
や
す
い
と
言
っ
て
い
る
。

〇
静
岡
県
の
IC
T施
工
の
実
施
率
が
高
い
の
は
、
静
岡
県
の
IC
T活
用
の
発

注
工
事
が
非
常
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
中
部
地
域
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
東
部
地
域
が
多
い
の
で
、
東
部
地
域
で
は
IC
T活
用
が
非
常
に
進

ん
で
い
る
。

〇
IC
Tを
適
用
で
き
る
工
種
は
、
土
工
や
舗
装
工
な
ど
一
部
に
絞
ら
れ
る
。

適
用
工
種
を
継
続
的
に
受
注
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
付
け
て
応
用
を
利
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
例
え
ば
土
工
に
特

化
し
た
会
社
は
一
回
実
績
を
作
れ
ば
、
引
き
続
き
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
続
け
れ
ば
よ
く
、
使
い
勝
手
が
よ
い
と
思
う
。

〇
IC
T施
工
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
IC
Tを
活
用
せ
ざ
る
を

得
な
い
環
境
が
整
っ
て
い
く
の
で
、
IC
T活
用
自
体
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

つ
な
が
っ
た
り
、
皆
が
IC
T活
用
に
携
わ
っ
て
知
識
が
つ
い
た
り
す
る
の

で
は
な
い
か
。

〇
国
土
交
通
省
は
IC
T活
用
に
積
極
的
で
あ
る
。
ま
た
静
岡
県
は
、
IC
Tマ

イ
レ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
制
度
を
実
施
す
る
な
ど
、
IC
T活
用
の

取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
か
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

〇
多
種
多
様
な
工
種
を
実
施
し
て
い
る
会
社
は
取
り
組
む
の
が
難
し
く
、

適
用
可
能
な
工
事
の
受
注
も
単
発
的
に
な
る
の
で
、
少
々
赤
字
で
も
外

注
す
る
こ
と
に
な
り
、
内
製
化
は
進
ま
な
い
。

〇
打
合
せ
や
朝
礼
の
と
き
に
iP
ad
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
使
っ
て
い

る
が
、
施
工
手
順
や
関
連
工
事
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
が
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
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〇
市
町
村
で
は
、
静
岡
市
で
あ
っ
て
も
大
き
な
規
模
の
工
事
が
な
い
の

で
、
IC
T活
用
工
事
は
な
か
な
か
発
注
で
き
て
い
な
い
。

〇
砂
防
の
現
場
の
よ
う
な
施
工
条
件
が
厳
し
い
と
こ
ろ
で
IC
T施
工
を
す
る

た
め
に
は
、
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
IC
T建
機
も
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

〇
IC
Tは
便
利
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
十
分
に
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

図
面
を
正
し
く
読
め
る
な
ど
、
元
を
分
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
う
。

〇
発
注
者
指
定
型
の
よ
う
に
あ
る
程
度
IC
T活
用
が
折
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば

IC
Tは
活
用
し
や
す
い
が
、
希
望
型
で
は
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
ま
で

に
は
至
ら
な
い
。
経
費
面
や
、
年
間
受
注
す
る
IC
T活
用
工
事
が
１
件
あ

る
か
な
い
か
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
IC
T活
用
に
慣
れ
て
い
な
い
社
員

が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
自
社
で
実
施
す
る
よ
り
、
少
し
赤
字
で
も
外
注

す
る
方
が
良
く
、
今
の
と
こ
ろ
IC
T活
用
に
積
極
的
に
は
取
り
組
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

〇
発
注
者
が
IC
T活
用
工
事
を
た
く
さ
ん
発
注
し
、
IC
T活
用
の
将
来
が
見

込
め
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
受
注
者
と
し
て
は
先
に
進
め
な
い
。

〇
何
で
も
自
動
化
さ
れ
る
と
、
良
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
不
具
合
が
生
じ

た
場
合
の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
自
分
に
技
術
や
知
識
が
身
に

つ
か
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
る
。

〇
実
施
す
る
工
事
の
半
分
程
度
が
IC
T活
用
に
な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
自

社
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
は
あ
る
。

〇
県
内
で
は
ま
だ
発
注
者
が
３
次
元
の
設
計
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
状
況
に

は
な
い
。
CI
M
も
含
め
て
IC
T活
用
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
受
注
者

が
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
発
注
者
側
が
作
っ
て

受
注
者
に
渡
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
３
次
元
で
設
計
デ
ー
タ
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
楽
に
な
る
。
さ
ら
に
簡
単
な
ソ
フ
ト
や
操
作
が
楽
な
ソ

フ
ト
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
IC
Tも
普
及
す
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
受
注
し
た
工
事
で
IC
T活
用
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
社
内
で
３
次
元
測

量
を
で
き
る
職
員
が
い
な
い
の
で
、
外
注
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
IC
T

を
使
っ
て
何
が
い
い
の
か
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
し
、
自
社
で
内
製

化
し
て
実
施
で
き
な
け
れ
ば
良
く
な
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

〇
自
社
で
IC
T建
機
を
保
有
し
て
い
る
の
は
、
近
隣
で
は
３
社
程
度
し
か
な

い
。
IC
T活
用
工
事
を
ど
の
企
業
が
落
札
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
３
社
の

い
ず
れ
か
が
下
請
企
業
と
し
て
実
施
す
る
の
で
、
元
請
企
業
と
し
て
IC
T

建
機
を
自
社
保
有
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。

〇
今
は
従
来
の
施
工
方
法
か
ら
IC
T活
用
へ
の
変
革
期
だ
と
思
う
。
CA
D
を

導
入
し
た
時
と
同
様
に
、
従
来
の
方
法
の
ほ
う
が
楽
だ
と
い
う
声
も
た

く
さ
ん
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
を
強
制
的
に
変
え
て
い
か
な
い

と
IC
T活
用
は
普
及
し
な
い
。
い
つ
か
便
利
に
な
る
と
い
う
の
は
わ
か
っ

て
い
て
も
、
便
利
に
な
る
ま
で
が
大
変
な
の
で
、
実
施
し
な
く
て
も
い

い
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
重
い
腰
が
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

〇
過
去
に
IC
T活
用
の
経
験
が
あ
る
社
内
の
人
か
ら
は
、
G
PS
の
電
波
が
飛

ん
で
い
な
い
時
間
帯
が
あ
り
、
図
面
の
位
置
が
翌
日
に
は
変
わ
っ
て
い

た
り
す
る
の
で
、
結
局
丁
張
り
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
等
、

良
い
話
は
聞
か
な
い
。

〇
静
岡
県
の
IC
Tマ
イ
レ
ー
ジ
の
特
典
も
あ
り
、
発
注
者
指
定
型
の
IC
T活

用
工
事
を
受
注
し
よ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
、
IC
T活
用
実
績
が
あ
る

会
社
が
強
く
、
な
か
な
か
受
注
で
き
な
い
。
結
局
、
IC
T活
用
工
事
の
受

注
は
、
数
社
で
固
定
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

〇
今
の
20
代
、
30
代
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
な
の
で
、
３
次
元
CA
D
な
ど
を
一
生
懸
命
覚
え
よ
う
と
す
る
。

〇
県
内
全
体
で
、
IC
T活
用
に
関
す
る
情
報
共
有
は
あ
ま
り
な
い
。
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＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
A＞

・
IC
Tの
活
用
に
関
し
て
ま
だ
実
績
が
少
な
い
。
土
木
の
現
場
で
発
注
者
指

定
で
あ
る
程
度
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
程
度
。

・
当
社
の
建
築
工
事
で
は
、
大
規
模
な
現
場
で
IC
Tを
取
り
入
れ
始
め
て
い

る
が
、
下
請
企
業
の
取
り
組
み
で
あ
っ
て
、
元
請
企
業
が
進
め
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

・
当
社
で
は
、
IC
T機
器
に
よ
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
協
力
会
社
と

の
打
合
せ
で
、
iP
ad
の
図
面
に
ペ
ン
で
書
き
な
が
ら
説
明
す
る
と
、
理

解
し
て
も
ら
い
や
す
く
、
他
の
協
力
会
社
と
の
打
合
せ
資
料
も
映
し
出

し
て
関
連
工
事
の
流
れ
を
説
明
し
た
り
で
き
る
等
、
便
利
で
あ
る
。
工

事
写
真
の
整
理
に
も
活
用
し
て
い
る
。
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
勉
強
し
、
効

率
の
よ
い
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

・
IC
T活
用
で
非
常
に
有
益
だ
っ
た
の
は
、
砂
防
の
現
場
で
の
測
量
に
お
け

る
傾
斜
地
で
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
。
測
量
を
人
力
で
実
施
す
る
の
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
は
有
益
だ
っ
た
。
ま
た
、
街
中

の
建
築
現
場
で
の
点
検
の
よ
う
に
、
足
場
を
設
置
し
た
り
、
ゴ
ン
ド
ラ

を
か
け
た
り
す
る
の
が
、
物
理
的
に
難
し
か
っ
た
り
、
お
金
が
か
か
っ

た
り
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
の
は
と
て
も
有

効
だ
と
実
感
し
た
。

・
IC
T建
機
・
機
器
な
ど
を
使
用
し
て
技
術
的
な
平
均
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で

求
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

・
朝
礼
看
板
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
用
い
て
、
施
工
手
順
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
そ
の
ま
ま
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ラ
ー
に
映
し
て
説
明
し
た
り
、

BI
M
で
見
え
る
化
し
た
デ
ー
タ
を
画
面
に
映
し
て
、
皆
で
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
し
て
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

・
IC
T建
機
も
含
め
、
IC
T活
用
に
適
す
る
現
場
が
な
か
な
か
無
く
、
発
注

者
指
定
型
で
、
あ
る
程
度
IC
T活
用
が
折
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
取
り
組
み

や
す
い
が
、
受
注
者
の
方
か
ら
提
案
し
て
取
り
組
む
の
は
今
の
と
こ
ろ

難
し
い
。

・
技
能
労
働
者
は
指
先
の
感
覚
で
施
工
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
機
を
使
い
始
め
た
技
能
労
働
者
か
ら
は
、
微

妙
な
所
が
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
建
機
で
は
で
き
ず
、
や
は
り
難
し
い

と
い
う
話
を
聞
く
の
で
、
ど
の
程
度
を
目
指
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
こ
の
た
め
普
及
し
て
い
く
課
題
と
し
て
は
、
ソ
フ

ト
や
、
そ
れ
を
取
り
扱
う
人
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
の

課
題
だ
と
思
う
。

・
IC
T活
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
気
持
ち
は
社
内
で
も
強
い
。
特
に
発
注

者
指
定
型
の
仕
事
は
本
当
に
狙
っ
て
い
き
た
い
が
、
東
部
地
域
の
企
業

団
地
の
造
成
関
係
が
圧
倒
的
に
多
い
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
B＞

・
県
内
全
体
で
、
IC
Tに
関
し
て
情
報
共
有
は
あ
ま
り
な
い
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
B＞

・
国
土
交
通
省
の
河
川
工
事
の
現
場
で
、
盛
土
、
転
圧
、
３
次
元
測
量
に

お
い
て
IC
T活
用
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
正
直
、
IC
Tを
使
っ
て

何
が
軽
減
で
き
る
の
か
、
何
が
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
。

・
IC
T活
用
を
全
面
的
に
行
う
と
、
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
身
構
え
て

し
ま
う
の
で
、
あ
る
現
場
で
は
IC
T活
用
は
ド
ロ
ー
ン
測
量
だ
け
で
、
機

械
は
IC
T建
機
を
使
用
し
な
く
て
よ
く
、
別
の
大
き
い
現
場
で
は
法
面
整

形
だ
け
IC
T施
工
と
い
う
よ
う
に
、
現
場
、
現
場
で
の
部
分
的
な
IC
Tの

活
用
が
最
も
効
果
的
だ
と
思
う
。

・
社
内
で
３
次
元
測
量
が
で
き
る
職
員
が
い
な
い
の
で
、
外
注
し
て
い
る

が
、
自
社
で
内
製
化
し
て
実
施
で
き
な
け
れ
ば
良
く
な
い
と
は
思
っ
て

い
る
。
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＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
B＞

・
築
堤
工
事
で
、
法
面
整
形
と
敷
き
均
し
に
IC
Tの
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
使
用
し

た
。
そ
の
と
き
は
下
請
企
業
が
自
社
で
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
保
有
し
て
い
た

の
で
ペ
イ
で
き
た
が
、
仮
に
リ
ー
ス
会
社
か
ら
借
り
る
と
な
る
と
、
高

額
な
の
で
ペ
イ
で
き
な
い
。

・
会
社
と
し
て
は
、
IC
T活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
人

員
削
減
で
は
な
い
が
、
自
動
追
尾
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
人
数
を
減
ら
し

て
実
施
し
て
い
け
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
の
現
場
で
も
そ
の
シ
ス
テ
ム

で
実
施
し
て
い
る
。

・
国
土
交
通
省
の
工
事
は
ほ
と
ん
ど
IC
T施
工
に
な
っ
て
い
る
が
、
林
野
庁

の
工
事
は
一
切
IC
T施
工
が
な
い
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
段
階
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
会
社
と
し
て
は
考

え
て
い
る
と
は
思
う
が
、
ど
う
い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
か
は
わ
か
ら

な
い
。

・
静
岡
県
の
工
事
で
は
、
入
札
に
加
点
が
つ
く
IC
Tマ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
特

典
が
あ
る
の
で
、
必
ず
IC
T施
工
を
実
施
す
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
C＞

・
た
だ
、
経
費
面
や
、
年
間
１
件
あ
る
か
な
い
か
の
IC
T施
工
数
を
考
慮
す

る
と
、
IC
T活
用
に
積
極
的
に
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
。

・
例
え
ば
地
す
べ
り
工
事
で
、
掘
削
土
量
を
測
定
す
る
の
に
山
肌
で
横
断

測
量
を
す
る
の
は
大
変
な
労
力
で
あ
る
が
、
掘
削
前
後
で
そ
れ
ぞ
れ
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
点
群
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
そ
の
差
か
ら
掘
削
土
量

を
測
る
方
法
は
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
C＞

・
年
間
で
１
件
程
度
の
IC
T活
用
工
事
の
受
注
で
あ
れ
ば
、
慣
れ
て
い
な
い

社
員
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
自
分
た
ち
で
実
施
す
る
よ
り
、
少
し
赤
字

で
も
外
注
し
て
実
施
し
た
方
が
楽
で
あ
る
。

・
一
方
で
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
平
ら
な
場
所
の
土
工
事
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
点
群
処
理
す
る
よ
り
も
丁
張
り
を
す
る
方
が
楽
と

い
う
場
合
も
あ
る
。
IC
Tの
活
用
は
、
規
模
や
工
事
内
容
に
よ
っ
て
使
い

分
け
な
い
と
、
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
不
公
平
さ

を
感
じ
る
。

・
当
社
は
IC
T自
体
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
発
注
者
指
定
型
で
あ
る
場
合
を

除
き
、
IC
T施
工
は
行
っ
て
い
な
い
。

・
最
近
受
注
し
た
工
事
で
IC
T施
工
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
が
、
切
土
し
た

山
が
崩
れ
そ
う
だ
っ
た
ら
崩
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
切
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
の
で
、
元
の
図
面
通
り
に
施
工
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
場

合
、
IC
T建
機
に
入
力
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
修
正
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
手
間
が
か
か
っ
た
。

・
現
在
は
IC
Tを
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
な
の
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
起
工
測
量
や
３
次
元
設
計
は
内
製
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
操
作

を
覚
え
る
の
は
、
担
当
者
に
と
っ
て
は
負
担
で
、
そ
の
操
作
を
覚
え
る

こ
と
が
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・
大
規
模
な
土
工
事
で
は
な
く
、
細
か
い
作
業
や
２
次
製
品
の
据
付
け
が

多
い
工
事
だ
と
、
IC
Tを
使
っ
た
場
合
に
精
度
の
問
題
が
発
生
す
る
。
ま

た
、
IC
T活
用
に
よ
り
か
か
っ
た
費
用
に
見
合
う
効
率
性
が
あ
る
か
と
い

う
と
、
か
か
っ
た
費
用
を
契
約
上
見
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
効

率
的
と
も
い
え
な
い
の
で
IC
Tを
活
用
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
。

・
現
状
で
は
、
そ
の
程
度
の
IC
T施
工
の
実
施
状
況
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
社

員
を
教
育
し
て
い
く
と
い
う
の
が
現
状
。

・
当
社
で
は
IC
T専
門
の
部
署
を
立
ち
上
げ
た
。
現
場
の
技
術
者
が
デ
ー
タ

の
採
取
か
ら
編
集
処
理
ま
で
を
専
門
で
行
え
れ
ば
一
番
よ
い
が
、
大
変

な
仕
事
量
に
な
る
の
で
そ
れ
は
厳
し
く
、
同
部
署
に
配
置
さ
れ
て
い
る

の
は
、
CA
D
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
長
け
た
事
務
員
で
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
や
デ
ー
タ
の
編
集
な
ど
に
は
長
け
て
は
い
る
が
、
技
術
的
な
こ
と

に
は
疎
い
た
め
、
現
場
の
技
術
者
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
な
い
と
処
理
が
進

ま
ず
、
そ
の
点
に
温
度
差
が
あ
る
。
も
う
少
し
こ
の
分
野
が
成
熟
し
て

簡
単
な
ソ
フ
ト
や
操
作
が
楽
な
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
IC
T活
用
も

普
及
す
る
の
で
は
な
い
か
。

・
大
き
な
現
場
で
IC
T施
工
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
IC
Tを

活
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
が
整
っ
て
い
く
の
で
、
IC
T活
用
自
体
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ
た
り
、
皆
が
IC
T活
用
に
携
わ
っ
て
知
識
が
つ

い
た
り
す
る
の
で
、
良
い
と
思
う
。
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・
基
本
的
に
IC
T施
工
を
強
制
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
今
後
、
実
施

す
る
工
事
の
半
分
程
度
が
IC
T施
工
に
な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
そ
の
時

に
は
出
遅
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
社
も
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
は
あ
る
。

・
現
在
は
、
２
次
元
の
図
面
を
見
て
、
IC
T専
門
部
署
の
事
務
員
に
細
か
く

説
明
し
つ
つ
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
ら
ざ
る
を
得
ず
、
結
局
２
人
１
組
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
土
交
通
省
の
工
事
で
あ
る
と
、
契
約
後
１

か
月
以
内
に
設
計
照
査
等
を
行
い
、
施
工
計
画
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
実
行
予
算
を
決
め
、
下
請
企
業
を
決
め
、
施
工
計
画
を
作
り
、

照
査
を
行
う
な
ど
、
最
初
の
１
か
月
は
相
当
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
業
務
が

あ
る
中
で
、
３
次
元
デ
ー
タ
を
修
正
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
く
と
こ
ろ

ま
で
、
な
か
な
か
関
わ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
。
こ
の
た
め

３
次
元
デ
ー
タ
で
設
計
デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
楽
に
な
る
。

・
当
社
が
受
注
し
た
発
注
者
指
定
型
の
工
事
に
は
、
過
去
に
IC
T活
用
の
経

験
が
あ
る
数
名
の
専
門
的
な
職
員
だ
け
が
現
場
を
任
さ
れ
て
い
る
の

で
、
会
社
と
し
て
IC
T活
用
に
対
す
る
理
解
や
意
欲
は
あ
ま
り
な
い
。

IC
T活
用
の
経
験
が
あ
る
人
か
ら
は
、
G
PS
の
電
波
が
飛
ん
で
い
な
い
時

間
帯
が
あ
り
、
図
面
の
位
置
が
翌
日
に
は
変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
の

で
、
結
局
丁
張
り
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
等
、
良
い
話
は
聞

か
な
い
の
で
、
IC
T活
用
は
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な

気
持
ち
で
あ
る
。

・
県
内
中
部
地
域
で
IC
T施
工
の
工
事
が
あ
る
の
は
、
国
土
交
通
省
だ
け
で

あ
る
。

・
個
人
的
に
は
、
説
明
会
等
で
IC
T活
用
の
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
説
明
さ

れ
、
便
利
だ
と
思
う
も
の
の
、
い
ざ
取
り
組
も
う
と
す
る
と
何
を
や
っ

て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
ド
ロ
ー
ン
１
つ
飛
ば
せ
な
い
の
で
、
資
格
を

取
っ
て
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
方
法
を
覚
え
て
、
ソ
フ
ト
の
操
作
方
法
を
覚

え
て
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
た
め
、
す
ぐ
に
次
の
工
事
で
始
め

て
み
よ
う
と
は
な
ら
な
い
の
が
実
情
。

・
自
社
で
IC
T建
機
を
保
有
し
て
い
る
の
は
、
近
隣
で
は
３
社
し
か
な
い
。

IC
T工
事
を
ど
の
企
業
が
落
札
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
３
社
の
い
ず
れ
か

が
下
請
企
業
と
し
て
実
施
す
る
の
で
、
元
請
企
業
と
し
て
IC
T建
機
を
自

社
保
有
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。

・
IC
T活
用
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
会
社
と
し
て
、
例
え
ば
土
工
に
特
化
し

た
会
社
は
１
回
実
績
を
作
れ
ば
、
引
き
続
き
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
続

け
れ
ば
よ
く
、
使
い
勝
手
が
よ
い
と
思
う
。

た
だ
、
当
社
が
行
っ
て
い
る
橋
梁
補
強
・
補
修
工
事
で
は
ど
う
い
う
IC
T

を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
し
、
IC
Tを
適
用
で
き
る
工

種
は
、
土
工
や
舗
装
、
港
湾
関
係
な
ど
一
部
に
絞
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
多
種
多
様
な
工
種
を
実
施
し
て
い
る
会
社
は
厳
し
い
状
況
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
静
岡
市
も
IC
T活
用
指
定
型
で
と
い
う
考
え
は
あ
っ
た
が
、
結
局
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
小
さ
い
の
で
、
実
施
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
関
係
か
ら
、
県
も
指
定
型
に
し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
河
道
掘
削

で
、
土
量
が
１
万
㎥
を
超
え
る
よ
う
な
工
事
で
あ
る
。
静
岡
市
で
は
そ

の
よ
う
な
規
模
の
工
事
は
な
い
。

・
専
門
企
業
の
よ
う
に
、
IC
Tを
適
用
で
き
る
工
種
を
年
間
通
し
て
継
続
的

に
実
施
で
き
れ
ば
、
IC
T活
用
に
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
も
、
次

か
ら
次
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
て
応
用
を
利
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
IC
Tを
使
え
る
仕
事
を
継
続
的
に

取
れ
る
見
込
み
が
な
い
と
、
自
社
で
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
て
も
継
続

的
に
使
用
で
き
な
い
し
、
再
び
使
う
と
き
に
は
一
か
ら
思
い
出
し
な
が

ら
使
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
外

注
す
る
こ
と
に
な
る
。

・
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
測
量
の
体
験
会
に
行
っ
た
が
、
知
識
が
な
い
状
態

で
も
、
や
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
と
簡
単
に
で
き
た
。
今
の
人
材
不
足

に
は
効
果
的
だ
と
思
う
。
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・
静
岡
市
の
業
者
は
だ
い
た
い
静
岡
市
の
工
事
を
受
注
し
て
い
る
が
、
静

岡
市
か
ら
は
IC
T活
用
工
事
の
発
注
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
の
で
、
静
岡
市

内
で
IC
Tを
活
用
し
て
い
る
の
は
県
の
工
事
で
あ
る
。
そ
れ
も
遊
水
地
や

河
道
掘
削
の
土
砂
を
掘
る
こ
と
が
主
体
の
工
事
で
あ
る
が
、
総
合
評
価

方
式
で
入
札
公
告
さ
れ
る
の
で
、
IC
T活
用
の
実
績
が
あ
る
会
社
が
強

く
、
結
局
、
実
施
す
る
会
社
が
３
～
４
社
で
固
定
し
て
い
る
感
は
あ

る
。

・
当
社
は
建
機
の
使
用
は
下
請
企
業
に
お
願
い
し
て
い
る
。
下
請
企
業
の

中
に
は
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
装
備
し
た
建
機
を
自
社
保
有
し
て
い

る
会
社
も
あ
る
。
そ
の
下
請
企
業
は
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
の
下
請
を
、

年
中
そ
の
建
機
を
使
用
し
て
同
じ
施
工
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
自
社

で
保
有
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
元
請
企
業
が
IC
T建
機
を
保
有
し

て
、
持
っ
て
い
な
い
下
請
企
業
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
も
、
そ
の
建
機
が

行
う
施
工
が
終
了
す
れ
ば
、
次
の
機
会
ま
で
倉
庫
で
温
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
元
請
企
業
で
の
IC
T建
機
の
自
社
保
有
は
な
か
な
か
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
た
だ
し
、
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
教
え
て
も
ら
っ
た
部
分
だ
け
を
実

施
し
て
い
る
と
、
機
械
が
使
え
な
い
状
況
の
と
き
や
、
自
動
化
が
う
ま

く
作
動
し
な
か
っ
た
と
き
な
ど
に
、
ま
っ
た
く
施
工
で
き
な
い
状
況
に

陥
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
何
で
も
自
動
化
さ
れ
る
と
、
良
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
自
分
に
技
術
や
知
識
が
身
に
つ
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
考
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
国
土
交
通
省
の
工
事
で
は
、
河
川
関
係
と
砂
防
関
係
は
ほ
と
ん
ど
IC
T活

用
工
事
で
あ
り
、
IC
T活
用
に
積
極
的
で
あ
る
。
富
士
砂
防
事
務
所
は
特

に
積
極
的
で
あ
る
。

・
IC
Tを
使
え
る
工
種
と
使
え
な
い
工
種
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
色
々
な

工
種
で
IC
Tを
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
設
備
投
資
や
知
識
の
習
得
に
取
り

組
め
る
と
思
う
。

・
総
合
評
価
の
加
点
の
項
目
と
し
て
IC
T活
用
実
績
の
項
目
を
県
が
独
自
に

作
っ
て
い
る
。
IC
Tの
全
部
を
一
度
実
施
し
た
ら
0.
5点
と
か
１
点
の
加

点
が
あ
る
た
め
、
大
き
い
。
狙
っ
て
い
っ
て
も
、
実
績
が
あ
る
と
こ
ろ

が
強
く
、
受
注
で
き
な
い
。
継
続
的
に
工
事
を
取
れ
れ
ば
IC
Tに
投
資
し

よ
う
か
と
思
う
が
、
１
工
事
の
IC
T施
工
で
２
年
間
加
点
が
つ
く
の
で
、

１
回
や
っ
た
ら
２
年
は
や
ら
な
く
て
い
い
か
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
に

は
あ
る
。

・
昔
、
紙
か
ら
CA
D
に
変
わ
っ
た
際
は
、
あ
る
時
か
ら
強
制
的
に
CA
D
を

使
い
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
最
初
は
ソ
フ
ト
の
操
作
も
覚

え
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
手
で
書
い
た
ほ
う
が
早
い
、
と
い
う
声
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
が
、
使
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
便
利
な
の
で
、
今
で
は

CA
D
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
IC
T活
用
も
そ
う
い
う

変
革
期
に
あ
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
強
制
的
に
変
え
て
い
か
な
い
と
普

及
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
CI
M
の
導
入
、
IC
T活
用
の
推
進
に
は
、
や

る
こ
と
が
増
え
て
長
時
間
労
働
に
な
る
と
い
う
別
の
問
題
も
は
ら
ん
で

い
る
の
で
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
か
な
い
面
は
あ
る
が
、
IC
T活
用
が
一

般
化
す
れ
ば
便
利
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
変
革
期
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
E＞

・
強
制
的
に
３
次
元
に
切
り
替
え
る
と
い
う
、
ル
ー
ル
自
体
が
変
わ
っ
て

く
れ
た
方
が
よ
い
。

・
例
え
ば
、
AS
Pが
導
入
さ
れ
た
当
初
は
、
ま
ず
操
作
の
仕
方
を
覚
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
次
々
に
不
具
合
が
出
て
う
ま
く
通
じ
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
時
間
外
労
働
に
繋
が
る
な
ど
大
変
な
労
力
を
費
や
し
た
が
、

２
、
３
年
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
今
は
と
て
も
便
利
だ
と
感
じ
て
い

る
。
い
つ
か
便
利
に
な
る
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
便
利
に
な

る
ま
で
が
大
変
な
の
で
、
実
施
し
な
く
て
も
い
い
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、

重
い
腰
が
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
強
制
的
に
実
施
し
な
さ
い

と
い
う
発
注
者
指
定
型
で
実
施
す
れ
ば
、
導
入
も
進
む
だ
ろ
う
。

・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
で
IC
Tを
使
っ
て
い
る
が
、
普
通
に

丁
張
り
を
か
け
る
よ
り
も
早
く
掘
削
で
き
る
上
、
技
能
労
働
者
が
近
く

に
い
な
い
の
で
安
全
性
が
高
い
。
精
度
に
つ
い
て
も
、
だ
い
た
い
５
cm

以
内
の
誤
差
に
収
ま
っ
て
い
る
。
当
社
で
は
他
に
も
昨
年
、
今
年
と
河

道
の
掘
削
工
事
で
IC
Tを
使
っ
て
施
工
し
て
い
る
。
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・
20
数
年
前
に
手
書
き
か
ら
CA
D
に
移
行
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
移
行
す

る
し
か
な
い
と
な
れ
ば
移
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
ど
っ
ち
で
も

い
い
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
と
慣
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
変
え
な
い
し
、
現

在
の
よ
う
に
み
ん
な
が
で
き
な
い
、
で
き
な
い
と
言
う
か
ら
切
り
替
え

を
延
期
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
も
あ
る
の
で
、
準
備

す
る
時
間
を
確
保
し
た
う
え
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
パ
ッ
と
切
り
替

え
る
、
と
示
し
た
方
が
、
皆
さ
ん
準
備
す
る
と
思
う
。
結
局
、
切
り
替

え
ら
れ
な
い
会
社
は
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

し
、
若
い
経
営
者
は
、
対
応
で
き
る
会
社
し
か
残
っ
て
い
か
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
今
の
50
代
後
半
ぐ
ら
い
の
人
は
、
お
そ
ら
く
IC
T活
用
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
な
い
の
で
、
覚
え
る
気
が
な
い
と
思
う
。
一
方
で
、
今
の
20
代
、
30

代
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
な
の
で
、
一

生
懸
命
覚
え
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
CA
D
に
変
わ
っ
た
時
と
同
じ
。
あ

の
時
も
年
配
の
方
は
、
紙
の
方
が
楽
だ
か
ら
、
早
い
か
ら
、
と
、
手
で

ひ
た
す
ら
書
い
て
い
た
。

・
丁
張
り
の
時
間
を
省
略
で
き
る
分
、
書
類
を
作
成
し
た
り
、
ほ
か
の
と

こ
ろ
に
目
を
配
れ
る
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
助
か
っ
て
い
る
。
作
業
員

も
、
最
初
は
慣
れ
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
、
慣
れ
て
し
ま
え

ば
や
り
や
す
い
と
言
っ
て
い
る
。

・
当
社
で
も
本
社
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
み
た
が
、
や
れ
な
い
こ
と

は
な
い
も
の
の
、
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
と
疑
問
が
残
る
。

・
河
道
掘
削
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
土
工
事
で
は
、
積
極
的
に
IC
Tを
活
用

し
て
い
る
。
上
述
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
は
、
約
9,
50
0㎡
の
範
囲
を
だ
い

た
い
30
～
40
cm
掘
削
す
る
現
場
で
、
そ
れ
を
受
注
者
希
望
型
に
よ
り

IC
T施
工
を
選
択
し
た
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞

・
発
注
者
側
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
が
、
メ
ー
ル
は
繋
が
る
。
緊

急
性
の
あ
る
内
容
で
あ
れ
ば
担
当
者
に
連
絡
は
取
っ
て
く
れ
る
。

・
IC
Tの
施
工
実
績
は
あ
ま
り
な
い
。

・
遠
隔
臨
場
に
つ
い
て
、
当
社
で
は
山
奥
の
現
場
で
ウ
ェ
ラ
ブ
ル
な
カ
メ

ラ
を
つ
け
て
、
そ
の
カ
メ
ラ
上
で
検
査
を
試
行
し
て
い
る
。
試
行
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ま
だ
メ
リ
ッ
ト
は
わ
か
ら
な
い
。

・
静
岡
県
発
注
の
工
事
で
は
IC
T活
用
の
現
場
が
あ
る
が
、
静
岡
市
発
注
工

事
だ
と
あ
ま
り
な
い
。

・
IC
T施
工
の
実
績
を
つ
け
る
た
め
に
、
県
発
注
の
IC
T活
用
工
事
を
落
札

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
受
注
で
き
な
い
の
で
、
IC
T活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
な
い
受
注
し
た
工
事
で
IC
Tを
用
い
よ
う
と
す
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
関
係
で
コ
ス
ト
が
合
わ
ず
、
生
産
性
が
向
上
し
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
国
土
交
通
省
が
発
注
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
工
事
は
、
県
や
市
の
発
注

工
事
で
は
少
な
く
、
IC
T施
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
思
は
あ
る
も
の

の
、
実
施
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。

・
当
社
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
IC
T活
用
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
昨
年
度
に

IC
T土
工
を
行
っ
た
際
に
は
、
設
備
投
資
な
ど
の
費
用
対
効
果
や
、
自
社

で
は
デ
ー
タ
処
理
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
外
注
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
社
内
に
専
門
の
職

員
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
た
だ
現
場
数
が
多
い
と
、
専
門
の
方
が
何

人
も
必
要
に
な
る
。
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・
IC
T施
工
に
お
い
て
、
実
施
す
る
側
と
し
て
は
出
来
形
を
発
注
者
に
細
か

く
管
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
施
工
が
非
常
に
大
変
に
な
っ
て
し
ま

い
、
逆
に
生
産
性
が
下
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
出

来
形
管
理
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
そ
う
い
う
面

で
監
督
員
は
す
ご
く
楽
で
、
非
常
に
評
価
さ
れ
た
。

・
砂
防
の
現
場
が
多
い
の
で
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
も
小
さ
い
建
機
し
か
現

場
に
入
れ
な
か
っ
た
が
、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
使
用
で
き
る
建
機
は

一
番
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
も
0.
2号
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
そ
の
サ
イ
ズ
の
建
機

も
数
が
少
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
点
が
IC
T活
用

の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

・
静
岡
県
の
IC
T施
工
の
実
施
率
が
高
い
の
は
、
IC
T活
用
が
進
ん
で
い
る

静
岡
県
の
発
注
工
事
が
非
常
に
多
い
か
ら
だ
と
思
う
。
地
域
別
で
は
、

東
部
地
域
は
多
い
が
、
中
部
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
県
と
い
う
単

位
で
考
え
る
と
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
思
う
が
、
県
内
を
地
域
分
け
す

る
と
、
中
部
地
域
は
他
地
域
に
比
べ
て
IC
T活
用
に
関
し
て
一
段
劣
る
と

思
う
。

・
現
場
条
件
に
よ
り
IC
Tが
使
え
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
全
て
の
現
場
で
IC
Tを
活
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

・
東
部
地
域
は
仕
事
量
も
多
く
、
IC
T活
用
も
非
常
に
進
ん
で
い
る
。

・
IC
Tの
活
用
を
実
施
し
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
が

良
い
か
な
ど
も
手
探
り
の
状
態
で
、
仕
方
な
く
外
注
し
た
。
外
注
金
額

は
そ
れ
な
り
に
高
い
金
額
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ト
な
ど
を
使
い
こ
な
す
人

が
い
て
、
デ
ー
タ
処
理
な
ど
を
自
社
で
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
内
製
化

し
た
ほ
う
が
良
い
と
は
思
う
。
会
社
も
内
製
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
動

き
に
は
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
IC
Tの
メ
ー
カ
ー
や
ソ
フ
ト
が
あ
る
中
、

自
社
で
使
っ
て
い
る
管
理
ソ
フ
ト
と
対
応
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
色
々

と
検
討
し
て
い
る
。

・
IC
T工
事
に
対
し
て
マ
イ
レ
ー
ジ
と
か
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
、
静
岡
県
は
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
実
績
を
つ
く
ら
な
い
と
置
い
て
い
か
れ
る
と
思
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
受
注
で
き
な
い
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
当
社
は
、
数
年
前
か
ら
河
川
工
事
で
IC
T活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

加
点
さ
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
担
当
者
か
ら
聞
い

た
話
で
は
、
熟
練
技
術
者
で
な
く
て
も
で
き
、
測
量
等
も
少
な
く
て
済

む
の
で
便
利
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
利
点
は
あ
る
と
は
思
う
が

費
用
面
で
の
問
題
は
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
の
に
は
10
0万
円
単

位
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
民
間
工
事
に

お
い
て
は
、
ま
だ
積
極
的
に
IC
T活
用
に
取
り
組
み
づ
ら
い
状
況
で
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
公
共
工
事
で
は
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
社
内
の

機
運
は
あ
る
。
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取
材
時
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一
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
構
造
物
に
関
す
る
工
事
が
多
く
、
職
員
に
埋
設
物

の
３
次
元
表
示
を
勉
強
さ
せ
て
い
る
が
、
ま
だ
IC
T活
用
は
実
施
し
た
こ

と
は
な
い
。
道
路
の
地
下
を
実
際
に
掘
削
す
る
と
不
明
物
が
発
生
し
た

り
す
る
た
め
、
IC
T活
用
は
な
か
な
か
難
し
い
。

・
こ
れ
ま
で
は
全
て
外
注
し
て
い
た
が
、
最
近
、
社
内
の
長
け
て
い
る
職

員
が
メ
ー
カ
ー
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
。
こ
れ

か
ら
ソ
フ
ト
を
触
っ
て
み
る
と
い
う
段
階
。

・
現
実
に
は
、
自
社
が
請
け
負
う
よ
う
な
ク
ラ
ス
の
県
内
工
事
で
は
、
未

だ
３
次
元
デ
ー
タ
を
発
注
者
側
が
作
成
す
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。

(２
)ー
②
BI
M
/C
IM
の
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
１
社
で
や
る
よ
り
、
地
元
企
業
の
中
で
横
の

連
携
を
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
国
土
交
通
省
の
な
か
で
も
CI
M
に
関
し
て
は
温
度
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
発
注
者
か
ら
頂
く
CI
M
の
デ
ー
タ
は
す
ご
く
細
か
な
情
報
が
入
っ

て
い
る
の
で
容
量
が
大
き
く
、
自
社
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を
開

く
こ
と
は
で
き
る
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。

〇
BI
M
/C
IM
は
調
査
計
画
か
ら
施
工
ま
で
一
気
通
貫
で
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
３
次
元
で
表
現
す
る
の
は
安
全
管
理
な
ど
、
ま
だ
限
定
的
。
計
画

段
階
、
設
計
段
階
か
ら
BI
M
/C
IM
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
と
、
後
の

検
討
が
楽
に
な
る
。

〇
建
築
現
場
で
は
大
規
模
な
現
場
で
IC
T活
用
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
下
請
企
業
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
元
請
企
業
と
し
て
進
め
る
の

は
BI
M
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
建
築
現
場
で
は
ア
ナ
ロ
グ
で
進
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
BI
M
を
使
用
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
特
殊

な
建
物
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
BI
M
に
投
資
を
す
る
の
は
企
業
経
営

の
観
点
か
ら
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
強
制
的
に
切
り
替
え
る
と
い
う
よ
う
に
ル
ー

ル
自
体
が
変
わ
っ
て
く
れ
た
ほ
う
が
良
い
。
変
更
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
国
土
交
通
省
が
明
示
し
て
く
れ
た
方
が
、
企
業
側
は
準
備
す
る
。

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
サ
ル
が
３
次
元
デ
ー
タ
で
納
品
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
自
ず
と
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
取
捨
選

択
、
淘
汰
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
職
員
は
頑
張
る
と
思

う
。

〇
BI
M
/C
IM
は
学
生
時
代
か
ら
PC
を
使
っ
て
い
た
若
い
人
は
抵
抗
感
な
く

利
用
で
き
る
が
、
あ
る
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
、
苦
手
意
識
が
強
い
。

若
い
社
員
は
強
制
的
に
切
り
替
え
て
も
ら
っ
た
方
が
、
し
ば
ら
く
は
大

変
で
も
良
い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
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．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

〇
Jw
CA
D
と
い
う
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
る
企
業
が
多
く
、
そ
れ

で
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
３
次
元
CA
D
は
ベ
ン
ダ
ー
の
ソ
フ
ト
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
ソ
フ
ト
の
使
用
料
が
と
て
も
高
い
こ
と
が
、

３
次
元
化
が
進
ま
な
い
要
因
で
も
あ
る
と
思
う
。
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
を

開
発
し
て
、
誰
も
が
使
い
や
す
く
す
れ
ば
、
一
気
に
普
及
が
進
む
の
で

は
な
い
か
。

〇
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
発
注
工
事
は
BI
M
を
使
っ
て
い
な
い
。
官
庁
関
係

が
先
に
進
ん
で
い
く
と
、
民
間
に
も
普
及
し
て
い
く
と
思
う
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
A＞

・
BI
M
/C
IM
に
関
し
て
は
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
社
が
何
社
か

あ
る
の
で
、
他
社
と
連
携
を
取
り
た
い
と
個
人
的
に
考
え
て
い
る
。
１

社
で
や
る
よ
り
、
横
の
連
携
を
地
元
企
業
の
中
で
や
っ
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、
動
き
出
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

・
元
請
企
業
と
し
て
建
築
分
野
で
取
り
組
む
の
は
BI
M
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
発
注
者
か
ら
３
次
元
デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
と
、
い

た
だ
け
る
機
会
は
少
な
く
、
そ
う
す
る
と
自
社
で
３
次
元
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
な
か
な
か
当
社
で
は
作
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
BI
M
を
使
う
の
は
、
本
当
に
そ
れ
を
使
わ
な
い
と
困
る
、
と

い
う
特
化
し
た
現
場
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

・
新
人
の
時
に
、
BI
M
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
社

内
で
BI
M
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
参
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で

BI
M
を
少
し
触
っ
て
み
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
か
と
知
れ
る
機

会
に
な
っ
た
。

・
BI
M
/C
IM
は
、
現
場
の
仮
設
検
討
や
安
全
管
理
に
お
い
て
は
非
常
に
有

益
。
特
に
砂
防
の
現
場
は
安
全
面
で
は
シ
ビ
ア
な
環
境
に
あ
る
の
で
、

立
体
的
に
事
前
検
討
を
行
っ
て
危
険
個
所
を
ク
リ
ア
に
で
き
る
の
は
有

益
で
あ
る
。

・
例
え
ば
多
角
形
の
形
状
を
し
た
展
望
台
の
時
は
、
梁
が
入
り
組
ん
だ
形

を
平
面
上
で
表
す
の
が
と
て
も
難
し
く
、
BI
M
で
３
次
元
化
し
た
も
の

を
く
る
く
る
回
し
な
が
ら
確
認
し
て
作
業
で
き
た
の
で
、
非
常
に
役

立
っ
た
と
い
う
意
見
を
聞
い
た
。
現
状
で
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
建

物
で
し
か
使
う
場
面
が
な
い
。

・
紙
の
施
工
図
に
よ
る
講
習
会
も
あ
っ
て
並
行
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、

講
習
会
の
途
中
で
、
IC
Tを
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
図
面
を
正
し
く

読
め
る
な
ど
、
元
を
分
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
見
方
が
わ
か
る
か
ど

う
か
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
き
た
の
で
、
現
場
経
験
を
積
み
な
が

ら
BI
M
を
施
工
図
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
っ

て
い
る
。

・
BI
M
/C
IM
も
調
査
計
画
か
ら
施
工
ま
で
一
気
通
貫
で
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
３
次
元
で
表
現
す
る
部
分
は
安
全
管
理
な
ど
ま
だ
限
定
的
。

・
建
築
現
場
で
は
ア
ナ
ロ
グ
で
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
す
必
要
が
あ
る
場
面
も
ほ
ぼ
な
い
の
で
、
そ
の
分
野
に
投
資
を

す
る
の
は
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め

BI
M
等
を
使
う
と
き
に
は
デ
ー
タ
作
成
等
は
外
注
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
外
注
金
額
が
確
保
で
き
る
だ
け
の
工
事
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
く
受
注
し
た
現
場
で
は
BI
M
等
は
実
施

で
き
ず
、
現
場
職
員
の
経
験
に
頼
る
従
来
の
実
施
方
法
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
A＞
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若
手
技
術
者
グ
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ー
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女
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A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
BI
M
/C
IM
は
学
生
時
代
か
ら
PC
を
使
っ
て
い
た
若
い
人
は
抵
抗
感
な
く

利
用
で
き
、
２
次
元
の
情
報
を
３
次
元
化
す
る
の
も
ゲ
ー
ム
感
覚
で
実

施
で
き
る
が
、
あ
る
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
、
苦
手
意
識
が
強
い
。
そ

の
た
め
、
部
分
的
に
ソ
フ
ト
を
利
用
で
き
る
人
が
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
全
社
的
に
一
気
に
BI
M
/C
IM
に
切
り
替
え
る
、
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
は
ま
だ
先
だ
と
思
う
。

・
国
土
交
通
省
は
、
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
に
は
原
則
BI
M
/C
IM
を

適
用
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
わ
せ
て
い
く
の
は
難
し
い
と
は
思
う
。
強
制
的
に
３
次
元
に
切
り

替
え
て
も
ら
う
と
い
う
、
ル
ー
ル
自
体
が
変
わ
っ
て
く
れ
た
方
が
、
し

ば
ら
く
大
変
で
も
、
社
内
の
シ
ス
テ
ム
を
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
い
の

で
、
良
い
と
思
う
。
コ
ン
サ
ル
が
納
品
す
る
デ
ー
タ
が
３
次
元
に
な
る

こ
と
が
一
番
影
響
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
B＞

・
社
内
の
若
い
職
員
は
、
強
制
的
に
切
り
替
え
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
と

い
う
意
見
の
方
が
多
い
。
２
次
元
し
か
対
応
で
き
な
い
企
業
、
職
員
が

多
い
の
で
、
強
制
的
に
切
り
替
え
て
も
ら
っ
た
方
が
、
し
ば
ら
く
は
大

変
で
も
、
そ
の
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
国
土

交
通
省
の
仕
事
も
、
設
計
段
階
、
計
画
段
階
か
ら
BI
M
/C
IM
を
取
り
入

れ
て
い
た
だ
く
と
、
後
の
検
討
が
楽
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
う
。

・
CI
M
が
出
始
め
た
と
き
に
手
を
挙
げ
て
CI
M
を
使
っ
た
が
、
何
も
わ
か
ら

ず
何
も
道
具
が
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
全
部
外
注
し
た
。
そ
れ
か
ら

５
年
ほ
ど
経
っ
て
ソ
フ
ト
も
自
社
で
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は

い
る
が
、
IC
Tを
使
え
る
仕
事
は
単
発
で
し
か
な
い
の
で
、
社
内
で
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
わ
ず
か
で
、
そ
れ
以
外
の
人
は
全
く
知
ら
な
い

状
態
で
あ
る
。
発
注
者
が
IC
T活
用
工
事
を
た
く
さ
ん
発
注
し
、
将
来
が

見
込
め
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
先
に
進
め
な
い
。

・
た
だ
、
例
え
ば
３
次
元
CA
D
を
扱
え
る
人
の
数
が
、
大
手
企
業
と
中
小

企
業
だ
と
そ
の
絶
対
数
が
違
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
気
に
切
り
替

わ
っ
た
時
の
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
の
が
、
企
業
規
模
に
よ
っ
て
か

な
り
差
が
つ
く
と
思
う
。
国
土
交
通
省
が
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）

に
、
と
い
う
時
間
軸
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
前
倒
し

で
取
り
組
む
必
要
は
あ
る
と
は
思
う
が
、
３
次
元
CA
D
自
体
が
現
時
点

で
実
務
的
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
、
ど
れ
だ
け
人
と
お
金
を

そ
れ
に
割
け
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
自
分
が
７
年
前
に
一
度
だ
け
CI
M
を
活
用
し
た
河
川
工
事
で
は
、
発
注

者
か
ら
の
３
次
元
デ
ー
タ
の
提
供
は
な
く
、
外
注
し
て
３
次
元
デ
ー
タ

を
作
成
し
た
。
当
時
は
築
堤
の
デ
ー
タ
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
、
安
全

対
策
へ
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
第
三
者
に
今
こ
こ
ま
で
現
場

は
進
ん
で
い
る
、
と
い
う
形
で
見
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

・
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
発
注
工
事
は
３
次
元
CA
D
を
使
っ
て
い
な
い
。
官

庁
の
仕
事
は
基
本
的
に
予
算
を
み
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
BI
M
/C
IM
は

国
土
交
通
省
が
発
注
者
指
定
型
工
事
と
し
て
進
め
て
く
れ
た
方
が
、
企

業
側
は
や
り
や
す
い
。
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若
手
技
術
者
グ
ル
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（
女
性
：
A,
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D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
企
業
が
BI
M
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
、
２
次
元
で
作
成
し
た
図
面
を

３
次
元
に
描
き
直
さ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
は
設
計
BI
M
で
作
成
し
た
も

の
を
施
工
BI
M
や
積
算
BI
M
に
つ
な
げ
た
り
、
そ
れ
ら
を
製
図
か
ら
実
施

設
計
と
並
行
し
つ
つ
、
２
次
元
の
図
面
と
検
証
も
し
な
が
ら
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
人
員
、
労
力
が
通
常
の
３
～
４
倍
は
か
か
る
こ
と

に
な
る
。
民
間
工
事
は
、
２
次
元
に
よ
る
仕
事
で
今
ま
で
通
り
に
実
施

し
て
、
逆
に
い
つ
も
よ
り
安
い
コ
ス
ト
で
、
と
い
う
方
が
評
価
さ
れ
る

状
況
な
の
で
、
そ
の
増
加
分
の
金
額
は
民
間
発
注
で
は
み
て
く
れ
る
わ

け
は
な
く
、
正
直
、
今
、
BI
M
に
取
り
組
ん
で
も
儲
か
ら
な
い
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
C＞

・
来
年
（
20
21
年
）
以
降
の
民
間
の
設
備
投
資
は
間
違
い
な
く
減
っ
て
い

く
の
で
、
今
年
（
20
20
年
）
以
上
に
競
争
が
激
し
く
な
り
、
BI
M
に
取

り
組
む
状
況
も
よ
り
厳
し
く
な
る
の
で
、
官
公
庁
が
BI
M
/C
IM
に
取
り

組
め
る
予
算
で
仕
事
を
発
注
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
と
思

う
。

・
研
修
会
な
ど
に
行
く
と
、
CI
M
や
遠
隔
臨
場
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み

は
、
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
紹
介
さ
れ
て
、
こ
れ
は
便
利
だ
と

思
っ
て
帰
る
の
だ
が
、
い
ざ
試
し
て
み
る
と
目
に
見
え
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
。
た
だ
そ
う
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
な
か

発
注
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
が
浮
き
上
が
っ
て

こ
な
い
面
が
あ
る
。
特
に
創
意
工
夫
の
位
置
づ
け
で
行
う
も
の
は
メ

リ
ッ
ト
し
か
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
の
で
、
実
際
と
は
温
度
差
が
で
て
く
る

傾
向
が
あ
る
。

・
大
手
企
業
で
BI
M
に
取
り
組
め
た
企
業
は
、
全
体
と
し
て
収
益
が
良
好

で
、
す
ぐ
に
は
商
売
に
な
ら
な
く
て
よ
い
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
商
売
に
直

結
す
る
実
務
部
隊
と
は
別
の
部
隊
で
BI
M
に
取
り
組
み
、
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
カ
ネ
を
そ
こ
に
投
入
し
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
思
っ

て
い
る
。
中
小
企
業
に
そ
れ
は
難
し
い
。

・
BI
M
が
非
常
に
便
利
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
５

年
ぐ
ら
い
の
時
間
軸
だ
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
が
、
あ
る
程
度
標

準
化
し
や
す
い
、
個
人
住
宅
や
共
同
住
宅
と
い
う
の
は
、
オ
ー
ル
BI
M

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
国
土
交
通
省
で
も
、
ま
だ
CI
M
を
や
り
な
さ
い
よ
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
、
CI
M
が
そ
れ
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

実
感
は
な
い
。
特
に
維
持
修
繕
は
IC
T活
用
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
サ
ル
が
３
次
元
デ
ー
タ
で
納
品
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
自
ず
と
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
取
捨
選

択
、
淘
汰
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
職
員
は
頑
張
る
と
思

う
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞

・
静
岡
県
建
設
業
協
会
の
中
部
支
部
に
入
っ
て
い
る
企
業
が
40
社
ほ
ど
あ

る
が
、
３
次
元
CA
D
を
導
入
し
て
い
る
の
は
４
社
の
み
。

・
CI
M
の
実
施
は
、
最
初
は
自
社
か
ら
の
創
意
工
夫
の
位
置
づ
け
で
行
っ

た
が
、
ス
ケ
ッ
チ
ア
ッ
プ
程
度
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
視
点
か
ら
は
こ

う
い
っ
た
死
角
が
あ
る
な
ど
の
安
全
管
理
に
使
っ
た
。
直
近
の
２
現
場

で
は
、
発
注
者
も
本
格
的
に
CI
M
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
コ

ン
サ
ル
が
深
礎
杭
を
設
計
し
た
デ
ー
タ
を
当
社
に
貸
与
し
て
、
鉄
筋
の

干
渉
を
照
査
し
て
必
要
な
変
更
、
協
議
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

行
っ
た
が
、
深
礎
杭
の
鉄
筋
と
い
う
性
質
上
、
設
計
に
不
具
合
は
正
直

な
く
、
あ
ま
り
CI
M
を
活
用
す
る
場
面
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
発
注
者

側
か
ら
デ
ー
タ
を
貸
与
し
て
、
受
注
者
側
で
操
作
す
る
た
め
の
や
り
取

り
を
試
行
的
に
実
施
し
た
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

・
CA
D
に
つ
い
て
は
現
在
、
Jw
CA
D
と
い
う
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

い
る
企
業
が
多
く
、
そ
れ
で
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
３
次
元
CA
D

に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
ダ
ー
の
ソ
フ
ト
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
ソ
フ

ト
の
使
用
料
が
と
て
も
高
い
の
が
、
３
次
元
化
が
進
ま
な
い
要
因
で
も

あ
る
と
思
う
。
国
土
交
通
省
が
主
体
と
な
っ
て
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
を
開

発
し
て
、
誰
も
が
使
っ
て
よ
い
で
す
よ
、
と
す
る
と
、
一
気
に
広
ま
る

と
思
う
。
結
局
、
導
入
コ
ス
ト
が
高
い
点
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、

３
次
元
CA
D
の
手
軽
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ば
、
一
挙
に
普
及
が
進
む
の

で
は
な
い
か
。

・
富
士
砂
防
事
務
所
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
CI
M
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
多
数
あ
る
排
水
ト
ン
ネ
ル
や
深
礎
杭
を
CI
M
で
管
理
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
る
が
、
現
状
、

受
注
者
と
実
施
し
て
い
る
の
は
、
深
礎
杭
の
デ
ー
タ
を
発
注
者
か
ら
い

た
だ
い
て
、
受
注
者
が
「
見
え
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、
最
終

納
品
し
て
完
了
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

・
そ
の
よ
う
に
官
庁
関
係
が
先
に
進
ん
で
い
く
と
、
民
間
に
も
普
及
し
て

い
く
と
は
思
う
。

・
発
注
者
か
ら
頂
い
た
CI
M
の
デ
ー
タ
は
す
ご
く
細
か
な
情
報
が
入
っ
て

い
る
の
で
容
量
が
大
き
く
、
自
分
た
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
デ
ー
タ
を

開
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
の
が
難
し
い
。
自
社
の

よ
う
な
ク
ラ
ス
の
会
社
で
は
、
そ
の
容
量
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
せ
る

機
器
を
保
有
し
て
い
る
会
社
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
自
社
で
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
企
業
は
別
に
し
て
、
そ
れ
以

外
の
企
業
は
現
場
単
位
で
３
次
元
デ
ー
タ
を
い
た
だ
い
て
も
、
そ
れ
を

活
用
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
CI
M
を
普
及
さ
せ
る
た

め
に
は
、
受
注
者
が
３
次
元
デ
ー
タ
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
発

注
者
側
が
作
っ
て
受
注
者
に
渡
す
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
例
え
ば
、
発
注
者
か
ら
い
た
だ
い
た
３
次
元
デ
ー
タ
が
自
社
で
使
用
し

て
い
る
ソ
フ
ト
で
は
う
ま
く
操
作
で
き
な
く
、
ソ
フ
ト
の
違
い
を
実
感

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

・
国
土
交
通
省
で
も
CI
M
と
い
う
の
は
ま
だ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
い

う
職
員
の
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
受
注
者
だ
け
で
は
な
く
発
注
者
も
重

い
腰
が
全
て
上
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

(２
)ー
③
施
工
時
期
の
平
準
化

<
意
見
の
概
要
＞

〇
４
～
６
月
の
施
工
が
多
少
増
え
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
発
注

自
体
が
平
準
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
ま
で
は
な
い
。

〇
現
在
は
、
人
手
不
足
の
影
響
と
平
準
化
の
取
り
組
み
が
マ
ッ
チ
し
て
、

常
に
人
が
動
い
て
い
る
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
施
工
の
平
準
化
に
つ
い
て
は
、
昔
は
あ
る
程
度
、
人
が
余
っ
て
い
る
状

況
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
今
は
年
間
を
通
し
て
社
内
的
に
フ
ル
稼
働
し

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
平
準
化
し
て
い
る
状
況
。
人
手
不
足

の
影
響
と
、
平
準
化
の
取
り
組
み
が
マ
ッ
チ
し
て
、
常
に
人
が
動
い
て

い
る
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞

・
４
～
６
月
の
施
工
が
多
少
増
え
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
発
注

自
体
が
平
準
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
ま
で
は
な
い
。

(３
)女
性
技
術
者
の
活
躍

<
意
見
の
概
要
＞

〇
女
性
技
術
者
の
い
な
い
会
社
が
多
い
。

〇
現
場
で
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
任
さ
れ
た
時
に
、
目
線
と
動
線
を
分
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
男
性
ト
イ
レ
と
女
性
ト
イ
レ
に
仕
切
り
を
設
け
て
み

た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

〇
女
性
の
方
が
担
当
し
た
い
仕
事
や
資
格
取
得
意
欲
な
ど
目
的
意
識
の

し
っ
か
り
し
て
い
る
人
が
多
い
。
職
人
や
発
注
者
の
評
価
も
若
手
技
術

者
に
お
い
て
は
女
性
の
方
が
比
較
的
高
い
印
象
が
あ
る
。

〇
今
は
男
性
女
性
関
係
な
く
、
「
子
育
て
を
す
る
人
」
が
育
休
を
取
っ
て

も
い
い
と
思
え
る
環
境
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
女
性
だ

か
ら
」
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
「
女
性
だ
か
ら
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
C＞
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若
手
技
術
者
グ
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（
女
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A,
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D
）

若
手
経
営
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ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

〇
女
性
の
い
な
い
現
場
で
も
女
性
用
ト
イ
レ
を
置
い
て
い
る
。
女
性
を
現

場
に
配
属
す
る
際
は
、
女
性
用
の
環
境
に
比
較
的
配
慮
し
や
す
い
大
型

現
場
に
し
て
い
る
。

〇
育
休
を
取
っ
て
い
る
内
勤
の
女
性
は
い
る
が
、
現
場
は
朝
早
く
夜
遅
い

の
で
、
現
場
の
女
性
技
術
者
は
育
休
を
取
り
づ
ら
い
。
夫
が
子
供
の
面

倒
を
見
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
女
性
技
術
者
も
現
場
の
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
当
な
家
族
の
支
援
や
現
場
か
ら
早
く
上

が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
必
要
。
環
境
次
第
で
あ
る
。

〇
産
休
と
育
休
を
と
り
や
す
い
環
境
に
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
女
性
事

務
職
、
内
勤
の
女
性
は
必
ず
取
っ
て
そ
の
後
戻
っ
て
く
る
が
、
現
場
の

女
性
技
術
者
は
、
子
供
が
生
ま
れ
た
後
に
現
場
技
術
者
と
し
て
戻
っ
て

く
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
な
い
。

〇
IC
T活
用
が
普
及
す
れ
ば
、
結
婚
や
出
産
後
も
女
性
技
術
者
が
内
勤
で
活

躍
で
き
る
環
境
が
増
え
て
い
く
と
思
う
。

〇
優
秀
だ
と
思
う
女
性
社
員
は
女
性
と
し
て
特
別
扱
い
す
る
こ
と
を
嫌

う
。
例
え
ば
、
育
休
は
、
男
性
も
同
じ
よ
う
に
取
っ
て
く
れ
た
方
が
取

り
や
す
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

〇
女
性
の
技
術
者
が
本
当
に
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と

は
大
事
で
あ
る
。
し
っ
か
り
聞
い
て
い
な
い
と
、
女
性
か
ら
見
た
ら

ち
ょ
っ
と
目
線
が
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が

す
ご
く
多
い
、
と
い
う
こ
と
を
聞
く
。
女
性
の
本
当
の
意
見
を
聞
き
つ

つ
、
会
社
で
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
A＞

・
女
性
技
術
者
は
６
名
い
て
、
１
人
積
算
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
５
人

が
現
場
に
い
る
。

・
建
設
業
だ
か
ら
女
性
が
少
な
い
と
は
あ
ま
り
考
え
ず
に
入
社
し
た
。

・
女
性
の
方
が
担
当
し
た
い
仕
事
や
資
格
取
得
意
欲
な
ど
目
的
意
識
の

し
っ
か
り
し
て
い
る
人
が
多
い
。
職
人
や
事
業
者
の
評
価
も
若
手
技
術

者
に
お
い
て
は
、
女
性
の
方
が
比
較
的
高
い
印
象
が
あ
る
。

・
現
場
の
ト
イ
レ
は
、
現
場
に
よ
っ
て
違
う
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
女
性
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
取
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
官
庁
工
事
を
担
当

し
て
い
た
と
き
に
女
性
専
用
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
手

洗
い
が
中
に
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、
入
る
と
こ
ろ
が
見
え
な
い
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
。

・
女
性
を
配
属
す
る
現
場
に
は
、
女
性
用
の
ト
イ
レ
の
希
望
が
出
る
の

で
、
極
力
大
型
現
場
に
配
属
し
て
環
境
を
整
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
今
の
現
場
で
自
分
が
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
担
当
し
た
と
き
に
は
、
目

線
と
動
線
を
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
性
ト
イ
レ
と
女
性
ト
イ
レ
に
仕

切
り
を
設
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
作
業
員
や
事
務
員
か
ら
「
こ
こ

の
ト
イ
レ
、
す
ご
く
い
い
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
大
変
嬉
し
か
っ

た
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
A＞
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
会
社
と
し
て
は
、
産
休
と
育
休
を
と
り
や
す
い
環
境
に
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
り
、
事
務
職
や
内
勤
の
方
は
必
ず
取
っ
て
、
そ
の
後
に
戻
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
だ
が
、
現
場
の
女
性
技
術
者
は
、
子
供
が
生
ま
れ
た

後
に
現
場
技
術
者
と
し
て
戻
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
な
く
、
今

後
の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

・
今
は
男
性
女
性
関
係
な
く
、
子
育
て
を
す
る
人
が
育
休
を
取
っ
て
も
い

い
と
思
え
る
環
境
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
社
内
で
も
男
性

で
育
休
を
取
っ
て
い
る
職
員
が
い
て
、
お
そ
ら
く
す
ご
く
珍
し
い
こ
と

で
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
会
社
と
し
て
は
男
性
が

育
休
を
取
っ
て
も
問
題
は
全
く
な
い
。
「
女
性
だ
か
ら
」
と
な
っ
て
し

ま
う
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
「
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

・
女
性
と
話
し
て
い
て
難
し
い
と
思
う
の
は
、
優
秀
だ
と
思
う
女
性
の
社

員
は
、
女
性
と
し
て
特
別
扱
い
す
る
こ
と
を
嫌
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
育
休
は
、
男
性
も
同
じ
よ
う
に
取
っ
て
く
れ
た
方
が
女
性
も
取
り

や
す
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
。

・
女
性
技
術
者
は
設
計
担
当
な
ど
の
内
勤
で
は
育
休
を
取
っ
て
い
る
が
、

現
場
で
は
育
休
を
取
り
づ
ら
い
。
夫
が
子
供
の
面
倒
を
見
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
現
場
の
仕
事
を
続
け
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
場
は
朝
早
く
夜
遅
い
の
で
、
家
の
こ
と
は
休
日
し
か
見
ら
れ
な

く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
取
り
づ
ら
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

る
。
男
性
も
同
じ
状
況
な
の
で
、
な
か
な
か
子
供
の
顔
も
見
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
し
、
奥
さ
ん
に
対
し
て
も
の
す
ご
く
感
謝
し
て
い
る
気
持
ち
で

仕
事
を
し
て
い
る
感
じ
が
し
て
い
る
。

・
女
性
技
術
者
が
働
き
や
す
い
環
境
と
し
て
本
当
に
何
を
望
ん
で
い
る
か

を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
し
っ
か
り
聞
い
て
い
な
い

と
、
女
性
か
ら
見
た
ら
ち
ょ
っ
と
目
線
が
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
多
い
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
グ

サ
ッ
と
く
る
場
面
も
多
い
。

・
相
当
な
家
族
の
支
援
が
あ
っ
た
り
、
現
場
か
ら
早
く
上
が
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
で
あ
れ
ば
、
女
性
技
術
者
が
産
休
・
育
休
か
ら
現

場
に
復
帰
は
で
き
る
と
思
う
。
環
境
次
第
で
あ
る
。

・
例
え
ば
Ｒ
Ｃ
の
現
場
で
あ
る
と
、
女
性
の
方
が
管
理
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
。
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
や
、
細
か
い
部
分
の
収
ま
り
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
は
、
男
性
の
報
告
は
い
い
加
減
な
も
の
が
多
い
が
、
女
性
は
時
間

関
係
な
し
に
全
部
し
っ
か
り
見
る
し
、
根
気
や
熱
意
は
強
い
。

・
当
社
で
育
休
を
取
っ
た
20
代
の
男
性
技
術
者
(設
計
)が
出
た
。
現
場
が

育
休
を
取
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
し
、
本
人
も
育
休
が
取
れ
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
て
、
と
い
う
な
か
で
で
は
あ
る
が
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
C＞

・
最
近
の
若
い
社
員
は
、
休
み
を
当
然
の
権
利
と
し
て
使
う
と
い
う
感
覚

で
、
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
感
覚
が
な
い
人
も
い
る
。
周
り
は
面
食
ら

う
部
分
も
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
彼
ら
の
方
が
正
し
い
の
だ
ろ

う
。

・
私
は
入
社
３
年
目
だ
が
、
自
分
た
ち
の
世
代
で
は
女
性
監
督
は
ま
だ
と

て
も
少
な
く
て
、
ほ
か
の
会
社
で
女
性
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
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５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
大
手
企
業
は
会
社
と
し
て
IC
Tを
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た

り
、
女
性
監
督
者
が
結
婚
や
出
産
後
に
し
っ
か
り
活
躍
で
き
る
よ
う
な

IC
T専
門
の
部
門
が
あ
っ
た
り
、
IC
T活
用
を
若
い
女
性
監
督
者
か
ら
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
、
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当

社
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
会
社
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
会
社
の
中
で
IC
Tが
普
及
し
て
い
け

ば
、
女
性
が
結
婚
や
出
産
後
に
内
勤
で
き
る
も
の
が
増
え
て
い
く
の

で
、
良
い
と
は
感
じ
て
い
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
B＞

・
女
性
技
術
者
が
い
る
会
社
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
山
間
部
の
仕
事
で
研
修

会
を
実
施
し
て
も
、
参
加
す
る
の
は
全
員
男
性
。

＜
静
岡
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
治
山
工
事
は
男
性
し
か
取
れ
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
現
場

に
は
女
性
ト
イ
レ
や
更
衣
室
を
置
く
。
で
も
女
性
技
術
者
は
来
な
い
。

現
場
で
は
、
た
ま
に
役
所
の
方
で
女
性
の
方
が
こ
ら
れ
れ
ば
使
う
と
い

う
だ
け
。

・
会
社
に
は
女
性
監
督
は
私
一
人
だ
け
だ
が
、
ど
の
現
場
で
も
手
伝
い
に

行
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
女
性
ト
イ
レ
を
つ
け
て
く
れ
て
い
る
な

ど
、
と
て
も
い
い
環
境
に
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
環
境
面
で
心
配
す
る

こ
と
は
な
い
。

・
社
員
も
女
性
技
術
者
は
１
人
も
希
望
が
い
な
い
し
、
在
籍
し
た
こ
と
も

な
い
。

・

・
当
社
の
よ
う
に
１
人
で
現
場
を
持
っ
て
い
る
と
、
自
分
が
い
な
く
な
っ

た
ら
誰
も
現
場
を
わ
か
ら
な
い
の
で
、
休
み
た
い
と
言
い
づ
ら
い
環
境

に
あ
り
、
そ
こ
は
男
性
女
性
関
係
な
い
。
特
に
若
い
人
は
上
司
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
、
産
休
・
育
休
は
取
り
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。

・
現
場
代
理
人
も
、
育
休
や
有
給
休
暇
取
得
時
に
役
所
の
人
が
来
て
不
在

を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
が
休

む
と
現
場
を
止
め
る
し
、
前
も
っ
て
こ
こ
は
休
む
と
し
て
お
か
な
い
と

な
か
な
か
休
め
な
い
、
と
い
う
点
が
辛
く
て
、
若
手
は
離
職
し
て
し
ま

う
。

・
１
現
場
を
２
人
以
上
の
体
制
で
実
施
で
き
る
会
社
は
よ
い
が
、
１
人
１

現
場
で
実
施
し
て
い
る
零
細
企
業
で
は
、
な
か
な
か
休
み
は
取
り
に
く

い
環
境
に
あ
る
。

・
現
場
を
持
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
育
休
を
取
れ
る
の
か
と
い
う

と
、
そ
の
休
ん
だ
人
が
得
意
な
分
野
で
入
札
公
告
が
で
た
場
合
に
会
社

が
応
札
し
に
く
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
や
は
り
休
み
づ
ら
い

環
境
に
な
っ
て
い
る
面
は
あ
る
。
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取
材
時
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若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
会
社
と
し
て
は
、
休
み
づ
ら
い
環
境
に
あ
る
の
で
、
週
休
２
日
制
に
し

て
土
日
は
休
も
う
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
育
休
、
産
休
の
取

得
実
績
は
全
く
な
い
。
取
得
さ
せ
て
あ
げ
た
い
が
希
望
し
て
き
た
人
も

い
な
い
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
C＞

・
女
性
技
術
者
の
雇
用
状
況
は
ゼ
ロ
。
10
年
前
に
１
人
い
た
が
、
寿
退
社

し
て
し
ま
っ
た
。
子
育
て
も
終
わ
っ
た
時
期
な
の
で
復
帰
し
て
ほ
し
い

と
い
う
希
望
は
持
っ
て
い
る
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

・
現
場
に
女
性
専
用
の
ト
イ
レ
は
あ
る
が
、
使
わ
れ
ず
に
お
か
れ
て
い

る
。

・
会
社
で
は
女
性
事
務
員
が
働
き
や
す
い
よ
う
、
分
煙
等
の
取
り
組
み
は

実
施
し
て
い
る
。

・
高
齢
の
方
は
、
男
性
の
職
場
に
女
性
は
要
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
く
、

時
代
の
流
れ
に
逆
行
し
て
、
男
性
に
特
化
し
た
会
社
に
し
よ
う
と
考
え

た
り
も
す
る
が
、
若
い
人
の
考
え
は
違
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
悩
ま
し

い
状
況
で
あ
る
。

＜
静
岡
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
女
性
は
技
術
者
は
ゼ
ロ
で
、
事
務
員
は
４
人
。

・
男
性
目
線
で
女
性
活
躍
促
進
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
が

付
い
た
。
女
性
の
本
当
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、
女
性
が
も
っ
と
技
術
者

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
会
社
の
中
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

・
水
回
り
を
作
っ
て
い
る
会
社
な
の
で
、
会
社
の
ト
イ
レ
等
は
女
性
事
務

員
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。

・
女
性
事
務
員
は
机
上
で
仕
事
を
行
う
の
み
で
あ
る
た
め
、
製
品
に
使
わ

れ
て
い
る
材
料
を
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
現
場
に

行
か
せ
て
工
事
を
任
せ
、
で
き
れ
ば
技
術
者
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
促

し
た
い
と
思
っ
て
は
い
る
。
資
格
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
含
め
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
。

229



５
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

(４
)監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理
化
等

<
意
見
の
概
要
＞

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理

化
の
措
置
に
つ
い
て
、
監
理
技
術
者
に
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。

〇
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理
化
は
、
専
任
で
は
な
く
な
る
の
で
、

人
員
不
足
の
下
請
企
業
に
と
っ
て
は
よ
い
制
度
だ
と
思
う
。

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
は
、
会
社
の
営
業
面
で
は
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
監
理
技
術
者
に
と
っ
て
は
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
長
時
間
労
働
に
戻
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
大
き
な
工
事
を
兼
任
す
る
こ
と
は
、
現
実
的

に
は
無
理
で
あ
る
。

〇
実
際
の
運
用
次
第
だ
が
、
制
度
の
趣
旨
と
は
少
し
違
っ
た
形
で
活
用
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
仕
事
を
取
る
に
あ
た
っ
て
、
た
ま
た

ま
近
い
と
こ
ろ
で
実
績
の
あ
る
人
が
監
理
技
術
者
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
人
を
兼
任
の
監
理
技
術
者
と
し
て
お
い
て
、
仕
事
を
取
っ
た
ら
実

質
的
に
は
補
佐
の
人
が
現
場
を
動
か
す
、
と
い
う
形
で
運
用
す
る
等
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
正
直
、
知
ら
な
か
っ

た
。

・
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
緩
和
は
、
専
任
で
は
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
人
員
不
足
の
下
請
企
業
に
と
っ
て
は
よ
い
制
度
だ
と
思

う
。

・
当
社
で
は
、
監
理
業
務
に
就
く
者
は
全
員
、
監
理
技
術
者
資
格
を
取
る

よ
う
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
緩
和
に
よ
っ
て
現
場
サ
イ
ド
で
何
か
変

わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
受
注
に
あ
た
っ
て
、
２
つ
の
現
場
を
兼

任
扱
い
に
し
て
、
両
方
落
札
を
目
指
す
こ
と
を
営
業
と
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
A＞
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５
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．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
C,
D
）

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

・
兼
任
し
た
場
合
に
は
、
工
事
規
模
に
も
よ
る
が
、
作
る
の
も
２
倍
に
な

り
、
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
２
倍
に
な
っ
て
、
監
理
技
術
者
の

負
担
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
少
し
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と

結
局
、
長
時
間
労
働
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
当

社
は
兼
任
さ
せ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
個
人
的
は

思
っ
て
い
る
。

・
制
度
の
趣
旨
と
は
少
し
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
、
兼
任

す
る
監
理
技
術
者
が
総
括
と
い
う
形
に
な
り
、
補
佐
の
人
が
実
質
的
な

所
長
の
よ
う
な
形
で
現
場
を
動
か
す
の
か
な
、
と
い
う
気
も
し
て
い

る
。

＜
静
岡
県
監
理
技
術
者
E＞

・
兼
任
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
工
事
規
模
に
よ
る
と
思
う
。
大
き
な
工
事

を
２
つ
兼
任
す
る
と
い
う
の
は
、
現
実
的
に
は
無
理
で
あ
る
。
小
さ
い

工
事
を
兼
任
と
い
う
形
に
し
て
、
会
社
と
し
て
２
つ
受
注
し
に
い
く
と

い
う
の
は
、
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。
兼
務
し
た
場
合
は
現
場

監
理
す
る
側
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

・
兼
任
を
実
際
に
運
用
す
る
場
合
に
は
、
補
佐
の
人
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
人

を
配
置
す
る
と
思
う
。
仕
事
を
取
る
に
あ
た
っ
て
、
た
ま
た
ま
近
い
と

こ
ろ
で
実
績
の
あ
る
人
が
監
理
技
術
者
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
を

兼
任
の
監
理
技
術
者
と
し
て
お
い
て
、
仕
事
を
取
っ
た
ら
実
質
的
に
は

補
佐
の
人
が
現
場
を
動
か
す
、
と
い
う
形
で
兼
任
制
度
を
活
用
す
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
方
法
が
制
度
の
理
念
に
則
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
が
。

(５
)そ
の
他

<
意
見
の
概
要
＞

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ほ
ぼ
全
社
員
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
iP
ho
ne
・
iP
ad
等

の
配
布
を
行
い
、
W
eb
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
必
要
性
は
感
じ
つ

つ
も
積
極
的
な
取
り
組
み
は
し
て
こ
な
か
っ
た
IC
T機
器
の
活
用
が
、
こ

の
半
年
間
で
一
気
に
進
ん
だ
。
ま
た
、
W
eb
会
議
ツ
ー
ル
に
よ
る
打
合

せ
も
浸
透
し
た
。
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６．宮城県建設業協会 

 

６－１．取材実施概要 

 宮城県建設業協会の会員企業約 260 社(2020 年 3 月現在)の中から、若手経営者グル

ープ（４名）、監理技術者グループ（４名）、若手技術者グループ（４名。うち女性２名）

に対して、直接、取材を行った。 

 ただし、取材を行ったのは宮城県建設業協会の一部の企業の方であり、取材結果が宮

城県内の建設会社の方々全てを代表するものとは限らないことに留意が必要である。 

 取材日時：令和２年（2020 年）11 月 10 日（火） 

 主な取材項目・取材時間： 

 〇若手経営者グループ（１.５時間） 

・週休２日制実施の現状と課題 

  ・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・女性活躍促進の現状と課題 

 〇監理技術者グループ（１時間） 

・週休２日制、長時間労働 

・「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

 〇若手技術者グループ（１時間） 

・建設業の魅力・若手技術者の入職など 

・週休２日制、長時間労働 

・女性活躍のための労働環境 

・ICT の活用 

 

６－２．取材結果 

 取材項目ごとに、全体的なまとめと代表的な意見を記載する。なお、取材項目ごと、

グループごとに個別の意見とその主な内容を「６－４．取材時の意見一覧」に一覧表と

して整理したので、参照願いたい。 

 

（１）週休２日制実施の現状と課題 

 （１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

 元請企業は月給制だが、下請企業は日給制が多く、下請企業が土曜日も現場に出

るから元請企業も休めないということがある。労務費がもっと向上すれば、下請企

業が休む分の給与を保証できて、全体で休めるようになる。 

受注当初はある程度週休２日制が確保できると見込んでいても、地元との協議が

終わっていない中で発注される等により数か月間着工できず、さらに予算の関係で

年度末までに完了させなければならない場合、工期後半がひっ迫する。工期に相当

余裕がないと週休２日制は実施できない。 

舗装工事は施工日が土日に指定されることが多く、建築工事はもともと工程が厳

しく工期の延長も無理なので、どちらも週休２日制の実施は困難である。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇週休２日制は技術者にとって家族と一緒の時間が増えるなどの良い側面があるの
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で、積極的に実施したいと思っている企業もあるが、日給制の問題や現場がうま

く動くかという不安などにより、なかなか取り組みが進んでいない。公共工事で

は４週７休ぐらいまでなら実施できる、と感じている企業もある。（若手経営者） 

〇元請企業は月給制だが、下請企業は日給制が多く、下請企業が現場に出るから元

請企業も休めないということがある。労務費が向上すれば、下請企業が休む分の

給与を保証できるようになり、全体で休める流れになるのではないか。（若手経営

者、監理技術者、若手技術者） 

〇土曜日を休みにすると言うと、下請企業からは、土曜日を休みにするなら他の会

社の現場に行くし、当社の次の工事も請け負うかどうかわからない、と言われて

しまう。仕事の需要があればあるほど下請企業の方が強く、震災からその状況が

続いている。（若手経営者） 

〇現場ではたくさんの下請企業が入っているので、この土曜日は現場を全て止める、

というような一律の工程が組めない。このため、週休２日制は賛成だが、現場の

実態は難しい。（監理技術者） 

〇受注当初はある程度週休２日制が確保できると見込んでいても、数か月間着工で

きず、さらに予算の関係で年度末までに完了させなければならない場合、工期後

半がひっ迫する。もし、工期当初に現場閉所していた期間を休みとしてカウント

されない場合には、週休２日制の達成が難しくなる。（監理技術者） 

〇地元との協議が終わっていない中で発注されるなど、工期後半がひっ迫する工事

は多いので、工期に相当余裕がないと週休２日制は実施できない。（監理技術者） 

〇書類も電子納品になったが、書面の提出も求められることが多い等、結局、書類

作成は増えることはあっても、減ることがない。書類の簡素化と言いつつ、なか

なか簡素化になっていないのも原因である。そういう現状を取り除いていかない

限り、週休２日制を進めていくのは難しい。（若手経営者、監理技術者） 

〇週休２日制を実施している会社では、書類作成ができる技術者を現場に１人追加

で入れたり、フリーで各現場をサポートできる技術者を配置するなどの対応を実

施している。（若手経営者） 

〇舗装工事は、急に工事が入ってくることが多く、また他の工事が終わってから最

後に実施するために、工期末までに仕上げてほしいというタイトな工期が多い。

また街中の工事では日曜日に施工してほしいと言われることもある。そういう工

事が入ってくると休みは取りづらい状況になってしまう。（監理技術者） 

〇建築では、工期は店舗の営業開始等に合わせているので延長できず、もともと工

程も厳しいので、週休２日制の実施は土木よりも厳しい。（若手経営者） 

〇４週６休の勤務形態であることを承知で入社してきた若い職員でも、仕事の話を

すると休みが欲しいという話は出てくるので、そこは改善しないといけないと思

う。（監理技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇平成８年（1996 年）から時短カレンダーを作成して会員企業や関係する県の団体に配布しな

がら、第２土曜日をノー現場デーとする取り組みを実施してきた。東日本大震災前はそれが

だいぶ定着していたものの、震災後はなかなか休める環境ではなくなっている。 

○平成８年（1996 年）からの取り組みは、プレハブメーカーにもオブザーバーとして参加いた

だきながら建設業界挙げてという形で大々的に行っていたが、震災が起こって、全くそうい

う状況ではなくなった。 

○実際には、民間工事は工期という問題があるので難しい、という声は当時、聞こえていた。
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したがって、今もそうだが、公共工事から取り組み始めることで民間工事も意識が変わって

くれば、と考えている。 

○公共工事も震災があってから実質的な工期が短い。用地買収や合意形成、関係機関協議など

が終わっていないまま発注されて、工事に着手できないということが多く、工期後半に現場

の施工が集中してしまう。１年で終わる工期が２年になったり、工事着手できないまま２年

経ったり、ということも多い。 

〇休みがないと将来の担い手が入職してこないことや、令和６年度（2024 年度）からは建設業

にも罰則付き時間外労働上限規制が適用されることがあるなかで、全建が月１プラス運動を

展開したのと同様に、当協会でも昨年（2019 年）から月１プラス運動という形で、第２・第

４土曜日に加えて第３土曜日を休みとする４週７休目標カレンダーを作成し、会員企業に配

布して普及に取り組んでいる。 

〇また令和元年（2019 年）から、５～７月に国土交通省、宮城県と連携して第３土曜日を現場

一斉閉所として設定する取り組みを対外的にも公表しながら３か月実施した。今年（2020 年）

の結果はまだ集計中だが、昨年（2019 年）に関しては、７～８割の企業が３か月のうち、少

なくともどこかの月で第３土曜日の閉所を実施した。休みを確保するという意識が少しでも

高くなっていけば良いと思い、比較的休みにしやすい期間で取り組んだところである。 

〇週休２日制に向けた、休みを増やしていく取り組みは、ICT 活用と同じく、協会の中で要綱

を作って会員企業に周知徹底を図りながら進めている。要綱には、休みの日を増やしていく

スケジュールを記載しており、本来であれば今年（2020 年）から月２プラス運動として４週

８休にする予定であったが、現状では月１プラスも厳しい環境の中で、月２プラスを先送り

にしている状況である。 

○来年（2021 年）、月２＋の４週８休で取り組めるかどうかは、今年（2020 年）の結果と会員

企業の意見を聞いてから決めることになるが、令和６年度（2024 年度）までにはなるべく週

休２日制にできるように取り組んでいきたいと思っている。 

 

（１）－② 長時間労働（罰則付きの時間外労働上限規制への準備も含め） 

書類提出を求められることが多いほか、提出書類とは別に用意すべき書類がある。

正式協議に行きつくまでの途中段階の書類作成にも労力がかかっている。検査官に

よって指摘事項が異なり作成書類が多くなる、提出した書類に対する発注者の回答

が遅いため現場が進まないなど、書類作成に関する問題が長時間労働につながって

いる。 

ASP の活用は提出しに行く手間が省けてよい。 
 

＜代表的な意見＞ 

〇提出書類は減ったが、別に用意する必要のある書類があるので、結果的に作成書

類は減っていない。また、正式な協議に行きつくまでの途中段階での書類作成に

労力はかかっている。（監理技術者、若手技術者） 

〇検査官によって指摘事項が異なるため、結果的に作成する資料が多くなる。長時

間かけて作成した資料を検査官が一瞬で見終わることもある。（若手技術者） 

〇提出した書類に対する回答が遅いため、現場の作業が進まないことがある。（若手

技術者） 

〇ASP を利用して書類をネット上で出せるので、提出しに行く手間は省けている。

（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 
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○受注者としては、発注者とのやり取りを ASP によりリモートで実施したい等の要望が多い。

例えば、宮城県では今年度（2020 年度）から ASP を活用したものが一般化しているので、

それを市町村にも広げてほしいということ等である。 

〇遠隔臨場は一部企業では実施しており、会合があるたびに、遠隔臨場をぜひ広げてほしい、

という要望が出る。 

 

（１）－③ 担い手確保・建設業の魅力 

自分が建設に携わったものが人に使われることや、将来にわたって残り続けるこ

とに建設業の魅力を感じる。 

建設業に対する社会のイメージは、泥だらけで仕事をするというイメージのまま

で、良くない。マスコミも建設業のイメージを悪くする情報発信の仕方をする。実

際は異なるので、建設業の良さをアピールする必要があるが、継続的なＰＲができ

ていない。 

若い人たちは ICT に興味を持っており、ICT の活用が建設業のイメージアップや

若手の入職につながっている。 

週休２日制を実施できていない現場が多いので、休日が必ず確保されるとなれば

若者は建設業界に入ってくるのではないか。 

新３Ｋとは希望だと思っている。先がずっと続くという希望が建設業にあれば、

若い人を採用して育てていくことができる。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇自分が建設に携わったものが人に使われることや、将来にわたって残り続けるこ

とに建設業の魅力を感じている。（若手技術者） 

〇東日本大震災をきっかけに建設業に入職した人もいる。（若手技術者） 

〇建設業に対する社会のイメージは、昔の泥だらけで仕事というイメージのままで、

良くないと思う。実際はそのイメージとは異なるので、そのことをアピールする

必要があると思う。（若手技術者） 

〇マスコミが建設業に良いイメージを持っていない。例えば、防潮堤に意味がある

のかないのか、というニュースを、一生懸命造った建設業が悪いととられかねな

い内容で放送している気がする。（若手経営者） 

〇建設業は継続的に業界をＰＲするのが下手。東日本大震災の復興において建設業

の良さをアピールできるチャンスはいくらでもあったが、忙しくなるとそういう

ところに時間を割けなかったのは大きな反省である。（若手経営者） 

〇入職する前は建設業に良いイメージはなかったが、今は全然違う。（若手技術者） 

〇若い人たちは ICT に興味を持ってくれていると感じている。見学会やインターン

シップで ICT を体験した中学生や高校生からは、「建設業のイメージが変わった」

という感想が数多くあり、イメージアップにつながっている。ICT は若い人の入

職にかなり効果がある。（若手経営者、監理技術者） 

〇週休２日制を実施できていない現場が多いというのが実情であり、休日が必ず確

保されれば若者は建設業界に入ってくるのではないかと思う。（若手技術者） 

〇３Ｋという言葉を建設業界に入る前から知っていたが、実際現場に入ってみると、

かなり危険であることを実感した。少しの油断や怠慢がすぐに労働災害に繋がっ

てしまうことをすごく実感しながら仕事をしている。（若手技術者） 

〇新３Ｋとは希望だと思っている。先がずっと続くという希望があれば、若い人を
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採用して育てていくということができてくる。（若手経営者） 

 

（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

ICT の活用は生産性の向上につながることが多いが、発注者がそうしたメリット

を理解していない場合には、かえって受注者の作業量やコストが増える。地方公共

団体の職員にも、ICT 活用の意図やメリットを理解してもらわないと、ICT 活用は

進まない。 
国直轄工事では ICT の活用が進んでいるが、県工事では ICT 活用に見合う規模の

工事が少ないこともあって進んでおらず、受注者の ICT 活用に対する意識も低い。 

小規模の現場や点在的な現場では、国の単価では赤字になり ICT を活用できない。

小規模の現場に適応する歩掛りを作成してもらえると、ICT に取り組みやすくなる。 

３次元設計データの入力や修正には手間がかかるので、特に技術者が１人の現場

では ICT 活用は難しい。構造物がある現場も同様に難しく、ICT 活用は現場を選ん

で適材適所で進めるのがよい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇ICT を活用すると、生産性の面では作業も早く、品質も良い。（若手経営者、監

理技術者） 

〇ICT 活用のメリットについて発注者側の理解が不足していると、受注者の作業量

がかえって多くなり、コストも増大して生産性が低下する。（若手経営者、監理技

術者） 

〇直轄工事については、ICT 活用を進んで実施していかないと仕事が取れなくなる

し、取り残されるので、直轄工事を受注している会社には ICT 活用は徐々に浸透

している。県の工事は ICT を活用できる規模の発注がほとんどない上、ICT 活用

に関する理解が国に比べてかなり遅れていることもあり、受注者側には ICT 活用

はしなくてもよいという意識がある。（若手経営者） 

〇ICT 活用を推し進めるのであれば、国が使い方だけではなく、活用の意図やメリ

ットも含めて地方公共団体の職員にきちんと理解してもらうようにしないと、浸

透していかないのではないか。（若手経営者） 

〇工事の規模が小さかったり、現場が点在する場合は、ICT 活用は経費がかさむた

め適さない。点在する現場が多いほど赤字になり、特に ICT 建機等を外注する会

社は取り組めない。ICT 施工を行う現場が 1 箇所で、面積も大きければ、効率よ

く施工できると思う。（監理技術者） 

〇ICT を活用できる工事が点在的であったり、ICT を活用できない工事も多々ある

と思うので、継続的に ICT を活用できる工事、場所があればという前提であれば、

ICT 活用に係る初期コストの元は、長期的にみれば取れると思う。ただ、ICT を

活用できる現場がなかなかない。（監理技術者） 

〇ICT 活用を外注する会社は、小さい規模の工事では、国の単価では ICT を活用で

きない。小規模な工事に適応する歩掛りを作成して発注していただくと、もっと

取り組みやすくはなると思う。（監理技術者） 

〇技術者が 1 人の現場では、３次元データの入力や修正などの作業も加わるとその

技術者に負担がかかるし、その作業を専門に行う人を 1 名つけると会社として利

益が出しづらくなるので、ICT 活用は難しい。（若手技術者） 
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〇仙台市に舗装会社は 20 数社あるが、ICT 活用を進めている会社は１～２社程度

である。今の仙台市の舗装工事は小規模な維持工事がほとんどであり、その種の

工事に ICT をどのように活用していけるのか、ということを、課題として捉えて

いる。（若手経営者） 

〇国土交通省の簡易型 ICT 活用工事については、すべての段階で ICT 活用が必要

という現状と比べると、一部の段階で ICT の活用の有無を選択できるので、ICT
を導入しやすくする良い制度だと思う。（監理技術者） 

〇ICT 施工は停電等の非常時に現場が完全に止まってしまう。また GNSS 等が受信

できない場所もある。そういう危険性や受信環境下で ICT 活用が普及するのは厳

しい。（若手技術者） 

〇ICT を活用すると丁張りをかけなくて済むなどのメリットはあるが、構造物が入

ると丁張りがあったほうがよい。したがって、大きい現場等、適材適所で現場を

選んで３次元データを活用すると良い。（若手技術者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇現会長が就任した３～４年前に ICT の普及が始まり、その時に協会内に土木委員会の下部組

織として i-Construction 小委員会というものを立ち上げた。 

○これは実務者レベルの小委員会で、平成 28 年度（2016 年度）から令和２年度（2020 年度）

まで、具体的な数値目標をもって計画的に ICT 活用を普及させていくという内容の計画推進

要綱を作って、会員企業の底上げを図ろうという形でスタートし、研修などを多く展開して

きた。 

〇協会としては、コロナ禍ではあるが、現場で実際にものを見せることや、経費面の説明、実

際に現場で活用した人の話等により ICT 活用の普及活動を行い、裾野を広げていこうとして

いる状況である。 

〇計画推進要綱が令和２年度（2020 年度）までとなっているので、結果の検証を行い、来年度

（2021 年度）からどのような数値目標をもって会員に普及活動を展開していくか決めていく

という状況である。 

○国の工事については、復興事業も含めて大きな工事があったので、他県と比べて ICT 活用に

取り組みやすい工事現場が数多くあったこともあり、国土交通省工事を受注している企業は、

比較的多く ICT 活用に取り組んでいるだろう。県工事では、ICT 活用はこれまで発注者指定

型であったが、この 10 月から受注者希望型になったことから、徐々に広がっていくとは思っ

ている。 

○ICT 活用に 1 回でも取り組んだ企業は、協会に加盟している約 260 社のうち 50 社程度と思

うが、県工事が受注者希望型になり、国、県、仙台市を含めて、ICT を活用すると証明書を

発行して次の総合評価で加点する形になったため、今後は各企業とも取り組まざるを得ない

だろう。 

○ICT 活用に取り組んだ企業からは、費用的な面に関する意見をよく聞いており、採算が合わ

ない、なかなか経費を見てくれない、という声が多い。特に小規模工事になると採算面でな

かなか合わないのが現状である。 

○ICT 活用を、総合評価の加点があるから実施する、という企業もあるなど過渡期でもあるの

で、採算が合う、合わないということはどうしても発生するとは思うが、ICT 活用がもっと

普及してくると、採算的にも合ってくると期待するし、普及させるためには小規模工事にど

のように ICT 活用を組み込んでいくかということが課題であると思う。 

○ICT 活用に進んで取り組み、自前で ICT の建機や機器を保有して ICT 活用を実施している会

社は、すでに取り組みがかなり進んでいるので、ICT 活用を普通に実施する会社と、実施し
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ない会社に分かれてきた状況にある。 

○ICT 活用を自社で内製化して全て行っている企業は限られている。そういうところは

BIM/CIM も大手建設会社に社員を派遣して勉強させたりしている。大多数の企業は、ICT
関係を外注しながら実施という形が多く、経費もかかっている状況である。 

○仙台の企業のなかでは、ICT 施工を自社施工で実施している企業はほぼなく、下請企業と一

体で実施している状況である。地方に行けば行くほど自社で施工班を持っているので、ICT
活用を自社施工で実施している。 

○最近は、自社でリースしながら、あるいは、一部自前で購入しながら ICT を活用するという

形が、徐々に広がっている。 

○ICT 建機は全建機の 11％ほどしかなく、９割は従来の建機という状況なので、ICT 建機を保

有している下請企業をうまく使いながら、ICT 活用の工事とそうではない工事をミックスし

て実施しているのが現状である。 

○発注者が ICT 活用工事を発注しなければ建設会社は ICT 活用に取り組まず、実施せざるを得

ない環境になって、ようやく実施する。最近、ICT 活用工事が県や仙台市に広がってきたの

で、建設会社も ICT 活用が間違いなく広がっていくという認識は持ち始めており、活用が広

がっていくのではないかと思っている。ただ、経費を発注者がどのように対応するか、とい

うところが建設会社の心配事になっている。仙台市以外の市町村はまだ進んでいない。 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

国土交通省の工事を含め、県内の工事で BIM/CIM に積極的に取り組んでいる状

況にないこともあり、BIM/CIM の内容や国土交通省における BIM/CIM 全面適用の

スケジュールについて、ほとんど理解されていない。 
 

＜代表的な意見＞ 

〇令和５年度（2023 年度）から国土交通省では BIM/CIM を全面的に活用、という

話は講習会等で聞いてはいるが、具体的な中身の話を発注者から聞いたことがな

い。（監理技術者） 

〇今のところ、BIM/CIM に取り組んでいこうという状況には全然ない。（監理技術

者） 

〇国土交通省の工事においても、BIM/CIM の適用という動きはまだない。（若手技

術者） 

〇BIM/CIM については初めて知った。調べてみたが、施工ミスを防ぐことができ

たり、完成後のイメージもわきやすいので良いものだと思う。（若手技術者） 

  

（２）－③ 施工時期の平準化 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○施工時期の平準化において宮城県がトップレベルというのは、震災があった関係で復興事業

がずっと続いているからではないかと思う。復興事業が完了して通常の状態に戻った時に平

準化が図られているかは疑わしい。 

 

（３）女性技術者の活躍 

女性技術者のいない会社は多い。そもそも、建設の専門学科がある高校がない地域

では、地元に残った普通科の卒業生を他業種と取り合いになっていて、人材の確保そ

のものが困難。 

238



女性技術者が ICT に興味を持ったことで建設業に入職してきたこともあり、女性の

方が男性よりも ICT に興味を持つような気もする。 

女性用トイレや女性専用更衣室などの設置は進んでいる。産休・育休が取りやすい

環境を企業が整えていけば、女性は働きやすいと思う。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇女性技術者のいない会社は多い。そもそも、建設の専門学科がある高校がない地

域では、人材の確保そのものが困難。特に、地方は出ていく人が非常に多く、地

元に残った普通科の卒業生を他業種と取り合いになっている。（若手経営者） 

〇産休・育休が取りやすい環境を企業が整えていけば、女性は働きやすいと思う。

（若手技術者） 

〇女性技術者が初めて入った企業では、女性の役員を窓口として、１か月に１回程

度ヒアリングしてもらい、環境の改善に取り組んでいる。その女性技術者は建設

業に興味を持って入ってきているので、極力興味のある部分を常に提供できるよ

うに、また新しいことにチャレンジさせるように、会社としては配慮している。

（若手経営者） 

〇女性用トイレを男性用トイレから離れたところに設置してもらっている。女性専

用更衣室も設置してもらっており、何も問題がない。（若手技術者） 

〇今の女性はすごくアグレッシブで、男性よりも現場にあっている印象がある。（若

手経営者） 

〇若い方には、女性も含めて、可能な限り入社してもらいたい。地元の中学校の職

場体験を受け入れた際、参加した女性がすごく活発で、「高校卒業するときに求人

は出ていますか」と聞いてくるぐらい、非常に興味を持ってくれた。今後も積極

的に、できるだけお子様が小さい時期から建設業に興味を持っていただける取り

組みをしていきたい。（若手経営者） 

〇女性技術者が ICT に興味を持ったことで建設業に入職してきたこともあり、女性

の方が ICT に興味を持つような気もする。（若手経営者） 

〇女性が初めて入社してから、だんだんと女性が集まるようになってきた。ダンプ

の運転手に女性がいるが、後から入社した女性は、当社で女性がダンプ運転手で

勤務していることを聞いて、当社に入社してきたとのことだった。（若手経営者） 

〇女性技術者の意見交換会があって参加し、良い機会だと思った。いろいろな年代

の女性技術者が集まって意見交換ができ、いろいろな経験やこれからの生活面の

参考になることも聞けるので良いと思う。（若手技術者） 

 ＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

〇女性技術者は非常に少ない。建築の方が比較的入職し始めているが、土木の方は厳しい。土

木で女性を採用して現場へ行かせても、２～３年目になると「日焼けしたくないので、現場

に行きたくない」との声が出るのが実情である。土木で女性を採用している企業も若干ある

が、まだまだ広がりは少ない。女性技術者が入職した場合、だいたい建築ということが多い。 

○以前、当協会で平成６年（1994 年）に女性技術者の会というものを設立したが、活動への理

解が厳しくなり、人もいないということで、平成 20 年（2008 年）に一旦休止とした。女性

経営者の会も作っていたが、それも平成 20 年（2008 年）に併せて一旦休止とした。 

○平成 27 年度（2015 年度）に、技術者かどうかは関係なく、建設業に携わる女性全員を対象

とした「宮城建設女性の会 2015」というものを新たに立ち上げた。参加しているのは、事務

の方が圧倒的に多い。例えば、女性のパトロールを実施すると、土木の方が若干参加してく
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れたりするが、やはり土木には女性がなかなかいない。 

○宮城建設女性の会には、子供たちとのワークショップイベントなどを手伝ってもらっている。

建設業だけで実施するのではなく、他で開催されるところに参画するという形をとっている。

例えば、今年（2020 年）はコロナ禍で実施されていないが、昨年（2019 年）までは日本能

率協会が主催する「夏休みの宿題・自由研究大作戦」という仙台で開催のイベントに、初回

から参加し、鉄筋やコンクリートを使ったりしながら、ものづくりを体験することを女性の

会の方たちにサポートしてもらっている。それにより女性間の連携や、他社との交流も図れ、

建設業から離職していかないようにしている。 

○今年（2020 年）はコロナ禍によって休止中だが、震災から 10 年経つということで、「３．１

１伝承ロード推進機構」というものが立ち上がり、伝承施設を巡ったり復興の現状を見たり

する研修ツアーが企画されているので、それに参加していこう、ということで、女性の会で

現在、参加募集をかけている(コロナ禍の状況から中止となった)。その研修から再始動して、

来年度（2021 年度）は子供たちとの触れ合い等、女性の目線で実施していただける活動をし

ていきたい。 

 

（４）監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

監理技術者の専任義務の緩和等の制度改正の内容が、技術者にあまり知られてない。 

会社にとっては良い制度で、若手の育成にもつながるが、監理技術者にとっては負

担が大きく、良い制度だとは思えない。会社のバックアップがないと、現場の兼務は

現実的には厳しい。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇若手、技士補の育成という観点では、現場に直接携われるので、とても良いと思

う。ただし、現場を兼務することは同じ作業を２つ実施することになると思うが、

それが想像できない。この制度には反対である。（監理技術者） 

〇会社にとってはプラスの制度だが、私たち技術者の立場としては首をかしげてし

まうところがある。会社のバックアップがないと厳しい。（監理技術者） 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化は、今回初めて知

った。（監理技術者） 

 

（５）その他 

東日本大震災の復興工事が終わると、次にどのような工事があるのか不安を感じて

いる。おそらく維持工事が主体となって実施されていくのではないかと思うが、それ

だけで地域が活性化するとは考えられない。 

コロナウィルスの影響で、大量離職やリストラが懸念される中で、公共事業は雇用

改善に即効性があるということをどの程度理解して予算を執行してもらえるか、多少

の不安がある。 

 

＜代表的な意見＞ 

〇東日本大震災から令和２年（2020 年）で９年となる。復興工事はまだ終わってい

ないが、復興工事が終わると、どのような工事があるのか不安を感じている。お

そらく維持工事が主体となって実施されていくのではないかと思うが、それだけ

で地域が活性化するとは考えられない。（若手経営者） 

〇コロナウィルスの影響で、大量離職やリストラが懸念される中で、公共事業は雇
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用改善に即効性があるということをどの程度理解していただいて予算を執行して

もらえるか、多少の不安がある。（若手経営者） 

＜参考：県建設業協会の取り組み等＞ 

○協会会員には約 260 社が加盟している。一番多い時は平成８～９年（1996～1997 年）くら

いで約 520 社が加盟していた。東日本大震災が発生した時が約 250 社の加盟であり、何とか

復旧・復興事業に対応できたと思うが、もし大震災発生があと数年後であったなら、組織的

な対応はできなかったと思う。 
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６－３．具体の取材項目 

＜若手経営者＞ 

〇週休２日制実施の現状と課題 

・週休２日制の現状と、実施に向けてどのような課題があるか教えてください。 

・令和６年（2024 年）４月から適用される「罰則付きの時間外労働上限規制」への準

備・対応状況について、教えてください。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇女性活躍促進の現状と課題 

・女性技術者の雇用状況、活躍状況について教えてください。 

・女性技術者を雇用する上で必要となる労働環境の整備（技術者が活用しやすい産休、

育休制度の改善やその活用状況なども含む）について、教えてください。 

等 

＜監理技術者＞ 

〇週休２日制、長時間労働 

・ご本人や部下（若手技術者）の方の、週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・

希望を教えてください。また、発注者も取り組んでほしいことがあれば教えてくだ

さい。 

・特に技能労働者の方々が、週休２日制工事に関してどのようなお考えをお持ちか、

おわかりでしたら教えてください。 

・長時間労働の是正のために作成書類の簡素化が必要という声を聞きますが、具体的

にどのような書類の作成を不要、簡素化してもよいとお考えか教えてください。 

・また、工事情報共有システム（ASP）の活用状況、活用効果について、教えてくだ

さい。 

〇「i-Construction」（特に ICT の活用）の推進 

・ICT 活用（ドローンの活用などを含む）について、全面的な活用、全体最適の導入、

施工時期の平準化等の観点から、現状と課題を教えてください。（コロナウィルス

感染拡大を受けて変化したことを含めて） 

・あわせて国から打ち出されている BIM/CIM の活用について、実施の可否、課題等

があれば教えてください。 

〇監理技術者の専任義務の緩和、主任技術者の配置義務の合理化等 

・監理技術者専任義務の緩和や主任技術者の配置義務の合理化等が行われた場合、メ

リット、デメリットとしてどのようなものがあるか教えてください。 

等 

＜若手・女性技術者＞ 

〇建設業の魅力など 

・建設会社への就職を選んだ理由について教えてください。その時「３Ｋ」という言

葉をご存じでしたか？ 

・実際に建設会社に勤務してどのように感じていますか？ また「新３Ｋ」など、建

設業に従事する若手技術者の方が増えるために、どのようなことが必要と感じます
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か？ 

〇週休２日制、長時間労働 

・週休２日制、長時間労働に関する現状と課題・希望を教えてください。また、発注

者にも取り組んでほしいことがあれば教えてください。 

・週休２日制や長時間労働の是正に関して取り組んでいることがあれば教えてくださ

い（たとえば、工事情報共有システム（ASP）の活用やその活用効果など）。 

〇ICT の活用 

・ICT の活用について、関心がありますか？関心がある場合、どのように取り組みた

いとお考えか教えてください。 

・今後、BIM/CIM への取り組みが期待されていますが、若手技術者の方が BIM/CIM
を使いこなせるようになるためにはどのようなことが必要か教えてください。 

等 

※女性技術者には、「週休２日制、長時間労働」の代わりに以下の項目。 

〇女性活躍のための労働環境 

・現場の女性専用トイレ等、労働環境における現状と改善点について教えてください。 

・産休、育休などを女性技術者が十分取得できるための必要な取り組み、改善点など

を教えてください。 

・「女性の会」の活動など、女性ならではの取り組みとして発信したいことがあれば教

えてください。 
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(１
)週
休
２
日
制
実
施
の
現
状
と
課
題

(１
)ー
①
週
休
２
日
制
（
適
正
な
工
期
関
係
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
建
設
業
協
会
で
は
、
４
週
６
休
に
加
え
て
第
３
土
曜
日
も
休
み
に
、
と

い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
週
休
２
日
制
相
当
を
実
施
で
き
て
い

る
企
業
も
あ
れ
ば
、
４
週
６
休
も
難
し
い
企
業
も
あ
る
。

〇
現
場
で
は
た
く
さ
ん
の
下
請
企
業
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
土
曜
日

は
現
場
を
全
て
止
め
る
、
と
い
う
よ
う
な
一
律
の
工
程
が
組
め
な
い
。

こ
の
た
め
、
週
休
２
日
制
は
賛
成
だ
が
、
現
場
の
実
態
は
難
し
い
。

〇
元
請
企
業
は
月
給
制
だ
が
、
下
請
企
業
は
日
給
制
が
多
く
、
下
請
企
業

が
現
場
に
出
る
か
ら
元
請
企
業
も
休
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
労

務
費
が
向
上
す
れ
ば
、
下
請
企
業
が
休
む
分
の
給
与
の
保
証
を
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
全
体
で
休
め
る
流
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
下
請
企
業
、
協
力
企
業
か
ら
は
土
曜
日
は
現
場
を
動
か
し
て
稼
が
せ
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
、
な
か
な
か
土
曜
日
は
休
め
な
い
。
土
曜
日
を
休
む

こ
と
に
す
る
と
、
そ
の
分
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
の
給
料
が
少
な
く

な
る
の
で
、
そ
の
補
填
を
元
請
企
業
が
行
う
必
要
が
生
じ
て
悩
ま
し

い
。

〇
土
曜
日
に
な
か
な
か
休
め
な
い
の
は
、
書
類
の
簡
素
化
と
言
い
つ
つ
、

な
か
な
か
簡
素
化
に
な
っ
て
い
な
い
の
も
原
因
で
あ
る
。

〇
土
曜
日
を
休
み
に
す
る
と
言
う
と
、
下
請
企
業
か
ら
は
、
土
曜
日
を
休

み
に
す
る
な
ら
他
の
会
社
の
現
場
に
行
く
し
、
当
社
の
次
の
工
事
も
請

け
負
う
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
仕
事
の
需
要

が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
協
力
企
業
の
方
が
強
く
、
震
災
か
ら
そ
の
状
況
が

続
い
て
い
る
。

〇
週
休
２
日
制
の
場
合
は
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
か
ら
、
収
入
を
確
保

す
る
た
め
に
土
曜
日
も
働
き
た
い
と
い
う
話
も
出
て
く
る
。
我
々
と
し

て
は
、
週
休
２
日
制
を
進
め
て
い
き
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
日
給

制
の
技
能
労
働
者
の
給
与
の
問
題
に
企
業
と
し
て
ど
う
い
う
方
針
で
進

め
て
い
く
か
注
視
し
て
い
る
。

〇
週
休
２
日
制
を
実
施
し
て
い
る
企
業
で
は
、
書
類
作
成
が
で
き
る
技
術

者
を
現
場
に
１
人
追
加
で
入
れ
た
り
、
フ
リ
ー
で
各
現
場
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
技
術
者
を
配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

〇
受
注
当
初
は
あ
る
程
度
週
休
２
日
制
が
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
て

も
、
数
か
月
間
着
工
で
き
ず
さ
ら
に
予
算
の
関
係
で
年
度
末
ま
で
に
完

了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
工
期
後
半
が
ひ
っ
迫
す
る
。
も

し
、
工
期
当
初
に
現
場
閉
所
し
て
い
た
期
間
を
休
み
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
週
休
２
日
制
の
達
成
が
難
し
く
な
る
。

〇
週
休
２
日
制
は
技
術
者
に
と
っ
て
家
族
と
一
緒
の
時
間
が
増
え
る
な
ど

の
良
い
側
面
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
企

業
も
あ
る
が
、
日
給
制
の
問
題
や
現
場
が
う
ま
く
動
く
か
と
い
う
不
安

な
ど
に
よ
り
、
な
か
な
か
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。
公
共
工
事
で

は
４
週
７
休
ぐ
ら
い
ま
で
な
ら
実
施
で
き
る
、
と
感
じ
て
い
る
企
業
も

あ
る
。

〇
地
元
と
の
協
議
が
終
わ
っ
て
い
な
い
中
で
発
注
さ
れ
る
な
ど
、
工
期
後

半
が
ひ
っ
迫
す
る
工
事
は
多
い
の
で
、
工
期
に
相
当
余
裕
が
な
い
と
週

休
２
日
制
は
実
施
で
き
な
い
。

〇
建
築
で
は
、
工
期
は
店
舗
の
営
業
開
始
等
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
延
長

で
き
な
く
、
も
と
も
と
工
程
も
厳
し
い
の
で
、
週
休
２
日
制
の
実
施
は

土
木
よ
り
も
厳
し
い
。

〇
工
期
当
初
に
着
手
が
で
き
な
く
て
数
か
月
、
現
場
を
閉
所
し
て
い
た
場

合
、
技
能
労
働
者
は
別
の
現
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
閉
所
し
て

い
る
こ
と
へ
の
苦
情
は
な
い
。

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）
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若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
緊
急
で
災
害
に
対
応
し
な
く
て
は
い
け
な
い
場
合
に
、
土
日
の
対
応
を

依
頼
し
た
下
請
企
業
か
ら
、
御
社
は
週
休
２
日
制
で
は
な
い
の
か
、
と

言
わ
れ
た
。
週
休
２
日
制
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
元
請
企
業
、
下
請

企
業
、
技
能
労
働
者
の
す
べ
て
が
よ
く
理
解
し
な
い
と
浸
透
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。

〇
４
週
６
休
の
勤
務
形
態
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
入
社
し
て
き
た
若
い
職

員
で
も
、
仕
事
の
話
を
す
る
と
休
み
が
欲
し
い
と
い
う
話
は
出
て
く
る

の
で
、
そ
こ
は
改
善
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

〇
書
類
も
電
子
納
品
に
な
っ
た
が
、
書
面
の
提
出
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
等
、
結
局
、
書
類
作
成
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
る
こ
と

が
な
い
。
そ
う
い
う
現
状
を
取
り
除
い
て
い
か
な
い
限
り
、
週
休
２
日

制
を
進
め
て
い
く
の
は
難
し
い
。

〇
舗
装
工
事
は
、
急
に
工
事
が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
他
の
工

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
最
後
に
実
施
す
る
た
め
に
、
工
期
末
ま
で
に
仕
上

げ
て
ほ
し
い
と
い
う
タ
イ
ト
な
工
期
が
多
い
。
ま
た
街
中
の
工
事
で
は

日
曜
日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
工

事
が
入
っ
て
く
る
と
休
み
は
取
り
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。

〇
舗
装
工
事
は
、
公
共
工
事
も
民
間
工
事
も
受
注
す
る
の
で
、
第
２
土
曜

日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
、
土
日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
道
路
が

あ
れ
ば
、
休
め
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
公
共
工
事
は
着
工
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
し
、
民
間
工
事
は
工
程
が
厳
し
い
の
で
、
例

え
ば
指
定
さ
れ
た
日
や
そ
の
前
後
に
雨
が
降
っ
て
い
て
も
、
そ
の
日
に

施
工
す
る
し
か
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
４
週
６
休
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
第
３
土
曜
日
も
休
み
に
と
い
う
取
り

組
み
も
し
て
い
る
が
、
４
週
６
休
は
最
低
限
守
っ
て
ほ
し
い
、
と
協
力

企
業
に
話
を
し
て
も
、
日
給
制
で
あ
る
等
い
ろ
い
ろ
な
理
由
は
あ
り
、

土
曜
日
も
稼
が
せ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
６
日
も

休
め
て
い
な
い
現
場
も
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
に
は
賛
成
だ
が
、
現
場
の
実
態
は
な
か
な
か
難
し
い
。
会

社
の
勤
務
形
態
が
現
在
４
週
６
休
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
わ
ら
な
い
か
ぎ

り
週
休
２
日
制
が
難
し
い
と
い
う
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
当
社

は
少
な
い
人
数
で
対
応
し
て
い
る
が
、
下
請
企
業
が
結
構
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
下
請
企
業
が
土
曜
日
も
交
代
で
現
場
に
出
て

く
る
の
で
、
現
場
を
止
め
な
い
た
め
に
当
社
の
技
術
者
が
休
め
る
状
況

に
な
く
、
結
局
、
現
場
代
理
人
で
あ
る
私
に
負
担
が
か
か
る
。

・
元
請
企
業
は
月
給
制
だ
が
、
下
請
企
業
は
日
給
制
が
多
く
、
下
請
企
業

が
現
場
に
出
る
か
ら
元
請
企
業
も
休
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
労

務
費
が
向
上
す
れ
ば
、
下
請
企
業
が
休
む
分
の
給
与
の
保
証
を
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
全
体
で
休
め
る
流
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
令
和
６
年
（
20
24
年
）
の
週
休
２
日
制
に
向
け
て
、
会
社
と
し
て
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
場
サ
イ
ド
で
は
う
ま
く
現

場
が
動
く
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
週
休
２
日
制
は
進

ん
で
い
な
い
。

・
工
事
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
だ
り
、
樋
門
を
造
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
動

い
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
こ
の
土
曜
日
は
現
場
を
す
べ
て
止
め

る
、
と
い
う
よ
う
な
一
律
な
工
程
が
組
め
な
い
の
で
、
土
曜
日
は
、
現

場
は
ほ
ぼ
動
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、
長
時
間
労
働
に
つ
い

て
は
、
最
近
は
怒
ら
れ
る
の
で
、
や
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
A＞
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若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
書
類
も
電
子
納
品
に
な
っ
た
が
、
書
面
の
提
出
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
打
合
せ
結
果
も
文
書
で
提
出
と
な
っ
て
、
結
局
、
書
類
作
成
は

増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
い
う
現
状
を
取
り

除
い
て
い
か
な
い
限
り
、
週
休
２
日
制
を
進
め
て
い
く
の
は
難
し
い
。

・
土
曜
日
に
な
か
な
か
休
め
な
い
の
は
、
書
類
の
簡
素
化
と
言
い
つ
つ
、

な
か
な
か
簡
素
化
に
な
っ
て
い
な
い
の
も
原
因
で
あ
る
。
今
は
忙
し
い

時
期
な
の
で
も
う
少
し
経
つ
と
少
し
は
良
く
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

・
当
社
で
も
、
休
み
や
す
い
と
い
う
理
由
か
ら
日
給
制
に
な
っ
て
い
る
農

家
の
方
も
い
る
。
企
業
の
中
身
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
協
力
企

業
に
な
か
な
か
口
は
出
せ
な
い
が
、
月
給
制
に
な
れ
ば
休
ん
で
く
れ
る

と
思
う
。

・
地
元
と
の
協
議
が
終
わ
っ
て
い
な
い
中
で
工
事
が
発
注
さ
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
、
予
定
通
り
工
事
に
入
れ
な
い
こ
と
は
結
構
あ
る
。
こ
れ
ま

で
ス
ム
ー
ズ
に
現
場
が
進
ん
だ
こ
と
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。

・
休
み
を
取
れ
て
い
る
人
と
取
れ
て
い
な
人
の
差
が
出
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
直
営
の
現
場
は
休
み
を
取
れ
て
い
る
が
、
協
力
企
業
が
主
体
の

現
場
は
休
み
が
取
れ
て
い
な
い
。
そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
無
く
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
B＞

・
当
社
は
４
週
６
休
が
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
現
場
ご
と
に
、
４
週
６
休
か

４
週
８
休
を
選
べ
る
。
企
業
と
し
て
も
現
場
と
し
て
も
、
週
休
２
日
制

の
４
週
８
休
を
進
め
て
い
き
た
い
が
、
週
休
２
日
制
の
場
合
は
、
日
給

制
の
技
能
労
働
者
か
ら
、
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
土
曜
日
も
働
き
た

い
と
い
う
話
も
出
て
く
る
。
今
は
、
休
日
に
な
っ
た
土
曜
日
に
は
他
の

現
場
に
技
能
労
働
者
を
回
す
な
ど
の
調
整
が
少
し
出
て
き
て
い
る
。

我
々
と
し
て
は
、
週
休
２
日
制
を
進
め
て
い
き
た
い
と
は
思
っ
て
い
る

が
、
日
給
制
の
技
能
労
働
者
の
給
与
の
問
題
に
企
業
と
し
て
ど
う
い
う

方
針
で
進
め
て
い
く
か
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
昨
年
は
週
休
２
日
制
の
現
場
が
２
現
場
で
、
無
事
完
工
し
、
週
休
２
日

実
施
証
明
書
も
発
行
さ
れ
た
。
今
請
け
負
っ
て
い
る
工
事
も
５
現
場
が

週
休
２
日
制
を
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
内
の
中
で
も
週
休
２

日
制
を
実
施
で
き
て
い
る
方
で
あ
る
。

・
受
注
当
初
は
あ
る
程
度
週
休
２
日
制
が
実
施
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
て

も
、
工
事
が
数
か
月
間
着
手
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
予
算
の

関
係
も
あ
っ
て
年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、

ひ
っ
迫
し
た
状
態
で
工
期
後
半
に
入
っ
て
し
ま
う
が
、
工
事
着
手
で
き

ず
に
現
場
を
閉
所
し
て
い
た
時
の
取
り
扱
い
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

が
気
に
な
っ
て
い
る
。
現
場
を
閉
所
し
て
い
る
期
間
で
も
、
技
術
者
が

打
合
せ
や
協
議
に
出
て
い
る
の
で
、
休
み
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
と

さ
れ
る
と
、
週
休
２
日
制
を
達
成
す
る
の
は
難
し
い
。
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・
週
休
２
日
制
と
い
っ
て
も
、
繁
忙
期
と
閑
散
期
で
休
み
を
調
整
し
て

ト
ー
タ
ル
で
必
要
と
な
る
休
み
を
取
得
す
る
と
い
う
現
場
も
あ
れ
ば
、

完
全
に
毎
週
土
曜
日
を
休
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
最
近
、
工
事
着
手
が
な
か
な
か
で
き
ず
、
工
期
の
後
半
で
一
気
に
現
場

を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
感

覚
が
あ
る
。
以
前
よ
り
も
工
期
に
余
裕
が
あ
る
と
い
う
話
は
他
の
現
場

で
聞
く
の
で
、
私
が
担
当
し
た
現
場
が
た
ま
た
ま
そ
う
だ
っ
た
だ
け
か

も
し
れ
な
い
。

・
当
社
で
は
、
監
理
技
術
者
や
現
場
代
理
人
が
、
だ
い
た
い
毎
日
、
午
前

２
回
、
午
後
２
回
、
現
場
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
発
注
者
へ
の
対
応

や
、
書
類
の
作
成
等
が
遅
れ
る
と
ど
う
し
て
も
時
間
外
労
働
に
な
っ
て

し
ま
い
、
現
場
技
術
者
に
大
き
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

書
類
作
成
が
で
き
る
人
を
現
場
に
１
人
追
加
で
入
れ
て
い
る
。
そ
う
し

な
い
と
週
休
２
日
制
の
実
施
は
難
し
い
。
現
場
は
常
に
３
～
４
名
の
技

術
者
で
進
め
て
、
何
と
か
週
休
２
日
制
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

・
若
い
職
員
は
４
週
６
休
が
ベ
ー
ス
と
い
う
こ
と
を
承
知
で
入
社
し
て
き

て
い
る
の
で
、
週
休
２
日
制
で
休
み
た
い
、
と
い
う
声
は
で
て
い
な
い

が
、
仕
事
の
話
を
す
る
と
、
や
は
り
休
み
が
欲
し
い
と
い
う
話
は
出
て

い
る
の
で
、
そ
こ
は
改
善
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

・
今
年
は
、
受
注
時
か
ら
３
～
４
箇
月
の
間
、
設
計
が
決
ま
ら
な
い
工
事

が
多
か
っ
た
の
で
今
の
時
期
に
な
っ
て
一
気
に
忙
し
く
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
先
、
週
休
２
日
制
を
維
持
し
て
い
け
る
か
わ
か
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
補
正
予
算
が
決
ま
る
と
２
～
３
割
増
程
度
変
更
の
追
加
工
事
が

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
な
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
は
し
て
い
る
が
、
今
年
度
（
20
20
年
度
）
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
昨
年
（
20
19
年
）
の
災
害
関
係
の
工
事
で
追
加
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
週
休
２
日
制
を
今
後
継
続
し
て
い
け
る
か
心

配
で
あ
る
。

・
昨
年
（
20
19
年
）
週
休
２
日
制
を
実
施
し
た
、
ダ
ン
プ
を
使
う
現
場
に

お
い
て
は
、
土
曜
日
を
休
み
に
す
る
分
を
、
元
請
で
あ
る
当
社
が
日
給

制
で
あ
る
下
請
企
業
へ
の
代
金
に
含
め
た
。
今
年
は
そ
う
い
っ
た
形
で

は
な
く
、
そ
の
下
請
企
業
と
は
、
１
年
間
に
ダ
ン
プ
を
何
台
使
う
、
と

い
う
年
契
約
に
し
て
、
単
価
を
上
げ
て
、
な
ん
と
か
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
仕
事
の
需
要
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
下
請
企
業

の
方
が
強
い
、
と
い
う
状
況
は
、
震
災
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
C＞

・
専
門
業
種
の
下
請
企
業
と
の
調
整
で
現
場
が
動
く
と
い
う
事
情
が
あ
る

の
で
、
週
休
２
日
制
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
日
に
休
め
、
と
い
う
の
は
難

し
い
。
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＜
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城
県
若
手
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・
昨
年
受
注
し
た
工
期
が
約
１
年
間
の
国
直
轄
工
事
で
は
、
実
施
で
き
れ

ば
そ
の
後
の
１
年
間
は
入
札
で
加
点
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
希
望

型
で
週
休
２
日
制
を
申
請
し
た
。
最
初
の
２
～
３
か
月
は
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
待
ち
も
あ
っ
て
ほ
ぼ
休
工
状
態
だ
っ
た
の
で
、
年
度
末
の

２
月
、
３
月
は
休
め
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
休
工
状
態
の
時
の
貯
金

で
、
ト
ー
タ
ル
で
必
要
な
休
日
数
を
達
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
週
休
２

日
制
は
よ
ほ
ど
工
期
に
余
裕
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。

・
昨
年
の
台
風
災
害
時
の
よ
う
に
、
緊
急
で
災
害
対
応
を
実
施
し
な
く
て

は
い
け
な
い
場
合
に
は
、
下
請
企
業
に
ど
う
し
て
も
土
日
に
対
応
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
く
な
る
が
、
下
請
企
業
か
ら
は
、
御
社
は
週

休
２
日
制
で
は
な
い
の
か
、
と
言
わ
れ
た
り
し
た
。
週
休
２
日
制
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
元
請
企
業
、
下
請
企
業
、
技
能
労
働
者
の
す
べ
て

が
よ
く
理
解
し
な
い
と
浸
透
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
最
初
の
休
工
状
態
の
と
き
は
、
技
能
労
働
者
は
別
の
現
場
で
働
い
て
い

た
の
で
、
休
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
苦
情
は
な
か
っ
た
。

・
建
築
で
は
、
工
期
は
店
舗
の
営
業
開
始
等
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
延
長

で
き
ず
、
も
と
も
と
工
程
も
厳
し
い
の
で
、
週
休
２
日
制
の
実
施
は
土

木
よ
り
も
厳
し
い
。

・
工
場
関
係
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
一
番
困
る
。
基
本
的
に
工
場
が
稼
働
し

て
い
な
い
正
月
、
お
盆
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
長
期
間
の
休
日
に

実
施
す
る
工
期
で
受
注
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
休
み
の
調
整
が
難
し

い
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
公
共
工
事
に
関
し
て
は
４
週
７
休
く
ら
い
ま
で
な
ら
実
施
で
き
る
が
、

４
週
８
休
は
少
し
き
つ
い
と
考
え
る
。

・
舗
装
工
事
は
、
工
事
の
中
で
は
短
期
間
で
施
工
で
き
、
週
休
２
日
制
で

も
３
日
制
で
も
で
き
る
が
、
会
社
全
体
と
し
て
は
、
公
共
工
事
も
民
間

工
事
も
受
注
し
て
い
る
の
で
、
第
２
土
曜
日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
、
土

日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
道
路
が
あ
れ
ば
、
休
め
な
い
状
態
が

続
く
と
き
が
あ
る
。

・
新
し
い
こ
と
に
先
駆
け
て
取
り
組
む
に
は
絶
対
コ
ス
ト
は
か
か
る
。
例

え
ば
、
週
休
２
日
制
を
実
施
す
る
た
め
に
、
下
請
企
業
が
土
曜
日
休
む

分
を
上
乗
せ
し
て
払
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
等
、
良
い
取
り
組
み
を
実

施
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。
も
っ
と
建
設
業
全
体
で
取
り

組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
域
の
人
た
ち
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
施
工
期
限
を
指
定
さ
れ
た

り
、
当
社
が
確
保
し
た
い
工
事
日
数
よ
り
も
短
い
工
事
日
数
で
施
工
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、
実
態
は
週
休
１
日
制
で
あ
る
。

・
民
間
工
事
は
工
程
が
厳
し
い
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
や
そ
の
前
後
に
雨

が
降
っ
て
い
て
も
そ
の
日
に
施
工
す
る
し
か
な
い
。
民
間
工
事
で
は
、

多
少
雨
が
降
っ
て
い
て
も
、
頑
張
っ
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。

248



６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
宮
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県
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手
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D
＞

・
公
共
工
事
は
、
着
工
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
例
え
ば
簡
単
な
補

修
工
事
で
は
、
住
宅
地
図
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
に
標
準
断
面
図
を
貼

り
付
け
た
だ
け
の
も
の
を
渡
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

・
令
和
６
年
度
（
20
24
年
度
）
の
完
全
週
休
２
日
制
実
施
に
向
け
て
、
今

年
度
は
４
週
６
休
を
基
本
に
毎
月
プ
ラ
ス
１
日
休
み
、
と
い
う
形
で
、

経
費
面
と
工
期
面
で
ど
こ
ま
で
実
施
で
き
る
か
、
実
験
的
に
進
め
て
い

る
。

・
会
社
と
し
て
は
、
休
み
は
取
れ
る
と
き
に
大
き
く
取
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
４
月
過
ぎ
ぐ
ら
い
の
道
路

工
事
が
落
ち
着
い
た
時
な
ど
に
休
ん
で
貯
金
を
し
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
で
も
少
し
ず
つ
は
休
も
う
と
会
社
は
し
て
い
る
が
、

舗
装
工
事
は
急
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
他
の
工
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
最
後
に
実
施
す
る
の
が
舗
装
工
事
な
の
で
、
工
期
末
ま
で

に
仕
上
げ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
タ
イ
ト
な
工
期
が
多
い
。
ま
た
街
中
の

工
事
で
は
日
曜
日
に
施
工
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
う
い
う
工
事
が
入
っ
て
く
る
と
休
み
は
取
り
づ
ら
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
う
。

・
今
年
度
上
半
期
に
関
し
て
は
工
期
的
に
は
問
題
な
く
進
め
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
年
内
、
そ
し
て
年
度
末
の
締
め
に
か
か
っ
て
い
く
と
き
に
ど

こ
ま
で
実
施
で
き
る
か
は
不
安
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
当
社
で
は
、
フ
リ
ー
で
各
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
技
術
者
を
配
置

し
、
常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
月
給
制
の
人
た

ち
の
週
休
２
日
制
に
は
問
題
な
く
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

・
当
社
で
は
、
舗
装
工
事
を
実
施
す
る
直
営
の
技
能
労
働
者
が
在
籍
し
て

い
る
が
、
月
給
制
の
人
と
日
給
制
の
人
が
い
る
の
で
、
週
休
２
日
制
を

実
施
し
た
場
合
、
日
給
制
の
人
の
減
収
と
な
る
分
を
、
ど
の
よ
う
に
補

填
す
る
か
が
非
常
に
悩
ま
し
い
。
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・
公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
労
務
単
価
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り

週
休
２
日
制
に
何
と
か
対
応
す
る
こ
と
は
可
能
と
は
思
う
が
、
民
間
工

事
で
は
元
請
の
建
築
企
業
か
ら
下
請
す
る
舗
装
工
事
に
な
る
の
で
、
週

休
２
日
制
を
前
提
に
見
積
も
り
を
出
す
と
、
直
営
の
技
能
労
働
者
で
実

施
す
る
の
に
金
額
が
高
す
ぎ
な
い
か
、
と
元
請
企
業
か
ら
言
わ
れ
る

し
、
下
請
企
業
に
出
し
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
も
、
土
曜
日
が
休
み
な

ら
他
の
会
社
の
現
場
に
行
く
し
、
そ
う
な
っ
た
ら
次
に
当
社
か
ら
仕
事

が
あ
っ
て
も
請
け
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
る
の
で
、
土

曜
日
に
現
場
を
動
か
す
か
、
土
曜
日
が
休
み
の
分
も
補
填
す
る
の
で
続

け
て
ほ
し
い
、
と
す
る
し
か
な
い
。
週
休
２
日
制
に
つ
い
て
は
、
工
期

と
い
う
よ
り
も
技
能
労
働
者
の
関
係
で
悩
ま
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

特
に
、
近
年
は
民
間
工
事
の
割
合
を
４
割
近
く
ま
で
上
げ
て
き
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
悩
ま
し
い
。

・
直
営
の
技
能
労
働
者
を
全
部
月
給
制
に
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
舗
装
工
事

は
雨
天
の
場
合
は
全
く
で
き
な
い
の
で
、
例
え
ば
２
週
間
程
度
工
事
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時
に
賃
金
だ
け
払
う
の
か
、
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
技
能
労
働
者
全
員
を
月
給
制
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

・
週
休
２
日
制
は
、
技
術
者
に
と
っ
て
、
家
族
と
一
緒
の
時
間
が
増
え
る

な
ど
、
良
い
側
面
は
出
て
き
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
実
施
し
た
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
悩
ま
し
い
課
題
が
あ
る
。

(１
)ー
②
長
時
間
労
働
（
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
へ
の
準
備
も
含
め
）

<
意
見
の
概
要
＞

〇
長
時
間
労
働
に
関
し
て
は
、
提
出
書
類
は
確
か
に
減
っ
て
い
る
が
、
そ

の
途
中
段
階
の
、
正
式
な
協
議
に
行
き
つ
く
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
は

変
わ
ら
ず
、
そ
う
い
う
途
中
段
階
で
の
書
類
作
成
に
労
力
は
か
か
っ
て

い
る
。

〇
作
成
書
類
が
多
い
。
現
場
の
終
わ
っ
た
夕
方
か
ら
書
類
作
成
が
始
ま
る

た
め
、
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

〇
提
出
書
類
は
減
っ
た
が
、
別
に
用
意
す
る
必
要
の
あ
る
書
類
が
あ
る
の

で
、
結
果
的
に
作
成
書
類
は
減
っ
て
い
な
い
。

〇
検
査
官
に
よ
っ
て
指
摘
事
項
が
異
な
る
た
め
、
結
果
的
に
作
成
す
る
資

料
が
多
く
な
る
。
長
時
間
か
け
て
作
成
し
た
資
料
を
検
査
官
が
一
瞬
で

見
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
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６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
提
出
し
た
書
類
に
対
す
る
回
答
が
遅
い
た
め
、
現
場
の
作
業
が
進
ま
な

い
こ
と
が
あ
る
。

〇
土
日
の
休
み
は
な
い
し
、
現
場
が
終
わ
っ
て
か
ら
書
類
作
成
を
す
る
た

め
、
長
時
間
労
働
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
他
の
建
設
企
業
に
入
っ
て
い

る
友
人
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
話
を
よ
く
聞
く
の
で
、
ど
こ
で
も
同
じ
と

感
じ
て
い
る
。

〇
AS
Pを
利
用
し
て
書
類
を
ネ
ッ
ト
上
で
出
せ
る
の
で
、
提
出
し
に
行
く

手
間
は
省
け
て
い
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
C＞

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
A＞

・
AS
Pに
県
は
取
り
組
ん
で
は
い
る
が
、
回
覧
が
２
か
月
、
３
か
月
と
止

ま
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
で
止
ま
っ
て
い
る
か
が
一
目
で
わ
か
る
の
で
、

そ
う
い
う
場
合
に
は
受
注
者
の
方
か
ら
、
AS
Pは
使
わ
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
協
議
書
を
出
し
て
ほ
し
い
と
発
注
者
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
最
初
に
「
AS
Pは
使
用
し
な
く
て
も
良
い
で
す
よ
」
と
当
社
か
ら

は
話
し
て
い
る
の
に
、
県
の
土
木
事
務
所
が
実
施
し
て
み
た
い
か
ら
と

い
う
こ
と
で
AS
Pを
使
い
始
め
る
の
だ
が
、
実
施
し
た
い
と
い
う
意
気

込
み
が
途
中
で
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
、
２
回
ほ
ど
、
受
注
者
か

ら
上
記
の
よ
う
な
協
議
書
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

・
長
時
間
労
働
に
関
し
て
は
、
提
出
書
類
は
確
か
に
減
っ
て
い
る
が
、
そ

の
途
中
段
階
の
、
正
式
な
協
議
に
行
き
つ
く
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
は

変
わ
ら
ず
、
そ
う
い
う
途
中
段
階
で
の
書
類
作
成
に
労
力
は
か
か
っ
て

い
る
。
IC
Tの
活
用
な
ど
も
あ
り
、
勤
務
時
間
外
に
書
類
作
成
と
い
う
の

は
少
な
い
が
、
正
式
協
議
前
の
事
前
打
合
せ
に
結
構
時
間
が
と
ら
れ
て

い
る
の
で
、
以
前
の
よ
う
に
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス
を
意
識
し
て
受
発

注
者
間
の
連
絡
が
も
う
少
し
密
に
な
れ
ば
時
間
は
短
縮
で
き
る
と
思

う
。
ま
た
、
正
式
協
議
に
進
む
直
前
で
話
が
振
り
出
し
に
戻
る
よ
う
な

こ
と
も
、
最
近
出
て
き
て
い
る
。

・
就
職
し
た
当
初
か
ら
、
提
出
書
類
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
認
識
し
て
い

た
の
で
、
多
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
少
な
い
等
と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
B＞

・
現
場
代
理
人
の
下
で
補
助
で
働
い
て
い
る
が
、
現
場
代
理
人
の
人
が
遅

く
ま
で
書
類
を
作
っ
て
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
い
る
の
は
良
く
な
い
と

思
う
。
作
成
書
類
が
多
い
の
が
原
因
だ
と
思
う

・
夕
方
現
場
が
終
わ
っ
て
か
ら
書
類
作
成
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
民
間
の
工
事
で
、
監
督
員
に
書
類
を
提
出
し
て
協
議
し
て
も
、
す
ぐ
に

回
答
が
返
っ
て
く
れ
ば
よ
い
が
、
見
な
い
で
何
週
間
も
そ
の
ま
ま
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
現
場
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
C＞

・
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
て
修
正
を
繰
り
返
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て
作

成
し
た
資
料
が
、
検
査
官
に
ぺ
ら
ぺ
ら
と
め
く
ら
れ
る
だ
け
で
終
わ
る

と
、
き
ち
ん
と
見
て
く
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
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６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
提
出
書
類
は
だ
い
ぶ
減
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
裏
で
用
意
し
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
資
料
は
従
来
通
り
で
あ
る
。
施
工
側
と
し
て

は
、
要
求
さ
れ
た
と
き
に
出
せ
な
い
と
困
る
の
で
、
全
部
作
っ
て
万
全

の
状
態
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
簡
素
化
の
流
れ
は
進
ん
で
い
る
が
、
発
注
者
や
、
役
所
の
担
当
者
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
書
類
が
少
し
ず
つ
変
わ
る
ほ
か
、
簡
素
化
し
た
書

類
を
や
は
り
つ
け
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
す
る
と

従
来
通
り
作
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
検
査
官
に
よ
っ
て
指
摘
事

項
が
様
々
で
、
以
前
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
次
に
は
指
摘
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
従
来
通
り
作
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。

・
ほ
か
の
建
設
企
業
に
入
っ
て
い
る
友
人
の
話
で
も
同
じ
よ
う
な
話
を
よ

く
聞
く
の
で
、
ど
こ
で
も
同
じ
環
境
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
実

感
と
し
て
あ
る
。
土
日
が
休
み
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
し
、
現
場
が
終

わ
っ
て
か
ら
書
類
作
成
を
す
る
た
め
長
時
間
労
働
に
な
り
が
ち
な
の
は

ど
こ
の
建
設
企
業
で
も
同
じ
と
感
じ
る
。

・
AS
Pを
利
用
し
て
書
類
を
ネ
ッ
ト
上
で
出
せ
る
の
で
、
そ
う
い
う
面
で

の
手
間
は
省
け
て
い
る
。

・
施
工
計
画
書
や
協
議
書
等
の
重
要
な
も
の
は
直
接
持
参
し
て
対
面
で
説

明
す
る
が
、
軽
微
な
も
の
は
AS
Pを
利
用
す
る
の
で
、
提
出
し
に
行
く

手
間
は
省
け
て
い
る
。
遠
い
現
場
な
ど
で
あ
れ
ば
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

(１
)ー
③
担
い
手
確
保
・
建
設
業
の
魅
力

<
意
見
の
概
要
＞

〇
新
３
Ｋ
と
は
希
望
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先
が
ず
っ
と
続
く
と
い
う
希
望

が
あ
れ
ば
、
若
い
人
を
採
用
し
て
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
て

く
る
。

〇
若
い
人
た
ち
は
IC
Tに
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
見

学
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
IC
Tを
体
験
し
た
中
学
生
や
高
校
生
か
ら

は
、
「
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
数
多
く
あ

り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

〇
入
職
す
る
前
は
建
設
業
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
っ
た
が
、
今
は
全
然

違
う
。
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６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
IC
Tは
若
い
人
の
入
職
に
か
な
り
効
果
が
あ
る
。
高
校
生
を
対
象
と
し
た

体
験
会
で
、
VR
と
ド
ロ
ー
ン
を
体
験
で
き
る
建
設
業
の
ブ
ー
ス
が
ず
っ

と
満
席
に
な
り
、
午
後
の
２
時
間
ほ
ど
は
女
子
高
校
生
し
か
い
な
い
時

間
帯
も
あ
っ
た
。
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
校
生
で
は
全
然
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
IC
T活
用
推
進
の
成
果
だ
と
す
ご
く
感
じ
る
。

〇
新
規
採
用
に
つ
い
て
、
こ
こ
何
年
間
は
女
性
も
含
め
て
入
社
希
望
が
多

く
あ
り
、
若
い
人
に
新
し
い
目
線
で
建
設
業
を
見
せ
る
と
い
う
点
で
も

IC
T活
用
は
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

〇
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
建
設
業
に
入
職
し
た
人
も
い
る
。

〇
マ
ス
コ
ミ
が
建
設
業
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

防
潮
堤
に
意
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
一
生

懸
命
造
っ
た
建
設
業
が
悪
い
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
内
容
で
放
送
し
て
い

る
気
が
す
る
。

〇
建
設
業
に
対
す
る
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
昔
の
泥
だ
ら
け
で
仕
事
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
で
、
良
く
な
い
と
思
う
。
実
際
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

〇
建
設
業
は
継
続
的
に
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が
下
手
。
東
日
本
大
震
災
の

復
興
に
お
い
て
建
設
業
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
い
く

ら
で
も
あ
っ
た
が
、
忙
し
く
な
る
と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
時
間
を
割
け

な
か
っ
た
の
は
大
き
な
反
省
で
あ
る
。

〇
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
を
建
設
業
界
に
入
る
前
か
ら
知
っ
て
い
た
が
、
実
際

現
場
に
入
っ
て
み
る
と
、
か
な
り
危
険
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
少

し
の
油
断
や
怠
慢
が
す
ぐ
に
労
働
災
害
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
す

ご
く
実
感
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。

〇
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
て
い
な
い
現
場
が
多
い
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
り
、
休
日
が
必
ず
確
保
さ
れ
れ
ば
若
者
は
建
設
業
界
に
入
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〇
自
分
が
建
設
に
携
わ
っ
た
も
の
が
人
に
使
わ
れ
る
こ
と
や
、
将
来
に
わ

た
っ
て
残
り
続
け
る
こ
と
に
建
設
業
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
IC
Tは
、
ゲ
ー
ム
感
覚
的
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
る

機
会
も
多
い
若
い
人
た
ち
に
は
、
建
設
業
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
効
果
も
あ
る
。

・
現
場
で
の
IC
T活
用
と
は
別
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協
力
も
得
な
が
ら

IC
T活
用
の
見
学
会
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
若
い
人
た
ち
が
IC
Tに
興

味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
先
日
、
県
内
の
高
校
生
を

会
社
に
呼
ん
で
、
IC
T活
用
の
見
学
会
を
行
っ
た
が
、
普
段
見
な
い
建
機

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
、
さ
ら
に
実
際
に
操
作
を
体
験
し
て
「
こ
ん
な

に
違
う
ん
だ
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
り
、
最
後
の
感
想
で
も
「
見

る
目
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

・
工
業
高
校
時
代
に
現
場
見
学
に
行
っ
た
際
、
現
場
の
仮
設
ト
イ
レ
が
古

く
て
汚
い
様
子
を
見
て
、
使
い
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
今
の
会
社
の
現

場
で
は
な
か
っ
た
が
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
建
設
業
界
に
入
る

前
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

・
新
規
採
用
に
つ
い
て
、
こ
こ
何
年
間
は
、
女
性
も
含
め
て
入
社
希
望
が

多
く
あ
り
、
結
構
採
用
で
き
て
い
る
の
で
、
若
い
人
に
新
し
い
目
線
で

建
設
業
を
見
せ
る
と
い
う
点
で
も
IC
T活
用
は
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
実

際
、
こ
の
２
～
３
年
に
入
社
し
た
若
手
は
、
学
校
の
実
習
等
で
当
社
に

来
て
IC
T関
係
を
見
学
し
て
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
人
も
い
て
、
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
今
の
会
社
で
は
、
女
性
用
の
き
れ
い
な
ト
イ
レ
が
あ
り
、
不
便
は
な

い
。
入
る
前
と
後
で
は
印
象
が
全
然
違
う
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
A＞
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＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
B＞

・
建
設
関
係
の
専
門
学
科
を
卒
業
し
て
い
な
い
と
施
工
管
理
技
士
の
資
格

を
取
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
普
通
科
卒
業
の

生
徒
を
採
用
し
て
育
て
て
も
、
１
級
の
施
工
管
理
技
士
の
受
験
資
格
を

取
得
す
る
ま
で
10
年
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
地
域
に
専
門
学
科
の
高

校
が
な
い
こ
と
は
大
き
な
ハ
ン
デ
に
な
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
中
学
生
の
男
子
２
人
、
女
子
２
人
を
受
け
入
れ

て
、
現
場
を
回
っ
た
り
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
を
行
っ
た
が
、
「
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、
建
設
業
に
か
な
り
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

・
建
設
業
の
人
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
昔

の
イ
メ
ー
ジ
を
一
般
に
は
も
た
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
建
設
業
に
入
職

し
て
み
る
と
そ
う
で
も
な
い
。
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
然
違
う
と
い

う
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
一
般
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
。

・
当
社
が
所
在
す
る
地
域
に
は
工
業
系
の
高
校
が
あ
る
た
め
、
そ
の
高
校

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
生
徒
が
入
社
し
て
く
る
状
況
が
あ
る
。

・
も
と
も
と
半
年
前
ま
で
は
製
造
業
に
勤
め
て
い
た
。
親
が
重
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
重
機
や
モ
ノ
作
り
が
好

き
で
、
工
場
で
も
モ
ノ
を
作
っ
て
い
た
。
建
設
業
は
初
め
て
な
の
だ

が
、
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
中
に
道
路
脇
で
大
き
い
機
械
や
重
機
を
使
っ
て

新
し
い
道
路
を
作
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
の
業
界
に
入
ろ
う
と
思
っ

た
。
例
え
ば
、
山
を
半
分
に
切
っ
て
新
し
い
道
路
を
つ
く
る
こ
と
は
、

ほ
ん
と
う
に
す
ご
い
な
と
思
っ
て
感
動
す
る
。

・
国
直
轄
の
現
場
で
IC
T活
用
と
し
て
実
施
し
た
、
車
両
の
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
か
ら
何
か
ら
全
部
入
れ
た
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
の
現
場
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
く
る
高
校
生
等
が
す
ご
く
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
。

・
工
場
の
仕
事
よ
り
も
楽
し
い
。
夏
は
暑
い
し
冬
は
寒
い
が
、
そ
れ
で
も

も
の
づ
く
り
が
好
き
な
の
で
今
は
楽
し
く
や
っ
て
い
る
。

・
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
親
子
で
一
緒
に
ド
ロ
ー
ン
体
験
を
し
て
も
ら
う

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
し
、
建
設
業
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
、
昔
の
土
建
屋
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
る
。
入
職
し
て
も
ら
う
に
は
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
最
初
は
そ
こ
か
ら
。

・
マ
ス
コ
ミ
が
建
設
業
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

防
潮
堤
に
意
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
一
生

懸
命
造
っ
た
建
設
業
が
悪
い
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
内
容
で
放
送
し
て
い

る
気
が
す
る
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
C＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
B＞

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
C＞
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・
例
え
ば
、
昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
堤
防
決
壊
箇
所
に
お
い
て
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
、
盛
土
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
燃
料
補
給
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
全
部
実
施
す
る
た
め
に
、
県
発
注
の
震
災
復
旧
工

事
を
一
時
期
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
１
か
月
後
ぐ

ら
い
に
気
づ
い
た
マ
ス
コ
ミ
が
、
震
災
復
興
と
台
風
19
号
の
対
応
と

ど
っ
ち
が
大
事
な
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
担
当
の
技
術
者
に

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
に
載
せ
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
毎
日

夜
な
夜
な
対
応
し
、
一
生
懸
命
人
命
も
救
助
し
た
の
に
、
な
ぜ
こ
う
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
と
思
う
し
、
マ
ス
コ
ミ
も
こ
ち
ら
は
重
要
で
こ
ち

ら
は
重
要
で
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
変
な
報
道
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。

・
出
身
の
気
仙
沼
が
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
が
こ
の

業
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
。

 
復
興
に
携
わ
っ
た
建
設
業
な
ど
の
人
た
ち
の
助
け
が
あ
っ
て
今
が
あ

る
と
考
え
た
ら
、
自
分
も
そ
の
業
界
に
入
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

・
我
が
国
は
災
害
が
多
い
が
、
そ
の
復
旧
を
メ
イ
ン
で
担
当
す
る
地
場
建

設
業
が
健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
今
後
の
事
業
計
画
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
安
定
し
て
発
注
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
と
、
担
い
手
確
保
さ
え
で
き
な
い
。

特
に
こ
れ
か
ら
一
番
の
課
題
は
専
門
企
業
の
存
続
で
あ
り
、
後
継
者
が

い
な
く
て
自
分
の
代
で
終
り
と
考
え
て
い
る
経
営
者
は
多
い
。
も
し
専

門
企
業
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
元
請
企
業
が
専
門
工
事
を
直
営
で
実

施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
元
請
企
業
の
固
定
費
が
膨
ら

み
、
今
以
上
に
た
い
へ
ん
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
先
を
見
通
す
こ

と
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は
、
全
然
違
っ
て
く
る
。

・
新
３
Ｋ
の
取
り
組
み
は
良
い
と
思
う
。
社
会
の
雰
囲
気
を
変
え
る
た
め

に
も
、
新
し
い
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
賛
成
。

・
自
分
が
携
わ
っ
た
も
の
が
色
々
な
人
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る

と
、
こ
の
業
界
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
自
分
は
感
じ
る
。

・
新
３
Ｋ
と
は
希
望
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先
が
ず
っ
と
続
く
と
い
う
希
望

が
あ
れ
ば
、
若
い
人
を
採
用
し
て
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
て

く
る
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
IC
Tは
、
若
手
の
入
職
に
か
な
り
効
果
が
あ
る
。
女
性
の
方
が
IC
Tに
興

味
を
持
つ
よ
う
な
気
も
す
る
。

・
工
業
系
の
勉
強
を
し
て
い
た
学
生
時
代
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
。
宮
城
県
の
震
災
復
興
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
入
社
の
き
っ

か
け
で
あ
る
。

・
建
設
業
は
継
続
的
に
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が
下
手
。
東
日
本
大
震
災
の

復
興
に
お
い
て
建
設
業
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
い
く

ら
で
も
あ
っ
た
が
、
忙
し
く
な
る
と
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
時
間
を
割
け

な
か
っ
た
の
は
大
き
な
反
省
で
あ
る
。

・
３
Ｋ
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
実
際
現
場
に
入
っ
て
み
る
と
、

か
な
り
危
険
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
現
場
を
管
理
す
る
な
か
で
、

少
し
油
断
し
た
り
、
怠
っ
て
し
ま
う
と
す
ぐ
に
労
働
災
害
に
繋
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
す
ご
く
実
感
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
C＞

255



６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
マ
ス
コ
ミ
の
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
よ
く
な
い
。
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
震
災
の
工
事
で
も
、
震
災
１
年
後
に
少
し
遅
れ
始
め
る
と
、
遅

ら
せ
て
何
か
利
益
獲
得
に
走
っ
て
い
る
、
と
報
道
を
さ
れ
る
し
、
そ
の

報
道
後
、
３
月
11
日
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
、
こ
ん
な
日
ま
で
工
事

を
実
施
し
て
い
る
の
か
、
と
報
道
さ
れ
る
始
末
で
、
何
を
行
っ
て
も
悪

く
報
道
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
建
設
業
界
で
は
新
３
Ｋ
を
掲
げ
て
い
る
も
の
の
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
は

ぬ
ぐ
い
切
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
。

・
週
休
２
日
制
を
実
施
で
き
て
い
な
い
現
場
が
多
い
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
り
、
休
日
が
必
ず
確
保
さ
れ
れ
ば
若
者
は
建
設
業
界
に
入
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

・
災
害
な
ど
で
壊
れ
な
い
限
り
、
自
分
が
携
わ
っ
た
も
の
が
、
世
の
中
の

人
が
日
々
使
い
な
が
ら
ず
っ
と
残
っ
て
い
る
こ
と
に
す
ご
く
魅
力
を
感

じ
て
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
現
場
で
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
週
に

２
日
間
の
休
み
が
取
れ
な
い
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
余
裕
は
な
い
。

・
こ
こ
数
年
、
中
高
生
の
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
中

で
、
若
い
人
の
建
設
業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
昔
の
よ
う
な
作
業
の
イ

メ
ー
ジ
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
や
IC
Tに
よ
る
デ
ー
タ
を
使
用

し
た
設
計
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。

・
若
い
人
に
入
職
し
て
も
ら
う
た
め
、
仙
台
の
小
規
模
な
維
持
工
事
に
IC
T

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
仙
台
の
舗
装

会
社
た
ち
は
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

・
IC
T活
用
の
講
習
会
は
協
会
内
部
で
も
開
催
し
て
い
る
が
、
建
機
企
業
や

測
量
機
器
企
業
な
ど
の
外
部
の
講
習
会
に
つ
い
て
、
協
会
か
ら
青
年
会

に
参
加
を
促
す
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
先
日
、
県
内
の
高
校
生
1,
60
0

名
を
対
象
と
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
合
同
体
験
会
が
開
催
さ
れ
た

が
、
VR
と
ド
ロ
ー
ン
を
体
験
で
き
る
建
設
業
の
ブ
ー
ス
が
６
時
間
ず
っ

と
満
席
と
な
り
、
午
後
の
２
時
間
ぐ
ら
い
は
女
子
高
校
生
し
か
い
な
い

時
間
帯
も
あ
っ
た
。
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
校
生
で
は
全
然
違
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
IC
T活
用
推
進
の
成
果
だ
と
す
ご
く
感
じ
る
。

(２
)「
i-C
on
st
ru
ct
io
n」
の
推
進

(２
)ー
①
IC
Tの
活
用

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
D
＞
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<
意
見
の
概
要
＞

〇
IC
Tを
活
用
す
る
と
、
生
産
性
の
面
で
は
作
業
も
早
く
、
品
質
も
良
い
。
〇
IC
T活
用
は
良
い
も
の
だ
と
思
う
。
た
だ
発
注
者
が
IC
T活
用
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
施
工
が
難
し
い
工
事
で

は
、
丁
張
り
を
掛
け
る
こ
と
等
が
あ
っ
て
、
手
間
が
か
か
っ
た
り
赤
字

に
な
る
。

〇
３
次
元
デ
ー
タ
の
取
扱
い
は
、
意
外
と
簡
単
に
で
き
る
印
象
が
あ
っ

た
。
IC
T関
係
は
導
入
さ
れ
れ
ば
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

〇
IC
T活
用
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
発
注
者
側
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る

と
、
受
注
者
の
作
業
量
が
か
え
っ
て
多
く
な
り
、
コ
ス
ト
も
増
大
し
、

生
産
性
が
低
下
す
る
。

〇
IC
T活
用
に
つ
い
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
者
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
も
生

産
性
が
上
が
っ
た
、
楽
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
、
見
習
い

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
程
度
の
形
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
、
効
果
は
十
分
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
パ
ソ
コ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
点
は
す
ご
く
便
利
だ
と
感
じ
た
が
、
直
線
部
分
の
施
工
で
は
生
産
性

は
向
上
す
る
も
の
の
、
端
部
や
摺
り
付
け
部
分
は
時
間
が
か
か
る
。

〇
IC
Tに
つ
い
て
、
会
社
と
し
て
は
活
用
す
る
方
向
性
に
な
っ
て
い
る
し
、

実
際
、
活
用
で
き
る
現
場
で
は
活
用
し
て
い
る
。
実
際
の
工
事
で
は
、

３
次
元
デ
ー
タ
の
修
正
が
よ
く
あ
り
、
そ
れ
に
結
構
手
間
が
か
か
る
と

聞
い
て
い
る
。

〇
IC
T活
用
に
取
り
組
み
た
い
意
欲
は
あ
る
が
、
IC
Tを
活
用
で
き
る
工
事

は
直
轄
の
数
工
事
程
度
で
、
取
り
組
め
る
よ
う
な
工
事
は
ほ
と
ん
ど
発

注
さ
れ
な
い
。
ま
た
IC
Tを
活
用
し
た
場
合
、
発
注
者
が
的
確
に
評
価
し

て
く
れ
る
か
不
安
が
あ
る
ほ
か
、
コ
ス
ト
面
で
も
不
安
な
要
素
は
多

い
。

〇
工
事
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
り
、
現
場
が
点
在
す
る
場
合
は
、
IC
T活
用

は
経
費
が
か
さ
む
た
め
適
さ
な
い
。
点
在
す
る
現
場
が
多
い
ほ
ど
赤
字

に
な
り
、
特
に
IC
T建
機
等
を
外
注
す
る
会
社
は
取
り
組
め
な
い
。
IC
T

施
工
を
行
う
現
場
が
１
箇
所
で
、
面
積
も
大
き
け
れ
ば
、
効
率
よ
く
施

工
で
き
る
と
思
う
。

〇
技
術
者
が
１
人
の
現
場
で
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
入
力
や
修
正
な
ど
の

作
業
も
加
わ
る
と
そ
の
技
術
者
に
負
担
が
か
か
る
し
、
そ
の
作
業
を
専

門
に
行
う
人
を
１
名
つ
け
る
と
企
業
と
し
て
利
益
が
出
し
づ
ら
く
な
る

の
で
、
IC
T活
用
は
難
し
い
。

〇
IC
Tを
活
用
す
る
と
利
益
に
つ
な
が
る
、
評
点
が
あ
が
り
次
の
工
事
に
つ

な
が
る
、
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
れ
ば
、
経
営
者
は
取
り
組

む
。
IC
T活
用
は
単
体
の
現
場
で
は
実
質
的
に
コ
ス
ト
を
な
か
な
か
回
収

で
き
ず
、
基
本
的
に
は
長
期
的
な
部
分
で
設
備
投
資
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
し
か
な
い
の
で
、
工
事
の
成
績
評
定
が
重
要
と
な
る
が
、
現
状

で
は
IC
Tを
活
用
し
て
も
工
事
の
成
績
評
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
実
感
は

少
な
い
。

〇
IC
T活
用
を
外
注
す
る
企
業
は
、
小
さ
い
規
模
の
工
事
で
は
国
の
単
価
で

は
IC
Tを
活
用
で
き
な
い
。
小
規
模
な
工
事
に
適
応
す
る
歩
掛
り
を
作
成

し
て
発
注
し
て
い
た
だ
く
と
、
も
っ
と
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と
思

う
。

〇
IC
Tを
活
用
す
る
と
丁
張
り
を
か
け
な
く
て
済
む
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
が
、
構
造
物
が
入
る
と
丁
張
り
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
し
た
が
っ

て
、
大
き
い
現
場
等
、
適
材
適
所
で
現
場
を
選
ん
で
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
活

用
す
る
と
良
い
。

〇
仙
台
市
に
舗
装
会
社
は
20
数
社
あ
る
が
、
IC
T活
用
を
進
め
て
い
る
会
社

は
１
～
２
社
程
度
で
あ
る
。
今
の
仙
台
市
の
舗
装
工
事
は
小
規
模
な
維

持
工
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
種
の
工
事
に
IC
Tを
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
け
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

〇
IC
Tを
活
用
で
き
る
工
事
が
点
在
的
で
あ
っ
た
り
、
IC
Tを
活
用
で
き
な

い
工
事
も
多
々
あ
る
と
思
う
の
で
、
継
続
的
に
IC
Tを
活
用
で
き
る
工

事
、
場
所
が
あ
れ
ば
と
い
う
前
提
で
あ
れ
ば
、
IC
T活
用
に
係
る
初
期
コ

ス
ト
の
元
は
、
長
期
的
に
み
れ
ば
取
れ
る
と
思
う
。
た
だ
、
IC
Tを
活
用

で
き
る
現
場
が
な
か
な
か
な
い
。

〇
IC
T施
工
は
停
電
等
の
非
常
時
に
現
場
が
完
全
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
ま

た
G
N
SS
等
が
受
信
で
き
な
い
場
所
も
あ
る
。
そ
う
い
う
危
険
性
や
受
信

環
境
下
で
IC
T活
用
が
普
及
す
る
の
は
厳
し
い
。

257



６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
直
轄
工
事
に
つ
い
て
は
、
IC
T活
用
を
進
ん
で
実
施
し
て
い
か
な
い
と
仕

事
が
取
れ
な
く
な
る
し
、
取
り
残
さ
れ
る
の
で
、
直
轄
工
事
を
受
注
し

て
い
る
会
社
に
は
IC
T活
用
は
徐
々
に
浸
透
し
て
い
る
。
県
の
工
事
は

IC
Tを
活
用
で
き
る
規
模
の
発
注
が
ほ
と
ん
ど
な
い
上
、
IC
T活
用
に
関

す
る
理
解
が
国
に
比
べ
て
か
な
り
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
受
注
者

側
に
は
IC
T活
用
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
。

〇
施
工
す
る
工
事
の
詳
細
設
計
が
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
３
次
元

の
設
計
デ
ー
タ
の
準
備
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
、
IC
T活
用
を
計
画
的
に

実
施
し
や
す
い
。
詳
細
設
計
が
施
工
直
前
ま
で
決
ま
ら
な
か
っ
た
り
変

更
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
大
変
で
あ
る
。
発
注
者
か
ら
３
次
元
デ
ー
タ

を
も
ら
え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

〇
IC
T活
用
を
推
し
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
が
使
い
方
だ
け
で
は
な
く
、

活
用
の
意
図
や
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
き
ち
ん

と
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
な
い
と
、
浸
透
し
て
い
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。

〇
舗
装
の
修
繕
工
事
を
主
に
受
注
す
る
の
で
、
IC
Tを
活
用
で
き
る
工
事
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
会
社
と
し
て
も
IC
T活
用
に
力
を
入
れ
て
い
な
い
。

〇
IC
T活
用
は
県
ま
で
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
県
が

IC
T活
用
に
積
極
的
に
な
れ
ば
、
当
社
も
県
工
事
で
IC
Tを
活
用
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

〇
国
土
交
通
省
の
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
段
階
で

実
施
が
必
要
と
い
う
現
状
と
比
べ
る
と
、
一
部
の
段
階
で
IC
Tの
活
用
の

有
無
を
選
択
で
き
る
の
で
、
IC
Tを
導
入
し
や
す
く
す
る
良
い
制
度
だ
と

思
う
。

〇
IC
T活
用
は
大
き
い
企
業
で
は
進
ん
で
い
る
と
思
う
。
IC
T活
用
に
積
極

的
な
企
業
同
士
で
情
報
交
換
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
か

ぎ
り
で
は
な
い
。

〇
若
い
職
員
は
ど
ん
ど
ん
IC
T活
用
に
取
り
組
も
う
と
す
る
が
、
年
配
の
職

員
は
難
し
い
。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
若
い
人
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
IC
T活
用
を
進
め
よ
う
と
い
う
話
は
あ
る
が
、

全
員
に
浸
透
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
A＞

・
IC
T施
工
を
、
TS
を
使
用
し
て
８
万
㎥
の
盛
土
締
固
め
工
事
で
実
施
し

た
が
、
施
工
も
早
く
品
質
の
良
い
も
の
が
で
き
た
の
で
、
施
工
の
生
産

性
は
向
上
す
る
。

・
盛
土
締
固
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
据
え
付
け
、
基
礎
の
設
置
を
行
う
県
発
注
工

事
に
お
い
て
、
盛
土
締
固
め
に
IC
Tを
活
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
IC
T活

用
は
良
い
も
の
だ
と
は
思
っ
た
が
、
結
局
丁
張
り
も
か
け
た
の
で
、
工

事
が
長
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
予
算
が
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ

た
。

・
自
分
は
維
持
工
事
を
担
当
し
て
い
る
た
め
IC
Tを
使
う
こ
と
は
全
然
な
い

が
、
自
分
が
あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
会
社
と
し
て
は
IC
Tを

使
え
る
と
こ
ろ
は
使
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
し
、
使
っ
て
も
い
る
。
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・
工
事
管
理
の
面
で
は
、
IC
T施
工
を
行
っ
た
場
合
に
省
略
で
き
る
こ
と
等

が
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
、
転
圧
回
数
で
管
理
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
監
督
員
か
ら
密
度
試
験
を
求
め
ら
れ
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
せ
っ
か
く
早
く
施
工
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
て
も
、
従
来
の
確
認
作

業
も
変
わ
ら
ず
に
実
施
す
る
ま
ま
で
は
、
同
じ
作
業
を
２
回
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
、
結
局
IC
T活
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
コ

ス
ト
が
２
倍
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
。

・
IC
Tを
活
用
し
た
基
準
測
量
も
、
最
初
は
測
量
業
者
に
外
注
し
て
い
た

が
、
デ
ー
タ
を
３
次
元
化
す
る
こ
と
を
何
と
か
覚
え
て
、
自
社
で
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
実
施
し
て
い
た
の
が
県
発
注
の
防
潮

堤
工
事
で
、
途
中
で
設
計
変
更
が
あ
っ
た
た
め
に
デ
ー
タ
の
管
理
が
難

し
く
、
３
次
元
デ
ー
タ
を
変
更
す
る
際
に
は
専
門
の
方
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。
ま
た
、
構
造
物
を
施
工
す
る
と
き
に
は
、
さ
ら
に
丁
張
り
も
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
３
次
元
デ
ー
タ
だ
け
で
は
済
ま
な
い
こ
と
を
実

感
し
た
。
そ
の
防
潮
堤
工
事
は
４
年
間
の
工
期
で
、
盛
土
を
４
回
に
分

け
て
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
協
力
企
業
へ
の
施
工
時

期
の
調
整
な
ど
の
対
応
も
あ
っ
て
工
程
管
理
が
難
し
か
っ
た
。
ま
た
、

施
工
順
序
と
し
て
、
盛
土
を
全
部
実
施
し
て
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
れ
ば

よ
い
が
、
30
ｍ
も
の
法
面
が
あ
る
盛
土
に
な
る
の
で
、
分
割
し
て
盛
土

し
な
が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
、
IC
T活
用
だ
け
で

の
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
。

・
護
岸
工
事
で
作
成
し
た
、
構
造
物
が
完
成
し
た
状
態
の
３
次
元
デ
ー
タ

で
、
そ
の
扱
い
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
意
外
と
簡
単
に

で
き
た
。
３
次
元
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
は
嫌
い
で
は
な
い
。

・
IC
Tを
活
用
し
て
施
工
す
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
省
略
、
簡
略
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
従
来
通
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
次
回
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
発
注

者
が
IC
T活
用
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
監
督
官
の
IC
T活
用
に
対
す
る
理
解

が
十
分
で
な
い
状
況
は
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

・
IC
T活
用
で
は
特
に
デ
ー
タ
管
理
を
実
施
し
て
い
て
よ
か
っ
た
。
工
期
が

長
く
、
県
の
検
査
官
も
途
中
で
代
わ
る
の
で
、
IC
T活
用
部
分
に
つ
い

て
、
最
初
の
検
査
官
は
Ｏ
Ｋ
と
し
て
い
た
も
の
を
、
次
の
検
査
官
は
細

か
く
確
認
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
IC
T活
用
も
良
い
と
こ
ろ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
県
も
IC
T活
用
に
取
り
組
み
始
め
た
時
で
、
職
員
は
慣
れ
て

い
な
い
し
、
IC
Tに
興
味
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
突
っ
込
ん
で
確
認
し
た

い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
は
思
う
が
、
な
か
な
か
大
変
で
あ
っ

た
。

・
会
社
で
１
人
ず
つ
渡
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
、
３
次
元
デ
ー

タ
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
一
度
IC
T活
用
工
事
を
行
っ
た
後
は
、
同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
土
工

事
の
発
注
が
な
か
な
か
な
く
、
河
川
・
道
路
の
構
造
物
関
係
、
防
潮
堤

な
ど
の
工
事
を
主
に
請
け
負
っ
て
き
た
の
で
、
当
社
で
は
今
後
こ
れ
ら

の
工
事
に
費
用
対
効
果
を
考
え
IC
Tを
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

IC
T活
用
工
事
の
実
績
は
１
件
で
あ
る
。

・
IC
T活
用
を
進
め
た
い
気
は
あ
る
が
、
活
用
で
き
る
現
場
が
な
か
な
か
な

い
。
以
前
IC
Tを
活
用
し
た
現
場
は
、
少
し
大
き
な
規
模
の
工
事
だ
っ
た

の
で
活
用
で
き
た
が
、
当
社
は
ど
う
し
て
も
外
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
、
自
社
で
IC
T建
機
を
保
有
し
て
い
る
会
社
ほ
ど
は
取
り
組
め
な
い
。

・
IC
Tの
活
用
に
取
り
組
ま
な
い
と
、
今
後
仕
事
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
同
じ
作
業
を
２
回
繰
り
返
す
こ

と
に
な
っ
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
リ
ス
ク
を
取
り
除
い
て

い
た
だ
か
な
い
と
、
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
。

・
会
社
と
し
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
３
Ｄ
の
測
量
に
興
味
を
持
っ
て
い

て
、
ち
ょ
う
ど
若
い
職
員
も
入
社
し
て
き
た
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
B＞
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手
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術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
IC
T建
機
は
割
高
に
は
な
る
が
、
そ
の
分
、
施
工
の
生
産
性
は
向
上
す
る

の
で
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
し
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
「
IC
T

施
工
は
丁
張
り
を
か
け
な
く
て
済
み
、
施
工
が
早
い
。
ド
ロ
ー
ン
で

取
っ
た
３
次
元
デ
ー
タ
を
IC
T建
機
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
も
の
の
、
イ
ン
プ
ッ
ト
で
き
て
施
工
す
れ
ば
本
当
に
良
い
」

と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
は
思
っ

て
い
る
。

・
入
社
し
て
経
験
も
浅
く
、
IC
Tに
つ
い
て
は
ま
だ
全
然
わ
か
ら
な
い
。
今

後
講
習
が
あ
っ
た
ら
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞

・
会
社
で
は
IC
T関
係
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
導
入
さ
れ
れ
ば
扱
っ

て
み
た
い
。

・
当
社
は
、
IC
Tを
積
極
的
に
使
っ
て
い
る
。
IC
T建
機
も
自
社
で
保
有
し

て
い
て
、
簡
易
的
に
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
な
設
備
も
開

発
し
て
い
る
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
B＞

・
IC
Tを
活
用
し
た
工
事
に
つ
い
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
者
や
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
か
ら
は
、
効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
を
も
ら
っ
て

い
る
。
見
習
い
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
、
例
え
乗
り
た
て
の
者
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
形
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

で
、
効
果
は
十
分
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
C＞

・
当
社
は
、
機
械
土
工
が
得
意
な
会
社
で
あ
り
、
20
数
年
前
か
ら
自
前
で

機
械
を
購
入
し
て
２
次
元
の
レ
ー
ザ
ー
を
つ
け
る
等
、
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
現
在
も
IC
Tの
活
用
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
測
量
機
器
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
当
社
は
、
自
社
で
デ
ー
タ
処
理
を
内
製
化
し
て
い
る
が
、
処
理
ソ
フ
ト

等
が
高
額
で
初
期
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
利

益
が
出
ず
に
赤
字
に
近
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
３
次
元
デ
ー

タ
は
CA
D
が
操
作
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
対
象
と
す
る
構
造
物
等
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
作
成
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
な
り
の
経
験
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
作
成
で
き
る
人
員
が
あ
る
程
度
必
要
に

な
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

・
IC
T活
用
は
、
人
手
不
足
を
解
決
す
る
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
週
休
２

日
制
の
普
及
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

・
現
場
の
方
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
話
を
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
IC
T活

用
に
お
い
て
は
、
単
体
の
現
場
で
は
実
質
的
に
な
か
な
か
コ
ス
ト
を
回

収
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
長
期
的
な

部
分
で
、
設
備
投
資
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
必

要
。

・
長
期
的
に
み
れ
ば
、
初
期
コ
ス
ト
の
元
は
取
れ
る
と
思
う
。
た
だ
、
IC
T

を
活
用
で
き
る
工
事
が
点
在
的
で
あ
っ
た
り
、
IC
Tを
活
用
で
き
な
い
工

事
も
多
々
あ
る
と
思
う
の
で
、
継
続
的
に
IC
Tを
活
用
で
き
る
工
事
、
場

所
が
あ
れ
ば
と
い
う
前
提
で
は
あ
る
。

・
会
社
で
は
、
護
岸
工
事
で
G
N
SS
を
用
い
た
工
事
を
し
て
い
た
が
、
３
次

元
デ
ー
タ
の
入
力
作
業
も
あ
る
の
で
、
担
当
技
術
者
が
１
人
で
現
場
を

進
め
て
い
く
の
は
厳
し
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
３
次
元
デ
ー
タ
の
修

正
に
手
間
が
か
か
る
の
で
、
担
当
者
を
１
名
つ
け
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、

そ
れ
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
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・
現
場
の
内
容
に
も
よ
る
が
、
IC
T活
用
に
よ
り
、
三
陸
自
動
車
道
の
あ
た

り
で
は
約
３
～
４
割
近
く
作
業
効
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

・
i-
Co
nだ
け
で
は
な
く
労
働
時
間
の
話
に
も
な
っ
て
く
る
が
、
標
準
断
面

で
の
発
注
で
詳
細
図
面
は
後
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
詳
細
図

面
で
発
注
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
当
初
か
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
け
る
と

思
う
。
詳
細
設
計
が
施
工
直
前
ま
で
決
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
詳
細
設
計

が
あ
っ
た
と
し
て
も
施
工
直
前
に
変
更
が
あ
る
と
、
３
次
元
の
設
計

デ
ー
タ
を
準
備
す
る
期
間
が
ひ
っ
迫
し
て
し
ま
う
。
３
次
元
の
設
計

デ
ー
タ
の
準
備
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
れ
ば
、
資
機
材
の
準
備
は
何
と
か

な
る
と
は
思
う
の
で
、
何
と
か
実
施
で
き
る
。
あ
と
は
、
継
続
し
て
IC
T

活
用
が
で
き
る
工
事
が
あ
り
、
場
数
を
こ
な
し
て
い
け
ば
若
手
も
含
め

て
慣
れ
て
い
く
と
思
う
。

・
会
社
で
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
し
て
お
り
、
履
歴
報
告
書
や
写
真
管
理
に
用

い
る
航
空
写
真
撮
影
に
使
用
し
て
い
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
３
次
元
デ
ー

タ
測
量
に
な
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ペ
ッ
ク
も
必
要
に
な
り
、
初
期
費

用
も
か
さ
む
た
め
、
中
小
規
模
の
工
事
で
は
実
施
は
難
し
い
。

・
IC
T活
用
と
し
て
、
IC
T建
機
関
係
で
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に

よ
る
締
固
め
、
出
来
形
管
理
と
い
っ
た
部
分
や
、
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
用
す
る
測
量
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
現
場
の

技
術
者
よ
り
も
発
注
者
側
の
担
当
監
督
官
の
方
が
IC
T活
用
に
対
応
で
き

な
い
場
合
が
多
く
、
例
え
ば
遠
隔
で
立
ち
合
え
る
よ
う
に
現
場
に
W
eb

カ
メ
ラ
を
つ
け
た
が
、
担
当
監
督
官
が
現
地
に
来
て
み
る
こ
と
に
な
っ

て
W
eb
カ
メ
ラ
は
使
用
せ
ず
、
と
い
う
こ
と
も
発
生
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
場
で
あ
ま
り
た
く
さ
ん
IC
T活
用
を
詰
め
込
む
と
、
現
場
の
監
理

技
術
者
、
発
注
者
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
仕
事
量
が
増
え
て
大
変

に
な
る
。

・
現
場
が
点
在
的
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
経
費
が
か
さ
む
。
点
在
す

る
現
場
の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
IC
T活
用
は
実
施
し
づ
ら
く
な

る
。

・
若
い
人
に
IC
Tを
、
と
い
う
流
れ
が
で
き
て
い
る
と
思
う
。

・
当
社
が
設
備
投
資
で
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、
通
常
の
PC
で
は
点
群

デ
ー
タ
の
解
析
を
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
ス
ー
パ
ー

PC
と
い
う
40
0～
50
0万
円
ほ
ど
の
PC
を
使
用
し
て
、
点
群
デ
ー
タ
の

解
析
、
設
計
の
図
面
作
成
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
も

含
め
、
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
常
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
費
用

が
固
定
費
と
し
て
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
設
備
を
レ
ン
タ

ル
し
た
場
合
で
も
費
用
は
か
な
り
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
IC
T活
用
は
大
き
い
企
業
で
は
進
ん
で
い
る
と
思
う
。
ま
た
土
工
で
言
う

と
、
IC
T建
機
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
企
業
は
、
IC
T活
用
が
進
ん
で

い
る
と
思
う
。
IC
Tに
積
極
的
な
企
業
同
士
で
情
報
交
換
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

・
IC
T活
用
に
つ
い
て
、
土
工
事
で
は
丁
張
り
を
か
け
な
く
て
済
む
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
構
造
物
が
入
る
と
丁
張
り
が
欲
し
く
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
大
き
い
現
場
等
、
適
材
適
所
で
現
場
を
選
ん
で
３
次
元

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と
、
う
ま
く
現
場
が
回
る
の
で
は
な
い
か
。

・
面
積
的
な
も
の
と
点
群
デ
ー
タ
の
数
に
も
よ
る
が
、
以
前
の
PC
で
は
三

陸
自
動
車
道
で
70
0～
80
0ｍ
の
長
さ
を
点
群
デ
ー
タ
で
解
析
す
る
と
、

夜
に
ス
タ
ー
ト
し
て
解
析
が
終
わ
る
の
が
翌
日
朝
の
９
～
10
時
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
現
在
の
PC
は
か
か
る
時
間
を
1/
10
弱
く
ら
い
に
短
縮

し
て
い
る
。

・
国
土
交
通
省
の
簡
易
型
IC
T活
用
工
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
段
階
で

実
施
が
必
要
と
い
う
現
状
と
比
べ
る
と
、
一
部
の
段
階
で
IC
Tの
活
用
の

有
無
を
選
択
で
き
る
の
で
、
IC
Tを
導
入
し
や
す
く
す
る
良
い
制
度
だ
と

思
う
。

・
IC
T施
工
は
、
停
電
等
の
非
常
時
に
は
現
場
が
完
全
に
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
G
N
SS
等
が
日
本
全
国
ど
こ
で
も
受
信
で
き
る
環
境
に
は
な

く
、
受
信
で
き
な
い
場
所
も
あ
る
。
そ
う
い
う
危
険
性
や
受
信
環
境
の

な
か
で
、
IC
T活
用
が
普
及
す
る
の
は
厳
し
い
と
思
う
。
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・
IC
T活
用
工
事
は
年
間
で
７
、
８
件
実
施
し
て
お
り
、
現
在
は
６
件
の
河

川
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
全
て
発
注
者
か
ら
の
指
定
型
で
、
IC
Tを
活

用
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
（
20
19
年
度
）
の
台
風
19
号
の
関
係
で
河

川
系
の
現
場
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

・
社
内
に
は
IC
T関
係
に
熟
練
し
た
技
術
者
が
い
る
た
め
、
そ
の
技
術
者
を

中
心
に
社
員
の
教
育
も
行
な
い
な
が
ら
、
現
場
の
中
で
で
き
る
よ
う
な

測
量
や
建
機
へ
の
設
計
デ
ー
タ
の
入
力
を
常
に
実
施
し
て
い
て
、
今
は

そ
れ
ら
の
こ
と
は
簡
単
に
行
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
経
営
者
と
し
て
は
、
IC
Tを
活
用
す
る
と
利
益
に
つ
な
が
る
の
か
、
次
の

工
事
に
つ
な
が
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要
。
実
際
に

利
益
が
出
ま
す
、
成
績
評
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
わ
か
れ
ば
経
営
者
は
動
き
や
す
い
と
は
思
う
が
、
現
状
で

は
、
IC
Tを
活
用
し
て
も
工
事
成
績
評
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
実
感
は
少

な
い
。

・
当
社
は
、
IC
Tに
本
格
的
に
取
り
組
む
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
私

が
昨
年
（
20
19
年
）
担
当
し
た
国
土
交
通
省
の
盛
土
工
事
で
、
希
望
型

で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
継
続
的
な
受
注
を
見
据
え
て
IC
T活
用
を
初
め

て
実
施
し
た
。
た
だ
、
自
社
で
全
て
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
IC
T建
機
や

測
量
に
関
す
る
こ
と
は
全
て
外
注
し
て
行
っ
た
。
そ
の
工
事
は
盛
土
が

8,
00
0㎥
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
規
模
で
は
な
く
、
４
か
所
に
点
在
し
て
い

た
現
場
を
IC
T建
機
１
台
で
施
工
し
た
う
え
、
当
社
が
IC
T活
用
に
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
、
生
産
性
が
よ
く
な
っ
た
と
い
う
実

感
が
な
か
っ
た
。

・
会
社
と
し
て
は
、
大
規
模
な
河
道
掘
削
の
現
場
で
IC
Tを
活
用
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
起
工
測
量
か
ら
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
ま
で
外
注
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
施
工
し
て
い
る
が
、
丁
張
り
設
置
の
手
間
が
省

け
、
さ
ら
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
で
作
業
が
行
え
る
の
で
、
人
手
不
足

と
い
う
面
か
ら
も
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

・
IC
T活
用
を
実
施
し
す
ぎ
る
と
逆
に
役
所
に
嫌
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

車
両
の
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
何
か
ら
全
部
入
れ
た
、
フ
ル
ス
ペ
ッ

ク
の
現
場
を
国
直
轄
の
現
場
で
実
施
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り

成
績
評
定
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
表
現
の
仕
方
が
良
く
な

か
っ
た
の
か
、
評
定
が
良
く
な
か
っ
た
理
由
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

・
取
り
組
ん
で
み
た
IC
T活
用
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
パ
ソ
コ

ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
な
点
は
す

ご
く
便
利
だ
と
感
じ
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
は
楽
だ
と
い
う
評
判
を

聞
く
が
、
直
線
部
分
の
施
工
の
生
産
性
は
向
上
す
る
も
の
の
、
端
部
や

摺
り
付
け
部
分
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
IC
T施
工
を
行
う
現
場
が
１
箇

所
で
、
面
積
も
大
き
け
れ
ば
、
効
率
よ
く
施
工
で
き
る
と
思
う
。

・
自
分
は
ま
だ
IC
T施
工
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
護
岸
の
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
や
、
狭
い
場
所
で
の
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
IC
Tを
活

用
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
IC
T活
用
の
流
れ

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
今
後
、
覚
え
る
こ
と
は
必
須
だ
と
思
っ
て
お

り
、
機
会
が
あ
れ
ば
習
得
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

・
IC
Tを
活
用
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
あ
り
、
国
土
交
通
省
の
工
事
を
受

注
し
て
い
く
た
め
に
は
、
IC
Tを
使
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
IC
T活
用
工
事
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
も
広
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
舗
装
や
地
盤
改
良
で
の
直
轄
工
事
で
、
IC
T

を
活
用
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
３
次
元
デ
ー
タ
を
扱
う
に
も
か
な
り
ス
ペ
ッ
ク
の
高
い
機
器
が
必
要
で

あ
る
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
作
業
に
つ
い
て
全
て
を
で
き
る
社
員

は
ま
だ
少
な
く
、
外
注
で
行
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
C＞

・
当
社
で
は
県
の
工
事
も
受
注
し
て
い
る
が
、
IC
T活
用
は
県
ま
で
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
県
が
IC
T活
用
に
積
極
的
に
な
れ

ば
、
当
社
も
県
工
事
で
IC
Tを
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

・
会
社
は
、
IC
Tを
活
用
で
き
る
現
場
で
は
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ

に
は
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
活
用
で
き
な
い
現
場
も
多
々
あ
る
。
活
用

で
き
る
と
こ
ろ
と
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
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・
IC
T活
用
の
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
な
工
事
は
今
ま
で
で
４
現
場
ほ

ど
取
り
組
ん
で
き
た
。
取
り
組
み
の
最
初
の
頃
は
、
他
社
の
方
に
、
ど

の
よ
う
に
実
施
し
た
ら
よ
い
の
か
聞
け
る
範
囲
で
聞
き
な
が
ら
実
施
し

て
き
た
。

・
当
社
で
IC
T活
用
を
行
う
場
合
は
、
建
機
な
ど
を
含
め
す
べ
て
外
注
す
る

必
要
が
生
じ
る
た
め
、
当
社
が
受
注
す
る
規
模
の
工
事
で
は
、
国
の
単

価
で
実
施
す
る
の
は
予
算
的
に
厳
し
い
。
も
っ
と
小
規
模
な
工
事
に
適

応
す
る
歩
掛
り
を
作
成
し
て
発
注
し
て
い
た
だ
く
と
、
も
っ
と
取
り
組

み
や
す
く
は
な
る
と
思
う
。

・
こ
れ
ま
で
、
社
内
の
一
人
の
技
術
者
を
直
轄
工
事
で
IC
T活
用
を
続
け
さ

せ
、
IC
Tが
得
意
な
人
間
と
し
て
育
て
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
は

そ
の
技
術
者
か
ら
社
内
の
別
な
技
術
者
に
IC
T活
用
に
つ
い
て
伝
授
し
て

い
る
。
こ
の
方
法
が
一
番
低
コ
ス
ト
で
IC
Tの
活
用
が
広
が
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
る
。
他
力
で
行
う
と
ど
う
し
て
も
コ
ス
ト
が
上
が
る
し
、
IC
T

建
機
は
リ
ー
ス
で
、
解
析
関
係
も
外
注
で
実
施
し
始
め
て
い
た
こ
と
も

あ
る
。

・
以
前
IC
T活
用
を
行
っ
た
現
場
で
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
も
外
注
し

た
。
外
注
先
は
協
力
企
業
で
、
試
し
で
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
作
成
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
発
注
者
か
ら
３
次
元
デ
ー
タ
を
も
ら
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
現
在
の
着
工
前
測
量
と
同
じ
よ
う
に
当
社
で
確
認
作
業
を
行

う
こ
と
は
必
要
に
な
る
と
は
思
う
が
、
そ
の
辺
り
は
ま
だ
浸
透
し
て
い

な
い
。

・
設
備
投
資
ま
で
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
外
注
で
き
る
も
の
は
外
注
、
導
入

で
き
る
も
の
は
導
入
す
る
と
い
う
形
で
進
め
て
い
る
。

・
若
い
職
員
は
ど
ん
ど
ん
IC
T活
用
に
取
り
組
も
う
と
す
る
が
、
年
配
の
職

員
は
難
し
い
。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
若
い
人
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
IC
T活
用
を
進
め
よ
う
と
い
う
話
は
あ
る
が
、

全
員
に
浸
透
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
な
い
。

・
IC
Tを
活
用
し
た
最
初
の
直
轄
工
事
は
IC
T指
定
型
で
は
な
く
希
望
型
で

あ
っ
た
。
土
量
が
7,
00
0～
8,
00
0㎥
と
か
な
り
少
な
い
工
事
で
あ
っ
た

が
、
IC
T活
用
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
実
施
し
て
み
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
工
事
で
は
、
精
算
変
更
時
に

IC
T活
用
関
係
の
経
費
を
全
部
計
上
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
直
轄
工
事
は

比
較
的
前
向
き
に
IC
T活
用
に
取
り
組
め
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
現
場
単
体
で
考
え
る
と
、
１
万
5,
00
0～
6,
00
0㎥
ぐ
ら
い
の
土
量
が
な

い
と
利
益
は
出
せ
な
い
と
思
う
。
当
社
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
土
量
の
工
事

は
な
か
な
か
受
注
で
き
な
い
も
の
の
、
IC
T活
用
の
取
り
組
み
は
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
土
量
が
少
な
く
て
も
、
少
し
ず
つ
４

～
５
本
、
直
轄
工
事
に
お
世
話
に
な
り
、
教
え
ら
れ
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
て
、
社
内
に
IC
T活
用
が
だ
ん
だ
ん
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

・
当
社
は
、
受
注
し
て
い
る
工
事
が
舗
装
工
事
な
の
で
、
IC
T工
事
を
活
用

す
る
規
模
の
工
事
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
れ
ま
で
ド
ロ
ー
ン
を
１
回

使
っ
た
程
度
。
新
設
の
道
路
工
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
舗
装
の
修
繕
工
事

を
主
に
受
注
し
て
い
る
の
で
、
会
社
的
に
も
IC
T活
用
に
力
は
入
れ
て
い

な
い
。

・
当
社
は
県
の
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
県
は
IC
T活
用
の
取
り

組
み
が
最
近
進
ん
で
い
る
と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
こ
の
10
月

に
成
績
評
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
状
況
。
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・
当
社
で
は
直
轄
工
事
で
IC
T活
用
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
前
、

県
の
道
路
盛
土
工
事
で
IC
T活
用
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
大

赤
字
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
IC
T活
用
が
は
や
り
始
め
た
時
期
で
、
県
職

員
が
IC
T活
用
に
つ
い
て
全
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
IC
T活
用

に
つ
い
て
は
当
社
の
方
が
理
解
度
が
高
か
っ
た
。
た
だ
、
受
注
者
に

「
そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
で
す
か
」
等
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
発
注

者
は
良
い
顔
を
せ
ず
、
そ
の
工
事
に
つ
い
て
は
監
督
内
容
を
相
当
厳
し

く
さ
れ
た
た
め
、
赤
字
に
は
な
る
し
、
成
績
評
点
は
下
げ
ら
れ
る
し
、

と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
県
の
上
層
部
に
、
こ
の
工
事
は
IC
T活
用
を
で
き

な
い
も
の
か
、
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
の
で
当
社
は
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
、
高
い
IC
T建
機
も
全
面
的
に
使
用
し
、
解
析
も
３
次
元
デ
ー
タ
の

作
成
も
実
施
し
た
の
だ
が
、
担
当
し
た
県
の
職
員
が
IC
T活
用
の
効
果
を

理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
従
来
通
り
、
紙
ベ
ー
ス
の
書
類
は
全
部
提
出
、

密
度
試
験
も
全
部
実
施
、
と
い
う
よ
う
な
監
督
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が

ト
ラ
ウ
マ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
県
工
事
で
IC
T活
用
は
ち
ょ
っ
と
、

と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

・
直
轄
工
事
で
IC
T活
用
の
場
数
を
踏
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

IC
T活
用
は
良
い
も
の
だ
、
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
設
備
を

全
部
揃
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
検
討
に
も
至
っ
て
い
な
い
し
、
費
用
面

を
考
え
て
も
、
直
轄
の
い
く
つ
か
の
工
事
以
外
に
は
IC
Tを
活
用
で
き
る

内
容
の
発
注
も
な
い
。

・
昨
年
の
台
風
19
号
関
係
の
県
の
災
害
復
旧
工
事
は
護
岸
復
旧
で
あ
る

し
、
大
規
模
な
盛
土
、
切
土
工
事
は
震
災
関
連
で
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て

い
る
。
も
と
も
と
IC
Tを
活
用
で
き
る
よ
う
な
工
事
が
発
注
さ
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
県
の
工
事
で
は
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
意

識
は
あ
る
。

・
直
轄
工
事
に
つ
い
て
は
、
IC
T活
用
を
進
ん
で
実
施
し
て
い
か
な
い
と
仕

事
が
取
れ
な
く
な
る
し
、
取
り
残
さ
れ
る
の
で
、
直
轄
工
事
を
実
施
し

て
い
る
企
業
に
は
IC
T活
用
は
徐
々
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
思
う
。

・
IC
T活
用
を
推
し
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
が
使
い
方
だ
け
で
は
な
く
、

活
用
の
意
図
や
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
き
ち
ん

と
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
な
い
と
、
浸
透
し
て
い
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。
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・
正
直
、
地
方
公
共
団
体
は
国
に
比
べ
て
か
な
り
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
IC
T活
用
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た
う

え
で
、
IC
Tを
活
用
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
を
国
の
レ

ベ
ル
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
、
受
注
者
が
振
り
回
さ
れ

て
終
わ
っ
て
し
ま
う
気
が
す
る
。

・
県
の
土
木
事
務
所
と
は
意
見
交
換
す
る
場
が
あ
り
、
上
層
部
の
方
た
ち

に
は
話
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
が
、
現
場
の
監
督
員
に
十
分
浸

透
し
て
い
な
い
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
仙
台
市
か
ら
発
注
の
舗
装
工
事
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
て
い
る
が
、
IC
Tを

活
用
し
た
舗
装
工
事
は
、
仙
台
東
部
道
路
の
隣
の
か
さ
上
げ
道
路
以
外

は
、
基
本
的
に
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

・
仙
台
市
の
舗
装
工
事
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、
中
心
部
を
主
と

し
た
維
持
管
理
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
今
は
小
規
模
な
舗
装

工
事
し
か
発
注
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
IC
Tを
活
用
し
た
施
工
の
設
備
投

資
へ
の
価
値
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

・
IC
T活
用
に
関
し
て
発
注
者
側
が
対
応
で
き
て
い
な
い
と
か
、
IC
T活
用

で
実
施
し
た
こ
と
に
対
し
て
二
度
手
間
を
取
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を

よ
く
聞
く
こ
と
も
あ
り
、
IC
T活
用
に
本
格
的
に
踏
み
込
め
な
い
と
い
う

現
状
も
あ
る
。

・
仙
台
市
に
舗
装
会
社
は
20
数
社
あ
る
が
、
IC
T活
用
を
進
め
て
い
る
会
社

は
１
～
２
社
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

・
先
日
、
IC
Tの
講
習
を
受
け
た
際
に
は
、
３
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と

い
う
こ
と
な
ら
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
が
、
や
は
り
そ
の

活
用
に
つ
い
て
発
注
者
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
く
れ
る
か
、
と
い

う
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
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(２
)ー
②
BI
M
/C
IM
の
活
用

<
意
見
の
概
要
＞

〇
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
か
ら
国
土
交
通
省
で
は
BI
M
/C
IM
を
全
面

的
に
活
用
、
と
い
う
話
は
講
習
会
等
で
聞
い
て
は
い
る
が
、
具
体
的
な

中
身
の
話
を
発
注
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

〇
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
は
初
め
て
知
っ
た
。
調
べ
て
み
た
が
、
施
工
ミ
ス

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
り
、
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
も
わ
き
や
す
い
の
で

良
い
も
の
だ
と
思
う
。

〇
今
の
と
こ
ろ
、
BI
M
/C
IM
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
状
況
に
は
全

然
な
い
。

〇
国
土
交
通
省
の
工
事
に
お
い
て
も
、
BI
M
/C
IM
の
適
用
と
い
う
動
き
は

ま
だ
な
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
A＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
A＞

・
今
の
と
こ
ろ
、
BI
M
/C
IM
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
状
況
に
は
全

然
な
い
。

・
BI
M
/C
IM
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か

は
全
然
知
ら
な
い
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
C＞

・
BI
M
/C
IM
に
関
し
て
は
、
発
注
者
や
コ
ン
サ
ル
に
お
け
る
デ
ー
タ
、
情

報
関
係
の
整
備
が
ま
だ
十
分
と
は
思
え
ず
、
国
土
交
通
省
で
は
令
和
５

年
度
（
20
23
年
度
）
か
ら
全
面
的
に
、
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
正
直
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
だ
、
BI
M
/C
IM
を
活
用
し
た
工

事
を
実
施
し
た
こ
と
は
な
い
。
発
注
者
と
BI
M
/C
IM
に
つ
い
て
話
を
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
話
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

・
今
、
初
め
て
BI
M
/C
IM
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
も
普

及
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
し
、
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
相
手
に
伝
わ
れ

ば
、
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
に
な
る
た
め
良
い
も
の
だ
と
思
う
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
C＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
D
＞

・
令
和
５
年
度
（
20
23
年
度
）
か
ら
国
土
交
通
省
で
は
BI
M
/C
IM
を
全
面

的
に
活
用
、
と
い
う
話
は
講
習
会
等
で
聞
い
て
は
い
る
が
、
具
体
的
な

中
身
の
話
を
発
注
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

・
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
に
初
め
て
BI
M
/C
IM
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
調

べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
BI
M
/C
IM
に
よ
っ
て
施
工
前
に
３
次
元
モ
デ
ル
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
施
工
ミ
ス
を
防
げ
た
り
、
完
成
後
の
イ

メ
ー
ジ
も
わ
き
や
す
い
の
で
、
仕
事
は
進
め
や
す
く
な
る
と
思
う
。

(３
)女
性
技
術
者
の
活
躍

<
意
見
の
概
要
＞

〇
女
性
技
術
者
の
い
な
い
会
社
は
多
い
。
そ
も
そ
も
、
建
設
の
専
門
学
科

が
あ
る
高
校
が
な
い
地
域
で
は
、
人
材
の
確
保
そ
の
も
の
が
困
難
。
特

に
、
地
方
は
出
て
い
く
人
が
非
常
に
多
く
、
地
元
に
残
っ
た
普
通
科
の

卒
業
生
を
他
業
種
と
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。

〇
女
性
技
術
者
の
意
見
交
換
会
が
あ
っ
て
参
加
し
、
良
い
機
会
だ
と
思
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
女
性
技
術
者
が
集
ま
っ
て
意
見
交
換
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
面
の
参
考
に
な
る
こ
と
も

聞
け
る
の
で
良
い
と
思
う
。
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６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

〇
女
性
技
術
者
が
初
め
て
入
っ
た
企
業
で
は
、
女
性
の
役
員
を
窓
口
と
し

て
、
１
か
月
に
１
回
程
度
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
も
ら
い
、
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
女
性
技
術
者
は
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て

入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
極
力
興
味
の
あ
る
部
分
を
常
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
よ
う
に
、
会
社
と

し
て
は
配
慮
し
て
い
る
。

〇
女
性
用
ト
イ
レ
を
男
性
用
ト
イ
レ
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
女
性
専
用
更
衣
室
も
設
置
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
何
も

問
題
が
な
い
。

〇
今
の
女
性
は
す
ご
く
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
、
男
性
よ
り
も
現
場
に
あ
っ
て

い
る
印
象
が
あ
る
。

〇
産
休
・
育
休
が
取
り
や
す
い
環
境
を
企
業
が
整
え
て
い
け
ば
、
女
性
は

働
き
や
す
い
と
思
う
。

〇
女
性
技
術
者
が
IC
Tに
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
建
設
業
に
入
職
し
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
女
性
の
方
が
IC
Tに
興
味
を
持
つ
よ
う
な
気
も
す
る
。

〇
女
性
が
初
め
て
入
社
し
て
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
女
性
が
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
ダ
ン
プ
の
運
転
手
に
女
性
が
い
る
が
、
後
か
ら
入
社
し

た
女
性
は
、
当
社
で
女
性
が
ダ
ン
プ
運
転
手
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
て
、
当
社
に
入
社
し
て
き
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

〇
若
い
方
に
は
、
女
性
も
含
め
て
可
能
な
限
り
入
社
し
て
も
ら
い
た
い
。

地
元
の
中
学
校
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
た
際
、
参
加
し
た
女
性
が
す

ご
く
活
発
で
、
「
高
校
卒
業
す
る
と
き
に
求
人
は
出
て
い
ま
す
か
」
と

聞
い
て
く
る
ぐ
ら
い
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
今
後
も
積
極

的
に
、
で
き
る
だ
け
お
子
様
が
小
さ
い
時
期
か
ら
建
設
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

・
い
つ
で
も
来
て
ほ
し
く
、
募
集
は
か
け
て
い
る
が
、
女
性
技
術
者
は
来

て
も
ら
え
な
い
。
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
も
２
年
前
に
採
用
し
た

が
、
昨
年
（
20
19
年
）
、
今
年
（
20
20
年
）
と
も
採
用
で
き
て
い
な

い
。

・
身
近
に
女
性
技
術
者
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
今
後
の
仕

事
の
仕
方
や
、
出
産
・
子
育
て
な
ど
の
お
手
本
が
い
な
く
て
不
安
で
は

あ
る
。

・
宮
城
県
内
で
は
人
が
集
ま
る
仙
台
は
別
と
し
て
、
地
方
で
は
地
元
に
残

る
人
が
非
常
に
少
な
く
、
そ
の
少
な
い
人
材
を
他
業
種
と
取
り
合
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
年
（
20
20
年
）
も
採
用
で
き

た
、
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
非
常
に
う
ら
や
ま
し
い
。

・
昨
年
、
女
性
技
術
者
の
意
見
交
換
会
が
あ
っ
て
参
加
し
、
良
い
機
会
だ

と
思
っ
た
。
本
来
は
１
年
に
２
回
開
催
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
な
く
な
っ
て
お
り
、
再
開
さ
れ
た
ら
ま
た
行
き
た

い
。

・
建
設
に
関
す
る
学
科
を
有
す
る
高
校
が
な
い
た
め
、
求
人
は
普
通
高
校

に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
必
然
的
に
他
業
種
と
取
り
合
う
こ
と
に
な
る
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
A＞

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
A＞
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６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
採
用
で
き
る
こ
と
自
体
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
地
方
と
人

が
集
ま
る
市
と
で
は
、
採
用
に
関
す
る
感
覚
が
全
然
違
う
の
で
、
そ
こ

は
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。

＜
宮
城
県
若
手
技
術
者
B＞

・
女
性
用
ト
イ
レ
を
男
性
用
ト
イ
レ
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
女
性
用
更
衣
室
も
設
置
し
て
も
ら
っ
て
お
り
何
も
問
題

が
な
い
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
B＞

・
育
休
が
あ
る
と
こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ
が
会
社
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
。
以

前
働
い
て
い
た
会
社
で
は
育
休
が
な
か
っ
た
の
で
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
働

い
て
、
産
ん
で
３
か
月
で
復
帰
し
て
い
た
。
産
休
や
育
休
が
取
り
や
す

い
環
境
を
企
業
が
整
え
て
い
け
ば
、
女
性
は
働
き
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

・
当
社
の
女
性
技
術
者
も
IC
Tに
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
、
昨
年
（
20
19

年
）
、
今
年
（
20
20
年
）
と
入
社
し
て
き
て
い
る
。

・
今
の
会
社
で
は
、
女
性
職
員
は
子
育
て
が
終
わ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
の

で
、
産
休
や
育
休
を
取
得
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
取
得
す
る
人
が
出

て
く
る
と
思
う
。
求
人
票
に
「
育
児
休
暇
あ
り
」
と
記
載
が
あ
れ
ば
良

い
が
、
無
し
の
と
こ
ろ
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

・
昨
年
（
20
19
年
）
、
初
め
て
女
性
技
術
者
が
入
社
し
た
の
で
、
女
性
の

役
員
を
窓
口
と
し
て
、
１
か
月
に
１
回
程
度
、
女
性
技
術
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
し
な
が
ら
環
境
改
善
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
男
性
の

同
期
社
員
か
ら
す
れ
ば
、
な
ぜ
女
性
だ
け
待
遇
が
よ
い
の
か
、
と
捉
え

ら
れ
か
ね
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
過
保
護
な
く
ら
い
の
対
応
を
し
て
い

る
。

・
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
女
性
技
術
者
が
集
ま
っ
て
意
見
交
換
が
で
き
る
場

が
年
２
回
ほ
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う

機
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
面
の
参
考
に
な
る
こ

と
を
聞
け
る
と
思
う
の
で
、
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

・
女
性
技
術
者
に
は
、
現
場
の
い
ろ
い
ろ
な
管
理
や
、
通
常
の
安
全
管
理

な
ど
を
重
点
的
に
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
現
場
で
は
ど
う
し
て

も
力
仕
事
が
必
要
と
な
る
時
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
は
現
状
で
は
対
応
で

き
て
い
な
い
。

・
そ
の
女
性
技
術
者
は
、
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
入
社
し
て
き
て
い
る

の
で
、
極
力
興
味
の
あ
る
部
分
を
常
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
よ
う
に
、
会
社
と
し
て
も
し
て
あ
げ

た
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル
を
使
わ
せ
て
い
る
。

・
建
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
担
当
す
る
技
能
労
働
者
に
も
今
年
（
20
20

年
）
１
人
、
女
性
が
入
社
し
て
い
る
が
、
男
性
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

考
え
と
動
き
を
し
て
い
て
、
今
の
若
い
女
性
は
す
ご
く
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

で
、
男
性
よ
り
も
現
場
に
あ
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
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６
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４
．
取
材
時
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意
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覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
C＞

・
今
年
（
20
20
年
）
、
女
性
技
術
者
を
雇
っ
た
。
ま
だ
駆
け
出
し
で
土
木

の
こ
と
は
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
や
る
気
は
あ
る
の
で
、
時
間
は

か
か
る
け
れ
ど
も
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
経
営
陣
は
認
識

し
て
い
る
。

・
技
術
者
で
は
な
い
が
、
最
初
は
現
場
事
務
で
雇
っ
て
い
た
女
性
２
名

が
、
現
場
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
今
は
書
類
作
成
の

補
助
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

・
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
例
年
、
工
業
高
校
以
外
も
募
集
を

し
て
き
て
い
た
が
、
普
通
科
や
商
業
科
で
お
願
い
し
て
も
相
手
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
（
20
20
年
）
か
ら
女
性
の
役
員
に
お
願
い

に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
来
春
に
高
校
卒
の
女
性
が
１

名
、
入
社
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

・
来
春
か
ら
は
、
事
務
員
も
入
れ
て
女
性
が
７
名
に
な
り
、
お
お
む
ね
職

員
の
５
分
の
１
が
女
性
に
な
る
の
で
、
女
性
が
現
場
に
出
向
く
こ
と
も

多
く
な
り
、
女
性
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
り
、
事
務
所
を
き
れ
い
な
環
境

に
保
つ
た
め
に
整
理
整
頓
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

・
も
と
も
と
当
社
は
女
性
に
見
向
き
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
面
白
い

も
の
で
、
女
性
が
初
め
て
入
社
し
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
女
性
が
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ダ
ン
プ
の
運
転
手
に
女
性
が
い
る
が
、
後
か
ら

入
社
し
た
女
性
は
、
当
社
で
女
性
が
ダ
ン
プ
運
転
手
で
勤
務
し
て
い
る

こ
と
を
聞
い
て
当
社
に
入
社
し
て
き
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

・
若
い
人
に
は
、
女
性
も
含
め
て
可
能
な
限
り
入
社
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
若
い
人
た
ち
は
地
元
か
ら
出
て
い
く
人
が
多
い
。
地
域
に
専
門
学

科
が
あ
る
学
校
が
な
い
の
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Jタ
ー
ン
関
係
の
情
報
を
ど

れ
だ
け
取
れ
る
か
も
重
要
で
あ
る
。
商
業
科
や
電
気
科
を
卒
業
し
た
人

も
育
て
る
が
、
資
格
を
取
る
と
、
も
っ
と
良
い
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
の

で
、
と
辞
め
て
い
く
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
時
期
に
な
る
と
、
長
男

な
の
で
地
元
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
40
代
、
50
代
で
戻
っ
て
き
た
技
術

者
を
ど
れ
だ
け
雇
え
る
か
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
手
で
は
あ
る
。

269



６
－
４
．
取
材
時
の
意
見
一
覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
今
年
（
20
20
年
）
、
地
元
の
中
学
校
の
職
場
体
験
で
４
名
を
受
け
入

れ
、
そ
の
う
ち
２
名
は
女
性
だ
っ
た
が
、
女
性
の
方
が
す
ご
く
活
発

で
、
「
高
校
卒
業
す
る
と
き
に
求
人
は
出
て
い
ま
す
か
」
と
聞
い
て
く

る
ぐ
ら
い
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
「
そ
の
時
期
が
来
た
ら

い
つ
で
も
話
を
聞
く
の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
返
答
し
た
の
だ

が
、
今
の
時
代
は
女
性
の
方
が
活
動
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

た
。
男
性
の
生
徒
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
が
、
地
元
か
ら
外
に
出
た

い
と
い
う
希
望
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
建
設
業
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
ど
こ
の
地
域
で
あ
っ
て
も
担
い
手
と
し

て
働
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
、
今
後
も
積
極
的

に
、
で
き
る
だ
け
お
子
様
が
小
さ
い
時
期
か
ら
建
設
業
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
雇
用
し
て
い
る
女
性
技
術
者
は
い
な
い
。
募
集
は
か
け
て
い
る
も
の

の
、
い
ま
だ
に
入
社
し
て
く
れ
る
女
性
技
術
者
は
現
れ
て
い
な
い
。

・
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
若
い
人
は
増
え
て
き
て
い
る
と

思
う
の
で
、
仙
台
市
内
の
中
学
校
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
も
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
積
極
的
に
雇
用
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

(４
)監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理
化
等

<
意
見
の
概
要
＞

〇
監
理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
合
理

化
は
、
今
回
初
め
て
知
っ
た
。

〇
若
手
、
技
士
補
の
育
成
と
い
う
観
点
で
は
、
現
場
に
直
接
携
わ
れ
る
の

で
、
と
て
も
良
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
現
場
を
兼
務
す
る
こ
と
は
同
じ

作
業
を
２
つ
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が
想
像
で
き
な

い
。
こ
の
制
度
に
は
反
対
で
あ
る
。

〇
会
社
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
の
制
度
だ
が
、
私
た
ち
監
理
技
術
者
の
立
場

と
し
て
は
首
を
か
し
げ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
会
社
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
な
い
と
厳
し
い
。
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６
－
４
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覧

若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
A＞

・
こ
の
話
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
。

・
こ
の
話
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
が
、
資
料
を
見
る
限
り
大
変
に
な
る
だ

け
だ
と
思
う
の
で
、
反
対
で
あ
る
。

・
若
手
、
技
士
補
の
育
成
と
い
う
観
点
で
は
現
場
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
ご
く
良
い
と
は
思
う
。
た
だ
監
理
技
術
者
は
二
つ
の
現
場
で

同
じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と

想
像
で
き
な
い
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
C＞

・
こ
の
話
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
会
社
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と

思
う
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
、
と
首
を
か
し
げ
て
し

ま
う
。
専
任
緩
和
は
会
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
相
当
な
い
と
難
し
い
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
D
＞

・
こ
の
話
は
今
回
初
め
て
知
っ
た
。

(５
)そ
の
他

<
意
見
の
概
要
＞

〇
東
日
本
大
震
災
か
ら
令
和
２
年
（
20
20
年
）
で
９
年
と
な
る
。
復
興
工

事
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、
復
興
工
事
が
終
わ
る
と
ど
の
よ
う
な

工
事
が
あ
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
維
持
工
事
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
で

地
域
が
活
性
化
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

〇
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
大
量
離
職
や
リ
ス
ト
ラ
が
懸
念
さ
れ
る

中
で
、
公
共
事
業
は
雇
用
改
善
に
即
効
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の

程
度
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
予
算
を
執
行
し
て
も
ら
え
る
か
、
多
少
の

不
安
が
あ
る
。

＜
宮
城
県
監
理
技
術
者
B＞
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６
－
４
．
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若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

監
理
技
術
者
グ
ル
ー
プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

＜
個
別
の
主
要
な
意
見
＞

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
A＞

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
令
和
２
年
（
20
20
年
）
で
９
年
と
な
る
。
復
興
工

事
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
が
、
復
興
工
事
が
終
わ
る
と
ど
の
よ
う
な

工
事
が
あ
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
維
持
工
事
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
で

地
域
が
活
性
化
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
B＞

・
直
轄
工
事
は
事
業
計
画
が
あ
り
期
待
し
て
待
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
県

工
事
は
計
画
も
何
も
な
い
の
で
全
く
先
を
見
通
せ
な
い
。
県
工
事
を
主

体
で
実
施
し
て
い
る
会
社
が
多
い
の
で
、
県
工
事
も
先
を
見
通
せ
れ
ば

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
C＞

・
理
不
尽
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
維
持
管
理
を
請
け
負
っ
て
い
た
時

に
、
洪
水
で
危
険
だ
と
判
断
し
て
そ
の
場
所
か
ら
先
に
行
か
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
契
約
書
に
も
「
命
の
危
険
が
あ
っ
た
場
合
は
戻
っ
て
良

い
」
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
発
注
者
が
そ
の
現
場
の
先
に
合
っ
た
集

落
に
対
し
て
「
当
社
に
先
に
行
く
よ
う
に
話
し
た
が
行
か
な
か
っ
た
」

と
い
う
説
明
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
契
約
に
則
り
「
危
険
で
先
に
行
け

な
い
」
と
報
告
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
先
は
レ
ス
キ
ュ
ー
の

話
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
。
そ
う
い
う
理
不
尽
な
こ
と
は
あ
る
。

・
i-
Co
n、
週
休
２
日
制
、
担
い
手
確
保
な
ど
、
建
設
業
協
会
の
会
員
だ
け

が
理
解
し
て
い
て
も
ダ
メ
で
あ
り
、
下
請
企
業
も
、
働
い
て
い
る
人
も

含
め
て
、
建
設
業
全
体
が
理
解
し
な
け
れ
ば
浸
透
し
て
い
か
な
い
。

＜
宮
城
県
若
手
経
営
者
D
＞

・
国
土
強
靭
化
と
い
う
な
か
で
国
の
予
算
が
つ
い
て
い
る
現
状
は
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
直
接
的
に
国
民
に
分
配
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
予
算
を
ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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若
手
経
営
者
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監
理
技
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プ

若
手
技
術
者
グ
ル
ー
プ
（
女
性
：
A,
B）

・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
大
量
離
職
や
リ
ス
ト
ラ
が
懸
念
さ
れ
る

中
で
、
公
共
事
業
は
雇
用
改
善
に
即
効
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の

程
度
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
予
算
を
執
行
し
て
も
ら
え
る
か
、
多
少
の

不
安
が
あ
る
。

・
こ
こ
最
近
は
復
興
係
数
も
継
続
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
、
毎
年
更

新
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で
復
興
係
数
で
あ
る
13
％
の
利
益
を
確
保
し

て
い
る
建
設
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
も
し
復
興
係
数
が
な
く
な
る
と

ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
赤
字
転
落
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
現
在
働
い
て
い
た

だ
い
て
い
る
従
業
員
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
上
で
は
、
13
％
を
現
状
か

ら
削
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
。
こ
の
13
％
が

一
時
的
な
措
置
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
当
た
り
前
の
経
費
と
し
て
、
現

状
が
ベ
ー
ス
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
週
休
２
日
制
、
担
い

手
確
保
、
IC
Tも
含
め
た
設
備
投
資
な
ど
に
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
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 令和元年度（2019 年度）、令和２年度（2020 年度）の２か年に亘り、新潟県、大分県、

栃木県、高知県、静岡県、宮城県の各建設業協会会員企業の、若手経営者、監理技術者、

若手技術者及び女性技術者の各グループにおいて、週休２日制、長時間労働、

「i-Construction」の推進などに関して直接取材を行い、地方の建設企業の実態を把握

した。 

 一方、調査期間中においても、週休２日制の実現、長時間労働の是正、「i-Construction」
の推進などに関する各種施策、取り組みが矢継ぎ早に打ち出されている。 

 例えば、 

〇「新・担い手三法」に基づいた「工期に関する基準」の中央建設業審議会による策

定・公表（令和２年（2020 年）７月）  

 〇全国各地域ブロックの発注関係事務に関する「新・全国統一指標」（地域平準化率、

週休２日対象工事の実施状況 等）の目標値等の決定（令和３年（2021 年）１月） 

 〇国土交通本省における ICT 導入協議会、「i-Construction」推進コンソーシアム、

BIM/CIM 推進委員会、インフラ分野の DX 推進本部等の開催による各種施策の検

討、取りまとめ、実施等 

 〇国土技術政策総合研究所における DX データセンターの設立 

等の発注者の取り組みもあれば、 

 〇全国建設業協会による令和元年(2019 年)１月からの「休日月 1＋（ツキイチプラス）

運動」。 

 〇一般財団法人日本建設情報総合センター（JACIC）設置の JACIC クラウドにおけ

る、令和３年度（2021 年度）からのシステム向上（仮想 PC 上での高性能 PC 能力

の確保、大容量データの円滑利用が可能なサーバ提供等）。 

等の受注者や団体等の取り組みも行われている。 

本章では、本調査により把握できた「現状と課題」を整理するとともに、上記の種々

の取り組みを踏まえつつ、課題への対応策の方向性についてとりまとめた。なかでも、

（１）週休２日制の実施、（２）「i-Construction の推進」に関しては、全国展開する総

合建設会社のようには順調に進んでおらず、このため、それらの取材項目については、

取材時にいただいたご意見を踏まえつつ、取り組み例を少し具体的に列挙した。 

なお、調査最終年度においては「働き方改革」、「生産性革命」、「i-Construction」の

推進、「新・担い手三法」への対応、「新３Ｋ」実現などに関する、地方の取り組みの好

事例の紹介や、今後どのような取り組みが求められているか、などの観点からの取材も

実施することとしていたが、具体的な好事例や、実態を定量的に示すデータなどの収集

までには至らなかった。 

 

（１）週休２日制の実施 

（１）－① 週休２日制（適正な工期関係も含め） 

＜現状と課題＞ 

 〇週休２日制を実施できている企業はほんの一握りである。週休２日制が好ましいと

認識しているが、４週６休から先に進むことが難しい企業が多い。 

〇週休２日制の実施に進めない課題は大きく以下の２点である。 

  ・技能労働者は日給制が多く、休日の増加を望んでいないことが多いこと。 

  ・工期が短いこと。発注者の調整未了などにより実質的な工期が極めて短い工事も

多いこと。 

＜対応策の方向性＞ 
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〇技能労働者の給与の確保。例えば以下のような取り組みが考えられる。 

 ・週休２日制工事に従事している技能労働者でも土曜日は別の現場で働いている実

態も踏まえた、４週４休や４週６休等で得られている現状の給与水準を確保でき

る適切な積算。 

（※国土交通省では令和３年度の補正係数を引き続き図 5-1 の通りに設定。単純計算では、週

６日から週５日勤務への変更は日単価で 20％アップ、４週６休から４週８休勤務への変更

は日単価で 10％のアップが必要。） 

       

図 5-1 積算における週休２日の補正係数 

（出典）国土交通省「令和３年度国土交通省土木工事・業務の積算基準等の改定」 

・週休２日制の実施でも企業が赤字のリスクを負わないような、建機や仮設などの

ランニングコスト等の必要経費の増大に対応した積算。 

〇適正な工期の確保。例えば以下のような施策が考えられる。 

・発注者による「工期に関する基準」の徹底的な遵守。受注者が契約後に予定通り

工事着手するための関係機関調整、住民合意等の遅滞ない完了や、概算発注工事

における詳細設計の受注者への早期引き渡し等も含めて。 

（※中央建設業審議会「工期に関する基準の作成に関するＷＧ(第２回)」（令和２年（2020 年）

２月）の全国建設業協会提出資料「現状と課題」において、具体例が示されている。 

令和２年（2020 年）５月の日本建設業連合会会員調査結果でも、「施工条件が不確定」、「現

場状況から工事着手できない」といった理由から工期の確保に苦労している現場の窮状 

を訴える意見が目立ったと報告されている。（令和２年(2020 年)５月 22 日 日刊建設工

業新聞）） 

・「工事工程表の開示」「ASP を活用した工事工程の共有」等の地方整備局等におけ

る取り組みの拡大。 

 〇その他（段階的な推進など）。例えば、以下のような取り組みが考えられる。 

  ・週休２日制だけではなく、４週６休、４週７休の各発注割合の年度ごとの目標の

公表、フォローアップ。 

・交替制モデル工事の好事例・工夫内容の整理・公表や、発注者指定型における現

場閉所タイプ、交替制タイプの受注者選択方式の実施。 

・「当初の準備期間と実際の工事着手までの期間との比較」等の、発注者の取り組み

を表すデータの公表。 

・繰越手続きの年内実施等の早期承認や、当初発注段階での年度をまたぐ工期の設

定。さらに年度末近くに成立した補正予算による工事の事故繰越への柔軟な対応。 

 

（１）―② 長時間労働（罰則付き時間外労働上限規制への準備も含め） 

＜現状と課題＞ 

 〇発注者への提出書類は減ったものの、提示書類が多くなり、書類作成は長時間労働
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の大きな要因のままである。  

 〇成績評定のため、受注者が見栄え、わかりやすさ等、書類の作り込みに時間をかけ

ることも多い。 

 〇正式な協議書類に至るまでの途中段階での書類作成に時間がかかる。本来発注者が

作成すべきと思われる資料を受注者が作成する場合もある。 

 〇ASP や遠隔臨場は、書類持参時間や待ち時間などが不要になり効果が高い。 

 〇令和６年度（2024 年度）から建設事業にも適用される、罰則付き時間外労働上限規

制に関して、特に監理技術者、若手技術者の認識が十分ではない。 

＜対応策の方向性＞ 

 〇作成書類の簡素化等。例えば以下のような取り組みが考えられる。 

・受注者が作成する必要がある提出・提示書類の種類、様式の再整理・規定と、そ

れ以外の書類を受注者に作成させない取り組みの周知徹底。 

・受注者の提出・提示書類の作成に必要な時間の経費としての計上。 

・作成書類の見栄え等による成績評定がないことの受発注者の共通認識づくり。 

 〇その他。例えば、以下のような取り組みが考えられる。 

・監理技術者等の受注者と現場監督員等の発注者とが一体となった、罰則付き時間

外労働の上限規制をクリアするための長時間労働の是正への取り組み。発注者ご

との、時間外労働上限規制を遵守できなかった工事件数の公表も１つの方策。 

・ASP や電子小黒板、遠隔臨場等の長時間労働を是正できるツールの積極的な活用。 

 

（１）―③ 担い手確保・建設業の魅力 

＜現状と課題＞ 

 〇厚生労働省と国土交通省が連携して、若者や女性の建設業への入職や定着の促進な

どに取り組んでいる。 

 〇義務教育から週休２日制に慣れている若者は、週休２日制が実現できていない建設

業への入職は敬遠する実態がある。 

 〇若手技術者の建設業からの離職も、給与が低い、休日が少ないことが大きな理由。

建設業の離職率は他産業に比べて高い。 

（※建設業の賃金水準は製造業に比べて、10％程度も低い。（図 5-2）） 

    

図 5-2 製造業との賃金水準の比較 

(出典)国土交通省北陸地方整備局「建設キャリアアップシステム説明会」（平成 30 年）資料３） 
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 〇ICT 建機、機器の活用により、中高生等の建設業に対するイメージが大きく改善さ

れている。 

＜対応策の方向性＞ 

 以下のような取り組みが考えられる。 

〇給与と休日の大幅な改善。特に給与について、製造業や他産業と比して遜色ないも

のとする積算の抜本的な見直し。 

 〇労働生産性の向上に結び付く、適正な規模・工種の ICT 活用の推進。担い手確保の

方法としての ICT 活用の展開。 

 〇学生・生徒への建設現場の実態の「見える化」。HP や SNS の有効活用。 

 〇若手技術者の交流の場の設置、絆を深める措置。 

 

（２）「i-Construction」の推進 

（２）－① ICT の活用 

＜現状と課題＞ 

 〇ICT を継続的に活用し、そのメリットを享受できている企業はほんの一握りである。

成績評定の加点目的での活用や、赤字になり再度の活用を行わない企業も多く、ICT
活用は広がっていない。また活用した企業でも ICT 活用関係は全て外注し、当該企

業の技術者が関与していない場合もある、 

 〇国の直轄工事を主に受注している企業は ICT 活用に積極的に取り組んでいること

が多い。地方公共団体の工事を主に受注している企業は ICT の活用に不向きな小規

模な工事が多いこともあり、ほとんど取り組めていない。 

 〇ICT を内製化している企業はさらに少ない。現状では、ICT 活用工事を年間に数件、

数億円ほど安定して受注できる企業でないと内製化は進まない。 

 〇黒字が見込めれば、ICT 活用は広がっていく可能性はある。 

 〇ICT 施工に必要な３次元データの作成が、受注者の負担になっている。 

 〇令和２年度（2020 年度）から取り入れられた簡易型 ICT 活用工事制度は ICT 活用

に取り組みやすくなることから好評である。 

 〇全ての工事が ICT 活用に適しているわけではない。さらに GPS が入りにくい時間

帯がある、日によって GPS の位置がずれる、という現場もある。 

 〇企業が ICT 活用に最初に取り組むときは、赤字になるリスクが大きいため、まずは

小規模な工事で実施するほうが好ましい。最初の取り組みは投資と考え、赤字にな

ったとしても、外注した結果と自社での実施結果を比較して、どこがいけなかった

のか等をよく分析・理解して、そこからノウハウを学んでいくことが、ICT 活用を

着実に進めていく方法である、という意見がある。 

〇総合評価の入札契約方式により、ICT 活用の実績がない企業は、実績がある企業と

はすでに競争にならないという意見もある。 

〇ICT を活用しても、発注者の監督・検査が従来通りの方法のままであると受注者に

二度手間が生じ、ICT を活用する意義が失われる。 

＜対応策の方向性＞ 

 〇ICT 活用に適する工事への拡大。以下のような取り組みが考えられる。 

・小規模な工事でも受注者が適正な利益を得ることができる積算方法への改善、及

び ICT 活用に適さない工事の整理、活用の見送り。 

 ・ICT 建機や機器への初期投資額やリース代に関する受注者の負担の軽減。ICT 施

工の導入に関する補助金、税制、融資制度などのさらなる周知や、既存の建機に
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簡単に取り外すことができる ICT 施工用の廉価なキット・機器などの展開。 

 ・工事現場における GPS 精度等を踏まえた仕様の ICT 活用工事の発注。 

〇受注者の ICT 活用に係る意識の改善。以下のような取り組みが考えられる。 

  ・ICT 活用を行った各工事において、成績評定へ加点措置されたことが認識できる

成績提示。 

・ICT 活用工事の継続的な拡大を示す発注予定の明示。工種・規模ごとの活用でき

る ICT の種類・程度や、目指すべき労働生産性の数値の明示。  

  ・ICT 活用の取り組みを開始する企業の受注機会の創出。ノウハウを取得しやすく、

赤字リスクが少ない小規模な工事の発注も重要。 

  ・ICT の内製化の実施企業数、ICT 活用による労働生産性の向上を示す数値の工事

規模、工種ごと等のきめ細かい公表。 

〇発注者の取り組みの更なる明示。以下のような取り組みが考えられる。 

  ・入札公告時からの３次元データによる契約図書の提示。受発注者がデータを共有

できるソフトなどの整理も必要。 

（※国土技術政策総合研究所が実施している「２次元図面を入力すると３次元モデルが出力さ

れる自動プログラムの作成」成果の活用にも期待。） 

  ・設計成果を３次元データで取得している件数、業務名や、３次元データによる契

約図書の提示件数、業務名等に関する発注者ごとの公表。 

  ・産学官の取り組みの展開。 

（※取り組み例として、中部地方整備局の「ICT アドバイザー登録制度」(H29 創設)、近畿地

方整備局の「ICT 推進アドバイザー制度」(H29 創設)、関東地方整備局の「ICT アドバイ

ザー制度」（R2 創設）等がある。） 

  ・ICT 活用工事の監督・検査を行う、現場監督員、監督補助員、検査官などの、ICT
活用に関する研修の必須受講。 

〇ICT 活用に係る人材の育成。以下のような取り組みが考えられる。 

・総合的、実践的な研修の実施、活用。 

  （※取り組み例として、ICT 東北推進協議会が実施している「i-Academy 恋地」における研修

がある。） 

・必要となる ICT 分野の技術力に係るフィーの計上。 

 

（２）－② BIM/CIM の活用 

 ＜現状と課題＞ 

〇BIM/CIM に取り組んでいる企業はほとんどない。民間建築分野でも BIM 活用は進

んでいない。 

 〇国直轄工事についても、BIM/CIM 活用が始動していることが身近なこととして認

識されていない。 

 〇国土交通省がスケジュールとして示す「国直轄工事においては小規模なものを除き

原則 BIM/CIM を適用する」令和５年度（2023 年度）に、BIM/CIM を適用して工

事を実施できるように取り組んでいる企業はほとんどない。 

＜対応策の方向性＞ 

〇発注者の取り組みの更なる明示。以下のような取り組みが考えられる。 

・計画段階、設計段階からの BIM/CIM 適用の速やかな拡大、及びその実績の公表。

BIM/CIM による契約図書の提示件数、業務名等に関する発注者ごとの公表も重

要。 

279



･ICT 活用と同じく、ノウハウを取得しやすく、赤字リスクが少ない小規模な工事

の発注から進めることも重要。 

・ICT 活用と同じく、BIM/CIM 活用工事の監督・検査を的確に行える、現場監督

員、監督補助員、検査官などの早期育成。 

〇受注者の BIM/CIM に係る意識の改善。以下のような取り組みが考えられる。 

  ・受注者が準備すべき BIM/CIM ソフトの仕様や具体の適用ソフトなどの明示。 

（※国土技術政策総合研究所に設置される DX センターや、一般財団法人日本建設情報総合セ

ンター（JACIC）による JACIC クラウドの役割、機能、活用方策等の受注者への更なる周

知も重要。） 

・BIM/CIM の最大のメリットであるフロントローディング（図 5-3）にむけてのロ

ードマップ、及び実現時の受注者のメリットの具体的な明示。 

       

 
図 5-3 フロントローディング 概念図（建築） 

（出典）日本建設業連合会「フロントローディングの手引き 2019」 

 

（２）－③ 施工時期の平準化 

＜現状と課題＞ 

 〇国、県とも施工時期の平準化に取り組んでいるが、市町村は進んでいない。 

 〇３月が工期末の工事が少なくなれば、平準化をもっと実感できる。 

〇秋や年末に繰越を認めている県や、工期と発注時期の関係から、当初から年度をま

たいだ工期で発注を行う県もある。 

〇現在公表されている平準化率の数値は実態と少し異なるところも見受けられる。災

害復旧工事などが多数発生した場合、平準化率の数値が一時的に高くなる場合もあ

る。 

＜対応策の方向性＞ 

 〇平準化数値の工夫。以下のような取り組みが考えられる。 

・３月が工期末の工事件数を示す指標の平準化数値としての併用。 

（※業務の平準化数値は、第４四半期に完了する件数をもとに算出されている。） 

  ・「工事着手できない期間を除いた実質的な工期」を基にした平準化数値の算出。 
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  ・舗装工事等の、年度末に工事が集中する工事の平準化数値の算出。 

・当初予算、補正予算別の平準化数値の確認。 

  

（３）女性技術者の活躍 

＜現状と課題＞ 

〇育児などで休暇や時短勤務が発生する場合、女性が監理技術者や現場代理人として

現場で働くのは難しい。 

〇働き方の差から、女性は公務員を志望する人が多い。 

〇トイレ、更衣室等の環境づくりは大事。目線や動線への細かい配慮も大切。 

〇女性技術者には、職場の男性的な雰囲気や女性に対する理解不足等が認識されてい

る。女性目線では少しずれていると思う取り組みも多い。 

〇ICT に興味を持った女性技術者が入職したり、女性が初めて入社したことにより女

性が集まるようになってきた企業もある。建設業協会において「女性技術者の会」

の活動を支援する取り組みも行われている。 

＜対応策の方向性＞ 

 〇女性専用トイレや更衣室などは必要最低限との認識が必要。女性技術者が本当に何

を望んでいるかをしっかり聞いて、取り組んでいくことが重要。 

 〇時短勤務でも現場で働けるような監理技術者制度等の制度改革や、会社からの手厚

いサポートの実施。 

 〇「女性だから」と特別扱いしない、男性・女性関係ない同等の評価の実施。例えば、

男性・女性関係なく、「子育てをする人」が育休を取ってもいいと思える環境づくり

も重要。 

 〇結婚・出産・育児期間も含めた、女性が長く活躍できるビジョン、ロードマップの

明示。ICT 活用、現場関係書類の作成・整理などの内勤業務を活用することも重要。 

 

（４）監理技術者の専任緩和と主任技術者の配置義務の合理化等 

＜現状と課題＞ 

 〇制度（令和元年（2019 年）６月 建設業法改正）について、監理技術者が十分な理

解をしていない。 

 〇経営者には好評だが、監理技術者には負担が増えるおそれが大きいとの意見が多数。 

 〇若手の育成につながるとの意見もある。 

〇制度の活用は、どのような現場を兼任させるか、適切な人材の若手技術者を配置で

きるかなど、企業のサポートにかかっている面が大きい。 

（※国土交通省の直轄工事については、「支出負担行為担当官工事であるとき」「工事の技術的

難易度が原則Ⅲ以上の工事であるとき」などでは専任緩和を認めない、とする通知が、令

和２年（2020 年）９月に発出されている。） 

＜対応策の方向性＞ 

〇企業の期待は高いものの、手探りの状態であるため、今後、効果を発揮した良い事

例が広く周知されることが重要。 

 〇監理技術者の負担が大きくなり、長時間労働に繋がるリスクもあるので、会社のサ

ポート状況、監理技術者の労働時間の把握なども含め、適用実績の調査分析が必要。 

 

（５）雪国の現状と課題 

＜現状と課題＞ 
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〇降雪量の少ない地域、特に都市部の企業は除雪業務に負担を感じている。 

 〇待機・拘束費用等の採算性や、厳しい労働環境・処遇による人員不足・高齢化等の

課題から、除雪業務を維持できなくなると感じている企業も多い。 

〇降雪が数日続くだけでも作業員の確保ができず、冬期は工事が進まない厳しい実態

がある。 

（※国土交通省では、少雪時においても固定的に発生する経費を計上可能な積算方法を検討し、

令和３年度に試行工事を実施予定である。（図 5-4）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 少雪時における除雪工の経常的経費の積算方法 

（出典）国土交通省「令和３年度国土交通省土木工事・業務の積算基準等の改定」 

＜対応策の方向性＞ 

〇除雪業務は昼夜関係なく長時間続くため、災害復旧と同じく、時間外労働上限規制

の対象外とするための諸手続き、作成書類等の簡素化。 

〇降雪が続くことによる技能労働者の確保の難しさを反映した、柔軟な工期の延伸、

繰越手続き等の簡素化。 

 〇施工条件の良い時期に工事着手できる、２ヶ年国債やゼロ国債工事のさらなる拡大。 

 

 

以上、取材項目別に現状と課題、対応策の方向性について整理した。地方建設会社が

悩ましい課題を抱えている実態とともに整理できたと考えるが、もちろんこれらは取材

でお聞きしたご意見すべてを網羅して方向性を整理できているものではない。 

なお、令和３年（2021 年）２月に開催された国土交通省「ICT 導入協議会」（第 12
回）資料１において、「ICT 施工の普及に関する業団体等からの意見及び対応方針」が

示されているが、 
〇費用負担（ICT 機械費（リース等）のコストが合わない（高すぎる） 等） 
〇発注機関（普及を目指すには「発注者指定型」の発注を増加させたほうが良い 等） 
〇３次元設計について（発注時に３次元設計データの提供があれば取り組み易い、工 

事業者だけでなく測量・設計会社の ICT 化体制の地方での構築 等） 
〇工事成績/入札時のインセンティブ（ICT 施工を行った場合のインセンティブを総

合評価や工事成績に反映してほしい 等） 

等、本調査の取材によりお聞きしたご意見と同様の内容が記載されている。当該資料に
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は、国土交通省の対応方針も示されているが、地方建設会社がそれぞれの意見に込めた

意図を十分には汲み取れていない面も見受けられるため、本取材でお聞きした具体的な

意見に的確に対応した方針、取り組みが実施されることを期待したい。 

  

 また取材を通じて一貫して示されたことは、発注者の姿勢、意欲、認識等が受注者の

取り組みに極めて大きな影響を及ぼすことである。例えば、受注者が ICT 活用や

BIM/CIM 等に一生懸命取り組んでも、監督員、検査官等の発注者がその取り組みの意

義、内容、技術力レベル等を十分認識していないと、受注者の取り組み意欲は急速に失

われていく。発注者の責務も極めて大きいことは、発注者が十分すぎるほど認識すべき

ことである。 

したがって、例えば３次元データによる契約図書の提示を発注者が行うなど、受発注

者それぞれが本来実施すべき役割は何であるかをよく理解し、受発注者が一体となって

「新３Ｋ」の実現に取り組んでいくことが重要である。 

 なお、取材時に「地方と首都圏との乖離が近年大きくなっている」とのご指摘もあっ

たが、東京と地方との事業量の格差は実際に拡大傾向にあり（図 5-5）、また、利益率の

企業間格差も拡大している（図 5-6）。 

 

図 5-5 東京と地方の事業量比較（東京都工事費額／各県工事費額） 

（出典）中央建設業審議会建設政策会議「地域建設業ＷＧ」（第２回） 全国建設業協会提出資料 

 

図 5-6 企業規模別の利益率 

（出典）中央建設業審議会建設政策会議「地域建設業ＷＧ」（第２回） 全国建設業協会提出資料 
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 これらのデータが示すように、地方の大多数の建設企業においては事業量の先行きが

見通せず、人員や資機材の確保に慎重にならざるを得ない状態であり、特に ICT 活用、

BIM/CIM などの新しい取り組みに積極的に取り組む余力も十分には持っていない状況

にある。 

さらに、それらの施策は全国展開する総合建設会社が実施する大規模な、スケールメ

リットを享受できる工事で取り組みが行われているものであるため、今後、地方の建設

企業が取り組みを拡大していくためには、総合建設会社が実施する工事に適合した仕様

をそのまま適用するのではなく、地方の建設企業が実施する規模・工事内容等に適した

仕様に変えて発注し、受注者が適正な利益を確保し、計画的、持続的に取り組むことが

できる形で進めていくことが求められる。 

なお国土交通省は、「ICT 導入協議会」（第 12 回）資料３「ICT 施工の普及拡大に向

けた取組」に示されるような「ICT アドバイザー制度の全国的な展開の検討」、「人材育

成センター等における BIM/CIM 研修の実施」、「発注者指定型、施工者希望型Ⅰ型の拡

大」、「中小規模工事に対応した ICT 建機の拡大に向けた、従来型の建設機械にアドオン

で装着可能なシステムの開発・実装の展開」等の取り組みや、トンネルや橋梁、ダムな

どの大規模構造物のすべての詳細設計への令和３年度(2021 年度)からの BIM/CIM 原則

適用を進めることとしているが、ICT 活用工事等の実施件数等に目を奪われることなく、

「新３Ｋ」の実現にむけて着実に、現場の実態に即した強力な対策、支援を発注者が実

施することがまだまだ必要であると考えられる。 

（※ 令和３年（2021 年）３月に開催された国土交通省「第５回 BIM/CIM 推進委員会」において、

令和２年度(2020 年度)の BIM/CIM 活用は、382 件（設計業務 210 件、工事 51 件、実施予定

121 件）の見込みと報告されている。） 

 

今回、２か年に亘る６県での調査により、地方の建設企業の現状と課題、及び対応策

の方向性について整理することができた。 

地方の建設企業は悩ましい課題をいくつも抱えており、新しい取り組みに積極的に取

り組む企業が一朝一夕に増えていく状況になってはいないが、そのような状況の中でも、

ICT 活用や週休２日制などにチャレンジし、それらを積極的に推進している企業が少な

いながらも存在することも示されている。 

また、全国建設業協会も令和３年度（2021 年度）から「目指せ週休２日＋360 時間運

動」の取り組みを開始し、強く後押しを進める予定である。 

 そこで来年度（2021 年度）以降は、ICT 活用や週休２日制などを積極的に推進して

いる地方の建設企業の事例について、取り組みの工夫などを取材、分析し、「新３Ｋ」実

現の取り組みに資する調査研究を引き続き実施していきたいと考えている。 
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